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日本建築協会
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遠江ーその地域振興と文化
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序 論 建 築 設 計 の た め の 設 備

第 1章 建 築 基 本 計 画 に 必 要 な 設 備 基 磁 知 識

給排水衛生設備/ 空気調和設備/ 電気設備/

昇降機設備/ ごみ処理設備

第 E章 事 務 所 ビ ル の 設 備 基 礎 知 識

給排水衛生設備( + ごみ処理) / 空気調和設備/

電気設備/ 昇降機設備

第 3章 商 業 ピ ル の 設 備 基 礎 知 識

給排水衛生設備( + ごみ処理) / 空気調和設備/

電気設備/ 昇降機設備/ 貸方基準

第 4章 集 合 住 宅 の 設 備 基 硲 知 識

給排水衛生設備( + ごみ処理) / 電気設備/ 昇降

機設備/ 電気エネルギー設備/ ガスエネルギー

設備

第 5章 意匠設計者による設備の打ち合わせ

現地調査/ 宮庁打ち合わせ事項/ 建築主打ち合

わせ事項/ 法規チェックリスト

第 B章 事 務 所 ピ ル の 設 計 例

給排水衛生設備/ 空気調和設備/ 電 気 設 備 /

昇降機設備/ モデルピル設備概要

第 7章 商 業 ピ ル の 設 計 例

給排水衛生設備/ 空気調和設備/ 電気設備/

昇降機設備/ ごみ処理設備/ モデルビル設備概

要

第 日 章 建 築 と 設 備 の 嬢 点

外壁，屋根/ ドアガラリー/ 機 械 室/ 屋 上，屋

外/ 天井/ 0 8，P 8/ E P 8/ フロアダクト/

設備更新/ 騒音・振動の防止/ 住宅用メーター

ボックス/ 各種機器の納まり/ 配管スペース

Iu- - と社会J 固 化 膿 し た 内 容 を べ 一 一一
社会状況を織り込み、最新の技術情報を盛り込むべく新たに書き起こしたもので、執筆には、東畑建築事務所、 日建設

計、安井建築設計事務所、大阪ガス、関西電力のE宣備設詐音が当たり、編集委員会てす儲主を重ねましfこ。

第一線て活躍する設備設計者 が、実務において、建築と設備のかかわりあう場て雷直した問題を掘り起こしその解決

ぶお尺肢て示しお本警は、意医宣詐者のみならず、初歩の設備主計者にも矧聞の猷ヰになるものと思いま す。

本替のお求めは、全国の蓄后 で! !

佃日本建築協会 (干53伊折同区梅田1 - 1-3

-2100TEL06- 348-0635、FAX06-348-0634) 

では、害児価格仲送斜実質) で筋読しますの

で、本会までと注: 5c下さい。



監事並びに本部所属

評議員の当選

名誉正会員 8名が

推挙される

近代建築見学会( 第 5回)

旧古河邸本館と

法務省赤れんが棟

を訪ねる

旧古，可邸本館

日 本建 築 協 会

合 血

冨ロ

平成 8 年 2 月28日開催の通常総会にお

いて、監事並びに本部所属の選挙を行

いました結果、下記の方々が当選され

ました。 ( 敬称略)

- 監 事 ( 1名)

尾亀清四郎( 三晃空調)

- 本部所属評議員 (27名)

中川 徹 G青水建設)

平岡 ↑ 専( 大阪市計画局)

下村健治( 修成建設専門学校)

坪田英明( 近畿地方建設局)

谷口 部( 豊園建設)

平成 8 年 2 月28日開催の通常総会にお

いて、次の方4 が名誉正会員に推挙さ

れました。本会に対する永年のこで支援、

こ協力に深< ! 調伸し上げますととも

春たけなわの週末の一日、東京に足を

のばして、明治大正期の代表的な二つ

の近代建築を訪ねます。

一つはコ ンドル博士最晩年の邸宅建築

として名高い旧古河虎之E雌 伏 正 6

年竣工) で、平成元年に本館の修理、庭

園整備工事を終えたものです。重厚な

英国カントリーハウスの構えと、内部

の特色ある和座敷が見所の西洋館で、

加えて大正 8 年に整備された広大な和

洋両様式の庭園を擁しているものです。

午後は、昨年春に霞ヶ関の一角に蘇っ

た壮大な赤れんか漣諜の旧法務省庁舎

です。これは明治中期に建築家ヱンデ

& ベックマンによる官庁集中計画を基

に建築されたもので、数少ないドイツ

派の近代建築遺産として重要なものと

いわれています。

今回は特にドイツ建築に詳しい堀内正

昭先生と、再生工事を担当された} 華泳

好章氏より、再生計画の趣旨と特色に

ついて、現地で説明をしていただきま

す。

また、時間が許せば、丸の内にDNタワ

ーとして再生された旧農林中央金庫ピ

ルと、近く立て替え力守云えられている

丸ピル( 大正 15年) も巡る予定です。

(山形政昭)

三木 敏男( サングローフ7

村上幸三郎( 東芝ライテック)

大塚日出夫( 浅沼*m

芝山 昭( 藤木工務庖)

楠 正世( 戸田建設)

柴田邦彦( 間高齢

吉村昌明( 安藤建設)

藤 崎 安 弘 ( 掛 畑

塩脇昭司( 銭高来ro

)11口順弘( 竹中工務l吉)

金田 宏( 大林事ro

今西邦夫( 今西車ro

に、ますますのご支援とご鞭援をお願

い申し上げます。

・新名誉正会員

林 野 全 孝氏 岡 田 利 一 氏

法 務 省 赤 れ ん が 棟

日 時 1996年4月26 日働

1  1  :00- 16:00 

見学先 A 旧古; 可酎休館及び庭園

B 法務省赤れんが棟

講 師 A 山形政昭/ 大阪芸術T大学

助教授

B 堀内正昭/ 昭和女子大学短

期大学部助教授

B ;塁永好章/ 麗拍、官庁営繕部

建築課営繕宣言十官

集 合 A 旧古河庭園正門 10:45

* 東京都北区西ケ原卜27- 39

J R_上中里駅下車 7分

B 法務省赤れんが棟正門 13:45

* 東京都千代田区霞ヶ関卜|

地下鉄霞ヶ関駅下車 5 介

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

阿部文彦( 東洋土建〉

浅海伸之( 浅海電気〉

矢野卓生( 中央電気工業)

田崎至成( 日比制定合設備)

近蔵 勉( 英商会)

打垣内尚雄( 東洋シヤッタ )  

畠山祐治( シンコー)

藤井英夫( 大日本土木) *  

イ壬田 勉( 西松建設) *  

松本渓嗣( 須賀工業) *  

香取市豊三氏 近 厳 正 志氏

森井重{ 言氏 八十島健二氏

山 田 義 行氏 中島 一氏

* は補選

参 加 賀 会 員 4，000円、一般 5，000円

* 含、旧古，可邸入館料 665円

申 込 4 月15日開)までに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下c ' い。

①催し名( 近代建築見学会)

②氏名

③個人・団体会員、→宣の別

任職場・学校名

告渉相5正郵送先

@ 郵書先電話番号

をお知らせ願います。

* 朝日証を 4 月16日凶に発送

します。

申込先 (他日本建築協会事業課

大阪市北区梅田1 - 1 干530

大阪駅前第 3 ビル21階

FAX 348- 0634 TEL 348- 0633 

建築と社会 ・1996. 3 1  



大阪府立

門真スポーツセンター(仮称)

見学会

スライド・レクチャー

ぶらり海外建築見て歩き

第7回

アメリカのキヤソ〈ス

2  

古の時代、この地は大阪湾の- $ の行可 この施設は、平成 9年の「なみはや圏

内宵と呼ばれる入j工になっていまし 体」夏季大会の関 ・閉会会場、競永飛

た。時代と共に湾岸線も変遷し、今宮 込競妓会場に使用さ才1、メインアリー

から、官へと変わり、大既湾も現在の ナは、多目的な利用を前提にプールの

ような整った楕円になりました。 床を可動することにより、冬季はアイ

形態的には、この大統湾の楕円( 主詩自. ススケー卜、春 ・秋季はフ ロアにして

日 時 1996年4月9日ω

13:30 - 16:30 

講 師 松 田 善 弘/ 昭和言語十主管

添野建一/ 竹中J V総合所長

定 員 50人

* 申込者多数の場合は; 由選

短軸= 2 : 1) を基本に、それを5. 傾け スポーツの他イベント ・コンサート会 集 合 現 地

ることにより、大阪の夢を柔らかく包 場として利用できるように計画されて * 地下鉄鶴貝緑地線 「鶴貝緑

み込む 宵 円のW が 。未来。という大 います。 地」駅下車徒歩約20介

海に向かって飛び立とうとする姿をイ ( 松田善弘) 朝 日 費 会 員 1，000円、一般 2，∞D円

メージしています。 申 込 4 月 2 日ωまでに、ノ、ガキ、

日 時 1996年4月23 日ω

18:30 - 20:30 

会 場日本建築協会サロン

* 大 関R前第3ピル21階

講 師 杉本真一/ 大阪芸術工大学講師

定 員 30人

* 申込者多数の場合は抽選

参加賀 会員 1，000円、 一般 2，000円

(学生は半額、飲物付、f. I s)

申 込 4月16日ωまでに、ハガキ、

FAX、電話でお申込み下さい。

①催し名( スライド・レクチャー)

②氏名

③個人・団体会員、→2の別

但職 場・学校名

信渉抱日hl j I 送先

@ 輯各先電話番号

をお知らせ願います。

* 参加誌を4月17日附に発送

します。

申込先 制 日本建築協会事業課

大阪市北区梅田トト3-2100

大阪駅前第3ビル21階 干530

FAX. 348- 0634 TEL. 348- 0633 

- 処築慨' u

j苛イE 地 1"1呉市大宇三ッ ね308- 1

設 計 大 阪 府 建 築 制i伊; 繕室

i昭和設計

監 理 大 阪 府 立E築 部 営 繕 室

大阪府主l ! 設監理協会

昭和設計

施 E  竹 中 ・鴻 池 ・i査m・住 友 東 海] V

敷地I面積 45.795.38m'  

ill 築面u#! 25.461. 40m'  

延 床 面 積 37.660.81  m'  

t骨造脱線 RC・S'SRC、 BI' 3F

締 法 パ ン タ ドーム締法

外 装 タイル打込炭本繊維強化セメント紙

工 却1 1993年10月- 1996年 3 月

オー プン 1996年 6 月 ( f' 定)

プ リンス トン大学

「キャンパス」という言葉は、既に日本

語としても広〈使われていますが、ど

こから生まれた単語かこ存知でしょう

か。実は、アメリ力のプリンス卜ン大学

から生まれた言葉なんて・す。今回はそ

のプリンス卜ン大学を始めとするアイ

ヴィー ・リーグの大学( 東海岸) やスタ

ンフォード大学、カリフォルニア大学

( 西海岸) 等のキャンパスの建物や学

FAX、電話でお申込み下さい。

①催し名( 門真スポーツセン

タ一見学会)

②氏名

③個人 ・団体会員、一般の5J IJ

e満 場・学校名

信彦有馬m送先

。 輸先電話番号

をお知らせ願います。

* 朝日証を 4 月 3 日同に発送

します。

申込先 (他日本建築協会事業課

大阪市北区梅田 トト3- 2100

大阪駅前第3ピル21階 干530

FAX 348-0634 TEL 348- 0633 

- 次 阿のイー定

1996年 5 月28 1.1 (:)() 18・30-20:30

「アメリカの実験問Il li J

7 ーコサンティ ー、サン ・アントリオ、コロ

ンパス符を紹介します。

生生活を紹介します。

このスライド ・レクチャーシリーズで

は、スライドを使って、 ;智同建築及び

その周辺の風物を紹介しています。大

学の授業のような堅苦しい話ではな

く、建築に関係のない方にも楽しんで

いただけるような内容ですので、気軽

に聴きに来ていただければ幸いです。

(杉本真一)
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建築と社会
Ｑ 附図 Ｑ Ｙ Ｑ Ｗ 年創刊新 Ｗ ｾ Ｏ ￬ｭｾ

ARCHI TECTURE A N D  S OCI ET Y  

J OURNAt  Q F  THE ARCHI TECTURAl  AS S OCI AlI Q N  O F  J APAN 

C長

特集・ 遠江ーその地域振興と文化

[ 作 品 ] 愛 ｾ ｉｉｊ 日米 二 ｆｏｉ 総令庁介 Ｏ 伏凡ライフ プラザ Ｈ Ｇｉ Ｇ ｩ ｬＧ ｬ ｬ 切符惚イ干 Ｏ ｩ Ｇ 介Ｉ 一一一一一 一 ＲＸ

火 山 1'，1際観光センター

岐i ' ，¥.) uIXI ，'::Iiu/ t 'I' " ・川 iJ _:凶 作 館

綴 IlI r文 化 会 館

Ｊ計画中同大宇 Ｏ ｩｾｊｊ Ｕｩ ｉ ｉｬ ｊ 立久斗小学校 Ｏ メニコン総令研究所

tt 柿 rli 民 病 院/; 行 j ド医院 ・淡 病 「 防 巡 ill) /!j 包.ot /松 JJ 5i "i 以 術 院

が 11  ) 1“ "1柄干"1:の 明レインボーア。ラザ/ サンデノレタ件. b. ! i州

ｴ ＮＧ ｩ Ｇ ＡｊＧ ｉ Ｍｩ藍Ｎ，Ｚ政ｾ人ホーム総 ｊ 庭先

かめやま美術館

官11. ; ( 1/ 恨( リニュー アノレ)

北 11 本スクェア/ 株式会社クマヒラ: : f ' ， ，liJ iZヒツレ/ * 紛ピノレ (NEC' I' msヒツレ)

'1 'l 'llSイヒ E版 先 附 岐 阜 文 山/ 1日l布l火 災名， Jili J ピノレ

'i 'l 'llS' ，心 ) L多ifi J . L れ業所 . '，[ ) ) センター

収川1 ' 1勤続比機製作所烈 I判工場事務 ・技 術 株

サンハイツ 'i 'c!k:f; ( E F ) 械

岐阜ノレオvノサンスホテル/ ，志 j管観光ホテノレクループ賢f . t r i f' l:: ぬ」

ジャスコ附崎市山/ マイカノレ桑名

S21 

[Skcωh Book]  *i l 阜の 新 処 築6t i a  

[ 本 文 ] ・泌 i C一 地 域振興の施設づくりと文化

述 州 の J止LJ '. ・会U!Hと文化 ・鈴木正之 90 

浜 松 山 の 目iS"iIi づく りの 展 望 ・金子治夫 94 

浜松らし L ..r，IS  " 1文 イヒの訂'1 j1t ・金子治夫 96 

. 述 江 地 域 の 作 品 料 介

アク トシティ浜松の施設相正:i:! ・山下竪司 98 

アク トシティ浜松の巡' 以と今後の展 開 ・山下堅司 lω 

アク ト シティ浜松のｾ［Ｉｴ ［ｦ ｬ ＧＨ こあたって ・ 米川舵夫 /02 

浜 松 山 梨 総 |呼 物 館 ・佐 臓 剛 /04 

フォルテピノレ ・浜松都市開発附 /06 

フォルテの設計にあたって ・原固ま真邸 /08 

8包 設 利 川 体 験 記ー フォルテホーノレ ・上保節子 //0 

11) の l味 ・係れたてバザーノレー フォルテにて- ・嬬柳康江 /// 

ｎ ｔ ｓ システム総合研究所のｾ［ ｦｉに ついて ・ 水谷碩之 // 2  

ひとと 1' 1然 が 調不¥1する的|尚lファク トリー ・4鳩山研介 // 6  

ロック ・フィーノレ 卜:' i nt  I市l ファク トリー ・安施忠雄建築研究所 // 8  

. 米 i l ' HJU建 築MA Pと掲載作品概要一 覧 /20 

会 告 監事並びに本部所属Z平線 員 の 当 選 名 誉 正 会 員8名が推挙される.

近代建築見学会 ( 5) 1日古河邸本館と i去務省赤れんが棟 を訪ねる

大阪府立門真スポーツセンター ( 仮称J 見学会. スライド・レクチャー (7) アメリカのキャンパスー

作品作風 大 阪市 E岩 崎 事 業 昂 八 犀 丁 場 4  

g allery S elf  Interv ie w  ( 小 ILt 隆 治 ) ・川 上 比奈 子 8  

ブ' : ; クステ ー ション 短 ;i ' 1' 4組 ・伊 旗 郁 郎 ・稲 木 裕 子 /0  

法 令 コ ー ナー ムJ ! 築物の耐民改修の促進にI刻す る 法 律 ・岩 城 和 喜 / /  

W Wa t c hi ng (l 4) 都 市の風 景 O sa k a  J  ur ass ic  Pa r k ・糟 谷 浩 史 /2  

大 先輩 に聞く 7; f 交 努 雌 ・佐 野 洋 ・高 田光 雄 /4  

G 8 R Cニュース 判 ｉ Ｇ Ｉ ｾ ［ｭ 内で｟｛ 'Jl 川 材 料 試 験 営 始 め ま す - 4月にやI'P 試 験 室 IJfl 設 /7  

建 築 の 眼 ベルリンの樹 ・鈴木良介. まちづくり協誠会方式 ・垂水英司 /8

心にしみる塔 ・瀬戸本淳. 外壁を美しく保つために ・田中正司.

座 談 会 支持11活 動 へ の JtJ I待 と そ の 展 望 /9 

市 川 宏( 会長) / 岡本行善( 副会長) / 三品哲夫( 副会長) / 井手正己( 京都支部)

古 林 敏 郎 ( 中 国 支部) / 雑賀幹夫( 和歌山支部) / 森口雅文( 東海支部)

小宮三辰( 東海支部) / 聖子上 淳 三 ( 常務理事ν 林 金 之一 司 会一

構 造 の 頁 必微粉末混手'11材 を) 1I t 、I.:";;j l五五IJ コンクリー卜 ・梶 山 毅 ・ 平 弘 毅 /23 

設 備 の 頁 昏りと主主 気 質 ・梶 井 宏 修 /24 

informat i on  r，レ・コルビュジエー水の記憶- J 展 /25

r 自然の素材を生かす生活のかたちJ - H Rフォーラム WA Z A ( 辛口座) " ー

旧朝鮮総督府庁舎保存 ・再生を. '96建築専門学校卒業設計作品展示会.

中之島の中央公会堂保存・再生、設計者決まる. 堺市、 5月 l 日に新用 途地域を施行.

平 成7年度「ひろしま街づくりテ'ザイン賞J 表彰作品・活動ー第27田中部建築賞入賞作品8点 .

月 報 平 成8:11三1) 1分 /27 
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{f . 彊

.1書 風

設計監王室 ・

大 阪 市 都 市 整 備 局 営 繕 部

東 畑 建 築 事 務 所

施 工 圃

熊 谷 組 ・銭 高 組J V

大阪市環境事業局八尾工場

、"， -1万 il j : ，、大IUi "i 1: ; ¥J If "  iの 行 政協定に基づ き 、 八 尾 市|人l に大阪市

が 雄 投 . ))J !i;;' ; し、日，ji liの ご み 守 焼却 処JIJ!. す る 胞設で旬、 1966

'

1' にムl! 設

され ｾ ｾＢｩ 化 した ＱＱ 口 Ｚ 場を、ＲＱＢＱ止紀に ＯＱＧ Ｑ けた Ｍ ＱＱ 滋 ｩｊ￮ｩｊ￭ の ｲ Ｚ￸［Ｚ ｩｴ Ｚｬ ｴ にやさし

く、公ｽ［ＺのｾＡＧＮｾい、 Ｂ ￯ 民に親しまれるで場」をめざして建て替えられ

たものです。

円山町￬ｊＧｊｬ ｬｩ Ｏ では、 ｉ ｴｊ および凶 ｦ ｊＡｩ ｊ の道路からで場械をｉｬｬ ｪｾ して充分な緩衝

w也を設け、北側に il'l. J L、をもたせるようにしました。

タトおi l I . は、あまりにも門人- となるで場似のボリュームを、持ち出しと

な っ ている λ 学廊下と 峨 ｪ 主窓によるノ ド、 ｉ ｌ ライン、マスの ｫｾ ｬ み合わせ

およびIIIl lUi などで別凶げるとともに、 111丁場跡地の広場に面する束

1( li の 1':大な |坊T'f ぽ に は Jl 4季折々の金問IJ述 111を/ 1央し ，:1
1

1す ミラ ー を 設

け、組しみと楽しさを ＿ｾ ｩ Ｚｩ ｮＧ ， し、同 ｣ ［［， ， Ｇ［￬ ｬＱ ｲ ｉ ￎＯ と介わせてｊｩ ｾ ｊ ｩｬｬｊｊｦ ｩ 境との部 Ｑ

ｦ ｬｬ ｾ ｉ Ｚｸ Ｑ りました 。

|人以11は、機能的て安全、快適、 h'i'j 封! なイ1北 B;:t!_(l と兄学ノレートの捌1m

を|ヌ|り、特に| 坊災 . ，控質ftifii の光' _ kと、 j央会，i... 1坊7T、 l坊央に充分な配

J.&. をしました。

ぷ ｼ 民 ｬ ホーノレの Ｑ＾ 旬壁面「かけがえのない 地 球」は、 ｲｾｩ Ｇｴｾを守る ｊ 1: L 、

うＮｂ初 Ｚｬｊ ｊ ｾ［ 長Ｚが全人類の今 ｮ Ｈｉ ｾ ｊ テ ー マ ｲｊ 也 ｅ 陥［拘 ｅ を ギ ｪ ニる ｊ (こ *fi びつい

てし、ることを、気象 ｦ 訂正 ｉ Ｍ ｾ から 凡 ｴＮＮＺＧｪ 巧 ｬｩ に ｪ 平かぶ美しし、 地 球によって

ｊＮ＼Ｚ ｽｊｾ したものです 。 ＨＩ￘ｾｩ 光 彦 Ｏ ｊ［ｬ ｕ Ｑ ｬＱ 建築 Ｚ［ｲ ｊｩ 務 ｦｾ ￭Ｉ

r 一一

配置図 ， :4∞o  

所 在 地 一 一 一 一 大 阪 府 八 尾 市 上 尾 田n ート 1

敷地面積一一一- 43 ，646.  OOm'  

建 築 面 積 一 一 - 9 ，777. 24m'  

延床面積一一一- 24 ，674 . 23m'

+ 荷造規模一一一一 S R C、町、 S 、 B3 F、7 F、PI

工 期一一一一平成 3 年 12 月 ~ 平 成 7 年 3 月

最 寄 駅 一 一 一 一 近 畿 日 本 鉄 道 ・河 内 山 本 駅

渇 影 一一 一 一 島 修 一 ・伸 和

④ 

l  階 玄 関 ホ ー ル

東 面 外 観

V 外 観 デ ィ テ ー ル



a

-

'

a

・'

a

・'

a

・'

a

圃'
a

-

F

圃園
田

a

-

'

a

・'

a

・'

a

・'
a

'

B

a

-

-

圃園
田

園・聞圃・・

園
田

a

-

'

a

・'

a

・'

a

・'

a

・開園.，

a
-
F

a

-

-

a

・'

a

・
・

圃
圃

u

・

s

・'

a

・'

a

・'

a

・'

a

・'

a

・
，

a

・'

a

E

'

a

・'

a

・・一

-
-

a

-

'

a

・'
a

.

，
a

・'

a

-

-

a

・'

a
.

，

.

.

.

.

.
 
，圃・・

a

-

'

a

・'

a

・'

a

・'

a

-
-

a

・'

a

・'

a

・'

a

・'
a

-

-

d

E

'

a

E

'

a

・'

a

E

'

a

E

，

...

.. 

，
圃
・
・
・
・
・

• 

温提 と社 全 ・1996 . 3

外 観

6  



_jJ g  

.1書 風

設 計 監 理 ・

西 日 本 旅客 鉄 道 ・日 建 設 計

施 工 ・

鹿 島 建 設 ・広 成 建 設 ・大 本 組 ・問 組J V

ホテルグランヴィア岡山

I，'(; JIII 駅 Ijij 出 場 の | 地 lズII!l I!;喜哩1'.']' ;;長にf i"い、|前l山 ターミナノレホテノレが

主主て 併 λ られ、「ホテノレグランヴィア I，Y; JIIIJ として 111，年イドにオープン

した。リJ知也はJ RI 前] 山駅 iii jで、 Irll 而l山 タ ー ミ ナノレホテノレの後TT除J荘地

である 。 イ 叫秒政 二 円 釦こ ＱＱＱ ホテノレは ｬ ｛ ｬＨり ｉ 裂され、島町 ｪ￭ ｪＩ Ｎｬ，、場の ｦｊ Ｎｩ Ｚ ｾｬ ｾ が

進んでし、る 。 11;cl':1f. (1勺には新しいホテノレが、 1守備されたまi) y駅 前広 場 の

II :. IIII' ニイ山内 す る こ と と な る 。

328主の存宗数、 34m'の平C3i l白i紛 ( T' A乃、 1000，げの 大 安 会場 、83mの

以 I" "J I"") さ等、 I，'(; JI IIー のJJ M尖をもっホテノレとなるとともに、グレード

につ いてら IrI 米のピジオ、スホテノレかt : ， '['I .Efjtll); ー のシティホテノレ

へとノ1: まれ変わることを目指 している 。

111)1，; l 、存l付をターゲ、γ トとしているため、オ一ソドツクスて E悦G包Lきの

こないテ♂ザ、インををナ 口』桁行 しf伯側品刷脚剛|十1'1性|

るスタイノレとなることをぞｾ ｻＮＭｉ付士卜 ｉ ｴｴＮた ｊ 。

!!j )¥1 ji j).l，、JJ，'l fJ!l Jは、 1 - 2 111'昨日う〉を 全 l自jセ ッ トノずックしたピ ロティツ日I ¥J

とし、外装も 人 々 の 集 ま る 1 - 2 f I 汁部分に質感のある 人:担'，li IIJIJLタイ

ノレ ｾ Ｑ 止 Ｚ川 するとともに、Ｎｦ ｬ ｬｩ 込み、 ＡＡ Ｈｾ 1リl日叫L呼の訂 l叫に ) J 点をおき、

アメニティを ｾ Ｎ ， Ｇｪ めている 。

断 面 図 1: 12∞ 

所 在 地 一一一一 岡山市駅元町 l 番 5 号

敷 地 面 積 一 一一 5 ，895. 00m'

建築面積一一一一- 4 . 033 . 20m'  

延床面積一一一一位， 070. I Om'

構造規模一一一一- s、S R C、 B3 F、 19F、PI

工 期一一 一一 ＱＹ Ｙ Ｓ 年 Ｑ Ｐ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｑ 月

最寄駅一一一一 J R岡山駅下車徒歩 l 介

煩 影 一一一ー 登 宏 太 郎

( 出 川 市/ 円娃設計)
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No. S 築 住 住 宅

カード型の敷地に 3 家族の集住住宅。

と家族、家族と家族、個人と家族のコミュニケーショ

ついて答え た。半透明な壁と共同キ ッチンを備え、7

プ型のアプ ロー チが都市とのE臣殿をは っきりと主張

SELFI NTERVI EW 

P円OJ ECT NO.4.5.6.7.8 

小山隆治

「人は資質としてリビドー的快楽を求

める」といった人がいる。これは必然

以外なにものでもない。

さまざまなイデア論はあまり語られ

なくなった。それはあまりに難しくなっ

た現在があるからだ。

つまり情報という被膜の厚さをより

分けている聞に、人は惑わされてしま

うからだ。それよりは、ピジeヨンとして

の思考に頼る解釈らしき理由づけを

している方が容易い。

時には創り上げたドクマチズムとさ

え感じるが、そのような話を入はそう

長くは聞いていないだろう。

/  全て否認聴ければならない。歴史

明 日 技 術 開会も。未来を予測

小 山 隆 治

1983 兵庫県生まれ

1985 無有建築工房

日ぬど。

，らをより弱ｾ

殺棄 底くがごと ｾ

1992 小山隆治建築研究所設立

ｾ＠
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/  
NO. 8 未完の住宅

が験地に内在化する」こん、か責葉は果して形態イtjするか。

ＡｬＺｊｩｬＮ ｾ ＾乞 ｩ活雷 に ｪ必』必、要な単位として、平面

目日倒司 Ulい、場所をi選墾んてで，濫hか、れる。床は敷I地:均川らのな ，ら力か、弘な、ス

一 円 t吋 l叶オによつて耳繋zげ、犀擦は rmうもの」と考える 単 位 と 単

同から垣間みる敷地( 外部) が、直接的Iゴ内部に届く

.. 
・.
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タイプ別に見る

暮らしの収納法

- 場所別混・

林 業 子 著

評伝宇土

1995. 5. 8干IJ

邸 中J 175頁 1，500円

住宅の収納に関する本は、数多くある

が、どうも似たり寄ったりのようであ

る 隙間を見つけては収納を押し込ん

でみたり、チマチマした改装で納めて

みたりと、専門家から見ると、耐え難い

方法が多いように思う 。 そのような中

にあ って、本容は、住宅設計を数多く手

がけてきた著者が、施主からの相談や

体験をもとに生み出した収納の工夫や

アイデアてつ荷縦て' ある 。 収納のタイプ

を「ため込み型」と「捨て型 J に介けそ

れぞれのタイプ別に収納法を提案して

いる点が画期的である 。 イラスト b 鐙

で、これなら設計段階からの収納の

提案に使えそうである 。読者対象はあ

くまでも一般向けだが、建ててからも

しく住んでいただくには、造る組IJ も

を b って先手を打つ! 必要が あろ

う。 (Y . I)

10 也提と社会 ・1996.3

BOOK 

STATI ON 

ブック・ステーション

街の色研究会・京都'95年報

街の色研究会 ・京 都 編 集

街の色研究会 ・京 都

1995. 10. 7刊

A4判 119頁 無 料

パ ｦＮ Ｚｾ｜ｾ￬ＷＷ ｛ｬＮ チ

「はじめに」として 「街の色研究会 ・京

都 j b 発足してから早くも 4 年が過き'

ょうとしています。この冊子は、先年来

の「長銀色彩」、「瓦の色J につづく 3 冊

目の年報です。 この年報はこの| 年間

取り組んでまいりました「壁の色」に関

する講演、国際フォ ーラム、 調査研究や

会員からの寄稿、さら に創造的芸術活

動とも 言 える東山高台寺夜景の照明演

出に係わる報告のほか、会の，舌動報告

記事力、らなっています」とある 。京都の

街 の 色 ・色彩を織身な角度から取りあ

げ翻査 ・研究する中で、京都の街の姿の

ありょう ・最観の問題を認識し考え、そ

の成果を広〈市民に広めていこうとし

て、機，々な職業 ・立場の人々が参加し、

学び、活動している会の姿が読み取れ

る。京都らしさを守リ、裁いは取り戻す

ための「長銀照明 j r景観色彩」という

切り口は魅力的であり、報告のすべて

が興味をひく内容である 。 (1. 1)

職議機線機綴畿総議綴織審議

建築の歴史
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旗 本 康 雄 訳 山 田 幸 一 監 修

佐 藤 理 著

白水社

1995.  10. 30干IJ

86変半IJ 136頁 980円

鹿島出版会

1995. 12. 25刊

86判 118頁 1，399円

本智は、建築の歴史を今までのように、 このシ リーズは日本の風土に密泊して

建物の記述や年代が主体となるような 長い歴史の中で育まれてきた日本建築

建築史ではなく、いかなる方法で人間 の各部位や材料のルーツ ・変遷をあ り

が、重力という力に対抗して建物を造 のまま記述しようとするものである 。

ってきたか、そしてどのような構法を 対象は日常生活て' なじみの 深いものば

み出してい ったか、次いで、時代や場 かりであり、これまで日本壁、建具、台

所や文明によって、建物の機備や構成 所、便所、屋根、畳、風呂、窓、床の問、

がどのように変えられ、どのように1東 和瓦をとりあげてきた。平 成 4 年に亡

境 に 適 合 してい った か と い う 切 り 口 く な ら れ た 故 山 田 幸 一 氏 の 監 修 の も

で、建築の歴史を語っている 。さらにそ と、シ リーズ各冊の執筆者は多岐に亘

こから、建築を* 美の表出においてもの る。今回は、住まいの顔といわれる門に

を建てる芸術である' ということが考 ついて、門の語源 ・歴史をはじめ門に関

奈さ れている 。 フランスのクセジュ文 する 4重4 の話をまとめたものである 。

庫の一つであるが、日本建築について 「このシ リーズの内容はあくまで歴史

も触れられている点が興味深い。 何ょ に重点をおいており、ここであえて将

り、 8 6 判という手軽さで、世界の建築 来の建築のあるべき姿を措くなどとい

の歴史が手軽に読めるのも楽しい。 た った大そ れに野心はない。 しかし優れ

t::. 、‘ 切り口。の関係から、写真の図版 た伝統への憧恨は必ず実りある未来を

が少ないのが残念であるが・。 (Y. I) 開拓するであろう」と山田氏が言うよ

うに、 日本建築のよき伝統への理解は、

これからの建築を考える上で、必ずや

よき指針となるに違いない。 (1.1)

担当 会員企画小委員会/ 伊藤郁郎稲木裕子



l 法律制定の背景

平成 7 i l三1 月に発生した阪や1' ・閥的大足災て" は

! & 築物に多数の被害が生じ、多くの必L 、人命がうた

われた。建築物の被害iJ ;'f I;l¥1の 到リl と文明ミのため主l ! :

5たおjiA別査委只会が前置きれ、平成 711三7) -1には

'1

'

11¥1報告が出された。 これによると、特に/I ?i 平1156

年以 前 に建築された、現行の ｦＨ￼ ｴ 兵器準を ｾ ￎ Ｚ ｉＺ ｪ たさな

L 、建築物の被害がは措に凡られ、 一方、現行の耐

2裂副長による主l ! : 築物には被守が少なく、呪行の耐

，:; ; t!き準は一昔11の構 造形式を|徐L 、て、おおむね妥当

であるとされた。

こ のため、現行而 ［ｉ ｾ 訪 問 主主 ･Ｍ ｈ Ｚ む たさない弘 ｬＡＺ 築物の

ｉ Ｈￜ［ 目 ぷ創折 ・ 改修が重要な制 躍 であり、これを ｻ ｦＨ ｾ 必

するために、建築基準法の* ，'1') ;'1十11置や金制J この支

援 制 置を含む法的 な枠組みの弘警備が必要である

と考えられ、「建築物の而括己改修の促進に |民lする

法干ItJ が平成 7 年 10月27 11 に公布、 12月25 11 から

施行された。 また、法宇I!_施行のために、本法に |民l

する施行令、施行規J!i J、作示が定められ、 同様に

Ｑ Ｒ 月 ＲＵ 日力、ら ｢ 包 Ｑ￯ さオ Ｑ Ｎｊｾ 。

なお、現行而。 ｉ ￭Ｎ友る｜Ｔｾの Ｍ Ｃ Ｑ Ｑ 兄 ｩ 立しとして、 ｪｾＧｾ ｬ

造の松J 闘l昔I1についての安全性の佐保、ピロティ形

式等の建築物についての安全|生の怖保 のために

竹示の改正力計われている 。 (lI ?i平日55"1ニ竹 示1791

分、 1792号 のE文日三)

l 法律の概要

( 1) 特 定 建 築 物 に 係 る 措置

｀ ド ＡｪＡ 定建築物の ｦｾｲ 有者の努 ｪ 胤説先Ｈ法第 Ｒ 粂、令

第 l 粂)

法で規定されたキオ安、体育館、病院、劇場、縦

覧場、集会場、民示場、百貨底、 事務 所 と 、 施 行

令で規定のボ ー リング場、診旅所、 Ｑｉ ＡｫＺ ｉ ｔ ｬ￯ ｬｬ ｾ 官、玉ｾ

堂、 卸売市場、ホテノレ等多数の名古q lj mする |併数

が 3 ι Lヒで、かつ、床面積 の 合 計 が1，000m'μ ん仁の

建 築物 て、 ifu; ti詞 共l係 規定について長l ! : 築五回l法 」二の

既存不通俗建築物であるもの( 以ート「特定処築物」

という) の所有者は、耐設診| 折を行い、必裂に応

じて耐震改修を行うよう努めなければならないこと

としている 。

これらの建築物は、所有者以外の多数の持が利

用するため、建築物の耐渓性の ｦ 倒採について戸ｾｪＭ有

者にヰi 会 的 責 任 が あ る と 考 え ら れ る か ら で あ る 。

※ ｩＩ 両 ｩ 臨改修 ｴ は、 ｊ 也誌に対する安全性の向上をドｉＨｊＢ ｊ ｾ した

ｬ｜ ｾ Ｑ 築、改築、ｻ鋭丹、校紙特を ｌ 、う 。

※ ii) 分設共同住宅は、平'1m芋iが必本的に! & 築物の所有者の

みのため、特定法築物 ｲｹｾ はならな ｌ 、 。

※ ｩ ｩ ｩＩ後令月 Ｑ 途主ｬＡＺ梨妙 ｊ については、ＡＦ築物づｾｦＺが規定の鋭校

五.LI であり、税定のflJ i主が必半を II :j める場介に判定主I l

築物 t なる。付間三戸、協，! &鍛砂Jの場合も |日l じ)

@ 建 設 大 臣 に よ る 耐 浪 診 断 及 びifu; t浪 改 修 の指 針

の 策 定 ・公 表 ( 法 第 3 粂)

編集委員会法令分科会
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建築物の耐震改修の促進に関する

法 律

弘l ! : 設大臣は、 而;1波診断法び間;1民 改 修 の指 針 を 定

め、これを公表する こ ととしている 。

共体 的 には、主 ｬＡ 設符告示 ｴｩｾＲＰＸＹｽ ［ｙとして指針が

定められている 。 この桁 告|の 考 え 方 は 、 帥H 木 辿

築 防 災協会 か ら ，'1同 い る 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 造 、 鉄

ｦ ｬ ｩ ＮＧｫ筋コンクリート ｩｩｅ 娃築物の而但 ミ 診 ｬ ［ｴｊ ￭ Ｇ ｾ 必修 ・ 耐

民 改 修 訴|す荷量| と同線である 。

※ i) 告示は第 2次診断、第 3次診l航: 基づ 〈が、! : i i l 次; ぷ析

も大臣認定された。( 平成 8 年 3 月12 FI 1- 1  通達)

※ ii)鉄1' ; - 造! &築物については、指針 の考え }j に基づ く」ι準

引を作成'1' であり、 t:WI の五IS川はそ のflji 百五 t なる。

@ 所 管 行 政IY による 指 導 及 び 肋 戸i; ( 法第 4 粂 第 I

境 、 令 第 2 粂)

ｦ ｾ ｩ 缶、行政庁 Ｈ 主必処 ｬＡ 築主 ｚ不 ｪド ｌ 右を「記 世，Ｇ Ｐ 市行 Ｑ Ｑ川 ｈ川 ｬり｝村村 一の ｩ長 毛 または

古郁|目i道n府1手荷:守T県女知知l日lロZ事!れ王の こ とてで快二、 弘泌処i住:2祭2担&.主主凶託叩I

J-庁一T了と同じω) Iはま、:特|ド侍甘守i 定主雄i住2築物の耐設診断及び而恥昨‘ ;tiぷ必主改

官i韮Eに つ い て必必、要なf指自宵. 逗導主及ぴHω助1力j 需需， を寸す- ることがてで
‘  

きる こ t としている 。

。 不 特 定 多 数 の 者 が 利 用 す る 特 定 建 築 物 に 対 す

る措置Ｈ法 ｾｾＴ 条第 Ｒ 項、令第 Ｓ 粂Ｉ

所管行政庁は、病院、劇場、縦覧場、集会場、

展示場、百貨 ｪ 苫等 コ 干 、収 ｉ ｊ Ａ 定多数の者カ ｾ ｉ ｉ ｊｉｬ する特定

!u! 築物 ( 当然、 |府数は 3 ι Uニ) のうち床研iWの 合

計 が2，000m'ι んヒのものについて、 必要 な 耐 震 診

断 または耐 民 改 修が 行 わ れ て い な い と 認 め る と

きは、当該特定長l ! : 築物の所有者に刈し、 必袋 な 折

示をする こ とができる こ ととしている 。

特 定 建 築 物 の rl-'で も 不 特 定 かつ 多数の者が平'I

mするものについては、公共的な性桁が強〈、そ

れ らの 利 用 者 の 安 全 性 を 雌 保 す る 社 会 的 援 裕 が

特 に 強 t 、と考えられるので、折示、 つ まり 、伽l々

の事例に応じて具体的な指摘を行い、適切な而;ti]主

診 断 ま た は 耐 渓 改 修 を 行 う よ う 求 め る こ と が で

きる 。

(2) 住 宅 を は じ め と す る 建 築 物 全 般 に 対 す る 措置

。 ｩ ｦｩｩ 但主改修の計 画 の認定Ｈ法第 Ｕ 条、Ｎｊ［ ｊｌｉＡ ｉ ｊ ｴｩｾ 2 粂 ・

第 3 粂 )

建 築物 の 耐 震 改 修 を し よ う と す る 者 は 、 処 築物

の i耐震 改修 の 計 画 に つ い て jiJi') ，; : 行政庁に認定を

申請する こ とができ、 fiJ i岱・行回υTI 立、当該引官'1が

耐 震 関 係 規 定 等 に 迎 令 し て い る と 認 め る t きは、

認定をする こ とができることとしている 。

イ Ｎ 而Ｚ践関係規定 ｴ こ準ずるものとして正ｬＡＺ ｦ ｻ， ｴＪｾＺｉ

が定める韮凶皇Ｈ法第 Ｕ 粂第 Ｓ 頃ｴ￬Ｇｾ Ｑ 号 ・ ｴｩｾ 6 項、

規 則 第 2 粂 第 2 項)

建 設 省 告 示 第2090サで、特定ι l ! 築物の両信ぷ斜針

及び除I設 改 修 に |射する 桁 音|に よ る 耐 以 診断 ぞ 行

い、 地震に対して' 友金な桃 j立であるという こ とが

確 かめられた場令は、現行の耐震 規 定 に つ い て 迎

合 し な い部 分 が あ っ た場 合て‘ ι 、計 画 の j忍定がで

きる こ ととし、また、 耐浜 |民HH JL主主に つ い て 既 存

不 適裕 建 築 物 で あ る も の が 引 回 の 認 定 を 受 け た

ものは、工Z川t も']1 きあi き則行:方、j並i物 処 築 物 と し

てJ [:( り4及うこととしている 。

@ 計画の認、定を受けた主l!: 築 物 に つ い て の 建 築 基

討を［ｦＮＱｾの料 イ ダリ

イ. 既 存 不 通 絡 建 築 物 のml ll 浪の緩平11 Ｈ法ｾｾ 5 条

第 3頃 第 3 ｊ ，ナ ・ 第 Ｖ ｬ ｎ 、Ｎｊ［ ｊ ｌ ｊＡｩ ｊ 第 Ｒ 粂 ｾＳ 項Ｉ

耐 震|民!係税定以外のィ、適格昔11分 を 合 む 既 存 不

i車i俗建築物について、而町民L4性 の 向 上 の た め に必 'J:!"

と認められる噌築( ピロティ部分等に慌を設ける

場 令 に |浪られる) 、大規艇の{I針託または大波紋の

模以恰をしようとする場合には、主.I! 築基託制; 第 3

粂 第 3 J'"j; "( 第 3 号> > び百S4  1，; -の規 定にかかわらず、

工 事 後 も 引 き続き 目先存不: i i l i -t待処築物と して収り

扱う こ ととして い る。

※この場合、改築は泌められない。

ロ Ｎ耐火 建築物に係る ｴｬｩ ｬｬ 限の緩 和 ｉ Ｈ 法第 Ｕ 粂 ｾｓ

Ｓ 項第 Ｔ 号 ・ 第 Ｗ 項 、 祝 日 ｉｊ 第 Ｒ 粂第 Ｔ 項 ・ Ｑｩｩｾ 5 粂)

耐震性向上のために耐火建築物に ｦ ｬＡｾ設け、ま

た は 柱 の 模 様 替 を 行 う 結 果 、 耐 火 建 築 物 に 係 る 規

定 に 迎 合 し な い こととなる場合において、火災の

早 期 党 知 の た め のf昔誼を誹ずること等、 一 定 の 条

件を ｾ ｩ ｾ ｊ たすときは、当該規定は適 用 しないことと

している。

ノ｜建築 硲 認の特 例 Ｈ法第 Ｕ 粂＿［ｦ ｾ Ｔ 頃 ・ ｬＺｦｾ 8 項、

規 ｷ ｭｾ 2 条 第 5 項)

計 画 の 認 定 を も っ て 建 築 総 認 ま た は 迎 合通 知!

があったものとみなし、弘ll: 築 基 準 法 の 手 紙 き を 簡

素 化 する こととして L 、る。

@ 住 宅 金 融 公 庫 の 資 金 の 貸付 け の 特 例 ( 法 第

10粂 、 令 第 5粂)

計 画 の 認 定 を 受 け て 住 宅 の 耐 己 主 改 修 を 行 う 者

に 対 す る 住 宅 金 融 公 庫 の 貸付金 の利 率は、新築の

場合と 同様の圭¥4" ' 金利( 1' 1' 1.1から 10年 以内 につき

年 5.5 %以 内 で 政 令 て 定 め る 率 、 平 成 7 年 12 月

25 日のH寺点にお L 、て年3，1%) とすることとして

L、る 。

※11宅以外の建築妙J については、1 ' 1本Il fHe銀行等の政府系金

高山胤刻の長 ｊｙ ｬｩ ｬｾＱ Ｑ 融資 ＱＱ￬ 岐が設げられて ｴ 、る 。

(3) 罰 則 ( 法第 14条一! . : iH 6粂 )

特 定 建 築 物 の 耐 震 改 修 は 、 あ く ま で 所 有 者 の 努

力翻弄であるが、法第 4 条 第 3項 の 報 告 徴 収 及 び

立入検査、法第 7 粂 の 報 告 徴 収 ぞ 適切 に 実胞 する

た め 間Hりを設けている 。

l 大阪市既存民間建築物耐震診断費補助制度

大阪市ては、住宅等の既 存 民r:n建 築 物 の而記4診

断 ・改 修 を促進するため、 耐震 診断 的)' 1;1の一 部 を

布|凶I) }する tIi 'l 度 ぞ 平成 7 年 12月 1 1: 1から側) 大|坂 建

築 防災 セ ンタ ー を 窓 口に 実施 して い る。

岩 城 和 喜 大 阪 市計画局建築指導部審査際構造強度係長

建 築 と社会 ・1996.3 11 



g  都市の風景]

3 発 i屈された 3 羽のム力 : " 7 ジ ャ ク

Osaka Jurassic Park 

l ミ ナ ミ ミ ソ テ ィ ラ ノ ザ ウ J レス

2 ひ と 息 入 れ る ス ーパ ー フンコ ザウ J レス

12  償提と社会 ・1996.3



4 工場を襲うモンスタースヰークの群れ

姿を変えて生さ残る古代動物

5 梁を支える化石ワン

6 岩をも砕くプテラノドンドン

企 画/ 会員企画小委員会 Di rector / H. KASUTA NI  



大先輩に聞く

安秀雄

|…  
II ?{手11 3 年、 5 人兄弟の末 っ子ーとして長崎県に生まれました 。幼い

切、家 l立東京の浅草や上野とい った1、III Tに移り、彼頭屋や食堂を経常

していまして、私は繁華街のまん 11-'で育ちました。その頃、私はよく

ｪｧｩ ｔ に ，ＧＱＭＧ ，て 子 イｾｾ好きなお者Ｚさんの所へい っ てはいろんな Ｓ ＷＷ を ｼ甘 い、た

り、 当時 IlI f に沢山いた ノレン ペ ンの叔父さん一 中にはとても教養の市

いノレン ペ ン が い る ん で す よ ! ( 笑い) ーから| 仕界中の而臼い訴を 11fl L、

たりしました 。 きっ と当時は人凡長11りをしないとてもおませな 子供

だ ったんでしょう 。 幼 L 、頃にそうや って色々な人から話を Ilfl L、た経

験が今の仕事に大変に役にた っているように思います 。

小さい tJUまf木が弱〈、すぐi Wi桃) 仰が股れて 学校を休u ' こともしば

しばでした 。 身 長 もクラスで 一 得低〈、 気の ｾ ｪｾ ｴ 、おとなしい Ｍ ｦＭｩ ｊｾ だ っ

たので す が、 そんなお、が肉体的にも性格的にら人間が大 き く変わ っ

たの は15歳 頃 だったと思います 。 それまで低かった身 長 もぐ、んぐ、ん

1'1
1
び、快i百な性裕に変わ っ ていきました 。

小学' 校は束京 11' 野区の新ヲ l' 小学校、 11' 学 は 立川 市 の 府立 2
1
1' ( 引在

の立川 市校) を経て、 中学 4 年生のH寺海平兵学校を 受験 し 入学 しまし

14  辿 築 と 社 会 ・1996. 3

砲、 I. : t . 水泳が得意なのですが、水泳は il i}.]ff に入 っ てから党えました 。

子 供 の 頃 、 *の rl' に石を投けて潜って取 っ てくる遊びをやっていま

したが、息継ぎができず i永寸ことはできませんでした。海軍では、

実 に合理的で‘ システマチックに泳ぎ方を教えても らいました 。最初、

お風 呂 てＢＯ，｜Ｇタ土ｾをして、それから ＵＰｭ の 海水プ ー ノレで練脅します 。

そして 50mがi永げ、るようになったら、いきなり il i } . に出て何キロも先

の潜水艦まで ｩ 永がされました 。 でも不思 ｕｾ とそれが ￬ ｊ ｪ＼ け‘るんですね 。

昭和21年武蔵日校に入学しました。 水泳苦11ていインタ ー カレッジに参

加、古橋、橋爪とい っ た大選手 ｴ 一 緒に Ｈ Ｑ 由 Ｉｉ ｾ 長 距離競技に Ｑ ＱＧ ， まし

た。タ イ ム は 彼 らに速く及びませんてしたが、私 の青 春 時 代 の 思 い

出です。

l- …  幼い頃か ら絵を 怖 くこ とが好きだ ったので、大学 I.:t. 美術学校に行

こ う t 思 っていました。しかし、兄がli 袋死し、父も戦後すぐ、他界した 。

母 や 姉 の生 活のf( ITff. IJ を私がみる こ とになると思い、絵の道に進むこ

とを諦めました 。そんな |昨に、兄 の友人に佳築 のブj 而 へ の進学を納め

られ、建築の道へYt を踏み入れる こ t になりました 。

昭和26年 東 京 大学工 学部分校建築学科 に 入学 しました 。 この工学

部分校は今の生 J1t;: 技術研究所( その fii j は第二 て学部) て‘ す 。在、は第二

工学 部 の 故 終卒 業生という こ t になります 。その 当H寺、建築学不|には

小野燕先生、坪井静l協先生や浜口隆一 先生 、|民l肝克先生 らがし、 らっ し

ゃいました 。

浜 口 先生 は凶洋建築以こを、 l羽生千先生は 日本位築J ; t : を教えてお られ

ました。浜口先生は好奇心旺盛で t てもおもしろいブi て¥西洋建築史

を人間の度、史か ら組fiJ!(， L、て説明されました 。分校の先生はフランク

な方が多〈、それが第二工 学部の校風な の かもしれません。

外部の非常勤務 ｦｗ て、は、小坂秀雄先生や前川凶 Ｙ Ｉ 先生に設計 ￜｩｲｾＺ

を教わりました 。

また、ち ょ うどそ の 頃は最小限住宅など の研究が成んな| 時期て、池

辺陽先生が熱，じ、に住宅の研究に取り k:l l んてい らっ しゃいました 。

学生時代の思い ，'1- '，に、 Wii 主の坪ヲl'先生 には怒 られたエピソードが

あります 。私は歴史が大好き fごったのですが、数学 I. : t . 大紛れ、て¥数乍

の授業ぞ 受 けずにそ の ｬｉ ｾ､ＺＱＱ 、数人ていヌードデ‘ッサンそしていました 。

ところがそ の |人l、 数字ーを 受 けていた生徒が授業 をさば っ て私の ヌー

ドデ、 ツサ ンの 方に来るようになり、そ の ことが夕、11れて柑よ造の珂ι 弁 先

生にき つ く怒られた こ とがあります 。でも何故か小野煎先生には可

愛 が っても らいました 。

入学 してしばらくした頃、 小 野先生か ら自分の好きな建築につい

て論述する課題が ， ｾｴ ， された ｈ 寺、ちょうど 戸 山原で公常住宅が 出 来て

きた頃でしたので、私 1.:t. 1=: IL 、4 階建てのパノレコニー の ある集合住宅



を取り上け、て、社会的 な平等感や併としての建築の美しさについて

苦きました 。他の学生はノレ ・コノレピュジェなどの有名建築家の作品を

題材 にしていたのに、私一 人fごけが建築 (1' ) にあまり評{illi が日くない

公共集合住宅ぞ取り上げたものですから 小野先生 に、「建築の学生の

'1" にも、変わったやつが出てきたものだな 。J l:: 言 われました 。 しか

し、その H寺はまさか白分が将来、公共住宅の仕事にかかわる こ とにな

るなどとは夢にも思っていませんでした 。

|一 一
程、は学生の頃、就J[ ，被するなら! 日川 先生の事務所がし、 L 、なと思 って

いました 。ある 日、市 ifll 飽 きんが小野先生の所に学生の求人の相談に

こ られ、その ｈ 寺先生が私の名目 ｬ ￭ｪ を ｕｾｉ されたのがきっかけてＢ， rliifli 建 築

設計事務所に入社する こ とになりました。ところが、私が入社する i直

前に市 iflj 事務所は解散し、 30人いた所員が 7 人に なってしまいまし

た。私はその 7 人の市浦建築設計( 現在の市浦都市 開発建築 コンサル

タンツ) に入社したのです 。当時市 j刑事務所は米軍の宿舎の仕事が多

かったのですが、おそらく講和5条約が iJ J ，て、米軍の仕事が激減したこ

とが解散した背景にあったのではないかと 思 います 。

その頃は、学生1主主1)が415 んな H寺WI て¥初、も学生運動に参加 した こ と

もあって米軍の仕事をする こ ｴ に抵抗がありました 。 入社当時、生ｾＭ［

気にも市 川i さんに 「こ れからうちの事務所は住Eとでいってはどうで

すか」と 言 い ま す し 市imさんもわたしのな見に賛成して下さいまし

た。 そんな こ ともあって私は公常千i 宅の標準設計を担当するように

なりました 。

|目設一て
私が最初に手伝った仕事に公常住宅の標準設計54C型( スタ ーハ

ウス) があります 。 つい先 LI Hf lかれた 三つの公立美術館を巡 Inl した

r! ji) t 後文 化の軌跡」展 (1945- 95) の展示に このスタ ーハウスが選ば

れまして、当時の1 i い資料を貸してあげました 。 当初、公営住毛ーは

2D Kの12坪、風呂なしが棋準fごったのですが、日本住宅公同は これ

を基に 2D Kの13坪、 Jl¥呂1. 1' ｾで設計しました 。 ＵＵ Ｍ Ｔ ｐ Ｍ Ｒ ｄｋ ( 通称ポ

イン トハウス) と言 われていたものがそれです。

当H寺は、公営住宅の使い方ぞプランに反映させようと谷大学 の研

究室ぞ Ｂ Ｑ Ｚ Ｑ 心に使われ方調査が ＡＮｾＪんに行われ、私達も吉武泰水先生、鈴

木成文先生たちといっしょに公常住宅の調査や研究に取り主Il みまし

た。このH寺代は、公常住宅の設計に 研究の成果が直結していた H寺代で

した 。t ころが、 20年程前から災態調究に基づく設計のやり方につい

て批判がされたのぞ機に、 JI主近て" は Lt. l:: んど住まい方調査が行われ

なくなってしまいました 。しかし、私は これはおかしいと忠、います 。

近頃、様々な高齢者住宅の提案がされていますが、その後の系統的な

実態調査がされていないために、作られたものの何処に !ii l越がある

のかわからないままになっています 。そういう意l床で、もう少し実態

調査がされでもし、 L 、のではないでしょうか。

卜 ータ ウ ン 計 画 …

住宅団地の計同としては、名古屋の千種台が私の最初の仕事てP し

た。 これが私のニュータウン計画の原点 t も言 えます 。 この計画て

は、丘の上に、地JI予を残しながらスタ ーハウスを 6 ｴｾｩ 両日間したのです

が、その評判がなかなか良〈、自分には こ ういう仕事が昨日、ていると

思い、以来、 ニ ュ ー タウン 開 発の仕 Ｔ ｊｊｾ 手掛けるようになりました 。

その 時 、造成はオオノ干がＧＩｾ施計画を担当したのですが、私もいっしょ

になって造成計画の作業を行い、造成のノウハウを勉強しました 。こ

れは余談ですが、その千種台の仕事が終わって設計料を Ｑｾ いにし、っ

た帰り、列車の '1
'
で似然隣の府に座っていた女性が今の家 内です 。

昭和 ＳＳ 年に、東京で住宅公団の万世 統 の高 ｪ 百足 Ｑｾ し ｩ ｾ ニ 毛主＿設計し

ました 。当時建築設言 |一舵坦j ! _ 協会( 今の新日本建築家協会) が、娃設省

の委託てい「高層アパート研究」を行っていて、鈴木成文先生、同国新

一氏、久米事務所の是技j変一 氏や私などが、建設省の滋Hl l光英氏や前

田勇氏などと、今後 n本てもとめられる高層住宅の訪l究、研究をして

いたのてすが、万| 止析は、この成果を反映しています 。IIj' ii4if.の市iJ 回全i=.

宅の、 一 寸あとに完成しました。

また、イランの住宅調査|司の一員として Hfi 和33
1
1' ，イランて引n可ーを

しました 。当時、イランのノ f ー レピ匡l王 が 日本に長!とて、多l挙平の IJr. l発

を見てイランの住宅n日発に丁度良い t 感じられて n本が住宅地 Ilf.l?i e

に協力する こ とになりました 。 Ｑ｝ Ｇ｛ Ｑ いた話ては、 ｆｉ オ立を手本にした型 ｲ ｾ Ｑ

1;): 、アメリカやヨ ー ロッバの住宅地 開発の水準は進み過ぎていてイ

ランの情勢にあわないが、 日本の水準はそ こ まで進んで. おらず手本

にするのに丁度手頃だったから fごそうです 。 褒められているのやら

なにやら少し複雑な 心境でしたが。

H召和36年の夏から千盟 ニュー タワンの仕事が始まりました 。ね、が

大阪入りした最初の夜はなんと釜が崎騒動の最初j の日だったのです

が、私はそんな こ とも何も知らずに釜が崎に泊まってしまいました 。

夜 中 になっても外が随分 i騒がしいので r大 阪 t いう 所 は賑やかな所

なんだな」と勝手に jよl、って、翌日、大阪府の人にその話をしますと、

「よくそんな H寺にそんなrrr に泊まりましたね λ 」と 言 われ、後: になっ

てびっくりしたというｽ ｾ Ｇ ， ｾ＠ 、出があります 。

初、 1;): 千盟 ニュー タウンの四半分を基本計 画 から基本設計まで担当

しましたが、基本構想の段階からタッチしたものとしては、泉北ニ ュ

ータウンが最初てす 。学会でも絹谷祐規先生が基本構想の検討をさ

れていましたが、オランダて交通事故にあわれT也界されました。

II ?:i 和 40年の初めの こ とです 。

15  



蘇 州 寒 山 寺 付 近 の 風景 ( 絵 ・富安秀雄)

Jl U利37年にはカナダ仁枝り仕事をしました。当l昨、カ ナ ダ か らは大

5t に木材を輸入している の に、 LI 本 人 が カ ナ ダ で 仕 事 が で き な い の

はおかしいと、 ｛ＺＱ 本人へのジ ｪｻｾＩｪ 司 ｪ ｪｾｪ の 開 放力 Ｇ ￎｕ ｊｪ辺 にな っ ていました 。

やがてカナダの移民泣くが変わり、 H本人にもワーキングヒずザ、が IJ' ，

るようになりました 。カ ナ ダの建築界が、 一 人の H 本人を 受 け入れる

ことになり、 EI本てやは、設計1主HU協 会 が窓口にな っ て、希 'iW1"i を募り

ました 。試 験 に は 計l酉| 能力 t 、語学の二 つがありました 。日li lfi lの試 験

竹 ーは ｲｬｩ ｩｦｬ￬ さんや、松任 ｼ 平 ｅ ｦｉ ｾ ｉ Ｎ Ｇ［ 務所の松 ｼ 士 ｬ 氏な ｅ がお ら れました 。 実は

、 ｬ Ｇ ｬ ｬｫ｜Ｇｬ ｬ ｩ￬￯ｬ￯ さんは設政協 会の ｈｉｉ ［ Ｇｉｾ て ￭ うちの事務所か ら ｗ ｩ も手を上げ

ない の は 具 令が惑い」と、私に応募させたのです 。 ｹｴ ｾ 告 の 試験は事情

があ っ て、突然東京で行われましたが、応募者 の ｉｾ 1で 大 |仮にし、た私t..:<

けが、その U受験できず、後 H一 人た、け試験されました 。カナダ大使

命1で行われた英語のTf:l j械の試験官は、作! と私の長u人であり、緊張する

こともなく、日常会話支ｼ符なしと判定され、五ｾよく私が選ばれまし

た。 そんな訳て私は他分野の 2 - 3人の方と共にワ ー キングビザの

第一 号になりカナタずで{ 動くこ1 : 1:な ったのです 。当H寺、カナ夕、、はニ ュ

ータウン，建設の全焼則で、 手犯私 ｬム、 ｩは立カナタダ Ｐ の設 言計計 ｼ十 一Ｍ ｾ亭 ｩド ｌ河 Ｑ務 ［完先 ｪ川リ川 ｲ て

まし TたJ 。そのf&、スウェ ーデンに泌り士b' l幸をしたのですが、家内がJE

にケ j j' 守した こ ともあ っ て三 ヶ)-J てー uヰ立に帰} ってきました 。

ｬｉ Ｈｩ 和 ＳＸ 年から ＳＹ 年にかけて、 ｕ 木ではまだ車が少なく歩 Ｑ Ｑ ｩ 分自 ｉｾ の

考え }J がなか った頃、手l、li カ ナ ダ ・スウェ ーテ。ンでの経験を性かし、

LI * で初めて ニ ュー タウン全域を紡ぶペデストリアン制を計 |而|しま

した 。大 阪 府 の 五 百 蔵 氏 が 私 の 考 λ Jj に質問し、そ の支持によ っ て、

計|山|をス引する こ とができました 。

初、がニュ ー タウンI l fJ91のf上司王を始めた頃は、 1王陵地の 11トml i 、ブノレ

ドーザーを使って j 壬を 三!な旦にして、売れる宅地を沢 111 つ くることが

常識化 していました 。しかし、私力市|回11 した泉北ニュータウンをベ ー

スにした多摩 ニ ュー タ ウ ン の 刊 部地 区では3 0 %を緑J也として雌保し

ています。 大 阪 府 の 五 百 政 氏 が 住 宅地 の自然環境を つ くることに熱

心であ った こ t や、 当W¥，の美波古11東京都知事が多峰、ニュータワンの

処設に批判的で" 自然を残せ、 とい った こ と も 自 然 が 伐 った大きな要

閃 ｦ ごと 芦 えます 。 また、厚木の森のＮｩｬｬＮは、ｾ銀行が土 ｦ Ｇｯ ｬ 三 ＱＱ ト Ｑ Ｙ｣ を検討し

ていて、調書査区域の解除のための条件があまりにも jほしか っ たため

に、ｉｬト ｊ Ｙｃ を諦め、宅地開発公凶が こ Ｑ Ｍ ＮＮＱ 也 を賀い受けて ｬ ｾｦｊＹ｣ を行いました

が、林地を随分残した開発です 。

このように、ニュータウン ｼ例 発の潮流もその ｉｉ ｾＧ 代の要請を受けな

がら徐々に進歩してきていると思います 。
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ｦｦ きな こと 、好きな仕 ｾ ，，ｾをやるべきだ、と 思い ます 。 好きな Ｓ ドを続け

ていると必ず| 止の中の役に立つ し、しあわせに幕せます 。問 凶 の 条 件

に振りJ i ' 11 される こ となく、自分の虫f きなものを兄つけて、それを続け

てい っ て欲しい1 : ，[ 1、います 。

|特技

大 Ｚ 判 ｉ ｾＧ 代から大きなノ ー トに人 の 話を書くようにしていた の です

が、 一緒 に 仕 事 を し た 役 所の 人 が i 平にメモを取るのを凡てから、 ー

肝し っかりとメモを l収るようになりました 。 重要な事を i史らさずに

完 全 に さ1・け る よ う に な っ た の は ここ 10年ぐら いの こ とかと 忠、いま

す。

|趣味

幼 L、以から絵を ti 目くのが好きて¥クレヨンて襖一耐 に絵を 揃い て

父に 注 立されたことがあります 。 ノトでい Ｑ ， ｜ Ｇ々 ｈ 制 Ｑ Ｎ ｜Ｑ を ｳ ｴＡＮ つ けては絵ｾ

tlW- 、ています 。

文 責 佐 野 ，羊(編集委員/ 日本設計) ・高田光雄 (編集委員/ 京都大学)

とみやす ひでお

1928 長崎県にて生まれる

1954 東京大学工学部分校建築学科卒業

1954 市浦建築設計事務所 (現在の市浦都市開発建築コンサルタンツ入社)

1961 大阪事務所開設に当り事務所長となる。 1981 年社長とな って後も 1986年ま

で兼職。

1993 代表取締役会長となる 。

196 1年以降の主な業務歴( ニュータウンを N.T と記す)

千里N. T .、泉北N. 丁、多摩N. T 西部地域、成田N 丁、 原木N. T. 、平城相楽N. T

芦屋浜などのN. T の構想 ・計画 ・基本設計を行う 。

1996年現在、大阪府阪商N. T 及び千葉県幕張新都心住宅地の開発計画・事業化な

どの業務を行っている 。



財団法人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

干565 吹田市藤白台5-8- 1

TEL. 06-872-0391 FAX 06-872-0784 

業務時間 9:00- 17:15

-・・Z酎 割 安 !;;:I :: :f"! " . 対零封 司 削益 f. .  t-l :O;剖認司問問毛剤:; :.・司E・d剖..  ・ ｊｾ 時 玄 Ｙ ・Ｂ・ Ｑ 四匹・ Ｚｬ ＮＭＮＺｲＺＺ 団 名 許可団 ・・・
務純慰 ..........M. 党品Ｚ例会 ｾｎｴ＿Ｚ 郊線終ＺｾｾｾｾＺＺＺ［ＺＺＺＺｾＺＺＺＺＺＺｾＺＺＺ ＺＺｮＺＺＺＺＺＺ 獄滋 ｩ 抑Ａ銘ｾＺ［ＺＺＤｾ絞絃をＺＺＺＺＺＺＺＺ務 引が ｩ 主総ｾＺｾ［Ｚ総書 株主A

Ｑ ＺＧＺ［ｗ｀ＺＧＺＧｩ［ ，［，［， ＺｩＺＢＺＧＺ￺ ｉ［Ｂ議 ｩ 言語単謡議ＧＺＺｾＺＺＺＺＺＺ議溺弘Ｚ、川 ｷｾＮＺＮＺＮＺＮ ［Ｎｯ域主主 Ｚｾｋ ＺｦＺる知 地掛認識叫綿綿Ｚ乙官 ｌ 認定士主主 ＺＺｭｭｾ ::::wm::: 州 諸 出 制 的 問 叫 が 民 謡 謀 説 議 悦 い

神 戸 市 内 で 工事 用 材 料 試 験 を 始 め ま す - 4 月 に 神戸 試 験 室 開 設 ー

昨 年 1 月の兵庫県南部地震で、 |坂村 ・淡 路地 区を 中心 に多くの処

築物、道路、室対差、港湾等の施設や、 f立気水道、カース等のライフ

ラインに大きな被害が生じました。 これらの構造物の被害の笑態カも

ら、述江 ｅ な設計 ・ 施 工はもとより、コンクリー 卜 ・ 鉄筋 ・ Ｇ ｉ ｾ ｊ 材 等の

工事用材料の品質管理の重要性を再認識させられました。

現在、や1
1戸地域ては復興工事が折々と進んでおり、今後も多くの

施設が建設される こ とと，忠われます。 その際、工事用材料 の退江巨な

口口質の作{糸品質管理の励行が恨めて重要で、「逃丘Eな試験の実J.illi J

体 tlilJ の 整fii! i力溜まれて し、ます。

そ こ で、当試験所は 、 兵庫県、神戸市など ｉ ｾ ｊ 係行政庁のご指導を

はじめ関係各界の ご協力とご羽11' 鮮を得て、神戸市 内 に劃験室を 附設

する jlli びとなりました( 案内図 参!! の 。この地区は以前から建設材料ー

の公的試験機関が少なく、試験室設澄要望が強かった地区てゃあり、

当部験室のB f J訟は ご関係の皆織のご則待にそえるものと確信してお

ります。

来る Ｔ 月 ｬ 円より業務ｾ開始する予定てや、現ｘＺ ｅ 鋭意準備を進めて

おります。当抗争矧斤のf也の試験室同様、おおいにご利用いただきた

くご案内申し上げます。ネ11
1戸 試験室の概要は以下の通りです。

日 斤在地

ヰ11
1戸市来灘区御影浜町 4 番地

i i  078(841)2976 FPLX 078( 841) 2977 

口l包設の概要

・弘文地 : 483m'  

・建 物 : 軽量鉄骨造平屋建175m'

・ 主要ｦＮｩ ｾｾ機Ｚ

1000kN  ill1圧 式耐圧 試l投機 2 古

1000kN  油圧式万能試lb始陸 1 台

鋼材 |牲lげ車協会機

歪ifll J定機器

長i材 試 院 機 器

モな業務内容

1 1E、1  

1):¥: 

1 :.tt 

〔コンクリ ー ト、コンクリ ー トコア、モルタノレ等〕

圧縮、 山 げ、 引張主i¥験、

ヤング係数、 ポアソン比 測定

中性 化 、現 化 物量 言 ｩ ｜Ｎｾ 主など

〔鋼材( 素材、圧接材、溶接材) J  

ヲ|張、 l}l l げ 試l段、質iii 、形状寸法制定など

〔偶叶;1')

Ｊｉ ｉｉＧｩ ｾ ｬ 材、粗骨材の品質問験

(!jfft分、 j先い、粘土塊等)

〔その他〕

I割安工技量検定付 加 前 験

簡 易 嵐 分 計 の 検シギ

シュミットハンマ一言V験、鉄筋方、ス圧桜音Il

超音波探傷 ( UT) 等移μ也制 :fE

工 事)'IJ 材 料 各 柿 試i枚、 'I'J ・1オのアノレカリ反応性

訟に験のご相談にも J，i 5じます。

口 ｾ ｉｉ 込手続

① 試 験 依 頼 、 試料 搬 入

② 受付 、 試 験 料 請求

③ 試 験 料払 込 ( 前 納)

④ 報 告 書 発 行

※ 試験f衣JIi.L' [) 'IJ 紙はおfE話ー|ごされ( ; { 郵送L 、たします。

※試， ｉｾ 失依 ｊ 傾苫 ｩ ーは郵送でも 受 イ、 ｊ Ｇ けます。

またｦＮｩ｜Ａｾ金ｻ本や忌｜￲ｪＧ ＭＧｉ は と と同己似てもお 受 ｉ ｴｌ、たします 。

た務 ｉｉ ｾ ｊ Ｇ ｬｭ 9:00 - 17・15 (イμ し12時一1311制木fif O

口 休 業 日 士 ・[1 . 例 祭 11

口道 )1民

夏空特別休業 8 )  ] 141]  - 8  )=] 17日

冬 季 特別休 業 12) J 29 rl - 1月 4 [1  

・] I[ の場合 Ａ 玉 Ｑ ＮｩＱｬ ＴＳ サ ｋｾｕ ｬ ､ｘ Ｇｩｬ ［ｪ 診交差点ぞ南へ約 Ｑ km 

・屯車の場合 |坂ヰ1]1' ;::;: 111 i 住市駅」下車南へ約1. 3km

徒 歩 約 四 分

仁陣 内 図
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ベルリンの樹 鈴 木 良 介

ドイツ ，ilt が判手ーである こ ともあ り、また近 代 建築をみるに し

てもそのがJ を し』ま りにく い とい うこ ともあって、 これまで ドイ

ツにA を踏 み入れた こ とヵτなカもったのたわτ、始めて ベノレリンぞ

訪れる機会を1: ;t..: 。 第二 玖，)¥: Ij伎の土J'; がi，) ) なかったね、の記a憶 に 伐

っていて、是 正 ｩｪｪ ｮＨｾ ， 、 に ｾつ ， ＧＢ 、 建物 の ｾＺ， ｴ に伐る リ Ｇｍ Ｎ反を 、 つ い 探す

ような LI て凡 てしまうスタ ー卜 てあった。 r忘して いた建築の

いくつかを凡 て組りながら、改めて紘の多 t 、{J ' j - である ζ とを: A

!:きした。，]，心告日にあるティア ー ・カツレテンは勿論の こ と、たまた

ま泌 をのば した ベ ル リン阿 方 の似益 J也 W AN N ｓｅｅ に 至る ｾｻｾ

ｦｦ ｾ ｊ ｾ も 紘にお おわれて い る 。 ｪ 豆 ｦ ｲ ｩ し た ホ テノレ ｉ ｪ ￭ ｪ の 街路は同 ｦ ｊＡ ｉｊ の 歩

道と ，]，［ 九 分 ＱｬｉＱ￭ ｾＧ Ｚ Ｑ ｾ Ｚ、 それら 10メー トノレ松の lt，'i'; のある それ に大木 が

ノ|ミえていて、窓から 凡 るl合] ，、の佳物はそれらの樹々の枝の川 に

比 え陪. れする手以に しか比 えない。ベノレリンの ，]，心 部 を別に して、

川 辺 部の1ie: t 地 1，:):先;んど このように街路払|でおおわれて い る。

ヨー ロッパの他 の行lli li に比 べて控築にみるべきものが少 ない と

はいうものの、 これらは j ミ'J'; な インフラ ・ス トラクチュア ー とし

て この{J;j'をすe'j'fl 主づけている 。 これに上ヒべていろいろな坦IlLl Iカf あ

ろうと ，官、う のだ けれど 、私のH:ん でい る;;(./111の街路制が、 1J ) 年中|

必 も仏 た ず仁枝 民 主? 切 られて しまう こ とを 悲 しく 辺、う一 人で あ

る。 福井工業大学教授

，己、にしみる塔 瀬 戸 本 淳

ｊＱｻｻ利 ＱＱ 年 に 控てられ、 ｈ 央 ｜ｬ ｴ￯ ｬ ｾ ｪ 必 して 人 々のｾ ＧＮ を育くんできた

三 ノ宵IV.i 急 会fi I¥がIfJ何本 されて 1 {I"'が過 ぎた。 2 つ の大 きなア ー

チ が料 徴{内て¥ 屯IJi が 力強く 入ってゆく 峨 L;J: 妙 にエロテ ィック

だった し、 北 京［ の 燃 はまるで天と 地 をつなげた下 ＧｅￎＧ ｩ ｪ ｾＱ Ｑｴ のように

比 えた。 今、 心 の一 帯11が点うた したような気がして い る。

と こ ろで、イスタンブ ー ルのブル ーモ スクのよう に 、 凶 務 Ｈ Ｂ ｦｾＺＺｴ

の ｊ ｾ 干はなぜあそ こ まで不Ｇ女王 主 に ＧＺ Ｚ ＱＧ 、のだろう 。 尖I符 ( ミナ レツ

ト) の先に. f . 1] 1が 市って い るのか。人 々 とや1
1はそれを 通して 交信し

て い るのか 。 ｾ くからでも 児 えるその み 日以を ＱＱ シ ｝， させる こ とに

よっ て、共 同イ本のひとりひと りにーイ本!:さが生まれてくるのか。と

に か く 燃 は 京11，' ;' らしい コ ミュ ニ ケー ションツ ー ノレ に なって い

る。

また Ｍ Ｉｪ てＮは、 ｊＺ ｬ￟ ｲ Ｈｦｩ にへば、 り つ い てしかノ ｉ ｾ ｩ ［ｲ ｩ できな い人 山 の

存イl カ丸 、かに小 さい ものであるかを教える! 成n : 的教 育者にもな

って l ' O
o

えらくおワネ1] 1が後最11，に多般になってしまった現代 には、

J芥のもつfil 日11立はすでに恭決 しているのかも矢" れな い。

しか し、J芥にかわる ね、たち にふ さ わ しい共 同11本 とl主i己(i'(riilなの

ためのや'1か を、今 こそ比っけな ければならな い と!:l.1<;じ て い る。

建築家 ・瀬戸本淳建築研究室代表
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まちづくり協議会方式 垂 水 英 司

や] ，戸 て は 今100以」ーもの地 区でまちづく り協議会 が出品，J) して

い る。 これ は同則的 な こ とだ。 もともとまちづく り|川義会は、

Ｑ ＹＷ Ｐ 年こ ろ 行 ｉ ｬ ｲｬ ￮ ｾ ｬｬ ｬｬ ｬｬ の似 ｪ 剣 切 に Ｑ ＾＼ Ｉ Ｇ 悦 だ ＩＧｉ ｉＧ ＮＧ ｊＧ ［ Ｉ 長の反対辺 通 ＱＱ を巡 っ

て、行政 と住民 との刈、'J:の 1]， からノ|二まれた こ とにノレー ツがある 。

そ して、まちづくり ]tJJ 議 会) j ょ として 「仲J i  Ili まちづ く り 条例」

て 体 系化 、 多 く の地 区 で 実践 され、まだまだ未成熟な点もある

が、 ユニ ー クな ｲ ｬ ｴｍ ｾ ｽｊ ｊ のｻＺｬＧトづくりが ｦｉ ちつつあった 。

そんなときにあのI也己完て“ あった。そして、 J也42直f乏の4封づくり

を巡る お 磁 の l わからさらに多くのまちづく り|煽 設会が結 成 さ れ

た。 しか しこ れ ま で と巡って 悩むだされた' 永や111] を li Ij に した 切羽

詰 まった状 況 に、行政と 1J 以 も一 段 と 緊似 した対 j応を迫 られて

いる 。

やるべき読む辺の多さと Ａ 日Ｇｪ Ｇ ｉ ｊＨｴ 勺 な資令やマンノ ｦ ワ ー の ィ 、ｾの ｬ￬ ￭ｪ

にま ちづく り協議 会ん よ い jij . i 会は多目wて お り、 そ の位機 を 11，'1，え

る人 さえいるほど 7ご。4定か に ‘|ι上11 な道ではな L 、。しかし これ ま で

のまちづくり 協議 会 ) j 式の経験や千五H l の 卜φ にたって 、;j; j"余1111折

はあっても 必 ず この 転 換ltJ J そ九 JJj i し、新たな地 平 を 切 りJ)ト1，、 て

いけ る ものと 仰イ討して い る。それは、なによ りもこ れだけ多くの

まちづ く り|新設会ができたのだから 。

神戸市住宅局参与

外壁を美しく保つために 田中 正司

御 堂筋 を2かきながらその III J 休みを凡 ておづく こ とがある 。 そ

れは {fFJ を経て い るが外• ＮＱ Ｚ ［ Ｑ が上凶 ｬ 会 的 夫し〈、 暦ｾ の 屯 さをひ ｊ 、す

風絡 が ある建物と、 上じ ｼ 佼 Ｈｉ ｾ ｊ 新しい雄物 で あ るがよ り れ が Ｂ 立 Ｚち ｊＢ ｴ ｉ

伎 を泌とし て い る雄 物がある こ とだ。 yjい: ;tI;t. 人身に W'J えればIJJ i

である 。 顔 色 が Ｋ ｬＱＮ ｾ L 、佐物I;J: '(nJ らかの|人的111矢，也 をもっており 、とも

する t 入居している企業などのf小質 を 凶l央しているかのように

解釈されが ちである 。切 れ の 原閃 を正l ;Jとしていく 過程て、J 1t ちとと

とも に 変遜 し てきた 挫物 ｊｉ ｾ 状 の交 化 にも 大 きくＩｊＨ姥Ｇ Ｚ ，Ａを受けて い

る こ と に 気づく 。 ＱＭＱ 本の ｈｾｬ Ｍ ｉ Ｂ Ｎ は ＿ｊ Ｇ ｵｴ ｊｬ ，変であるが多 雨 である こ と、そ

のため に古住築では、 外-11，1を聞 から守るため に、添い庇や |、比似

仮 りな ど色々な 1'.);: がされて い る。近 代挫 築 て は ま だIfEのある

雄物 が多かったが、 ｊｊｾ 代位 築ては Ｉｩｅ がなくなり、ポス トモ ダンと

いわれる主主物て は 同組 !:. x: ，，¥，の|メ別 がつかな い建物がある 。 この

ように考えて来ると、 庇 のない雄物では、情 IUI を伝わる 1:1・l に刈し

て 卜 分な内 己 ｊＮ Ｆ が 必 裂である 。 μｉｊ ち、ノ ド切 れの良い主 ｾ 物の形 状 とデ

ィテ ー ノレの 工 夫や、 日 必ノ ド 率が 小 さく ｩ 公透 拡 散 ＿ Ｋ ［ｵ 主 の少ない ｊ ｾ ｾｾ

の選定、 ＧＨ Ｎ ｊ ず ｪＢ ＧＨ ｉｊ れや 化 学 的 刊 染の少な い ぷ ｉￜￎ イ ｌｉＮ けカ ｦ 必ｾ とな

る。

ＩｊＢｦ ｬ ｪ れは 、外部環境に も大言〈 ｩ ｩ 間 半 を受けるため、 ｻ氷下ｾ ， ＺＺＩＧＱＱＱ

によ れ 、つも顔色 の 良 い主1!物 ぞ似 ちた L 、と 思 って い る。

鹿島建設関西支庖建築部専門部長

建築の眼
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協 会 、 支 部の あ り 方 に つ い て 考 え る

森口 本11 は、如何一支1; 11の介ITl Tll 、たしましたI ^ i そ談会にお集ま りし、

ただきましでありが ｴ う こ とぎ、います 。 ｾ ￺ Ｇｴｊｪ 文部は Ｑ ＹＴＷ イ ｼ ーに、京都、

'1 '同同支部におLl 、て設立されました。さまざまないmで一時支部爪

引を{ 本，11'，し、 1960イドに復i司して、 1995
1
HOJ ｊ でＧｾｊ､ ￬ 百 ＳＵｊ ，Ｇポ ｉ ｾ をＱＡＡえま

した。その 35mJ 1/" の記念卒業としまして、支部のあり ) j 、ひいては

|励会のあり )J について考一える機会をつくろうと文部の役il 会て話し

介いました。点出 支部ては、 3イI liij から 会以委H 会を: : Ｇｲｾ ｉ ￇ［ 出しまして、

会員町 ＺＧｾＡｬ ｬｪ Ａｊｩ｝ｽｽをすすめてまいりましたが、 その ｪ 並到 ｪ をとおしても協

会のありんや、支部のあり んに ついての議論が文部内外てなされて

きました。そこで、支部|人lだけにと E まらずに、できれば本部役以

の) j 々や、おそ らく |口lじ問題を抱えておられる仙の文部の ) j 々のお

J; ¥ I  T&l b  Hi l '，' した いと考えたのが、本 11 の内談会1Ji 'Hl Hのきっかけて♂ご

ざいます。メ今ト 11 の II川Iサl会は 「建築と 4村社|上，会J ｊ米 ｊ主ｫ料 ｾ ｪ 泌 ｪ“刷 リ糾叫 ｾＮ引特、 ｩ年 ｩ干 今 Ｑ集 ｬ長 ］乳却 Ｔ午ｲ料 つ子Ｔ ＱＱり ｪ

J林水司刑|リl委; 只1:1長是におl仰仰飢、 Lい、し fたJ いと，ji也ι います。よろしくお隠れL 、します。

司会( 林) よろしくお腕[ l 、L、たします。 それでは、まず会長、

副 会長、 Ｇ ｉ ｾ ［ Ｚ［ ｊｾ 先ＺｦＱ ｉｗ さんから今 川 の令 ｼ 川に つ きまして 一 戸 。 、お話し、 ｴＮＺ

fごきたいと，141います。

市川 ノト 11 は、本映談会のために、ご泌みからお忙 しい '1 'をおい

て トーさいました ことを? 改めてお礼Jj' し|げます。引イl のような景気

f氏迷の長び< '1，'! i } J ' . 卜では、こ のような卜tl 体の出動という のは村に如

しい |百iがござし、ますが、そんな '1
'
て、作文部の符さんは本当に活発

に支部 ￬ｩ ｔ，Ｍ ｩｬｬｽｽ をや っ ていただき、また会 ｩｬ の＿Ｇ￭ ｴｾ のためにさまざまな

が業をしていただし、ております。 そのような夫|僚の支部市到j をとお

して、会以や会il 外の十引'iKの刊!被の J !i をきいておられることと 辺、い

ますので、今 ＱＱ は、そうした Ｍ， ｴ ｾ￯ ｬ Ｇｃ なご芯 ｊｇ Ｚ￦Ｍぉ Ｑ ｭ かせいただいて、

支部fごけでなく協会ベ河本の将米に ついてもや'I か糸 11がれJ られるので

はないかと ｊｕｈＮｾ しております 。 よろしくおＱＮ Ｙ｛｛ l 、いたします。

岡本 私は、いままでさまざまな| 寸11本に|比jわってまいりましたが、

木会の特徴 ｬ 卓会 ｩｬ￱ｙ ｴｬ 友や会としての考え Ｉｪ カリ ］ 市に Ｑ ｾ ｾￜｌｾｬ 、ことだと

思います。会il それぞれの職域も児なりますが、それを，也えて会H

fHJ ，: の交流もかなり 出発にh われている ように感じます。たt.:<伐念

なのは、いままで本部、支古III::J て出発な交流がなく、このような一

伐に会しての会Ｎ ｾ ＺＦは、 ｾｉ Ｂ ，［お に意義あること だと思います。本日の会

議に際しまして考えましたことですが、 (ダIJ え1; r 大阪も4: ;;11機能と、

作文;;11 とIril 椛の大li } i 支部に分けて、支持111: イ;;;，' ¥11がliiJ }，りすると L 、う形

態をとり、本書11 として五千体的な業務をわい、 また文1": 11としては他と

|日l絡で川' l ' t化に取り組む、あるいは各支持11とのおつきあいをさせて

20 

L、たfごくという のもあると ，B います。

三品 協会につ いて、将来を危'1具する比 ) j もあるようですが、私

1'1身はむしろ将米、非常に l切るい); ¥; ，)に向かいつつあるのではない

かと 4141っています。本吉I1での科会令での先宗も出発になっています

し、名文部のillhきを本吉I1でかなり怠識するようになって、 これらも

よい傾向の一つだと感じてお ります。今 1" .:1:終文古11の代表のブi 々か

らお話を1，;J い、少しでも会員4ゴ本のお役にたつような発想がて3 れ

ばと，也、っております。

野土 木部 の こ ｴ を こ なすのカち ｬｩｩ Ｇ ｩ 一 杯でございまして、生来 ｦＪｾ ブ ｪ

でございますので、終支部のお子イ工品、をは t んどて3 ておりません。

11 頃から大変Jj ' し訳なく思っております。以後、よろしくおl似し、い

たします。

支剖: の現状と問題点

司会 それではまず、各支部より支部出動の引状と ｮｮ ｾｾ 盛 山 につい

て、簡単にごtl i介いただければ t 思います。文書11の設怖されました

ｉｉｾｩ に、 ご1eA をお闘い、します。

井手 Ｉ ｾ Ｈ有 Ｑ Ｑ 文部は、 ｗｊ 会信 ｉ ｊ 設才 ｩ の ｊｾｉ 前 ｬ 交先ノ Ｑ Ｚ カ ￬Ｇ ｊｾＨ 占 Ｑ Ｑ の Ｉ ｪ 々を集め

られた、むしろ ｊ ｾ 怖 Ｑ Ｑ から大 ｼ 坂の本部に ＱＱＧ ， て し、 った役 ｩｬ が 多カ ・ っ た経

科切 ｦ ありました 。 それに 一 ｴｴ んじて 点者 ＱＱ 独ＱＧ Ｑ の 前到 ｪ カ可 ｬｾ 司 ｉ［ｊ なような気

がします。 こうした<<;1｢ｦ ｦ， ｾＱ ＮＺＱＺ、利主主に つながる Ｂ 的があれば訓市にま

とまり力、、いわけですが、協会のように建築を通してすべての人が

集うということになるし ｾｉ ｣ 常にユニー クな 卜 Ｑ Ｑ 体であるがどうもま

とまりにくいようにjι います。ろMt' " 点都文部の会il 数は、 120- 130

人ぐらいです。_;" ，:L 、 Ｉｊ は 少 なく ヲ ｊ 久より ま ｊ ｜ Ｚ 倒的に リ山ｼ て Ｂｫ ｬ ｾ の会員

はほとんどおりません。支部組1)[ 1としてはボ行11}f :) と滋釘!日ですが、

引実には ｊ［ 情 ｉｬ､ｩｬ 人 ｊ ｊ ＮＧｩ ｊ ｊｬＲの会 ｩｬ が人 Ｚ ｬ Ｇ て。す 。 ｾｦＦ 午前 Ｈｉｻｊ には上回刻 ｉｻｊ バラエ

ティに［ 甘 んております 。 ただ、近句 ｾｩ は，建築守 γ Ｇ ばれた Ｉｪ が建築 外 の

兇業午前、 iタIJえ(;1:イ校側!I長! 係や! ム竹会1' 1に進まれることも多いようにみ

えます。 そうした ことから建築に|対係のある機械メ ーカーや設備一業

界以外のと ころにも会民情強のII ? ¥; ，)けないといけないと感じて い

ます。文1¥lli 市ill JJ としましては、 イドー1111総会を IJ 制作、会食をともにし、

たしますが、 11川'f 1， 1. : 1: 支部会員の I 存IJ 干!i 引立て二それも 同定化したメ

ンバーで、新しい ) j の11川7がほとんどないのが伐念: です。 それと年

に ー ｽＺＡｩ｟科リ ｪｴ 、文部独 自 の よ ｊ Ｇ， Ｚ業として、 Ｍ ￬］｟Ｈこ兄 ρ［ＺＺ 会主ナ ｾ ｪ って おり、本

会でないと 比ＧＧＯて。 きな いものに ｉ ｾ 民って Ｑ j おうと努力をしていますが、

そうしたところを比つけ るのに背心しているのが支部の号制犬です。

古林 'I' I:EI文部の会員数は引柱、約150人て、支持11のエリ アは同



111、111 11、ι 取、 品中H、jよねの 5l ll ;ですが、 まず、 A必往l主i築J技土幻州h制怖|ド;r伴凶尚才才名者Jうすi'そを7育ι今7  

てる彩教〈子脊7機|限凶共刻l としての主建i色i2築奈，♂、F向キ:1のある j大〈ぐど，ρ7、

りません。 そうしたところから、 '1 '1い川l五司三ヰIJ地也j五i ててで、'1、1や，，[向カかB こt をそ? 起こそうと

しますとL、 どうしても j仏ム

しましては、ｻ也 の主ｬＡＺ築 ｼ 共 ｬ 係 ｼ 苛 ｼ体 と ｾｴ .. ｈ ｴ てＢｾｊ｣ ｩ ｬ ペニ ー ｊ ＺＡｩ 、ｦ［ ｾ ｬｬ ｮｬ 平会制作す

とか、また、 ー111，年に広島て市われた アジア競技人- 会胞設のtf i介を

「建築と社会j の特集として企jiliJ しましたが、そうしたことが中Ill・一

杯て、ほかにこれといった活動はしておりません 。 会 ｩＮｩ のｾ強につ

いてですが、引イ1'，の r業市校建築利のノIc従のうち、、ドう〉近くは久性

だそうです。 そうした久住|の) j が卒業して、処築持やインテリア業

界に入って こられます。 これ らのブj はいま よbl 則! 旬、人気のあるイン

テリアプランナーやインテリアコ ーテ川オ、ーターのT刊行をI附与され

ると附1¥、ておりますので、そうした ) j 々に本会に入っていただくよ

うに ， ｨＧｩ ，ｪ｜Ｚ ｬｾＨ ｉ Ｂ Ｉ に呼びかけています 。

会 員 の 高 齢化と 中心 都 市 偏重

雑賀 和歌111支持11のりさ|犬としましては、 11占|人会it が約60/( ，と卜tl体

会i.i が1211て" 11;¥1人会此のはとんどは利1::fl¥lll 'diJ 日辺におられる リJ仰

の) j です。文部出動としましては、 イ「 に11111、総会を 派ね て米政!日l

il の凡乍会を行っております。 それと新年会をI也J 乙の，住築 1:会、 '1' ;

J奇j附'hIJ 会、 J 1  ａ などと ｾ ｉ ａＱｾ で開 ｌ 、ています 。 人 ＺＧｲＧ の全 ｩｬ がそうし

たf也の卜tl体 と市惚している こともあって、凡や全や新イ|よ全をしても

メンバーカサ点、 t:. ¥、|日l じ顔ぶれということと、 和歌111の地JIJ I( I{)条1' 1ー

から他の ｼ 寸 ｼ体 会 ｩＮｩも台めて、どうしても和歌 ｉ ｬｬ､ｩ Ｇｬ Ｇ 心 の会ＱＮＮＱに ｉｾｈ ら

れてしまうなど、" i i)r会此がなかなか市並) ) に参加していただけないと

いう のカ湾M犬です。

森口 東海支部の会員数LU995
i
F. 10J 1  ボて二 1llil 人会i 1l 86r，、 |寸日本

会員85ネ1: ＰＰＹ Ｑ ＭＱ Ｉで、 ｼ 町ｾ 構 成は ＵＰ 歳を境としまして、 ｉ ｊＮば‘ ｼ 王々と

なっており、引火 比 では男性がＩ ニ Ｑ ＺＺ 倒的に多〈、火 ｉ ｾ ｉ ーはわずか数Ｅで

す。文部のエリアは愛知 l、|岐阜、 三重、日ト|れ'i lの 4 !Uですが、会il の

地域分布は愛知 lが約80% とはとんどて、あとそ11成!?、 三市がそれぞ

れ 7 - 8 %、j'i'( 'llii ll;J: 1  %台て、支部の成り iI ちか b いって愛知 lカ>" 1'

心になるのはやむおえませんが、その燃えがイF々ひらいて主ていま

す 。 またイ ｉ ｾ ｉ 人 会以の恥 ｪ 揺は、行政が ＶＥ 、設計 ＧＱＧＺ Ｑ 先ｊￎＩ ￭ カ ＾ＧＵＵＥ 、建設

会社が22%、建設|長!迫力>' 13%ぐらいです。支部の i市正) ) としまして

は、総会以 外 に役員会 ｴ して幹事会、Ｇ ， ｾ ［ ｦ ［ｦｴｾ委 Ｑ Ｑ 会を イト ｉ ｔｉ ｉ て ＢＴ￯ｦＩ 1  1  "" 

相支 ｉ ｬ ｦＮ Ａ｜、 ておりますが、刷 工とくに ｩｬＧ ， ｎｩ ｦｊＧがよく、 Ｑ Ｑｪ ｾ ＢＢ 約 ＸＰＥ 以 ｼ の

) j カfn'，Ni' tされます。実際の nＧ，Ｑ ［ｾ の ￬ｦ､ ｩｊｊは役ｩＮｩ会を 小 心にｾ j っていま

すが、 7it 問委民会としては、総務、編集、会il 、{りl修 ・!日! H、 '1'; 業

の Ｕ つがあり、全 ｩＮｩ 委 ｩｬ 会は会 ｗ￬ｾ Ｇ 強や 会 ｩ 上 ｨＧ ｴ 幸 Ｑ ，｛の作 ｊｉ ｊＡ 、会ＱＮＮＱ名簿

の作成などを行い、編集委il 会は文書11機関誌 l J. lullj の挫築」をイjc3  

1111先1ｊ 、研修 ・ ｼ 口 ｝ ｾｦ 委只会では実務訪門会制州 ｭ 、 Ｇｪ Ｇ， ｾ［長委 ＱＱ 会 ｉ ［ｊＺ 見

中会合 ￬ ｾ 似しておりま す 。 特別委員会としては、「処築と社会」 の Ｊ

ii 庁特集を合II[il する特別編集委11会を {I三!文41 } に設けていますが、この

ところ毎年 3 ) 1  ¥;.をm、11 していますので、 }i
f

;世委il 会のようにな っ

ています 。 実務言 ｉｉｾｾ ヰ会 ｉ ［ｊＺｻＡＧＭ 111111l f. 1似し、これまで百 l' 611111  j って延べ

700人近い ) j が受秘されています。論(:r liは、 会il の'1 'から人7 ・建設業

の引役 て 下 端tなどで "CI'IH:r liとして4伊芸にあた っておられる )J 々にお

11ft ¥、しまして、テキスト以外に i1説Jrの技州前1*をもり込んで鵡義し

ていただし、ていますので、刊に地元の '1' 小建設業の )j 々に大変人気

力 ｦ ありまして、 ｬｉ ｩｻ Ｑ ・ Ｑ Ｑ Ｚ Ｑ 人 ｪ 仰ｉＧ ￭ｬ ｾ に 平 ｲ｝ＩＱＱ されている ｴ こ ろもあるくらい

です。建築 i-: の'1' でも ｽｪ ｬＡＡＮ 設や常繕の ｾ ｊ 1、1'1-/';' にご参加1¥、たfごき、 ).Ur' i

書の比 ) j 、，h' t17のイ |品11なE を大手，建設業の. f r'i' 算課長などから，HiIリ!し

てちら って )(11:勉'Jrtl になると HaTて、それを契機に会にも入ってい

ただくようすすめています。 また、支部で1m催します比乍会はJ J "，:j f;

に ｾＧ ｉ とｉＧ ｪＡ が よく、いつも ｾ ｉＺＧｾ ｊｌ 1の佐川て、定員オーバーの) j を断る のに Jt ?

ＧｽｪＧ しているの力 ｦ ｊ ｽ ｾ ［ Ｑ 犬です 。 文部としても、こうした Ｇλ 務古 ｬｬ￭ ｐ ｉ 会や 凡

，} : 会を紅耐え(1' ，)に平I]J IIして、協会の P R につとめています。 そのはか、

愛知川や名 ，1，同diーの佳築行政や 1'1' 苦11主l!:築1' t J 協議会の- i . i として

の ・ ｉ ｾ 果、愛知雄築 ｼ ー会の総イトＡｉｴ築版などへのｼお Ｉｊ を Ｑ i って おります。

会 ｩｬ のお ｾｉｉ や としまして、 これまでの忘i l・会に加え て、 tl U丘はゴルフ

コンペも Ill HWしております。U I カ汁ーだった爪引jの;l kUて‘ すが、 そ

んな' j'; 菜市首) )のlliHW，t，'，':I ; J : 、まず資金不足てす。文;0' ;11交付令 IJ : l 994{ 1主

ｬ 主て約 ＱＲＰ Ｉｊ ＱＱ ｝ 、文部 ￬ｦￎＱｍｾ のか ｩｊｊｚ はその Ｖ Ｑ 六の ＷＰＰＩｪ ｬｬ ｉＧ ［ｾＡ て二その

不足分 ｉ ［ｊＺ、主Ｑｴｉ Ｑ 宅会、論門会、比中会の会 Ｇｴｾ や文 Ａｴｬｬ 会 ｩｬ 名簿のＡぶ［ Ｇ ;'.Jl' J  

，I&;H 、「佳築と 社会Hl i lリ特集作品i'l;)!I(l !( の.J IJ ，I&*' Iの支部j到、l令など

を川 ｩｊｊｾＨ としております 。 ￬ｩ ￭ｩ 出 ｪ 資令の制連 Ｉ ｪ ￬ ＱＮｾ は俗文 ｬｬｩ ｬｬ それぞれ の ＧＱＧ［

情がある L 也、うのですが、いずれにしましでも資令小5t の'1 'ていのm

Ｑ［Ｉ Ｉ であることの ｉｴｾＮ 識 ｦ ごけはしていただきた ｌ 、 。 それと次に会 ＱＱ と役

il の川始化の川j也て、. ( '，: ¥、会i . i を非り、役il も{I'. J立11j に少しずつ{ '，

L、) j に交わ っていただくようにして います。 そのはか、仙の支部に

お聞 きし t:. ¥、のは、文部としての会it サービスをどのように考えて

おられるかです。 E こまで会民サービスを1j うか、あるいは今後ど

のようなサービスを考えておられるか、ぜひうかがL、たいと ，目、いま

す。

小宮 ＾ｫ ￬ｬＯｪ 文， ｾｩｬｬ て‘会 ｩＮｩ ｗ ｉＧ［ ｾＡ を行 っ ておりますが、本会のいちばん

の 特色 の，住築の資絡の不良 ｪ 、 ｾｬｩｬＢ Ｇ Ｑ 分化の 川 ｊｗ を全 Ｑ Ｈ ＱＱ に，ＧｊＧ ， しまして、
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!日11-1の広い会である こ とを説明し、 - 11寺流行しました呉業租交流会

と同じような受け Il め) j をしていただき、会員に入っていただくケ

ー スが多くなりました。

入 会 の メ リ ッ ト と は

司会 各支部それぞ、れの立 地 特Ｏ ｾ Ｏ ，の 問 題、あるいは仙の ｼ 寸 ｼ 休と の

関係てなかなかi古出jが思うにまかせない 1-/:1で、 何とか活性化 させた

いとの思いで守安心されている 。会i二iの料、性も、非常に市齢化して符

い用がなヵ、なか入って こない、立; 性の会員も少数である、地域的に

どうしても 1/' 心者/Iili 偏重になりがちなどいろいろ t あるわけです。

それでは会長さんに、こうしたれ文部の状況と協会全体としての課

題との関連について、お話をうかがし、たいと思います。

市川 支部からの情報が実はあまり伝わって こないのですが、本

会全体としても、 同 じような悩 みを抱えているわけで、会員の年齢

構成をみますと、 50歳未満カ t 制本の約40%強、 50歳広u が50数% と

いう数字て: 火性会 i-1の少な いことも各支部 t IJ. Lt . ' 共通した/ l n姐を

もっております。 ただ、J 1( {平1163年頃から、高齢者よりもおーい人の入

会が多くなっており、特にこの 2 年近〈若年j習が芳足躍的 に地加して

おりますので、この}，'7. では会の将来に希望がでて主たのではないか

と! t . ¥f ; じております。 これと |刻辿しますが、人会をお願 L 、するときな

どによく会のメリットはい、う話カ i ，'-I' ，るのですが、 これはその気に

なっていただかないと待られないものと思います。会の ) j か らいろ

いろ材料を抗計共しでも足［外に生かされないことカ ｦ 多いようで、｟Ａ，ｾＧ、 ｆ

会や講i完全などのギ業制r L 、ましても、参加者ーの顔ぶれは- iml の ) J

にだし、たい限られてくるようで、はとんどの会員は会誌が11佐ーのつ

ながりでしょうか、私どもはそこか b メリットを待ていただけるよ

うに努力しているわけですが、これも i先んでし、ただかないと怠l川えが

ないわけです 。 「建築と社 会 ｪ も、Ｇ判 ｩ Ｏ Ｇｦ 誌と商業誌の 両方 のＧ Ｏｾ Ｚ 絡ぞ併

せたユニークな、 L 、L 、創( ' f . おこなってきて、読んでーし、ただければメリ

ッ 卜Li 五二分ある折と辺、うのですが。

異 業 種聞 の情 報 交 流

司会 本会の社会的f克明l、使命が7作とは変わってきているのでは

ないかという笹j I 意見も 聞 きますが、そのへんを含めて これからの本

会の社会(I{]役割l、{立置づけについてお話をいただければ、と思います。

市川 建築|励会が多く の仙 の|立/1小と追うのは、専門来砲をナ超えた、

しかも個人、法人が同 ｴ￱ の会員だと いうこ ｴ ですが、昔とｾう のは、
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｟［ ｬ ｩｬＢ ＱＣｾ ＮＱ 亜ごとの法人の ｦ 也の ｼ 立 ｬ 体 が増えてきた こ と、そしてその凶体

がそれぞれにその業界の顔として発言 され、その業界の発展のため

の事業主? される、だからそれ と重複するようなことを行う :必要はな

くなった、この点て‘ の役割/Lt 変わったと思います。 もっとも普から

それ、うことをやって L、たとしての1町、すが。 しかし本求、協会は

「各1f lll""1のA繋 協力によ って建築に関係する学術、技芸、事業の進

歩先速を|ヌ|るとともに、建築を通じ、広〈社会に貢献すること」が

11的ですから、協会という 一 つの会のなかで、 個人であれ、法人で

あれ、 h いに災業平亜の情報が交流がて3 、立いの進歩に役立ち、そ

れぞれがその技術、卒業によって社会に貢献していただければ、そ

れでみ; 会の社会的使命は充分に果たされるのではないでしょうか。

これは昔もノトも変わりません。

三品 ｉ Ａ建築と社会 ｪ というものを椋時して、主 ｉｉ ，ｾとをつくり、活

動ぞいままでしてまい ったと }E
l

，うのですが、 -i出丘、そうした刈社会

的立話弘のず剖言戸、l象カ丸、なし、 t L、うか、 l明石'(fi につかんでいないので1ま

ないかと 思 います。本昔1I て三界業活動をするときも、雑誌をつくると

きも、それがし、ちばんの問題ではないかと考えます。本官11てそうし

た 'j'; .;t ilj 到jはかなり活発に行 って いると思いますが、結よt!: (I{J には内

1111りの堂々迎りをしているのではないか t ，江川 、ます。 はかの卜J/休で

は刈 |州 '¥11(1' ，) なお業活動て¥、 L 、のですが、少なくとも刈社会的 なこと

を棋脱しているl -l l._、hi 5信の lー1'，るlfx，f;]: lみを具体的 に与える 必安があ

るのではないかと思っています。れ支古rli 丹羽j においても |口lじような

試みに lf j ( り組む、ことが、 いま f提占ゐ1走也2されfた:/1問!H川!円i姐角解平t決kた:に つなカがf るのてで、l

ないカかB とjt、います。

岡本 |励会 内部はうまくまとまって交流しているようにみえます

が、戸、l外的な発信をする機会があまりないように j山 、ます。11&築と

社会」という名前の発想には、社会的な貢献ということを考えてい

たはずですが、その社会自体が徐々に変符しまして、「娃築と社会」

のふ ー ミング営つくった当時は経 ｪ 斉社会だったのですが、Ｎｦ ｊｾ イ Ｑ ＧＮｉ［ｴ ｲＡ ｩ

Lω1:会に変わってきて、むしろ「建築と i/i 民J というス タンスで発

化γ、l作を考えた ) j カ丸、いのではないかと忠っております。

協会 の 特 性 を 生か す

司会 別代社会あるいは連築界の現状における興業1豆交流の重要

性や必要性のお話、 社会変化に伴う対社会的発信の|ノザ手についてな

どさまざまな li! 日辺。占坦がありましたが、そうしたところをふまえて、

抄μ1:， /tl，会にMカ守:-:，}われて い るか、支部活動との|刻述において、そ

れをどのように発展させていったらし、 L 、のかといった支部活動の諒



Jill について、ご発言 いたfごきたいと，也、います。

井手 東海支部が財政の こ とをおっしゃってましたが、定期的に

入ってくるものは交付金だけなんて、すね。 t ころが予算がその 6倍、

普過 は 31剖到支までが限度なんて、すね。 そうしたお令に換買できる

もの以外 に 1=1に凡 えな L 、役μ )J のボランティアの労働)J を;1 しまし

たら、 相 当なものです。役員方の負担を考えるとはんとうに頭の下

がる思いがします。

古林 INtl支部の立場から Ij l しますと、 とくに '1
1
凶と凶I:F. Iとの|刻

A性 カ可郎 、せいもあり、それと 九州、|も入れた同 日本全凶 をエリアと

したl励会の活動をやって いただきたい。 それと |励会会見のメリッ 卜

とし、う点ては、なかなか一般的 に兄 られない建築物を凡' 芋て、きるよ

うにすれば、 強 ｌ 、メリッ 卜 が生まれると思います 。 手ム ｾ ｊＧ ［ て Ｇ＿ｴｾ Ｊｦ ｆￎ です

が、 H併 [130年代に当協 会の修学院同H宵の見学会に参加さゼ・ていただ

し、たおり、協会の会員だ力、ら 兄: 平てきたと 聞かされ、さすがだなあ

と思い ました。 こうした こ とをメリッ 卜として強制できるとわれわ

れももっと入会を P Rできると 忠 います。

雑賀 支部の活性化 1:. ，、うのは、役員の ) i 々の熱72 しかないと私

自身、 ｗ ，会や 他 の ｼ 翌 日 本の 仕 ｾ ｊ ｉＭをしていて、 それを而感します。会n

の増強に|兵l してですが、建築のさまざまな分野の )J を総介すると い

った協会の村イi そもっ t 生かせる ) J i 去はないものかと，141います。fylJ

えば、各づ〉町' の新しい工法やシステムを* ( {介する '11' f 幸断、ットワ ー ク

とかは、 W，会だカ B らこそて3 るのではないでしょうか。 それと会員

資格にml Jl 恨のな いこ とを生かし、 一般のんで、まちづくりに IIkJ心 を

もっておられる方々に準会 員 で入っていただき、 ｾ Ｇｬ Ｎ ｬ Ｂ ｲ 是正と 一 緒Ｈこ考

λ る機会を提イｾｾするといったことも有志義 ｦ ごと思います 。 ＮＡＴ ￺ ＧｬｉｪＺ文部

には、ツー リストのブj も入っておられるようですね。

支部 相互 の 情 報 交 換の 必要 性

森日 米均一文部の会員に人っているツーリス トの ) j は、われわれ

が 11頃見学旅行を i j うとちにお |回目になると ころですが、 もっ とも

ｦ 司 ｉ ｾ ￭ ・も ここ ばかりにお 世 話になるとは限 っ ていませんが、ツーリス

トの側 に しても娃築の見学い、うのは こういう こ とfごと知るために

も、また、 こうした団{ 本に人って情宇Ixを得る こ とも考えてのご人会

だと忠っています。i出丘、屯チとか欲、;f : の分野の専門家の集まりの

ファジ一学会というと ころから講出会の案内 含いたた¥、ていますが、

そこでも 協会の P Rをして入会しでも b おうと考えております。 そ

うした呉業担に領域を1iJ 1ばす こ とによって、 他の建築|ヨ|体 と裂なる

本会の魅力をつくり、建築関係者をさらに呼び寄せる こ とカ
f
できる

のではないでしょうか。 これまで、 J 1  A や建築学会、建築士会に

入ってお b れる ) j 々に人会をすすめますしそれぞ、れの同体に，へっ

ているのでとお|祈りになるケ ースが多々ありました。占が丘は、逆に

f也の主'lI "WJ な|寸11本に入っているから こそ、 こちらにきて話をしては

しいと H乎びかけて い ます。私自身、 協会、 ] I A 、ザ:会でそれぞれの会

にふさわしい活動をさせていただし、て い ます。建築も これからはさ

まざまな分' J Ffの )j と々 |場わりがなければ、や っていけないと強〈思い

ます。 それと役u の熱志の話がてましたが、次のー|世代の人々を育て

るのも、呪在の役員のしごとのひとつと考えており、支部長をはじ

め順次、役nの交代ぞ凶っていきたいと考えてお ります。

それと、今 11 、お願いした L、こ との一 つに支部長会議の開催があ

ります。 作文部の代表が一同 に集まり砧極的 に情報交換カ fできる、

そうした場をつくる 必要を痛感いたします。 それとできましたら 、

科文部か G ｉ ｊＺ ｊｬ ｬＡＮ ｾ ｊ Ｇ， ＺがＺ 必 ず ｉ ｌｉＧ ｉ るというようにしていた ｦ ごいたら 、 お り

にふれ支部の引況を名叫事の ) j 々に ご報 告 し ま た 相 談 て3 るよう

になると Jι います。

小宮 協会の剣13裁は廃bとがあるだけに、カ、、チッと悶まっているよ

うに，巴いますが、支部会員も本部会員と 同様に協会を支えて し、る ー

はて‘ あるわけですから、文書1)のl bi ｾナ汲み 上 げるＺ ｴＡ ＭＺ ｉ 床においても、支

部長会議やtl l円l 会への参加|は 大切だと考えます。 それと本音1) と支部

という流れの '1
1
で、「建築と社会JtごけがnH'. ーのつながりになってい

る場合が多いように忠 われます。 また、「建築と社会J は、建築家以

外の )J 々もかな り読んでおられるように見受けられます。 ところが、

こ のキ ｦＡ ， ｩ［Ｎ ｾ ｾ ‘は ｼ 対米 に 刈し ての ＱＱ 失 ｊ ￯ｊ ｹ ｊ というスタンスでつくられて い

ますので、 |具l刊の建築作品、文献などの紹介が小心です。 そうする

1: . ，戸市|清志 t 百十l業誌の '1 IJ: FJ的存在でありながら、 一般的には|羽刊の

ローカノレの建物や技術の利介に過ぎないんではないかとうけ とめら

れている場令もあります。 それをもう少し会|玉11ヌーの矧誌、の体裁をと

るように、 東京 t か) t.. :} ，卜! とか北海道などでも 111:の 11
1
の話i出になるも

のが ｮ Ｇｬ 米た場令、制介するような～ￍ ｾ ｉ Ｇ ｅ ｉＨ ド ｪ な読者を考Ｉ， ｩ 主したい ｬ 存を力 ｵ

l床していただければ、「控築と 社会J tごけて' も 、かなり会員に有72義

な1'11宇IHt' イぶえられる t 忠います。

若 い 人 へ の 魅 力 づ くり

司会 本会の使命、作在立義は、連築' Nにおける総合的交流とい

うこ とがし、ちばんの特色て、今後ますます本会の75、義カ可JEまるので

はないかと い うl切るいお ITI庁もありました力士さらにそうした こ とを

文えていくために、いままで主L 卜. に領域を広げて、むしろ建築とい
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うことをテーマにそれに|剥心合もつ他の分野の人をも Iム〈会員と し

ていくことが必史と いう怠兄 もてました。 そうした ことを受 けまし

て、文部川目vJある いは建築協会の魅力をどのようにつ くって いけば

いいか、お考えを IltI かせてください。

井手 実務講 ， ＱＧＺＱ 会は［ｾ 占 Ｑ Ｑ 支部て、も ｦｵｦｬｬｬｬ かやっておりますが、先 ｬ よ

そりになってまいりまして、ね、なりに与えまして、) ;(布II( こ数多くあ

ります社 ｩｬ 教育も 充 分て Ｓ な し リ ｪ 、 ｾｊｕ 決の Ｑ ＺＮＱガ ｊ ｨ に ｐ ｒ いたしました

が、なかなか効栄がてやません。

森口 大切 なのはやはりその 1/ 1身て、実際に受抗された )j"が椴場

にIえられて ) J を先1:Wして いただいたから誹門会カ九州111i され、会主担社1: も

i次欠にまた月川lリlの人を守ナ汀Jハ1' ，)山)，' j

2  111:山i日川¥J にわけてやつておられるのてて、、 1/:) 1創刊j に11;' )0川がとれるのです

が、 *M文;lfll ては 1 ＱＱ て、朝の Ｙ ＱＱ ｾ￮ ーからタ Ｉｪ の ＵＱ ＱＮ ｜ Ｇまて♂び‘っしりと

詰めていますのでかなりハー ドて、受鵡後のアンケートでも II ，¥'I: ¥J が

足りないという 戸 が多 い ですね 。 Ｍ ＱＱ 午 、 ｦｲ ｬ ｾ ， Ａ ＾ Ｑ 会とか Ｉ ｇ 乍会とカ イ ｬｩｩ し

ものを !Ui繁にやるものですから、そのことだけが11 iJ: って批判 もあ

りましたが、人会を納めるとき、 //，J J全のわれわれがやっていると こ

ろを凡ていたfごくことがし、ちばんの 'rl .jli てーすから、会i.i明治iはそう

したイベントを交) J %(I{ j に市)IJ しています。

井手 );(行11X:;''f 11て'，j:_、 充分な ) J がありませんから、そうした催し

物を !)iJ i繁にできませんが、先 11 、大111111布山;11: の比' 下全をhL 、ました

ら、＿千段なかなか比れないと こ ろで。あったことと、 Ｑｾｻｻ にｼ 射してマ

スコミカワ正 イ ｉＧＭｬ ｛［ｻ り ｪ げＧていたせ い もあって、 ａ 炎、 ｾｲｾ ｦ てＮした 。 また 、

ｾ ｉｉ ｉｾ 主将の Ｉｪ の芯

，建設業、設Wi 、位協|、教職など 1P，'，'; J . ぶいシ‘ ャンノレから 山ていただいて

いますが、なかなかうまくいってません。人会に|刻しましでも近頃

は「入ればどんなメリッ 卜がありますかJ とすぐ|削かれます。

古林 I/ q  F.I文部としましては、会i.i のイ1・齢柿成が20i:&代が 5 %

で、 50ぷ以 卜カ，' 50%をF也えてし、ることにし、ちばんの危機! 惑を党えま

す。20i 次代の{ '; ｾ、 肝 の会 ｩＮ ｈ ｊＱ［ 人 ーに点、 ｬ して、 どのような ) j 策があるの

か点貧 IJ にイぎえています。 しかし ij住築と十|会J を比ましでも、' I!y' F-

技や Ｑ ［ ｪＭ ｮ ｾ ， ｉ ｩＧＡｴなどのよう仁村 ｉ ￎ ｉ｝ きの ｼ 勾作もあるのですね 。 そうしたも

のをもう少し明やしていくとかしていただくことも .{ '': L、射を づ| きつ

ける 一つの魅力づくりになると，也L、ます。 III .- I: ¥J から 凡 まして最近の

処設業は、政 ＧＰ ， ・との ｪＮｾｩ 才＿とか談 イ トとかダーティなイメ ー ジがあるよ

うですが、インテ リアコ ーテV オ、ーターの集いなどに ，'I' ，)，'j'; しますと 、

ｾｉ 刊行にファッショナブノレですね 。 ほとんどカ ｦＲ Ｐ￯Ｚ Ｆ ｻ｜Ｚ 、 Ｓ Oi :&{.¥: です。

そうしたところに ，'1川5すると、 こういうおじさんがという感触をも

ってしまいますヵヘｻ Ｇ， Ｚ ｬ 、肝のＡＺｩＮ ｾＧＱｾ や与え Ｉｪｾｪ［ Ｑ Ｑ る Ｑ ＧＺＧＨＧ ，そうしたと
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ころとの交流ち杭極的にすすめる ことも 大・]1t，ごと i l って います。

雑賀 私もじつは、 ｎ ｈｋ 文 化セ ンタ ー で ｫ ｬ ｾ ｉ Ｇ Ｑ 合 ｬ けの誹 ｊ ｾ ｩ ｩ をもっ

ているのですが、大勢のインテリア 関係の受前牛が こられて、みな

さん ｾ ｉ ￵ ［ ｬ ｩ ｦ［ に 建築に対して 関心 をお持 ち なんて‘すね 。 そうした 方 々と

われわれがあまり交流がないのは、われわれ f'l身、佐築というのは

少し 1'::jL 、と ころにし、るい 、う12識をもっているからではな いでしょ

うか。 しかし、 社会はそうは思っていない 1(li ＱＺ、ある ｬ 而 てやは ｾＱ ＺＺ ［Ｑ Ｇｬ［ に

I也{立カ fl: ':j L、1:，也、って いると ころカ fあります。 そうしたと ころにわれ

われ込築家があぐらをかいて いる部分があるのではな いで しょうか。

計 ＧｉｕＺＱ ｉｩ を Ｑ 年 川 やってみまして ｊ ｅｅ じた こ とですが、受百 ｉｉｖｌ Ｚ の Ｉ［ 々は ｾ Ｑ Ｗ

'. :; : ; に引' X(I {jで、佐築の技術の話を少し入れると ;川工、れるのてすが、

あまり ｼ 庁 ｼ すぎると ｦ ごんだん減っていくというふうに、少し ｉｉ ｾＩＧ 代 ｴ 令

わせてファジーなソフトな而ーをわれわれ (1 身が勉強しないといけな

いというれ払! ちがL、たします。 とくに利I::f幻11では、れ:L、人の職場が

少 ないですから、どうすれば ｾ ｔｌ 、 人 を 明 やせるかと い う こ とから考

えて ｌ 、〈必裂があ り ます 。 ですから、 和歌 ＱＱＱ て ｐ ゃったｾ築 作品 はで

きるだ、け P R して、 J也j じにリ計れIJ 、こんなイI: 'F もて、きると いう才れ 、

人への魅力づくりの場を考えています。

森口 「姥築と社会J は大変11屯なh' i宇IU，ごと 北l、って います。fごし、

たいｾ築 ｼ 刻係 ｊ 号、 1: <に自没言i↑ーをやる人は必袋U I'. に信wしく文毛吋i<: !J t

するような {tfi II I];lJ fありますカたものによっては、やはり i先む人にわ

かりやすく千日いづ姿勢も 大切で，こ とに「挫築と れ:全」い、 う

刈 ＱＱ 会 Ｈｉ Ｇ ， ｪ な ｭ ｦ ｬ ｾＱｅ イ 誌を椋務する ｲ Ｎ ｵＭ 一 、 ＡｉｊＡ［築以 外 の Ｉｪ 々にも読 ん て ｜ 、

たfごくことをナ lii HA¥としているはずで、そうした ん々から知併すまで

.1' 1] 1. 仰を引られなカ B ったなら、その{r:.(: r:. ，ｩｊｾＺￌＧ 支を う ｾ ってしまうわけです 。

とくに u去の制介など、上手にわかりやすく ，¥.¥1. 1リ! しであるので、私

｛Ｇ Ｑ 身 さまｾＮＮまなと こ ろで日見 ｬ リ ｩ するおり、 Ｑ Ｊ わしていた ｦ ご い ています 。

技術的には他の佳築技術雑誌と遜色なく、ぷ引のイI:}; が少 しわかり

やすく引:L、である ことカ味'i 1l';{ のようにjι います。

将 来 の 方 向 性

司会 11.，') '代七1:を芯; 識する 必要や、ぷ: L 、J刊にどう 1[X.り創|んでいくか

などについて jJp立比がて止 したが、これからの |励会としての ) j 向性

などについていかカfて。しょうか。

三品 いま、お訴をうかがってお りますと、作文刈iさん ともほぼ

) 1.:)必の悩みをもっておられるわ けですが、さしあたってのイJ) ) J な共

体策がなかなかみつからな いのカ旬以灯ごと J41います。 ところで将米

ＨＱ りな Ｉｪｉ ￎ ， ｝ Ｇ ｬ ｴ についてなのですが、 大 阪に近 い 日 ｬ ｩｉ ｾｦｦＺに ｻ ;，: 世するか、速
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い日 ｮｾＺｈ に位置するかといった谷支部の立地などで、条件が異なって た世代と 一 緒に勉強してし、〈姿勢を持ち ｴｾ L  、ものです。 そうでなけ

くると，思います。大きく分けまして、 中岡支部と東海支部の場令と、 れば、新しい 111:代、 IJI の中からわれわれが取り残されていくような

京都支ｴＧｩ ｉ ｕＺＮ 平 ｉ ｉ ｾ ｦｸｬ ｬ ｬ 支部の場合ては環境が少し異な って いると思いま 気がします 。 東京 Ｂ ，心 の 他団体との違いを明確にして、 ｐ｛ｉｉ 王 ｼ 、Ｉ ｌＮ ｾ川

す。 そうしたところから、将来の ) j 向としまして、本部と共同て司1 ての会員を噌強し、支部設置ができましたら、 L、し、方|合" こし、くので

業柄引をh える支持IU:. ，独立して卒業活動をせざるを? 得ない支部と はないかと思います。

に分かれると思いますが、いかがでしょうか。

井手 不1，1同人の考えとしましては、京都支部の場合、 1 時間以内

で大阪とし、う宅近の ｾＱ Ｚｲｾｩｈｾに位置しています関係て二本部との共催で

卒業活動制? ったんが令型的と思います。 もちろん、京都にはそう

そうたるみ々が本部役員になっておられ、支部としての独自性も ，'1'，

していかなくてはならないと考えていますカ九

三品 そうしますと、京都支部て1可かギ業雨量力、 WIJ ぇ! ! ' 講習会と

か兄' 予会とかを企州されますと、大阪にもご案内していただけるわ

けていすね。

井手 たくさんのんにう、11らせるほう力九、いような |人形手のものにつ

いては、そうしたいと，巴います。

雑賀 私も同様の考えを{ 同人(I{ J にがj っておりまして、和歌山支部

も将来(I{J には大|坂と連携して事業机動を行い、ある分担をするとい

うふうにならざるをえなレと思います。

三品 将来的にそういった方向に向かう可能' 性があれば、件事業

の委員会などに符支部から委員が入っていただし、て、 - *I ' i に検討す

ることを考えなければなりませんね。

支 部 活 動 の 活 性化に向けて

司会 いろいろと共{ 本的なご位楽も .'1'， てまいりましたが、最後に

文 Ｑｾ ｉ ｾ￬ 市首 Ｇ ｊ ｊ の市性 化 に ｉￍｉ ｝ けての抱負といったことについて ｾ ｮ ずつご

先青 いたfごきたいと思し、ます。

井手 庁、者 Ｑ Ｑ 支 Ｑｴｬｾ としましては、やはり活動をやっていくには、協

会の存ずl や活動内特の P R を杭倒的に行い、興業手重を合めて会11を

噌やしてし、〈、そのためには京都支部内体の存在をもっとアッピー

ノレしまして、本会の炉 ＡｦＱｾ 主である建築の資絡制限のない、門戸を ｉ ｊｦｬ ｌ 、

た|す11本であることを焔制していきたいと思います。

古林 '1"主|支部のいちばんの課題も会員拡大て¥引性会員もさる

こ t なが ら、 とくに ｫｬ ｾ ｬ Ｚ 会員の増強を行い、われわれ向身もそうし

雑賀 和歌山支部も 一時、百数一|名いた会員が半減していますこ

とから、会員増強を第一 に考えなければと思います。 それとさきほ

どお話が出ました支部長会議のような情報交換の場をぜひ設けてい

ただき、他支部の前到jカサilOJX( こなって支部の活性化につながると L 、

ったブjril] に向カ‘ って い きた いと考えます。

小 宮 支部の魅力、活性化と L 、L、ますと、やはりまずマ ンパワ ー

が必妥です。東海支部のんで" Hご入会が少ない分野の訂政担当者、

大学の研究者な E 守重点的におl傾L、しそうした方にきていたTごい

で、お話をうかがし、立見を l吸収し、建築向体がそれぞ、れ地 )i 性 、 郷

|仁二ごj主，↑七性|巴5

れた b とl忠忠1，、つています。

森口 本会の場介は、その成り立ちからいってもやはり本部あっ

ての支部ていすので、 ときどち本部からの御意見もいただき、また支

部からの意見も本 ＱｾＱｾ に，ＧＱＧ，せる機会をぜひっくっていただきたいと思

います。実務部' j : i勾会などのテキス トを きちんとつくっていたfごける

のは木部ならではのことですから、支部 ｴ しましては、本書 ｉｾ てや発ね

される |ヌ|告の一般の ) j 々への公開閲覧を合めて、そうしたものをも

っと市川するという のも協会を P Rする有効なブア法のひとってはな

いかと考えます。

市川 支部の ｩ 間生 化 のためにも、やはり本吉 ｉｾ 1: . 支部 t の情報交流

力礼、ちばん重要で、それがL 、ままで欠けていたのではないかと反省

をも合めてJ41っています。 そうしたことも含めて、これだけの異業

称の )J 々が集ま っておられますので、協会の各事業l人l符や 「建築と

ネ|会 」 の l仰 なども これまでのように設計事務所中心から、もう少

い隔を jム; げてやっていくことが必要て。はないかと，目、います。 そうし

た枠を! ムーげることによ って建築協会の本51ともつでいた特性を生かし、

村会へとつなカ f っていく こと、それが木会の活性化に結びついてい

くので対はないかと感じています。

司 会 今 11 は、立重なお話 ぞお聞かせいただ き、ほんとうにあり

がとうございました。
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「建築 と社会J 誌
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愛 知 県 東 三 河 総 合 庁 舎

設 計 監理 愛 知 県建 築部 営 繕 課

東 海 設 計

施 工 竹 中・ 藤 城 ・山 正 建 設 工 事共 同企 業体

所 在 地 愛 知 県 豊 橋 市 八 町 通 五 丁 目 地 内

敷 地 面 積 6，380 . 36m'  

建 築 面 積 2 ，33 1. 42m'  

延 床 面 積 15，900. 06m'  

構ｾ夢見模 5RC、 剖)s、 B2、5F 

工期 Ｑ ＹＹＳ 年 Ｗ 月 ｾＱＹＹＵ 年 ＱＲ 月

最 寄 駅 豊 橋 鉄 道 市 内 線 東 八 町 駅

撮 影 5 5名 古 屋

このJ i " 合は、束三河 地区に おける lr!- の総令出先機関として計画され

たものである 。 ｬｊ ｊ Ｉｃｴ也周辺は、問中市 ｨ の ｲ ｬ Ｇ 心部て二 ｾｾ ｟ ｾｾｴｲ ｆｴ公閣に隣桜した

，1I ，;:; r; に環境に T[( まれた地 区に位置してし、る 。

w別に赤111長 L 、正知也JIヲ状のため、建物はリニアプランにならざるを待

ないが、施設全体ぞ事務棟、会1謝梨、 j学生似の 3 ブロックに分け各棟

の機能を ｉｉ ｊｬ ｦｲｉｾにして利便性のｼ布ｕＺＮＡこ務めた 。

エ ン トラ ンス ホーノレは三!日刊! 大抜けのア トリウムて、 ZI'¥: ; f 先株と会: 謝来

ｾｾＺ古 ｊ ごブリッシが設けられ、庁内ｦｦｩＮＱ ｬ 線の Ｇ￮ＡＡ ー となるとともに、 Ｔ タド立を

モチーフとした壁而装飾が飽きれて、殺し みやす い1友かl床のある 内

制l笠1:¥1とな って いる 。

Ｇ ＱＧ Ｔ元隙は、 ｾ Ａ ｉ Ａも ｼ 二上空間の彬 ､ 先スペースを ｻｩＧＨｦ ｩＱ 呆してフレキンビリティｾ

1" 1め、今後急速に進むであろう 'i)' i報化にも充分対応できる施設とし

fニ。

地域 が ら!主主車場の設備が最優先課題てあ ったが、事長い敷地を有効

にI刊りするため、地下 2 ] 晋分の駐車スペースを内定式て言|恒l し、! l l Lt- .

者11 と令わせて i法大限の駐車台数をU制来した。

梢造三 Ｑ ＱＱｭ においては、 こ の建物が防災拠 ， ｾｾ｜ｊｍ 訟」であることから、特に

両院号|全rmに|別してはグレードのj i ; 3 j L 、設す|ーになっている 。

( 岡本光生/ 東海設計)

④ 

エ ン ト ラ ン ス

エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル

会 蛾 室

10 30  60 m 

配置星図・1 階平面図
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エントランス

伏 見 ラ イ フ プ ラ ザ

( 中消防署複合庁舎)

設 計 監 理 名 古 屋甫 建 築 局 営 繕部

日本 設 計

施 工 大 日 本 土 木 ・三 菱 ・地 崎 ・大 末 ・六 合

特 別 共 同 企業 体

所 在 地 名 古 屋 市 中 区 栄 1- 23- 12

敷 地 面 積 2 ，649. 56m'  

建 築 面 積 1，784. 78m'  

延 床 面 積 25，331 . 2 1  m'  

十減量規模 S R C、S 、 8 3、 15 F、 PI  

工期 ＱＹＹＲ 年 Ｗ 月 ｾ ＱＹ ＹＵ 年 Ｘ 月

最 寄 駅 地 下 鉄 東 山 線 、 鶴 舞 線 伏 見 且 尺

撮 影 S S名 古 屋

公 開 空 地



イJ U.r. ライフプラザは、手う ，'，刈 diil'il i)j J"j の '1 'ii'j 防 料 のι IHキえ

を機会に、 I1I H.、公 有 地 のイT効平rl J IJ、，'，':jJ Jt平rJJIJ を IJ (1(;に訂 l曲さ

れ、 'l' ii' iI以 内ーはじめ、名i 'l ・桜 山の 5 J" jの 終1M設で‘ 桃1&された

俊 介1M設で、名古屋市住宅1 J l: f . 合公社の定住伍弘主モテツν 住 宅

( シティーファミリ ー 1'1111) をi JIイpする形で、なっています。

.i 11叫の Ij ij純として、 周辺住rlメョに対して長大tJr lメに位位する

ｾｉ ＺｘＮｬ 也 の表辿りから袋 通り にゼる ｩｩｬｩ り 抜 け状の公 Ｑ ｡Ｚｊ ＧｬｆＧ ｊ 也 を設

けることによ り、 名 古 出i li の 総 介 設;: 1111I Jl支のi f &川 を受け、待

相't- l &び、が胤HlilW! { の緩和の♂r "f  ＧＱＡＺＧｾ打て 川地 の ＭＱ ＱｽＺＩζ ｉ ｓ ｬｻの市

川 を仁1mして計 iill lされています。

公 1)ト) 'l }:J 也は、 11.変色系のタイノレJ l li りj岐路 、 紋 の グ ラ ン ド カ バ -

A び '1 '，'::j 本 の植裁、 二 つ の ゲート の{也、名 ，l ，" J 3 ' 1 を代表する然

ー なごやまつり ーイコ英傑行列をテ ー マにしたイラストパヰ、

ノレを長さ l OOnU/ I くに及ぶ場 lこ設ける今、名古 J3 ' 1 らしさと i仮

わ L 、のfil J，'1 Ｂ に努め 地域 の 人 々の Ｎｷ［ｦ［ ｾｾ ＨＱ 勺な 利 ｊｉｊ 古市 Ｑ ・られるよ

う 円己 ｬ む さ ｾ ＱＮて い ます。

必 ｩ 築 計 ｬ 山Ｉ としては、 ｮ￭ｪ 面 ｬ 道路 の イｊｬ ｉ ｊｬ￺ ￮ タ ド ｾ ｉＡ のフラッ ト な而と

対 比 させた ｊ ｉ ｾ ｊ［虚 のノカレ コニ ーを設けて、必如、数 ｬｬｊ ｊ 設 備 と し

てより 有 効にさせる とともに 5 J..-j の列なる 内部 機 能 を 建 物

タ ｈｦｾば 笠え、また、建物 コー ナーには 小 さな ｬ 出 面を胞し、大

J;J U失処築物が地 域に与える l成記 J訟を平" らげられる立IUJ J I一画

が 保J IJ されて い ます。

(  rI i;' V;iJ jll c.: / 日本誌;fI 名 前民 文行)

5 階 平 面 図 r  : 800 
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犬山国際観光センター

設 計 監 理 安 井 建 築 設計 事 務 所

施 工 建 築 鴻 池・山口 建 設 共同 企業 体

電 気 東 邦 ・フ ジ タ 建 設 共同 企業 体

空 調 菱 和 ・田中 建 設共 同 企業 体

樹 ￸ｾ 水衛 生 一 工 ・今 井 建 設 共同 企業 体

犬 山 市は、 ｾｉ 内だけでなく海外か らも多くの 観光客が訪れる国際

的観光都市である 。 この建物は、，Ii 力型なる国防波 流 の ま ちづく

りを 州 北するための、匡 Ｂ￭ｾｾ 制光機能と国防喰協機能別 Ｑ Ｑ せ持った

'1 ' 核的な施設として、言 I-j直lされて L 、る 。

建 物'l '央にアトリウムを設け、そのアトリウムぞ中心にして、左

右に本山 日刊誌 ・ コンベンション ・ 文化 ・ 教育 ｬ ｩＩ ｈｉｾ . コ ミュ ニティ

などの機能を持つ施設を配置し、 全 体力 f:t1Yt成されている 。

トップライ トを持った四jB吹 き抜けのア トリウ ムは、 内部空間に

大きなゆとりを産み出し、訪れる人々の交流の場として、また各

施 設の綬術ソずー ンとなるよう( 二言h喧lされている。

この弘l!物のメ イン施 設の コンベンションホーノレは、フロイデホー

ノレと名付けられ、キ告円三床下収納型の弁 11年ヱに可動床にな っている 。

平土II¥J・ 段l末精子 j市 ・可変ステー ジなどフレキシフツレな空間桃成

や泌1:1ゆず可能て、国li:祭会識 ・レセプション ・ミニコンサー ト ・各

1靭白受会などのさまざまなイベントに柔枚に対応する こ とがで き

る。

ヴォ ー ノレ ト 形 状 の屋様と ト ップライ ト の ｾ ｩ ｬＢ 線 の交わりは国際交

流 ・m民交流の「交j来」を表現し、展綴の重なりは国際化の波紋

の)J . ; ; がる中J{<I ! ' イメ ー ジして いる 。

犬 山市にと って、 この劉合Jが二 ト一世紀へ向けて、国| 貯モ交流のげi

キl机11m: 発信. ; J . _ t : J 也となることを刻好奇している 。

() ＱＱ 平孝 Ｏ 次 ち Ｑ Ｑ Ｇ 建築お ｴ 言 ｼ 斗吟労 ｲ ｾ ￭ Ｉ

⑨ 

J  

所 在 地 愛 知 県 犬 山 市 大 字 犬山字天神 1- 4

事節也直前' i 3，244. 53m'  

建 築 面 積 1，726 .86ぱ

延床面積 7，826 .69m'  

4あ量規模 RC、一吉郎、 81、4F

工期 Ｑ ＹＹＳ 年 Ｖ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｑ 月

最 寄 駅 名 鉄 犬 山 線 犬 山 駅

撮 影 55名古屋

人」

配置図・ l 階 平 函 図 1  14∞ 

3' 皆温水プール 惨

ア ト リ ウ ム

4' 皆フ ロイ デ ホ ー ル



外 観 西 北 面

岐 阜 県 図 書 館

設 計 監 理 岐 阜 県 総 務 部 管 財 課

岡 田 新一・サ二一 設 計 業 務 特 別 企 業 体

施 工 大 日本 土 木 ・銭高・土屋 ・市 川 建 設 工 事 共 同 企 業 体

ト y プ ラ イ ト
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所 在 地 岐 阜 市 宇 佐4ート l

敷 地 面 積 22 ，074 . 48 m'  

建 築 面 積 8 ，338 .80m'  

延 床 面 積 25 ，703 . 97 m'  

r 構 造 規 模 S R C、一部S 、61 、4 F、P I

工期 ＱＹＹＲ 年 ＱＲ 月 ｾ Ｑ ＹＹＵ 年 ｬ 月

最 寄 駅 J R岐 阜 西 駅

撮 影 S S名 古 屋 滝 田 良 彦

岐阜は、かつて金型lli 山 ぃ、うシンボ. リックな 山城守中心

に据 λ 、長良川 を天然の卯! とした城下111J てあ った。金 事山

周辺では、今でも街道筋のllul 必を伐す長屋形式の街並み

を見ることができる。岐阜県凶杵館は、このような周辺環

境の岐阜公!主|内から移伝新築された。

大版せっ総質タイノレを 打 ち込んだ ｭｩｾｉＡ Ｚｌｾのある ＼ 壁＾

は、保存収集と L 、う役目も担う ｭ 医 ｆ ｲ ｾ Ｚ Ｚｦｬ ｩ 白の絡調と信 頼 性

の表現であり、 100万illt を超えるi ! :籍の配梨、収J歳を柿成

づける 主主li¥J のシステムを形作っている 。

一 方、ハイビジョンシアターや多目的ホーノレなど、白い

< フレーム> によ って構成される伯判機能の各空間は、

外装をボーダータイノレ、 l人H主を_ ，f v{ ' _ ; ; i 、ノレという小さな柔

らかなスケ ーノレの材料をJ r j L 、て、縦しみやすいデザイン

として L ' J.>。これらの対比が、この図書館の「歴史や伝統

に学びなが ら未来へ志向する」経快なW必JJ!' J . I <: を与えてい

る。

また くフレーム > の: i ! s なりは、かつての長屋形式の街並

みの再呪でもある 。挑むH会に人が集い、レストランて食事

をしたり、いろいろな笠1mのにぎわいが往r:;}Eみににじみ

出てくることが、 この施設の活性化をもたらすことだ‘

ろう 。

この く笠 > とくフレーム > の仇成は、隣接する岐阜県美

術館へ新たな|民l係を持ち掛ける 。 2 つの施設の|目] にある

市道もコミュニティ化道路として干I } ! 笹Ij ili された。県美術

館を合めて くほ > < フレー ム> <壁 > として建築の構成

を従えなおすことができる 。 このような都市(1勺脈絡の再

認識が ' !J ，以 刻ヒの森」としての寸本化 を、 一層強固なも

のとしていくこと Tごろう 。

(il!i1J 

④ 
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神戸町立図書館

設 計 監 理 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 土 屋 組

外 観 束 面

所在地岐阜県安八君防申戸町大字北一色. 82 同尉也の l

ＡＡｬｾ也直百貨 10，59 1.0 0 m・

建 築 面 積 1，922. 06m'  

延 床 面 積 1，719. 57m'  

概 差 規 模 S、 I F

工期 ＱＹＹＴ 年 Ｕ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｓ 月

最 苦 手 駅 i島 地E老線北神戸駅前

撮 影 加 版 敏 明

南函モニュメン卜( 脇田愛二郎作) を見る



関 覧 室 を エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル よ り 見 る

「庭園のなかの図告二 ｦｩｴｾ ｊ として、周囲の 山 並みや 、 Ｑｾ 然と流れる蛸量 Ｐ ＱＱ と

ￎ［［｟ｖ 宅平野に広がる ｼ 王 ｬ 園風王 ｦ からイメ ー ジされたのが、ｾ Ａ Ｇ Ｎｲ ｩ ｬ 浪述に Ｇ ｦｩｬ ｬ びてゆく

フラッ ト ラインである 。 周囲の臼会ｾ形態との対比により、都会ではありふ

れた直線が!斗ずき、その存在を主張する 。 そして、屋棋の折り重なる水平

Tui と桜することなく自立する壁との!日lの、緊燥感のある透き t おったフラ

ッ トラインが、相互の存c : a叫をさらに強制する 。

色彩は、まちの1"Ti'i ii IIl Tでみられる伝統的 な淡11能主の 1'- 1ぞ;Jili Wi'il とし、庭闘の

紋とパラ の色芥、水辺に119. : :る光の色、背対となる 山並みの自然と調和し、

白立することをな図した。

平前桃 Ｑ ぷ ｬ 阜、 Ｑｭ 架閲覧 室 を ｲｬ Ｇ 心とする図書官 ｪＧ 両川施 設 と ｉ ｾ 目的時 ｲｭ 以外にも

利用される集会胞設をエ ントランスホーノレを介して犯u [ させながら 、二府

ＱＱ 大十友の相当 ｴ ‘ ￟ ｳｾ ｬｉ｜ｊ で ー ィ本イヒしてし 、 る 。

宇中戸川の冬1;j:J滋し〈、 「仔H次おろし」と呼ばれる季節風が、冷た L 、思 ｌ Ｒ Ｑ ・ｾ北

西の山並 か ら吹きつけてくる 。 そこで、 LLi fJl IJを自立する壁で巡り、南fJ!l Jに

I.mけたかたちて庭悶や水辺 t 一体となった環境を つ くりだし、 IJq李の変

化 、 ｈ 寺の移ろいを感じる平 μ ｬ 勺て親密 ｊ さのある 内 苦 Ｑ Ｑ ｾ ｾ ｉ Ｚｲ｝ の 実 引をな図した 。

そして、南側 への大きな |別円古11とハイサイドライ トからの柔 b かし、光が、

二 JV: I次抜のHヲ郎空聞を ii :l，jt.: し、昼1:r] 1; J :人工!! (¥IリIが不安な Iリl るい光の笠I:IJを

つ くり fごしている 。

この図 ｾ ｾＺｦｩｮ カサ庁しい文化の場として ＱＱＱ｝ 民に貌しまれ、「 学 びと疋 Ａｬ 、 の 場」と

して利JTJ されることを願ってL必 。

( 大仏弘資/ 笈ヲ l'主J! g誕おt; 干|ー司王務所)

1 階 平 面 図 1: 1∞o  

閲 覧 室 を 見 る
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森 町 文 化 会 館

設 計 監 理 日建 設 計 ・名 古 屋

施 工 大 成 ・丸明 建 設工 事共 同 企 業 体

寸(

エ ン トラン ス全 景

38 

相 い の 森 よ リ の全 景

所 在 地 静 岡 県 周 智 郡 森 町 森 字 穴 回 1484- 1

聾主地面積 13，OOOm'  

建 築 面 積 5，320m'  

延 床 面 積 5，910m'  

荷崩量設見模 RC、S、8 1、2F、PI 

工期 Ｑ ＹＹ Ｓ 年 Ｗ 月 ｾ Ｑ ＹＹＴ 年 Ｑ Ｒ 月

最寄駅天竜，兵 名 湖車部 Ｒ 州森ｾ

j最 影 55名 古 屋

U.. .ffirrIDI咽

ト 一 一

配 置 図 l '古平面 図 :  2000 



この会館は、森IlrJ の111] 民力匂l市土に誇りをもち、所 有!I) にIlrJ 立体 育 断、北側にヲミ屯浜名湖線に隣桜して

Ｉｪ と Ｚｴｴ ､ｬＨ こ ｾｩＺｬＺｪ ちたまち づ くりの 一 端を担う施設 おり、他は水間に凶まれた: w 坑である 。

として計画された。施設は、 f 6 Ti 甘IJ 収蔵の阪lZ11 建物の配置は、 111と}I Iに固まれて街ヵワ肋ぶされた

fi I¥J  fSOO人収終の大ホーノν J f 行楽室 ・工芸 室など 森 IlrJ を 3 つの) i J lヲの 大 屋 根 と お 祭 り 広 場 て 桝 成

の あるＨｬｊｦ ＱＱｾ 施設」て糊 ｬ 反され、作々力刻 ｉ ｉｌ 平 ｉ ＩｊｉＩ の する )1予て裟引し、 f lllf Ll とのIRかなコミュニケーシ

ｉＧｲｴ￬ｾ な政令施設である 。 ョンの場づ くり J flll ) 民が郷上に誇 りをもてるシ

的 ｉ ， ｹ［Ｉｭ 紛 ｾ ｬ ｬｉ ｮ 立、浜松 ｭ と行り ｉｉ ｔ｛ ｪ ぞ つ なぐ天屯浜名 ンボルづくり J f 森 111) にふさわしい12かな紋に |川

棚似 の Ｑｦ Ｇ￬Ｑ ｊｊｾ に杭る 。 ＾ｊ ｉ 陥「 三 木の盟」ともｩｉ乎ばれ、 まれた段JJ lづ くり」を凶るよう設汗|している 。

」本来やお茶のj主J也として知 l られている 。IlIfI人j には 「凶引制」は 3 方ぞカラス張りとし、天- ; 11の百:iL 、

小 1I・!神社な1: : ' 1' 111話の舞台にな っ ている名所もあ ワンノレー ムの開放的で
l
リJ るい室 内 空11-¥) としてい

り、や11.:t 1:が多く、それに伴って「舞楽」など の知 る。平商は|抑制J[ )覧室 を二i : _ f : 本としており、隣同安し

E作文化の峨んなところである 。史知也の}?d辺は、東 て設け られた「併修施設」の会吉永室を当f: 習室 とし

開 架 関 覧 室

夜 景

たり、 71楽室 を録7J1・室 とするなど、区ドf!::fl I ¥- 施設と

して利川で、きるようにしている 。

「大ホー ノ レ」は、「舞楽」なと ｾｬｬｾｊ 二 芸能ができる舞

台や、. f&1怖を! ム〈、奥行きを浅くした治: 席など、

i; 締 1) 在JIJ t ( 二通したホーノレとしており、木の まち森

IIIJ にふ さわしい「木のホーノレ」としている 。また、

fl淫l記官I: J f研修施設」と「大ホーノレ」をつ なぐ‘ エ

ントランスロビーは、展示ギャラリーとしても 平1)

川 され、大ホーノレとともに町民の発表の坊とし

て、「誰もが気 t隆に郷土文化にふれあえる会飴づ

くり」をめぎした。

( 南石n司作・日比野) j 喜 男/ 日，建設計 ・名古屋 )

大 ホ ー J レ
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東 海 学 園 大 学

設 計 監 理 黒川 建 築 事 務 所

施 工 佐 藤 ・石 田 特 別 共 同 企 業 体

‘同・
配置 図

。



大学用地は名 i 'i 屋市の東部郊外に広がる丘陵地体 して設け、これ らの諸施設を北側から凶{ J ! 1 j にかけ

の一 fillJ(二千i IJ ， :r， ［￮ｧ［ｾ ＮＧ凶 線 三 好ヶ万均 ｦ から最寄り て広場営とり |制むようにL 字型に配置している 。

のところにある 。 このー 併は，l /S止沿紛: の新興住宅 初 ｼ ヲ サ束、講義陳及び Ｑ Ｒ＼Ｇ Ｑ Ｚ［ ｾＺＺ ＧｉＧ ｉｾ［Ｍｹ ｬ 員センターい、った、

地として、 lJ;!;(: E! l 日発途ι卜. にあり、急速に変化し て アカデミックコア昔15分ぞできるだけコンパク卜に

いる地域である 。 かつ有機的述枕1:'1ミを持たせて、機能的にも心旦IIJ'I勺

正知也は "1' 央官15て、 l有二| ヒに走る I'，，'J低差約 5 メートノレ にも ーイ料訟を生みだすよう にした。

の法而てで. 、 束 ｬ凶凹に 二 う〉刊 Ｇｾｾ古別 ｩ与引刊 ｪ打刈ｼ リ ｬ同されてい ｔた ｊ 。 こ の法 ｉ而而を含ｾ J厚写生宅:t.似似見点Iと付体q脊守釘飴Iは、 〕京 ｾＺ｛利則工羽初訓イ有似例側ＡＡ州川Ａり 川ｼリ ｬ の下段昔部 ｈ防 づ分 〉 の 束」及立ぴ ｬ刷 Ｔ剥ｷ 刈 立均端端 』品山M i  

な7たJご、ら力か、なな.主

Z事jれzによ り札、 」上 戸て子 ｾ Ｍ ｆ Ｍ Ｒ 段にう分 ｮ 官別 ＧＱ引刊Ｚ引刈ｼ リ ｬ同 され ｦたＺｗＺ放文 ｪ ｴＡＡＮ Ｇ￩枕ｊｴ ｪ 抗 ｝ に tこ古iJj λ ている 。

→ 木化 させ速が'e!:;_! i ; を生みた'，t ｾ ｉ ￇ ができ、また、の 校 合JT) J-也は 蜘也全 体 の 西 北 部 に 位 世 し 、 加血内の

びやかで、ゆったりとした開放(1') な景観念っくり - -f昨日 :jl 、ところにあるので、南東方向に|挑511が11トl

fごす こ とができた。 けており、この立地条件を十分に生かして ｈｾＮ 倣 Ｈ Ｑ Ｇ，Ｉ

大学の"1' 心施設となる初|究 部1"1 ' 講義昔111" ) . 情 報 てのlリ! るい施設づくりとすることができた。

センター苦151"-1• 'i S;: JlJl1'i 15l" 1在日出也の円上段側に集rl' (森 釘 ァＯ 黒川建築 ｾ Ｉ ｱ 知的

体 育 館 、 厚 生 練 全 景

所在地愛知県西加茂郡三好町大字福谷字

西ノ洞21番 233

聖t士也置芳賀 170，000m'  

延床面積 15，123m'  

管理棟 RC、2F、 1，025m'

研究棟 RC、7F，3，925m'  

講義・図書棟 RC、3F、6，022m'

体育館 RC、2F、2，081 m'  

厚生棟 S、 IF、 1，450m'

その他の施設 IF、 620m'  

工期 ＱＹＹＴ 年ｼ月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｒ 月

最 寄 駅 名 鉄 豊 田 新 線 三 好 ヶ 丘 駅

t最 影フォトスタジオ ・タクミ イ宅美孝昭
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浜坂町立久斗小学校

設 計 監 理 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 株 本 建 設工 業 ・明 生 建 設J V

電 気 き ん で ん

機 械 サ ンユ ー技 研工 業

所 在 地 兵庫県美方郡浜坂町高末403

事立地面芳賀 10 ，9 6 9 m'  

建築面積 2 ，3 13 m'  

延床面積 3 ，2 3 4 m'  

構i量規模 RC、S、2F

工期 ＱＹＹＴ 年 Ｙ 月 ｾ Ｑ ＹＹＵ 年 ＱＲ 月

最 寄 駅 J R山陰梯兵; 鳳尺

撮 影 太 田 写 真 館

42 

正 面 外 観 砂

多 目 的 ホ ー ル



図 画 工 作 室

渡 り 廊 下

"It主

￬ｾ ｶＺ反 ｉ ｉｉｊ は、 兵庫 県 の西 北端に 位置 し 、日本海 に 面する人 口 Ｑ ＲＮＰＰＰ 人の海と温泉の ｉｉｉｊ であ

る。

久斗小学中交は自然12かな久斗山 と久斗} II に抱かれた 山あいにある児童生灯O人の学校 で

ある 。 木造校 舎の 危険 認定 と体育館の狭 ｾｩ ［Ｇｕ ヒ に伴い、全 ｔ ｊｦｊ改築カ雫 十 回 ｼ された 。

計画にあた り、旧校舎の雰囲安し小規; t J i i ; f 交の家庭的な雰囲気の継承と変化の若し L 、教育

! l制t に追従出来る、懐のi楽L 、空間づくりを目標とした。

多目的ホーノレ計者室の"1' 心に配置し、吹抜けを設ける こと により、却線上も空間i的に も

純設の核空間とした。極力、木造間仕切を j羽L 、ることにより、将来への対応し木の香

りそ内部空|問に消iたすような図した。

久斗小学校の歴史は、木の香りと瓦屋般に品ｼ匙司えきれ、新しい紗 ｱｾＣ りは ｬ 吸かな多目的ホー

ノレから語られる 。 子 イ ｾ ｾ Ｎ込 ｦ ごけでなく 地域 の 人 々に 対しでも身近かな、コミュニテ ィ 胞 設

としていつまで許も率見しまれることそl傾いたい。

α[EEI1rj l幸、高木耕一/ 東畑建築阿抑斤)

普 通 教 室 ・ウ - 7 ス ベ ス

図 書 室 ・ パ ソ コ ン 教 室

@  

2 階 平 面 図 1:1∞o  
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メ ニ コ ン 総 合 研 究 所

設 計 監 理 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所

施 工 清 水 建 設 名 古 屋 支 庖

電 気 設 備 川 北電 気工 業

衛 生 ・空 調 設 備 大 気 社

実 験 設 備 ヤ マ ト 科 学

場所打杭工事 ヨーコ ン

石工事 矢橋大理石

金属工事 三友建材

アルミ製建具 不ニサッシ

銅製建具・シャツ? 一 東洋シャッター

ステンレス製建具紅雲製作所

外壁吹付工寧 阪 神 興 業

舗 装 工 事 日本 道 路

昇降機設備 松下電器産業

排水処理設備 務化工機

コンタクトレンスー製造 ・l仮52のM: *手の紛Q : ¥会社メニコンの総令制耳切ifrて、

あり、 レンズのふ［ｧＭ ｾ［ｪ の日 ｉＱ 予をや装れの定 Ｒ 全性の詣明会から加｟｣機器の試作研究

まて"1 ｪ われる研究 ＱＱ ト Ｑ Ｙｖ￬ 包 設である 。 ｾＢ ｉＢ Ｇｴ の 北 部、が ＱＱ 井市の丘陵地， ｩｩ＿ に大

脱校に Il トl発された市政手f ニュータウンの一 角の産業誘致地灰に主l ! 設され

たo ｫ ｊ＼ ｊ ｾｾ かな｟� ｈｦ なＧＮｳ Ｑ ｽ ｦＩ ［ＺＱｊＧＮ￬ｾと 司 ＮＧ ， Ｑ 平 日しなが ら、 Ｑ￦ い 主， ｾ l 、迫力半的な』包設とする

ことが" 別也であ った。

以 J也はそのほぼ '1 L!Aとでllt j) 1:j に二段に泣成されており、京{)!II のよ段に今111). iiJ f  

Ｇｪ ｴｲ ｾ ｪ を主主設し、ｪＩ ｬｪｻ ｪ｛ｬ Ｑ の ｼ 予 ｪ ｴ は将来の ｬ 民 ｪ ￆ＾＾包 ｩ 没Ｉ ｉｊＡ也 とした 。

イ日f均リj' ，立、 コドfi i: とf ，) f 先梯材械の二似て'f ，Y;成した。本自: 1' : は研究制叶勾に |併をう〉

け ＳＱ ヰヤ処とした 。 各ｊ￭ｻｾとも ＧｉＧ Ｚｙ＼・に研究者のデスクワークのための実持ｾ ， Ａｩ室

を設け、二 ｼヒイ Ｉ｛ＱＱ に実験室を隊対安門 ｣ ｮ Ｇｬ し、 Ｑ ｴＺｪｻ ｪ｛ｬ ｊ は研究所令体の ｴ ｉｊｾｪｲ￭ｾＺｾ 虫色 Ｉｉ ｊ 苦 Ｑ ＱＱ ＢＱ

とした 。 実験室の ＧＱ Ｇ央には広いＧＱＧ庭 を設け、 側 主 ｬ 却 ｉ ｾ 組はもとより、処築設

fJII i、' 人: 験設備の竪配管 ・ダク トのスペースとしておT仮的に前)11 し、配符類の

ｷＺ新 ・ 変更がし易〈、かつ、タ ド ＺｩＡ の ｾＧＦ ｮ ｬ ｬ 円己不［によりう岬且を打 ｩ なうことがない

ようにした。また、実験室1)、山 iu.:.kJ Iコとして尖験設fi /li のレイアウト炎JJiへの

点、ｊｊＮｩＵのし ｍ さを考 ｩＩ ｩ 也した 。 ＧＮｫＡＮｬＡ初， ｾＷ ｾ 主 と実験室の ＱＯ｜Ｑ仕切 りはカヲス ｉＱ 占りとし、

Ｇ ， Ｚ［ｲ［ に ｼ 人 ｊ ｬＧｩｉ ｬ の ｴ 晶 子力 市街忍で きるようにし、かつ、 Ｉ ｪ ー の Ｂ ｉ Ｇ［ ，ｾ 主にｦｩｉｉ ｩ えて ｼ 切火シヤ

ァタ ーを設tu: し、 とl枇 のi民放を吐LII : する附 ii !ょとした。研 先 樹 オf-*は法而を平11

川 してJ也トー11府、 J l!!..... ヒ2 附主l ! とし、 l 附にはi l l J 紗J実験室を設け、 地下 1 附は

将米( - 定の|民jj!.lUjl ! i 設への伝J l Iを"r fi E( こして L 、る 。

主ＮＯＧＺＡ紗 ｾｊ ，Ｇ ， ｊｉｊｾ ( こは充分な宅地 を設けJ 民地 I(lj ，fj'l の約 3 ｾ ｉ ｩ ｬｬ の育 改 ｊ 也制制恭し、また，Ｇｴｬ

外 の設 Ｈ ｊ ＡｉＧ ￞ 機総は ｉ ｖ ｩ ￬ｖｩｬ 立て Ｇ ｬ ｊ ｾ い 、 Ｎｑ ｾｦ なＧ ， Ｂ［Ｑ Ｑ ，以境との共イｻＺＨ こ向山Ｆした 。

Ｈ鈴木炭利 Ｏ Ｑｊ ｲ 勝建築設立 ｉ Ｂ ｉ ｾ 務 ｊ リ ｪ Ｇ Ｉ

所 在 地 愛 知 県 春 日 井 市 高 森 台 5 丁目 l 部也10

1即也面積 20，383 .5 0 m'  

ｾ喫直芳賀 2，259 .2 2 m'  

延床面芳賀 6，184 .23m'  

+ 均量規模 RC、3F

工期 ＱＹ ＹＴ 年 Ｙ 月 ｾ ＱＹＹ Ｕ 年 Ｙ 月

最 寄 駅 JR中央線高蔵寺駅

撮 影 センターフォト

中 庭

企 実 験 室



豊 橋 市 民 病 院

設 計 監 理 日 建 設 計 ・名 古 屋

施 工 診 療 棟 鹿 島 ・ 西 松・三 菱 ・オノコム・中央建設共同企業体

病 棟 大 成 ・鴻 池 ・不 動 ・神里子・杉 原 建 設 共 同 企 業 体

弓 ｴ ｾ Ｍ ｾｾ Ｎｦ ［Ｐ， ｬｬ ￮ 民病院と桜ヶ同病院を統合して新い吻 υ 也 に全面移車云新築したもので

ある 。車幻也は9. 3ha と広〈、 この広さ、 )1手状を円e J . i ! ! ，しながら、建物配置計画とし

ては、将来に五つての有刻斥rJfl Jを凶り、病院建築に求められている医療E筑波の

形成に努めた。

設 計上のポ イン ト

・雄物として、機白色上あるいは構造(I{j に性絡の違う、診療快と病棟は、別似

の建物とした。

・診 療械 は平面 的 に広がりのある、法、者にと って利J = I ' J しやすい形態とし、低

Jri棟 ( 3 階建て) とした。

・柄棟は最も城崎Eの良い位置にi t ' i向きを主/ i rii l として目白悲した。

・111の1ムぃ直線的なホスピタノレストリ ー トを、病院全体を1!t L 、て設け、病院

全体のi l l J J線の車111 として、各部門を分かりやすく、機能的に配置した。

Ｎ ｾ制 ｨｾ 音 ｉｗＧ ｊ の中央に自然光を彩り入れるアトリウムを設け、 ｉｉ ｊＧｉるいアメ ニ テ

ィー空間とし、診療各部門聞の位置| 呉l係 が一 日て分かりやすくする目印と

しt.: 。

やさしい木質系のイ ンテリア と間 接照 明

外.5I<: i¥針決苦11の 待 合 ホーノレ、メイン通路等は、訪れる 忠者さんに、やさしさを

感じてもらうために、 m処芝、手:t旬、受付 カウンタ 一等、木質系の材料を多〈

採 川 した。壁 や 天 井 を 照 ら す 間 桜，1!(j，llfl とキg まって、やわらかい雰l副気を峨し

HJ しt.: 。 ( 石日 l 好 ・浅野正芳/ 日建設計 ・名古屋)

一、11111I111II111111I11I1I111円

壁 画 の あ る 玄 関 ホ ー ル
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展 望 エ レ ベ ー 夕 、 エ ス 力 レ ー タ の あ る ア ト リ ウ ム

r  : 3000 
基 準 階 平 面 図 1  : 3000 

病 院 全 体 を 貫 く ホ ス ピ 7 1レストリート



大 き く 広 い 正 面 玄 関 庇

流 れる ，也のある正面玄関前庭

t

E
M
W

1

2

 

正 面 ア プ ロ ー テ か ら 見 た 外 来 診 療 棟 、 病 棟

所 在 地 豊 橋 市 青 竹 町 字 八 問 西 地 内

敷 地 直 商 92，299.  2 5 m'  ( 看護専門学ヰ交敷t也除く )

建築面積 17，168. 63m'  

延床面積 55，361. 45m'  

構 i量 規 模 診 療 棟 RC、 S RC、 3 F、 PI

病 棟 S RC、 R C、 9F、 P2

ベ ッ ド 数 920床

工期 ＱＹＹＳ 年 Ｖ 月 ｾ ＱＹＹＵ 年 Ｑ Ｑ 月

最 寄 駅 J R東海道本線豊橋駅

撮 影 S S名 古 屋

配 置 図

南 側 の 環 境 の 良 い 位 置 の 病 院 外 観
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石井医院・疾病予防運動施設

設 計 施 工 大 成 建 設 名 古 屋 支 庖

所在地浜松市積志; ! H J 1651 番 地 の 2

蜘 也 面 積 1，993. 12m'  

建 築 面 積 573. 82m'  

延 床 面 積 1，453. 93m'  

構ｾ夢見模 RC、一 部}s、 3F

工期 ＱＹＹＳ 年 Ｑ Ｑ 月 ｾＱＹＹＴ 年 ＱＰ 月

最 寄 駅 JR浜 松駅

撮 影 セ ン タ ー フ ォ ト

48  



1J1松 "，郊外( こある石j 十医院は、長年のIi日、I也域に後;

ぶ した ｼ 矢 吹で Ｑ ・Ａ と ｼ当 ｬ の ｲｾ Ｍ ｉＧ J  L 、|人所、H失院である 。ノト[II [、他

ｊ ［Ｎ ｪ ｴ ￏ｜ Ｇ ｾ ｲ 進 ｊｪ ｬＡｩ，没制Ｉ｛設のうえ佳作えすることで、全 ｼ 主 Ｑ

4リJの予知丙 (-[I} j 述o]i})Jj l!i 設として、 J'l-' I三行 の 認 IIf をう

け fニ。

lill)，住町l江主1J1! ii'&とは、 (-[I}j[ 矢学の凡 地から、 エ ア ロビ

クス ・トレーニ ングマシン ・プーノレな E をイ史 う有

般 来 jlli 到)')j，ul-、に よ り'[ '，': :jイ|三の成 人 病 を1，'.JUIに発

凡 ・?fi 滅 する Jj 包設てある 。

1 附 は従米からの診療所に加えて、有円安A 巡! 助成

法 主 ・エ ア ロピクス ・ノド1[' トレードミノレ等を新た

に設 け、是正副fl氏法による治以でを1ｪ う 。 Ｒ ・ Ｓ ｛ ｱ Ｚ ｾＱ 立制Ｚ

Ut な人及び?fi 派により創lhRを[II [復した人のlill) ，J UlI

持と、 l府 t[ l}jJ[このための 会W Ii IJ 似! Ut WI進施設で、 シ

ム ・スタジオ ・プーノレ等のほか、 制!Ut 食を提供する

成人病ＨＭ ｛ 幼食ＱＺｴや、，｜Ｑ ｬｩｬ 旦 ｛Ｑ 指導ｾする料ｽＡｬｬ教 室を ｦｩ Ｑｬｩ

えて いる 。

生t . 築としては、 I[ '，'::j イ!三井・11氷の施川次てーはあるが、あえ

て必ちおきを求めるより、打々しさ ・創立Jt . 1リ1るさ

とい ったキーワードを、J 1'I:1ll:テ。ザ、イン コンセプ 卜

とし、 lりi るく 開放的なエ ン トランス、 出かな空間の

成人病- (- [I}j 食堂、カラフノレな色彩、 打 Jj!l. しのモダ ン

さ、 ｉｊｾｙ ゼ 似 の 陛 ｼ 夫きて、ぷ ｦｊ 己し て いる 。

一地 方の小病院ではあるが、 この胞設は成人病の

'1' 州イー防により、医療費の明 大を!坊十 ことと 、深刻

化 する病 ｗｩ ￩ 主主Ｇ Ｚ ［ ｾ［ {二一 つのみ向性 を示した点で、当

初 か らi:t. LI を集めており、 Jl /，恥干? の進める ]'-[I}] [云

7 ・;ltUkのフロンティアとして、大きなJ UHすのかか

る純 設である 。

( 長谷古[1 勺' /人:J j )乙建設:ilt ;:i Ufl S)

3 階 平 面 図 1: 6∞ 

2 階 平 面 図 1: 60 0  

@  

l  階 平 面 図 1  :600 

3 階 プ ー ル 室

2 階 成 人 病 予 防 食 堂

品 /

2  ，皆 ジム ・ 体 力 測 定 室

49  
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南 側 外 観

松阪市民病院

設 計 監理 日建 設計・ 名 古 屋

施 工 清 水建 設 ・日本 土建 ・北 村 組建 設 工事 共 同 企業 体

「今、引は悲しいまてーに "j';れていた。そしてその下tこIII J は交を枚べていた。

( -lojFの小' } . o校、土蔵行り の銀行、与の屋根、 そして3脱却此処刑i' l ' -*了ーの川

に治めであるカンナitせめいて、総色 のttu物が' 永々のI::Jからi 1J j λ nJj ている 。J

( 悦: 11弓き玖j !l S ' 城のある III J にて」より)

卜'_，leの文字仰が、松|坂市uf 't' 凡 おろす松阪公l.:i lに主! ! っており、松|以のIII J の

が観をイメ ー ジさせてる 。 この公|却に隣殺した松| 坂 di民病院の全 l飼主主て仔

0  _ _  '=0= 込. 20 えは、そのイメ ー ジぞそのまま表 ｬｊ ｾ した盤 ｼ 勿とした 。 ｾｻＭ ｗＨｉ ｊ Ｇｊ には、病仰の

配 置 図 ｊ Ｍｴ ｈ ｟艮 ｬ 阜、裂の並を表現してグレ ー の金属 ｊ 反の ｬｌｊＴ ｦＱ ｩｾ き、外崎は Ｈｬ L  、Mi 日品質

タイノレ、タ ｈ 苫の ｭ 泣 ｾｬ ， Ｂｉ［ Ｑ 立、 二 ｬ 二 日長巡りのなま こ Ｔ 立をイメージしたｩｊ ［ ｾ ｬ 、グレ ー の

タイノレとした 。 松 ｼ 以ｔｉ￯民病院のち ｕ 也 て。の全 ￯ｬｦｩ Ｑｩｬｬて終えは、病院 ｾ ｊ ｘｊＭ 也 に隣Ｍｴ ｬｴ

した Jl H也を約3. 000m'  1.:1 JI:51. した こ とによって "f自Eとな った。必i てf三千ぇ日|ー凶内

は、以下の11瓜!ギとし、新築工事を大きく 2 JUJ に分けた。

① 新 t.:: に縦i呆された月 H也に病院の約主判，t を主t : 設

② 川病院の半分と接続して病院機能を石附呆

③ 旧病院を半分解体

④残りの病ドえ施設を建設し病院木体 を完成

⑤111病院の残りを解体し、駐車場を整合'W

建 物村正1&1主、事えt也の広さにゆとりがあまりないので、 1 フロア 21守護 111位

の 病似 の下階に他 の苦rll' ''l を重ねるコンパクトなものとした。 また、エレベ

ー タとメイン階段を病院全体の"1-'心の位慌に: J . RoJ' し、作所からのillhl 首均利

くすると 同 ＱＱ 寺 に 、分か り やす い 病院となるよう心がけた 。 また、 Ｍ ｬ ｬ ｫ｟ ｊ て Ｑ ＧＱ Ｚ ｾ の

エレベ ー タ機 械 室の 横に は、松 ｼ 坂 ｔ ｨ ゃ鈴 鹿 山 ｗ ｾ を望む以望室を設け、 必 Ｚｦｩ

のための心 やすらやアメ ニ ティ ・スペー スとした。

4 南 側 よ 空 よ り
(石日 I ｦ［Ｎ ｦ Ｍ Ｎ 世 刊 ＡＮｦｊ［ ＱＱ 之 Ｏ ｮ 建設ｾｩｉＭ Ｇ 名 ， ｉＧ Ｂｽ，ｉＭ ｄ



④ 

所 在 地 三重 県 松 阪市殿 町 1550番 地

聖k地面積 14，149m'  

建 築面 積 5，684m'  

延床 面 積 19，13 Im'  

他苦夢見様 SRC、61、6F、P2 

工期 ＱＹＹＰ 年 ＱＱ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｓ 月

侵害専駅 i島先線松F属 尺 J R紀事号本線松F踊尺

撮 影 SS名 古 屋

5  I古平面図 1200  

1  ，皆平面図 1  1200 

... l 1I l 局待合

男多

少

玄 関ホ ー ル

V ピロテ ィ 下 の 玄 関 廻 り



エントランスタト拒且

春 日 井 市 福 祉 の 里 レ イ ン ボ ー プ ラ ザ

設 計 監 理 春 日 井 市建 設 部 施 設 課 梓 設 計 名 古 屋 支 社

施 工 建 築 松村 ・岐 建 木 村 ・丸 彦渡 辺J V

電 気 住 友 ・春 日 井 電 気J V

機 械 新 菱 ・日 比谷 ・大; 令J V

搬 送 設 備 日本 エ レベ ー タ ー 製 造

余 熱 目 立造 船

ア ト リ ウ ム 外 観
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が11ＩｉＧ ＧＧｩ は、名 ， Ｇｩ ｊｾｾ Ｂｩ の Ｍ Ｑ 仁に隣彼する Ｂｩ て、かつて Ｂ ｩ 北部 の ［ＺＧＺｩｬ ，ＧＺＡｩ .'j. 地 |メに、大島u火

なニュータウン ｉ ｊｆ ｊ Ｑ ￪Ｎをわったこ ｊＧ ［ て Ｇ ＱＧ ｊ Ｇ Ｈ，である 。 その、 Ｂ， Ｂ Ｇ ｩ で， ＧＺＺ ｩｬｬｬｾ イヒ ｊ ｨ Ｇ､ ｜Ｚｩ ニム ｊＩ 必し

て、 「イ利 1)I' ''i も，'，';1' 11:の1I" .J 柿 忽が、 l 07j m'のJ也|メーを仰向に j並行 している 。 その杭先立

ては、 エコロジ一をテ一マに Ｔ在 ｅ 人力Ｎら ｦ イ似 ｊ 七まてて、 Ｑ山 ｬｩ ｬＮＡ以止 ＿外 宇ｖ叫 ｍ 付 Ｔ カが τ 火 ｩぱオ ｌけ Ｑす Ｍる ｪ地位ＭｦＧれＧｴ ｾＭｲててで、 ｯ斗 、

[附qげ平石ぞ「汁i耳宋t め、 ， ＧＺ Ｚ ｩｬｬｬｾ ＱＧ￭が ｬｾ ｬｦＱ ＧＺＨ Ｑ 勺 ・ 品 Ｇ 沖 ＱＧ ＨｉＨｪ ・ Ｎｦ ｬ 会 Ｈ ｉ ＧＮｪ 世 ｬｴｨｬｾ を仰る・ ｪ 与を ｵ ｴＺ Ｚ Ｚにしている 。

施設は、ピラミッド状のアトリウムｾ Ｇ｝， 心に ｪ 必路が ￯Ｑｹ と問に延び、ｻ作 ］ゃＺ ・ トレーニ

ングノレーム ・レス トラ ン ・.f ll 主 ・会3義家といったぷ烹が、 J迫路 に l白i して配i1qされて

いる 。治三、・を通路に刈してくし型に配i町し、 '] ，泌をとることにより ( 1すもの通j刷工光

を配地、し 、(1然保勾:Ol {r- 卜分にノトーかせる訂 ，"; 1とした。辿 路には各j りi に休氾! コー ナ ー が

設けてあり、コミュニケー シヨンの場 づくりであるとともに、 仙齢1 ' i が休みながら

施 設|人j を移動できるよう円以厄されている 。X 、通路からトレーニングノレー ム匂の告11

Mの -I' ;k r が 込 〈比 える厳に 訂 II!i 1し、行き交う人々力苛H: なライフスタイノレをつか

めるよう配慮 されている 。ア トリ ウム 1;): 、織の ']，のM! uれ 11 の降りそそぐ )1. 、坊のイ

メージでテーザインされ、人々が リラックスして !i[! い、! J ;ーい、X 、- 1' ; 広々な付) (物 が1J え

るよう ｾ ｬｬＢ［Ｑ されている 。 ｘ 、復 ＱｉＧ，ｪ Ｑ［ＩＺ ライ ト アップする ことに より、この 純 設のラン

ドマークとしての機能を栄たしている 。j必路のタト.{!!I Iにはサ ンデッキを設け、反; の 11

射し念遮るととらに、主ＮＡＡ物と ｊｴ 外を つなぐ‘ ド外 者 Ｑ Ｑνｾ ｉＺｈ として、ｬＺ， Ｇｍ ［ ， Ｑ の ＧＱ ｜ Ｎ 全 体 の以 外

活 動ぞ文えるよう日1'1前されている 。

所 在 地 愛 知 県 春 日 井 市 神 屋 町 字 引 沢

敷地面責 11，342. 68m'  

建 築 面 積 3，804.81 m'  

延 床 面 積 6，005. 21 m' 

+ 猟量規模 RC、一部S、2F

工期 Ｑ ＹＹＳ 年 ＱＱ 月 ｾ Ｑ ＹＹＵ 年 Ｓ 月

録 寄 駅 J R中 央線 高 蔵 寺 駅

Ｈ 本 ｉ Ｂ ， ｆ ーヤ ｮ Ｏ 付設 ｾｩｉ ＧＱ 〆 ｾ ，Ii};{ 文字 1:)



2' 古 平 面 図 1:  15∞ 

1  ，古平面図 1: 15∞ 



サンデルタ香良洲

設 計 監 理 黒 川 建 築 事 務 所

施 工 日 本 土建

全 景

所在地三重県 一 定ｾｾ香良洲町 ＲＱＴＷ

耳切也直芳賀 16，834 . 38m'  

建築面積 3 ，675.  16m'  

延床面稽 3 ，582. 64m'  

概鼠見模 RC、2F

工期 ＱＹＹＳ 年 Ｙ 月 ｾ ＱＹＹＴ 年 Ｘ 月

燭 影 プロフオートコノてン



このサンデルタ芥良川1 ( 芥J込洲川総令制中11セ ンター)

は、デイサービス ・ ｾ人千日中 Ｑ ＱＺ Ｎ， ｾＱｩｬｬ セ ンタＭ Ｎ ｾｉ ， ＧＺ Ｚｦｩ ｦＺ ・

多日的ホーノレ ( 400人) ・(iJI '修 胞 設 を il i<.kl仮に、機能的・

有機的にまとめた後合胞設として主主設されました。

子守政{ 州111]" は、イ] 吟うグ'j( こl削しぶ !I'，)II に炊ーまれた三 jlji 州で

あり、人 I- j はおよそ 5 ニ「人の上り校(I{) こじんまりした III J

て二 近 くにはN Hな H然以坑としての松林 や 、 件H州|

やl' 社の中|ーがあります。 敷地は、 l何北に@ る公道により

よ+ c 凶に分れ、 W( J[l WIX J - 也に、メイン胞設を配出し、こ の 1'1

然環 境に隣桜して手f効 に- 1判ヒを凶 っています。

フォ ー ラムは香良川村tI 叱i の杜 を刊行if として J [l i . り込み、

施 i出 伴により 三 ブj を同われた屋外のコミュニティ広場

として位置づ けています。

耳zfJ! lm加也の二It .  Ｊｦ ｊ｛ｬ ｊ Ｗ ｊ ＧＨｬｩｾｪｩ い、は、インターロッキングブ

ロックによりｾｬｉ ￬ｾ ーされた遊歩道により胞設仰の外処Ａり

の1"1迫針生を向的不し、また、ノド路にブリ ッジーをヵ・けて限持? }

する脊良洲キt I ，圭| との述Md1をはかり、 1- 1e氷もTrTfmにし

ています。

また、後令施設のそれぞれの川途ごとに分節化を凶り、

小単位の辿期作て旬、 一 つ の弘!!物ぞ村i成 し 、 何キょ として、

Ｑ ＺＱ［｛ Ｍ， Ｑ｛ＭＺ みを形成する ｊ Ｎｩｬｬｩｾ ぷ ｴ ｬＱ ｔｉ 内としています 。 Ｈ Ｑ Ｉ ト ＱＱＱ 脅 Ｑ ｉ ・ ｦｆ

のまわりのデザイン等 は 統一 し、i 3J根 の)1ヲ状 tン サ エ

ー ションをもたせ、トップライト .41占Zをシンボリック

にあ っ かう 。 また、雄物まわりをＮｦ ｉｉｔ 栽， ｈＺ にて ｉｊｾ み、周辺

の環 境に訴1手" させる)

テ、イサー ビ ス ・老 人行税11: ' ，*1: 姐セ ンタ一部|“ lからなる

行 ｾｲｴｬ ｬＺ . 倣3来ソーンと、凶ゼi- 館 ・$ 11(1')ホーノレ告ISI" Jか らな

る教育 ・文化ソ‘ー ン は 、 述った質のサーヒ、スが'; Jぇめ ら

れ、機能而及ひ、 )J: l'.111而から五いに分断すべきも の とヨ与

え、 'i' : ! k : のエントランスにて ff;J二|仁に分けてソーー ニ ン グ

しています。ロビーは、この阿ソーンをむすびつ け、外

部空間のフ ォー ラムを |剖みこんt.:Oコミュニティホーノレ

として、位置づ けて い ます。

このように当IJ W巨1mを故大| 仮に{i'(ri似し、子 供 か ら老 人

にいたるまで全て の |刷ーにの交流が、 1' 1然に 12<' 1れるよう

谷室 と|片IJi X( 1勺に つ ないて¥、ます。

Ｈ森宝 ￭ｉ ー Ｏ ｾ ， ｉ Ｚ Ｇ Ｎｊ ｉｉ ｾ 築 Ｚ ｊ 切 ｊ ｩ Ｉ ￭ ｬ

配 置図

多 目 的 ホ ー ル

- 時 句p

ーーーー-エ・ー，ー

ホ ワ イ 工

!一

エ ン ト ラ ン ス
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特別養護老人ホーム藤美苑

設 計 監 理 安 井 建 築 設計 事 務 所

施 工 戸 田建 設

所在地名古屋市千種区鍋底上野町字北山3515

聖位也置孫賀 3，206. 60m'  

建 築 面 積 1，406. 62m'  

延 床 面 積 3，8 14. 87m'

構i量規模 RC、81、3 F

工期 ＱＹＹ Ｔ 年 Ｙ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｗ 月

最 寄 駅 地下鉄東山線星ケ丘駅

1最 影センターフォト

名古屋市の東部 丘 陵地 の住2七地 内に主主つ、定員80cr，、ショ ー卜 ス

テイ 20cr， と市のデイサービスセンターを併設する特別養護老人

ホームである 。

」ヒドりの傾斜地て‘ 三角形のf加也条件ぞきi二かし、南{j[l J に畑杉で 3

j i ' ，f主l !ての}百主主fjll 分、北イj [ l Jに半円形で 21府主l ! て( 一昔111也階) の共用

者11分を配置している 。

共川苦11分に {'i 主に 1 階{ j . デイサービス、 2 階は食堂、 3 階は屋上

庭 ｼ 詰Ａとし、名断で Ｂ Ｑ Ｇ 庭を 小 心に Ｍ ｽ［ｾｊ できる千 Ｑ ｭ として ｌ 、る 。 茶屋

ヶ; 坂のJ王の途中 に建つためH艮下に広がる市のrl' 心部の眺めが楽

しめる 。

j d車部分は '.1' 央に寮母室と rl' 庭に張り 出 した三 角形の談話ロビ

ーを設け、 n然に人が集まって主!とるように計画した。

半 川)1ヲの ，，-，庭は苑のシンボルでもある ii 掛川やデ、ッキ、せせらぎ、

車イスても水にさわれる泉があり、人所者の 屋外での恕!l 、のス

ペースとしている 。

また、地域に聞かれた施設を芯、識し、廊下の末端を前而道路や公

|主|カ可眺められるデ、イスペー スとしたり、玄関ホーノレを 2 府吹 抜

とし、辺行〈人々からも苑のrl' の様子がうかがL 、知れる仕掛け

としている 。 これがー吻止の人々に老人ホームのー却にやも理解し

ていただくきっかけとなれば幸いです。

("1' 中lfq二|二/ ' Ze1I'建築設計41ft主所)

l 陪 平 面図 ，: ' 000 

2 階 よ り 中 庭 を 見 る { 夜 景 )

一、
'コ，- ーー』ーー

一、

i 階 4 人 室

一一
、、 、

2 陪 食 堂
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か め や ま 美 術 館

設 計 監理 KAJ IM A  D ES IG N  NA G OY A  

施 工 鹿 島 ・堀 田建 設 共同企 業 体

所 在 地 三 重 県 亀 山 市 太 岡 寺 町 1170

5散I也菌汚貰 13，400. 085m'  

建 築 面 積 310. 800m'  

延 床 面 積 3 10 . 800m'  

構& 見模 R C、 I F 

工期 ＱＹＹＳ 年 ＱＲ 月 ｾＱＹＹＴ 年 Ｗ 月

最 寄 駅 J R関西本線亀山駅

撮 影 ss名 古 屋

58 

外 観 東 面

外 観 正 面

0 1  5  10m 

.，.，、.-、__，_圃--

断 面 図 1:5∞ 平 面 図

夜 景



E 恒同 園E

この 美術 館は、「ひととのふれあい ・ 文化とのふれあ ｌ 、」をテーマとした来 ｦｦ しい ｊｲｾ

の彼令型ドライブイン: 1色山宿あんぜん文イt 1 f サのー施設として計同されました。

文イ ｴ 引は、レストラン ・ Ｕ 匂苫テイクアウト ｾ 帥附 Ａ￭Ｚ いガソリンスタントーで干的成され

ています。美祁mnを、レストランと犯ばLさせて ;11-¥1附する こ とにより、芝生の Ijii 疑も

美仲町( のl宅外脱示場として生かすことができます。レストランからは、美争f .mI ( が芝

生の」二のアートワークのように兄えます。

長体的 ｉ には、 ｪ 平 ｬ 脱会版画館、 ［ ［Ｒ ［ ｩ ｫ Ｍ ｌｬｊｊｩｾ 阿 ｉ ｦｴￎＺ 、ギャラリ ー の Ｓ }.b抗ミ室があります。

浮世主釘坂 ｾｬ￯ ｬ ｦｩ ￎ Ｈ は広丞の東海道五十 三 次をメインに、 ［・ 市 ｫ 一 朗漫画館は「ム［忍」シリ

ーズＨ色事 Ｈ ｾ ｩｽ ｬ ｩ ｔ ， ｮ ＶＰ 余 点を展示します 。 またギャラリーは地域文化のう倍以にとｾＡＧＮｦ［叫

1) ト|放しています。タ凶見は、 J坂同と j長lill l という 2 つの要素がはっきりとわかるよう

に、それぞれを江戸文化と現代文化の対比としてとらえ、「直 Ｑｾ と 山 ｾｾ rタイノレと

コンクリ ー ト 」 い づ )1予態( プランニ ンク ) とよ材感( 外装) の泣いてみ引しまし

た。 レストランより火宏、名の絵が彫り込まれている石垣に沿ってゆ っく りとアプ

ローチします。芝生のマウンド越しに兄る雄物は、鈴鹿の山々を刊行，t として !と|然の

rl' てi 'J麻Hしています。 (篠11げE樹 / K AJI M A DE SIG N  NA GOY A )  

つ目司司

ギ ャ ラ リ ー の こ の こ

。

富 永 一 朗 漫 画 館

• 

'  

4 民 L

受 付
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御園座( リニューアル)

設 計 監 理 清 水 建 設 一 級 建 築士 事 務 所

フ ィ ー ル ド フ ォ ー デ ザ イ ン オ フ ィ ス

施 工 清 水 建 設

所 在 地 名 古 屋 市 中 区 栄 1- 6- 14

華主地面積 4 ，569m'  

建築直芳賀 4 ，300m'  

延 床 面 積 32 ，163m'

構ｾ夢見模 SRC、B2、8F、P3 

工 期 ＱＹＹＳ 年 Ｑ Ｒ 月 ｾＱＹＹ Ｕ 年 Ｓ 月

最 寄 駅 地 下 鉄 東 山 線 ・鶴舞車新犬見旦R

撮 影 SS名古屋

名古屋"ft ーの伝統芸能の殿' 常滑[ 1 帥Y は、議所

名古屋のrl' 心部伏見に位置する l明治29年にお IJ立さ

れた老舗の劇場である 。

8 1l ? - ¥' 処ての事務所およびJ;!'ft; ili て村正成されるこ の彼

合 劇 場施設は、昨年100mJ"1三を記念し 内 外装の大

とした朱色の照明器具をアクセン トとして配し、

ステイタス、 j孔絡そして親しみをより強〈感じさ

せる j剥場への変身を図った。

劇場内部は存席数ぞ減 らして座席を大きくし、床

の勾配を変える ことで、他の劇場に比べゆとりの

改修を行 った。 ある兄やすい劇場とした。 インテリアは、向木と

改修計刊は、伝統に培われた待| 咽座の雰闘気ぞ大 朱色の これまでの基本構成を守り つつ、より華や

切にし つつ、 211止紀を指向した新しい感党剖1存り かな、めりは V のあるデザインにより、モダン

込んだ 、モダンな和J l ¥" て干jV; 成し、明るく華やか な和風を＿表 ｬｊｾ した 。

で裕司司市 ｌ 、劇場とすることを ｾｈ ｌ 、とした 。 ロビー も、 :f久世! 阿支の上演できる劇場として、朱色

タイノレJI，t ; りであ った外装は、テクスチャ ーのある の ドアや伝統的な色刷貼jft、 格天弁により、和風

ダー クブラワンのアノレミノ叶、ノレに変ぇ、 lIi'ir まわ 感覚の中に華やかさを演出した。

りにはＮ［ＺＮｴＺ ｈｩｦｬ ｊＱ ｪｾ ，石に伝統的な従灯と灯簡をモチ ー フ ( . ! 馬場弘一郎/ 治水建設設計ホ昔日)

劇 場 内 部

2  ，首ロビー

④ 

1  ，皆平面図 1:  12∞ 
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北日本スク工ア( 富山市安住町2番街区優良再開発建築物整備促進事業施設)

設 計 監 理 日 建 設 計 ・三四五建 築 研 究 所 設 計 共 同 企 業 体

施 工 佐藤 工 業 ・辻 建 設 共 同 企業 体

俊 民 再開 発 制 度にも t づき、街区に新聞社

社 麗 ・ホーノレ ・ギャラリ ー ・lf 事 務 所 の一

体 準 備 を 行 っ た 按 合 施 設。敷 地 は 富 山 TI1内

の' 広庁、業務純設が集 中する '_1' 心 区 に あ

り、通りを挟んで市民の恕!l 、の;場である m

庁所] 公 |京! に而して、恵まれた 立 地 条 件 に あ

る。

』恒設配置 ｈ ｴＮ、中央に設けた公 ＱＴ ｦＮＱｾ地を同む

)1ヲで、 北 、向、 中 央 館 と し 、主 として南飴

を 新 聞 社の 本社 社 屋 に 使 用 し て い る 。::I tfiu

2 附には、講演会やピアノ コ ンサ ート 等 に

利 用 で きる ": It 日本 新聞 ホ ー ノレ。 ( 250) ，市収

容 ) や '1":'A!: flf' ; 1 階 に は 展示 ギ ャ ラ リ ー を 設

け、 Ａｉ ， ｾ民に郎 ｩ 広〈利用される魅力ある施設

づ く り と し た 。

外装は、公 l主|の 緑 を 映 す 全 面方、ラスカーテ

ンウオ ー ノレ とし、 l円社 屋 の イ メ ー ジ を 継 *

す る 物 比 隣ーをI貞音11に設け、新聞 社の ア イ デ

ンティティぞ丞三弓1 した 。

公 ｼ 井 ￟ｾ Ｚｬ也 の Ａｬ［Ｇｬｴ［ ｬ オブシェは、手 Ｇｦｲ ｬ ｬｲ ｬ キ ｩ に ふ さ

わしい、N E WS" を テー マ と し 、 5 つ の オ

ブジ、エにより、中心と 4 つ の 方 位 を 示 し、

情 報 発信 基地 のイメ ー ジ を 表 現 し た 。

ＨｾＺＺ［＠ U  1  )IIT，j h  .  ｲｾ＠ Ｉｪｾｩ 定次 Ｏ 日建 設計 ・ 名合 医 Ｉ

所 在 地 富 山 市 安 住 町2番 14号

敷 地 面 積 4 ，497. 95m'  

建 築 面 積 2 ，025. 74 m'  

延 床 面 積 17，801. 69m'  

構i童夢見模 S R C、8 2、 10F、P2 

工期 ＱＹＹＲ 年 ＱＲ 月 ｾＱＹＹＴ 年 Ｖ 月

最 寄 駅 J R北縫方議皇富山駅

4最 影 ｓｓｾ 邸主



南北断面図 1  1200 



株 式 会 社 ク マ ヒ ラ 名 古 屋 ビ ル

設 計 監 理 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所

施 工 鴻 池 組 名 古 屋 支 j苫
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電 気 マ ル エ ム 商 会

衛生 ・空調 足 立 工 業

機 械 駐 車 石 川 島 播 磨 重 工 業

昇 降 機 三 菱 電 機

南 面 外 観



金J O) I 扉や耐火イi ' t J o l ，をはじめわ種セキュリティ ，没fJlIlて :;R_.!jf をリ ー ドす

る株式会キ i クマヒラの3紅海支社のi lJ't1であり、オフィス、駐車場及び

社宅により 的 成 さ れ て L、る 。 手〆; ，li J t 駅から米にや1

'

ぴるメインストリ

ー ト・桜 通 りに I( ii して建設された。この付 近 はI也 ド欽も Il トl通 し 交j必ア

クセスに優れビジヰ、ス 地 区として矧必古市しいが、 t付ル首飾から

柄上T区 内 に入るとま fご住宅が多〈、そのため) ， Ｇ ｩ ｊ 辺への ｮ Ｉ［ ［ ｾ の［例年 ｴ 二

円t:J. il!. しつつ、俊子半)11途 を 整 型 し て一 つの雄物としてまとめ、快 適 で 安

全なす到しJ元. J，' fiJ ゴ::: gllHとし、かつ、 行 エオJ レギー となる主Jr物とする こ と

が 設;nーのポイン トで あ っ た。

1 附 に 商品 j必示スペー ス を 派 ね た エ ン ト ラ ン ス ロ ビー兼オフィスと

ビノν ぷ|刻、タワ ーパ ー キング来人 11、テナントとして金融機関のキャ

ッシュサー ビスコ ー ナー を、 2 - 6 附にオフィス、 7 1l'i fに 単身 .fi JIJ の

ワンノレ ー ム形 式 の 社 宅、 Ｘ 附ＨこＧ永 ｢ｾ 向けの Ｓ ｌ ｄ ｉ く 社 宅を配置した 。 ＱＱ

［ｪＨ ｾ ｊ［ 札 前 ｉｊ の た め ｊ 。 凶ｴＦｬｬＧｩ ｦ は 北，ｻＡＡｉ ｊ 告 ｉ ｓ 分が ィ 、主主 ｊ ｉ 去な ‘ ｼ え ｬＨ ｴ ｩｊ ｬ 予となったが、 二 千 、去を

ｊｦｾ［ｾ ｉｓ 分を有効に 利川 し ｪ ｴ ＼ｬ ｬｬ スペースとし、似しｻ方スペ ー スは採光と ｼ 挑

引 がえられる け，jLUJ に、 .111. 米る t.:" け主主JI予に椛 iA' した。また、建物のエオ、

ノレギ- iJJ ;Iは' ム. : "e' 1企の}，' "! . ，から全 心 化 とした。 テレ ビインタ ー ホンとj j ! _

iJl}) しt.: '，ｇＺ ｾｉｊ［ｅ シス テ ムや釧ｲＭｲｾＢ坦ｉｬシステムある ｌ 、は現在人 イヒ の エ ン ト ラ

ンス ロビーの IT V カメラ 民日比システムなど、立k築 i毛が1[J ( り扱う セキ

ュリティ ，没fJ/，'i や|民li主商品を係川 して、処物 i H本をショ ーノレー ムとし

た 。 ｊｦ 而 ファサ ー ドは給品 化 方、ラスとＡＮｾ｜車以反射ガラスのカ ー テンウ

オ ー ノ ν を使川して初級かつ経快なみ ｝ｊｾ 気をだし、 ｉｉ ｍ Ｍｴの先端ぞいく

ノ、イテク企業の ｧｊ ｩ ｾ 表引した 。

Ｈ鈴木皮干 Ｇ， Ｇ Ｏ 伊 藤主 ｊｲ 築設 ｩ￬ ｬ Ｂ ｲ ｾ ，務所 Ｉ

所 在 地 名 古 屋 市 東 区 筒 井 2 ー 1246

聾主地面積 355. 26m'  

建築面積 299 .71 m'  

延床面積 1，786. 87m'  

+ぬ毎見様 S 、 8F

7 階 平 面 図 1:500 工 期 ＱＹＹＵ 年 Ｖ 月 ｾ ＱＹＹＶ 年 Ｓ 月

最 寄 駅 地下鉄桜通線車i覇尺

t最 影 加 琢 敏 明

理，a (位。崎醜器置場}

2 階 平 面 図 1  :5∞ 

1 階 平 面 図 1  :5∞ 
断 面 図 1:5∞ 

南 面 全 景

キ土宅マ
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北 西 面 夕 景

東柏ビル C NE C中部ビル)

設 計施 工 竹 中 工務 庖

所 在 地 名 古 屋 市 中 区 錦 ト 17- 1

聖位也直芳賀 2 ，553 .84m'  

建 築 面 積 1，813 .64m'  

延 床 面 積 23，367. 31 m'  

構i量規模 R C、S RC、S 、8 2、 12F、PI

工期 ＱＹＹＳ 年 Ｖ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｓ 月

最 寄 駅 地 下 鉄 東 山 線 伏 見 且R

撮 影 河 野 堂 、 車 問 保

北 面 外 観



川 111ri ll立、 u断 言、E方式によるテナントオフィスヒツレて‘ あり、コ ンピ

ュー タ|対辿の的判41i 主先端技術を持 つ企業が、 rl' 古111羽の業務拠点とし

て- j;'; 人 J，") したも のです。

ｾ ，幻 也は、名古屋 の ｲｬＧ 心部伏見守東西に紺 ｬ￯ ￬ｊｩＧする釧 ｪ 邑 の 南イＩＡｉ ｊ に核し 、 者 Ｑ Ｑ

!] i :l ;t f ! ! l I . の形成上、重姿な位訟を内めています。そこに立つオフィスピ

ノレの; 両 |ーにあたり、 1 都 市 政 境 2 内 部 以 抗 3 前十1<11少t J ; 邸主将E の

Ｓ つの ｲｾｴｴｊｌ への寄与、 ｉｲ ， ｪ｟ｬ ょ に ｣ ￬ ＺＺＮ Ｑ 肢を ｩ ［ Ｇ Ｎ Ｚ きました 。

ビノレの外側として、宇wr干する行|灯li の rl' でのさわやかさを求め、透明感

あふれるインテリジェントオフィスをめざしました。 その透明感の

Ｑ Ｇ， Ｚ ｪｌ 、外装は、刊 ｪ 引が｢ｲＺ う ｴ｣ｾｩ 枇企業 の先 進性を外 ＿ Ｇｦｬｾ にあ らわ し 、 者 Ｑ Ｑ 市の ＧＱＧ て

の ラ ン ドマークとして、打11市主流且の JI予成に: ( ，f 与する :) :j'; をな凶しまし

Tょ。

オフィスｼ付古 Ｑ ｉ は、 ｃｆｔｴ￬ Ｇ によるスノ ぞ ン Ｑ Ｘ ｭ の Ｑ Ａ ＱＮ ｲＺ ｦ ＮＺ￈ ｾ ｾ ｉ ｉ ＺＭｊとし、 ｉ ｾ ，'J :吾

ＲＴＰＰｮ 聞の大ｾｾサッシュの採川により、 ｉ ｾ ｉ 然光を ｬ￯ｽＭＩＨ 限に室内に取り

込み、開放的で気持ちのよいtJ ぱ主主主rmとしています。また、サ ヅシ ユ

古郎|日iにに、 1川1'1/川lH川¥J j則り則jはここちよい J!li胤5止瓜l¥ぽをE塗室到E亘釘ilμ内人拘lに止導斗人し Tたより将将今来2生主?有司乱l

の て き る 機十w防J梓子ををナ施し、 多様 性 への回以&: ぞh L、ました。

共川古11である、エレベーターホーノレ、トイレ、リフレッシユノレームや

附段主にも l士l然光を杭極的に収り入れ、1 ' i エオ、と快進i性 のInl 上 ぞ 凶

りまし t.:. 。

また、今後も急速に進むであろう根的l 3 ; ' I 杭の変化に伴う床T t'iL*，制止

の明大とノレー ト変 更 に 対'1r ; . するため、令官'1' ( ( こわた っ て、おき 10 0 mの

ＧｩＧ ｾ ｾ鉄板コンクリ ー卜 允 ｊ ｬＡＧｴ式 ｏａ フロアを ｊ 采 ｊｉｊ しました 。

ιｵ → により、次 ｼ廿 イにの多紘牲に対 ｽ［ Ｖ ｉＱ ｲ￭￬ ｾ な、快適性と 利 ｬｩｅｴｬ 二の ｩ 了 Ｚ ｪ ｌ 、 オ

フィスシ日 I¥J Je天b包しました。

ＨＮｬ ｲＧ Ｎ ｊｉ ｉ 明 彦 Ｏ 竹 中 工務 ｊｬｦｲ 設 計 Ｇ Ｉｾｉ ｉＩ

④ 

風除室正面

基 準 階 エ レ ベ ー タ ー ホ ー ル
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中部花王販売( 株) 岐阜支居

設 計 施 工 鴻 池 組 名 古 屋 支庖
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e  .e 軍 .e 

-Er o  I  u _  m- _ l l l I  u  t_  I  ｊＮ ｌ ｾ＠

E11  L I J  I  L L司=noτ=:J I  [ 下寸司・

外 観 東 南 面

所 在 地 岐阜 市六 条 江 東 2 丁目 5- 2

聾知也面積 1，976. 16m'  

建 築面積 584.  38m'  

延 床面積 782.  94m'  

概 窃 見模 S、 2F

工期 ＱＹ Ｙ Ｔ 年 Ｙ 月 ｾ Ｑ ＹＹＵ 年 Ｒ 月

最 寄 駅 J R東，毎i蓋干瓢皮阜駅

撮 影 ss名 古屋

外 観 南 面



. 慨婆

施主はイE王製品の販売会社であり 、岐阜県全械の

販売拠点となる営業却務所として建設したもの

である 。

喜久f也は、岐阜市南郊の淡地 が多〈伐る 日:11主Ij也，115の

中にあり 、 周囲 の景 観と違和 ｉ Ａ ぷの ｾ Ａｉｧ 、様、なだら

かなスカイラインを形成する ｊ ｉＱｾ犬の ［ ｨｙｴ 成とした 。

・外従兄

商品イメージ( 石鹸、 J先斉1]) を即決したクリアか

リフレ ンンユスペース

つクリ ー ンな形 態とを冴 ｾ￡Ｂ ｻＮＧｉ卦けた 。

外壁は、フッ紫樹脂 塗装鋼板の断烈y e;i 、ノレとアノレ

ミカ ー テンウオーノレとて机成し、清潔Ａｾを表現し

た。カー テンウオ ーノレにはi光邦lのノ f ッケー シを モ

チーフとした殺何学的なパタ ー ン (俗子状 の非!¥ifSR

反射 方、ラス) を配し、 企業イメ ー ジのアピーノレ効

果を怠図した。

・内音rs

l 階事務室は、レイア ウト 変更に対応出来J . ， ｾＡｉＡ 吋主

エ ントランスホ ー ル

リフレンシュスペース

空間 とし 、また、将来オフ ィスの拡張が可能な検、

倉庫と l糊安させた。

事務室の南fWJには、 エ ン トラ ンスと 事務室とのク

ッションソマー ンとしてリフレッシュスペー スを

置き、被存機能と圭U苛のリフレ ヅン ユ機能を1 ' )1せ

持っき主IIIJ とした。内装色もリフ レッシュスペー ス

は ｴｉ ＴＲ とＧ風 の ＱＱ 友カ・ みの ある色 測とし、 ｾｘｾＮ の ｾ ｉＯＺｊ と

しての固己J. i ¥! : をした。

(:'r，:J川公- RI I /鴻札，f ; ll 名古屋支j占設計部)

J 己

配 鑑 図 ・1 ，古平面図 1  :8∞ 
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同和火災名古屋ビル

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖

手ノ ｊ 干Ａポ馬 ｉｾ から ｊｒ ＮＡｬｬＺ海 道線 ｩｾ い、に 北 へ ＵＰＰ ｭ のところに、ＧｩＩＧｩｦＮｬＮ 化 ＱＱ 、ｬＧ ｬＭ ｴＨ こ

マ ッチしたイ ンテリジ、エント機能と人I / ¥J 性 を近似した、 I ｾＧＺｪ＠ L 、オフィス

機 fiE守備える「同和火災名古尽ビノレ」が完成した。

敷地は、駅 iiii にありなが ら、I'iI lili として の形態が未成以な地灰に位置し

ている 。そこで、問阿にはない板めて「端正」なデザインとすることで、

この姥物が以岐に ￭ｾ Ｉｪきかけ、地区 の Ｑ［ 休初 ｲ ｾ 勢 の 先導となることを ｌ ＱＲ 監 ｼ

して言11" ilをすすめた。

総合設計 llil Jl 支を活J IIL 、おき 7 0 mのタワーとオ ープンスペースを実引

した 。 ｍ､Ｚ 彫刻の広場、石 の 苦 ｉｊ 住で ｩｊｾ まれた Ｒｍ 吹抜け の ピロテイ、さ

らに辻1+./( するエ ン トランスホーノレのギャラリーが、出lいとゆとりを?与

える 。4 つの愉が向然のj誌によ って 1' 1山に重) } き、オ吋iAuれ防のような; ; 与を

つ くる彫刻は、広場とピロティ の宅I/ ¥J ぞおだやかに つなま、i TI J .刷勺な印

象を与える立l ! 物に刈し、統( し ゃ ち) そも，也、わせるフリ ーハンドの楽し

いフオノレムが、地域への税和 l性をリ，bV司する 。

外事ｾ，阜、 ｱｊｉ 出Ｚ ｾ Ｑ￯と反射ガラスを利 ｬ みイトわせた、シンフ 。 ノレてれ緊張感のある

柿成とし 、主主物をづ止る場所の. i . i 近や、光の変化 によ って多級 な読み取り

ができるようにぷ現した 。 菊川場以か ら の ｉｾ ｉ［Ｎ間 を江市在したう ｳｴ 縦は、名， ｉ ， ＧｽＧｴｬ

のこれか らの イメージリ ーダ ー をめざす。

所 在 地 名 古 屋 市 西 区 名 駅2- 22- 9

聾t地 面 積 1，434. 95m'  

建 築 面 積 808. 79m'  

延 床 面 積 11 ，8 川 20m'

構 iE規 模 S 、 62、 14F、 P2

工期 Ｑ ＹＹＳ 年 ＱＱ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｕ 月

最 寄 駅 J R名 古 屋 駅

撮 影 滝 田 良 彦

⑧ 

‘ 外 観 南 西 面

(ix:J l'h弘行/ 竹 '1' _1 ａ ｦ，ｽ， ｬ ｾ 設［Ｑ， Ｇ Ｑ 官 Ｑ ＱＩ

園、. .園
、、、

公開空地 /  ァ ト広 明

正 面見 よ げ

ピ ロテ ィ よ り 列 往 令 見 る
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中部電力多治見営業所・電力センター

基 本 計画 中 部電 力 土 木建 築 部 建 物 計 画 グル ー プ

設 計 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所

監 理 中 部 電 力 岐 阜 支 庖 工 務 部建 築 課

施 工 建 築 鹿 島 ・土屋・宇佐美 ・永 楽 共同 企業 体

電 気 卜ーエネック

空調・衛生 卜ー エ ネック

昇 降 機 三 菱 電機

所 在 地 岐 阜 県 多 治 見 市 上 野 田J 5丁目 l番 地

聖位也直芳賀 11，432. 3 1  m'  

建 築 面 積 2 ，074 . 76m'  

延 床 面 積 7，400. 84m'  

概塁手見模 S 、 7 F

工期 ＱＹＹＴ 年 Ｘ 月 ｾＱＹＹＶ 年 Ｓ 月

最 寄 駅 J R中央本線多治見且R

f最 影 加 醸 敏 明

外 観 南 西 面



岐阜県のWl}11地械をサー ビスエリアとする '1' 昔11屯力の事業所

で、 'i J5
1
法 所 と 送'.11: Ｎ 変屯設臼倣 Ｕ の釧保示能 ｾｦ ゴ管ゴ

タ一を併設し TたJ 被合用途1辿主物てある 。

ｾ｝ｊυ 也は ＱＱＱ 工場跡 地で、 多治凡ｔｉＱ街のはＨ［ＱＺＧ二 ｼヒに位世し、前而には

1  Ejj巡立19号.骨帝1

-4み本ドドjl: fi'l又:fiI'湘uは立、お約コ隊スペー スを巡J I . M)!IJ に集令させた低符昔11と、将

米 宅地 をできるた、け広〈伐すため 7 Jfoi としたてい務所スペー ス

以 j也の来人れは間道 と耳<:{!!I J道 路の 2 1mfiJi 'に設け、本111瑚 lは近

ｍ￹ 也をＺｲＮ官 ｩｩｾ した 。

rl 也械との J I，{ l -o! 1ミ栄、そして; ) 1 併IIJ を " 指 した二の必i物ては、

隣へのI 1 l診カ郊握力少なくなるよう、また IJ ¥li主から建物が見 λ

その北{ ! ! I Jにオープンスペー スとるよう罪文J也Ict;j寄りに自己出し、

の I " J 服 部からなる。

1 附に外米才i'の利便を考ほし、キIJ m者 の多い受付や ショ ーノレ

ーム、ギャラリー、料理教室を併設した多 " (1勺集会主ーなどのP R

|民J A胞設を設け、 I也肢の人々の利則に供している 。

ｾ ｪ ｱＺ 抑服 Ｑ Ｑ 分は、 ｫｩｬｬｦＦ 変更や要以変動に点、 ｪｊ ［ｩＵできるよう、主 ｬＡ物 の

ｬ 将 ｬ ￼ｩ を ＱＳＮＴｭ ｸ ＳＰ ｭ のｾＡ眠中上空 ｉｉ｜ｊ とし 、 2 つの災な った斗起業fiJr

が|ロ)I . ! i するが、それぞ" c / 1. の機fiEを以なわないよう、 1 - 3 附ぞ

れ来訪 ｾ￭Ｍ 、 Ｔ 、 Ｕ 肝＿をＧ ，ｾ 力センタ ー とした 。 またリフレアシュコ

ーナ - {t>作|併に、共同てヰI) J IJ する食堂は多治凡市街や土l岐川

肘挑望できるよう l1iLl二附に 設けるなど、 1技場m境 の向上を図

っている 。

; 州訂師においては、 811寺II¥J 系の蛍) l lil 設 fill Hま深夜近力の利JTJに

よる述 Ｇｉ ｩｩ コス ト の 低 減と、屯力 ｾｊ ［ ［ ｩ 袋の 王 ｼ 剖ミイヒヵワ切符て Ｓ 、また

往秒J 地 下のM健昔11分を平IJJ IJ して帯熱hl ii が柿 築できる こ とか

ら、大?lu' J :!t. 若水帯熱システム( 冷*2. C→ 12. C l O.Cdeg) を採

川し、またl込仁にはソ ー ラーシステムによる太防光発屯設備

( 20Kvν) を設出するなどの特色を持ってt 、る 。

外 観 南 東 面

( 件十Ｉ Ｍ Ｍ ｾ Ｇ Ｎ［Ｎ久大 Ｏ ＱＩ り｛蝕住築設 ［Ｚｲｾ Ｉ ｜Ｎ 務所Ｉ

rr
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¥

¥
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¥

¥
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( 株) 豊田自動織機製作所

碧南工場事務・技術棟

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖

74 

所 在 地 愛 知 県 碧 南 市 浜 田 J 3 蔀 也

敷1也直清貧 271 ，17 3 m'  

建築面積 9 ，I 09m'  

延床面積 17 ，4 1 8 m'  

品切室津見捗ｾ s、 R C、 81 、 3 F、 PI  

工期 ＱＹＹＳ 年 Ｘ 月 ｾ Ｑ ＹＹＵ 年 Ｔ 月

最 寄 駅 名 鉄三 河線碧南中央駅

撮 影 田中昌彦

南 側 外 観

南 東側 外 観

⑧ 

配 置 図 1:4∞o  

エ ン トランス キ ャ ノ ピ ー



エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル

この」二坊は、愛知県南部のおi 1 J i ' 1 ' J に而した工場地 い、工場』 をめざして主l ! てられてきてし、る 。 もうひ t つは 『省エ オ、ノレギー』であり、実験棟の

fl? の- ftJ にf立泊している 。敷地内は、なだらかに これに今凹は次の 2 つのテ ー? を加え、デザイ ン エ ンジンテス ト 室から ｌｾ ， る高温Ｚｍ ｉ ダｩＣＮＮＯ ｜ を ＱＢ Ｑ ＱＱ 又し、

広がる芝や盟かな地裁が施されており、す 〈寸芳の や機能而に版FJ，J した。 非 Ａ｜ｩ ｬｾ の 一 部として利用したほか、特に大空間では

海ともあいま っ てゆとりのある景観を形作っ て ひとつは、 『新しい政岐の創造』であり、外音問的E 向然光そもT極的に取り込み、人エ! ! 削l に頼らない

し、る。 に、出産ラインとしづ機能の流れに沿って緑のラ ように言|刊 し た。

ノト ｼ 旦 ｬ の 建物は、この工場の抱却 ｩ 予をなし、 ｲ ｾ ｝Ｇ［Ｚｲ Ｊ インを配置し、「氾!L 、j r快進iさ」の流t' L'e自11りIIJ' ， 構 造 的 には、 ｚ ｊｉｊｾ 若棟 Ｒ 断て‘ス パン ＲＵ ｭ の ｾ Ａｉ ，ｦ，往空 間

十恥「実 験籾II 等の施設の顔を桃成して t 、る 。 した。外観の検ストライプのデザインも この紙の を実引した ことと、 実 験似 の数十室あるエンジン

この_ [ 場はfil l立、"1初より、「快過な以岐か らくる ラインを転写したものである 。 また、ガラスカー テスト室に ri 平き基礎」を月]L 、た lりf指量点、I策 ぞ実施

「やさしさ」が「ゆとり」を生み，' _I'， し、左tA全性の テンウオーノレを liij{tj' iさせて周凶をII!k: し込み、環境 したことがあけーられる 。

向上につながる」 い、う思想に悲づく r人に やさ との融令、新いづif 似の創出' e 5 J i った。 (*， 11 徹 Ｏ 竹 ，， Ｍ ，工幼 ｊ ， ｩ ｾ 設 計部Ｉ

応 嬢 室 打 合 せ コ ー ナ ー
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周 辺 との 接 点 と な る 広 場 よ り 並木 道 とF 棟 をみる

1:2000 
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サンハイツ中央台 ( E、F ) 棟

E宣言十 愛 知 県 住 宅 供 給 公 社

東 畑 建 築 事 務 所 名 古 屋 事 務 所

監 理 愛 知 県 住 宅 供 給 公 社

施 工 建 築 松 村 組 名 古 屋 支 庖

電 気 藤 田 電 気 工業

機 械 シ ブヤ パ イ ピ ン グ工 業

ガス 東 邦 ガ ス

E  V  シン ドラ ー エ レ ベ ー タ

所在地愛知県' J 4 文市城山 l 丁 目

敷 地 由貿 46，693. 48m'

建築面積 E棟 580.  5 8 m'  F棟 78 1. 78m'  

延 床 面 積 E練 3，998. 00m' F棟 3 ，182. 00m'

+ 和主規模 E棟 RC、 9F F棟 RC、 5F

工 期 ＱＹＹＳ 年 Ｔ 月 ｾＱＹＹＴ 年 Ｘ 月

最 寄 駅 村町E台新交通システム村m台 センタ 駅



サンハイツ中央省は、郎副主昔ru王陵地に計画人口 4 万人の街と

して開発された; J 9lclE台ニュー タワンにある 。

計自主地 は、ニュータワンの"1-'央部に位置し、周辺には戸建てと集

合住宅が混在する窃ｾｊＺｪ克にある 。 ここではガイドラインを設定し、

隣接する住宅都市整備公団用地とス ーパ ーブロックとして、 一

併吋I{] に計1直l している。

1 つは周辺への調和を考え、外周を低〈中央を高くした中高層

混在の設定。2 つめは、東西へ周辺とス ーパ ーブロックをつな寸

3fDド道の設置。 3 つめは南北 に公共緑道が通っている こ とから、

東西への並木道との接点に、出会いの広場を設定している 。

今回紹介する E F仰は西側IJブロックにあり、東西の並木道に而 し

た位置にある 。そこで、この道に商して人と人との桜点佐犬切に

した空間そちりばめた。 それは、バーベキュー テラス、専用庭、

アーノレコ ープ、エントランスである 。

これらの空! 日l を計画する上て‘ 考慮したのは、閉じつつ聞くとい

った段階的な領減空間であった。これは周辺との接点、また、巨

地内 の共有空間、 イ ｉ ｾ ｉ 人 の空間といった、多様な領域性を含んて。い

るものをノ f ランスする 4j 'j:て‘あ った。

ここに生じた空間は、人と人の出会いを創り出し、共同住宅とし

ての共有の楽しさを感じられる空間である事を，['.4卦けて計画し

?こ。

( 明1被 和/ 刺 腿築4: J:i;務所)

並 木 道 に 函 し た バー ベ キ ュ ー テ ラ ス

並 木 道 に 面 し た 専 用 庭

E棟 東 側 よ り 並 木 道 を み る
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岐車ルネッサンスホテル

設 計 日 建 設 計

( 内装設計: HIRSCH BEDNER ASSOCI ATES、日建設計)

監 理 日 建 設 計

施 工 大 日 本 土 木 ・竹 中 工 務 庖 ・ 矢 作 建 設 工 業

共 同 企 業 体

所 在 地 岐 阜 市 長 良 福 光 村 防 本2695

聖位也面積 26，530. 90m'  

建 築 面 積 7，476.  17m'  

延 床 面 積 36，292. 38m'

概 宣 矧 莫 SRC、S、81、 IIF、P2

工期 ＱＹＹＳ 年 ＱＰ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｖ 月

最 寄 駅 名 鉄 統 校 車 駅 、 JR岐 阜 駅

撮 影 名 執一雄、 ss名 古屋

全 景

7Tnr r TTTTTTTTTTTTTTTTTTTT マ TTTTTT 11 TTTTTTTTTTn T江工工

皇良川河川監

配 置図 1:30∞ 



エ ン ト ラ ン ス

金務山と l岐4功li lGを何] <ψ 長良川 河配|土に !ill っこのホテ としつつも ＱＲＰｾ 主ＮをＩ 11イJ! IJ に配し、曲面音11をいかし

ノレは、 l百l じ敷地内の長良川 国防モ会議場とともに、 t.: 多様な客室宇治成を試みた。 また客室窓にはフレ

岐阜市が目指す「国際コンベンション者11市」づく ームレス の眺望と、換気 ・2忠清掃機能を兼ね備え

りの核として、→本迎営ができるよう計画してい た械スライド窓をI l 日発した。

る。 五えヒ階には長良川のl眺望を生かしたラウンジやパ

ホテノν経営は、地元に銑泣路線等を持つ名古屋鉄 ーのほかスカイバンケットを配し、項部にはホ屋

道、近畿白木鉄道の声科卒 ｴｬｾ､ 交による新会社があた 形舟。を辿恕させるそニュメントを載せ、夜はラ

り、運営は呑港に本拠地 主「置くノレオ、ッサンス ・ホ イトアップするなどリソ‘ ー ト性をj貸出し てし、る 。

テノレズ ・インタ ーナショナノν に委託されている。 外壁は、 客 室初汐付税をモチーフに、 45角干1111辺タ イ

ホ金部山の山並み。や、長良川lの清流。のイメ ー ノレを 4 枚 1 組で' /{タ ー ン化し、長良川の水面が1'1

ジを表現した客室椋の形態は、 38m'のツインノレー 然光により刻々と変化する様子を表現した。

ムを中心に192室で構成" E ' f L . '1-'廊下形式を基本 ホテノレの顔となるエントランスの車寄せは、岐阜

ロビー

客 室

の名産品て、もある涼口語γ をイメ ー ジした4長官ilI 天

井により、来館者を出迎える演出をして t 、る 。

パブリックスペースは、味LJti li}" をデザ、イ ン テ ー ?

とし随所にそのモチー フを表現している 。 その一

つ仁 、金曜山の山並み砂をイlNi 誌にしたエントラン

スロビーには、屋形: J W' の7司法を表到したシャン

デリアにより、来館者が魚になったような鍬党を

感じ、 何 般 もの: ! i") - が頭の上ぞ行き来し、水面に凡

たてた犬井には灯火力ミn央り 込むI ) Q，' - I ' ，をしている 。

なお、 ロビーの内装デザ、インは米13'. 1のHI RS CH

BE DNE R  AS S OCI A T E Sによるも のである 。

( 問中秀男/ 日建設計った|坂本担当
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志摩観光ホテルク) l rープ

賢島宝生苑( 増築)

設 計 監 理 竹 中 工 務 庖

施 工 竹 中 ・大 日 本 土 木 ・清 水共 同 企 業 体

I邸f < のふるさと 三重県奥志般に位遣する当地は、イヲ?勢送球国立公

l却にあって、 リアス式海岸と克明札、かだで名高い我国有数の1剖券

地てある 。

当弘I ! 物は、志l俊樹t y t . ホテノレグループの経営する既存の 2 つの旅館

を、パブリック施設と波り廊下の噌築により→本化 し、さらに、 86

室の客室J曽築と at 設の改修等により、当地域li!dct財ti: の旅館とし

て再生させたものである 。

『融合』をテー? とし、伝統的数寄屋延操の手法を基本に、人にも

芸2境にもやさし t 、車幌Il J l ¥J j 俗i;f の怠IJ 出を- t : .世十けた。

パブリック施設の大半は、 Ｓ ｊｾＱ 次抜 のア トリウム刷版坂 ｅ 闘を中心

に自己し、 l仮わいの級ーとした。そして、その全体を包む光天ヲ l' は、人

工 ｭｾ Ｑ 切 により、 ｈ 寺とともに朝、夕、夜の景色に変 化 させ、 ｲ ｊｬ 寺の移

ろい 』 を演出して ｴ 、る。また、 Ｒｊｾ にわたる男、女大浴場は、大型

屯却 ｪ サッシュにより、全 ￬￬ｩｩｗｾｊ ｩ 文を可能にした 。 日 ￬ ＵＡＺの頃 ともなる

と、兵赤に染まる』工務長のJ海に浴け込み、 i拘jの香と共に、まさに至福

のJI 寺を味わう Z)J ができる 。さらに600白の大宴会場、コンベンショ

ンホ ーノレ、ブライ タツレ諸 主 主 ｾｦＮ も充実させ、多様なニーズに対応でき

るお札光Y餓官をめざした。

志摩の紫11;'/ しい自然とともに、この建物も生き続け、そして、人々

に長〈受される Z)i . を盟んでやまな L 、。

( 久保町慾彦、近藤名保彦/ 竹中工務底設計官11)

所司主 I也 三重県五雪辱詔日阿児町ヰ申明718

聾t士也面積 73，421 m'  

建 築 面 積 既 設 部 介5，577m' +増 築 部 分 10，117m' 言十15，694m'

延 床 面 積 既 設 部 介 16，875m' +増 築 部 介22，54 4 m' 言怜 9，419m'

概童夢見模 SRC、RC、10F、PI

工期 ＱＹＹＳ 年 ＱＱ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｖ 月

最 寄 駅 i血失をぼ線賢島駅

撮 影 加 藤 敏 明

④ 

口 増 築 部 分 配 置 図 1:4∞o

既 綾 部 介

エ ン ト ラ ン ス ホ ー ル



玄 関 ポ ー チ

ジャスコ岡崎南居

設 計 監 理 伊 藤 建 築 設 計 事 務 所

施 工 建 築 清 水 建 設 名 古 屋 支 庖

電 気 卜 ー エ ネ ック

川 瀬 電 気 工 業 所

衛生・空調 大 気 社

昇 降 機 豊 島 ( 三 菱 電 機 )

所 在 地 愛 知 県 岡 崎 市 戸 崎 町 上 り 場 東4

聾t地 面 積 36，124 . 3 0 m'  

建築面積 15，268 . 7 8 m'  

延 床 面 積 61 ，934. 17m'

概 差 規 模 S、5F

工期 ＱＹＹＴ 年 ＱＱ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｙ 月

最 寄 駅 J R東海岡崎駅

4最 影 ss名 古 屋



岡崎市はずれ、日寄与t に行まれ、多くの文化財ド討中7・芸術などの文化 の芥り ，'，・5

い者|怖として、愛知県四三 iiiD也区1，; 0てのrl -'樹 :11i' liである 。 このIMJu，布市のrl' 央

を* 凶に縦断する国道 1号線の南側 は、急速に |制発された来/r興住宅:1也であり、

大型期却場守備えた郊外型ショッピンク、センターのιI t 設が望まれていた。ヰ

くから手同制i諸111"1の強化と 経営の多角化を計ってきた [Ih'i- ，叙同体I o 文会主1:が、

新しい j即日を凡せた第一 号応となる 。

五 ｬｗ Ｑ Ｑ と ｾＱ Ｑ 王 ｬ を結ぶ束の間近 ＲＴＸｾ 号線、凶の県道 ｉ ｦｦｩ ｊｩｬｬｾ ｦ ヨ ｬ ｅ 日 ｩ 線い、う Ｒ 本の幹線

に挟まれ、その道路レベ、ノレ差約3_5 mを利用して、I D j からは地下i臨ド場へ、点

からは Ｑ 附Ａ万街ｉ￬へと、人と Ｑ ＱＱ のスムーズ、な導入を日十 っ た 。 ＺＱｦｾもが親しみ ｍ く

やさし し、J苫づくりを目指し、ハー トヒツレ法の愛知1m迎合第一 り/g としてオー

プンした。

三 ｗ ￭附ＧｦＧ￭ の庖 Ｓ街釧舗ｦｉ前ｉ￬ｾを ｯ 地也 一下ド ｈ 階目皆＿と 4 附 . 展 上|昨附時併?の1ヰa主玉iドI場 がE挟島むい、う! (

のお為功1茨tの」上ニ-下Fド司i重励fiJ肋j力JのJねt勾b、 2 セッ トのエスカレーターと 3 台の大型エレベータ

ーを配した 。 交 Ｑｉ 外型ショッピンク、センターにと っ て、駐車 ｪｴｾ のイ ｅ り方カ勺， Ｑ 干 の

』仮設を右完Iするとあって、その収容能力 (2000台) と安全てスムーズな誘導に

力わkの間c.r.&がなされた。

ファサードは、向然との調平l昨考えて、落ちついた色調で全体をまとめたシ

ンフ。ノレな雄物とし、シンボリックなエントランスにより胞設への期待感カ可百

まるようJ . : i : 凶した。

f，;おl については、 もともと紘多い場庁? であったが、造成l時に仮移植された樹

木と、ジャスコが金全1:をあげてI[ ) ( ; f ; 、且む「イオンふるさとの森づくり J Iこiのっ

て、お答者長が手1らの手で胤えた22，000本の苗木ヵヲ民地全体に配され、将来の

Ｉ［ｌＧ 制がｾしみな施設で Ｍ ある 。

Ｈ小凶動ｾ Ｏ 伊 ｭ 似主築設青 ｼ 司場開

1  ，皆セントラ J レコー ト

東 西 断 面 図 1 1200 

④ 

玄 関 ロ ビ ー 吹 抜

飲 食J苫 街 外 観

配 置 図 1  :  40∞ 

83 



マイカル桑名

基 本 設 計 JPI + 大 林 組 名 古 屋 支 庖

実 施 設 計 大 林 組 名 古 屋 支 庖

施 工 大 林・大 成・白産・飛 島・大日本・日本 土 建・フジタJ V

配 置 図

84 

1 番 1葺エン トラ ン ス 砂

コ ミュ ニ テ ィ 広喝 と l 番街



所 在 地 桑 名 市 新 西 方 一 丁 目 22番 地 他

敷 地 面 費 61 ，648m'  

建築面積 47，178m'  

延 床 菌 積 153，358m'  

神 髄 規 模 S 、8 1、5F

工期 Ｑ ＹＹ Ｔ 年 ｬ 月 ｾ Ｑ ＹＹＵ 年 Ｓ 月

最 寄 駅 近 鉄 桑 名 駅

撮 影 5 5名 古 屋

当プロジ、エクトは、桑名市安1>外の穏やかな丘陵地，i;?に広がる複令R請

求調設である 。 二つの核J，!:i;¥iIi と.o.!l- I11 1底からなる 1祷街、生活剣ば主と

ボ、 ウリ ング場を Ｑ ｾ Ｑ 設した Ｒ 評街、レス ト ラン往 Ｇ ｦ と Ｘ tiI (  2000席のシオ、

マコンプレックス、さらに各砲アミュー ズ、メント施設で机 成された

3 番街、これらの雄物は各々ブリァジで窓犠に継げられ11万m' の 敷

地 に配されている 。これらの多綾な利用形態の混合、恋まれた主1也、

当地域の発展に来たすであろう 中心的な役'l' il を比 すえて 「マイカノレ

桑名」は計 画された。

プロジ. ェク 卜に対する言先立|チームのアプローチは主に三 つの回線に

しばられた。 一つは、周辺; u也J或及び桑名地峡全体にとっての「タウ

ンセンター」を創造することである 。 二つ目は交|汐惜2の独自性と特

徴をはっきりと 確 立することであり、それは周凶の澱境の美しきし

新しいライフスタイルの制や11を反H央するものである 。 三つ目は、経

済的な通常の資材と工法を灯 j いて盟かな空間と f司会，I，(こi的ちたコミュ

ニ ティ環境を ｦ￬ ｬｬ り ｉｉ ｾ ｲ すことであった 。

竣工して一年を経 ｴｾ 宅 ｦ ｴｴｅ、「マイカノレ桑名」は話題性と誕生時］の祝福

を受けて多くの人々に矛IJ J rJ されて い る。スト ー リー性のある笠II¥J に

さまざP まな人々のさまさ、まなシー ンが展開 される』決子ぞみて、その

な図は達成されたと考えている 。

( 鈴木一 義/ 大林組名古屋支J; 5 建築前立|晴11)

コ ミ ュ ニ テ ィ 広 場 夜 景

サ ー ク J レブ 1) "，1 ジ の 夜 景 正 面 は Z 番 街



N S  21 

設 計 施工 竹 中 工務 庖

所 在 地 愛知県刈谷市野田町沖野 12 1- 5

弼 地 扇 積 32，3 14 . 6 0 m'

建 築 面 積 3，025. 55m'  

延 床 面 積 13，049 .8 6 m'  

概童夢見模 S RC、R C、一部S 、14F、PI

工期 ＱＹＹＳ 年 ＱＱ 月 ｾＱＹＹＵ 年 Ｔ 月

最 寄 駅 J R東海i郵泉東刈谷駅

撮 影 滝 田 良 彦

NS21は、東海道線及びIJ谷駅の南約 1kmに位置し、 500人収容の既設寮の

グランド、に計画された。建物は、約300筆の察室 よりなるおl白線と既設 寮

生も利用できる約150) 背; の食堂、及び浴室 からなる低層棟により 杭成し

?こ。

高層棟には、寮生の共有笠|明として 14) ('i 1次抜のアトリウムを持たせてい

る 。 竪穴区画のｾ Ａ怪い 多 Ｉｾ ｉ 次抜は、住居系施設では日本で初めて 実 現され

たものである 。

イ ｉ ｾ ｉ 室 化 の進む近年の寮 言 ｩＱｭ ｬ の趨勢の 中 で、照 生全員が Ｑ つ の大空 間 を共

有することにより mt 大する照生に対して、' Y ' t t 王薄れつつある 気持ちの一

例謀、共有主主識の高揚に寄与できればと考えている 。

建物の 車 ＱＱＱ は南 北 ｾ ｩ ｬｬｬ に合わせ、 こ れに対して部室を左右大寸称に配置 、 高層

スカイラウンジ( 14' 皆)



1  ，皆平面図 1: 2500 

棟は、威圧感ぞなくす丸みを，おびた形態にし、 :1仁似IJ の住居への圧迫感を

Ｇｦ 日 ら ｾｲ た 。

外観 は絡子の辺i絞とし、パノレコニーにはガラスを用い、腔f犬さ と閉鎖的

になりがちな寮施設に聞かれたイメージを与え、その;1を快さを臼で表現

し、建物形態の持つイメージを強〈印象付 けるよう考慮した。

変貌しつつある周辺地域に対して、 このアトリウムは新しい視点での空

間形成を提案し、 illtJ ｾ、のある空 ｉＧｩｲｊ を提供して い る 。

内部の色;彩剖i!!I1では暖かみのある色を用い、空間の大きちから来る 威圧

! i : b を和らげることをねらった。 また、内部の手摺壁守分告IJするデザ、イン

として単調な迅i統感をす! ' ，I尽くした。

( 五藤秀二/ 竹中工務庖設苦情l )

力フェ テリ ア

エ ン ト ラ ン ス ホー ル( アトリウム)

浴 室
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中京銀行四 日市支庖

設 計伊藤建築設計事務所

施 工 竹 中 工 務 庖 ・木下建築共同企業体

所 在 地 三jltm四1' 1di di幸町162，166，181

敷地面総 780. 17m'  

建築面積 433.48耐

延床而m 641. 73m'  

構造鋭校 5、一部RC、2F

工 却J 1994
J
J'  9  tJ  - 1995年 2 月

最 寄 駅 近 鉄 四 nili 駅

特別養護老人ホームとよた苑

設 計 東 海 設 計

施 工 清 水 ・大啓建設工事共同企業体

所 在 地 盟 川 市 野 凡 lli 町 5丁目 80-1他

敷地面積 41，493.75m'  ( うち利用分約10，000m' )

建築面絞 2，594.84m'  

延床面積 5，941. 81m'  

椛j主規侠 RC、3F、P1

工 期J 1994年 3月- 1995年 2 月

最寄駅名鉄 ＱＱ 凹ｾｾ山 ､￯ 耳目

三重銀行鵜方支庖

設 計 131膝建築設計事務所

施 工 生 川 逮 設

所 在 地 三lf[J¥!芯殿1n 1 阿児町狐方字西/ 河内1366- lf 也

敷地而m 992.00m'  

建築ffi i積 302.60m'  

延床而. f l ' ! 399.05m'  

構造鋭校 RC、2F

工 期J 1995年 6J9 - 1995年11 J1 

1止寄駅近鉄，却車線紛方駅

アーバンラフレ星ケ丘( 8号棟・9 号棟)

設 計住宅都市整備公団、東畑建築事務所

施 工大成建設、栄興建設

所{ E 地名古1 : t l di 千種IRJi l . ヶJ i : 一丁 目

敷地而縦 37，240.60m'  ( 全街区)

主主築而; 1)'1 1，339. 71m'  

延床而- 11'1 8，775.89m'  

構造鋭校 RC、6F、10F

工J t J J 1994年 4n  - 1995
1
1' 10月

ttk 寄 駅 名t片足 Ili 'i日; 地下鉄東山線基ヶ丘駅

桑名信用金庫星川支庖

設 計伊蔵建築設計事務所

結 工 大 成 建 設

所 在 地 三.mm桑名 II i 大字Ji リ11十二

敷地而Ｎｦ ｬｾ 1，174.50m'  

kJ ¥築而品'1 422. 30m'  

延床 l師.fJ'i 752.31m'  

権造鋭校 S、2F

工J t J J 1995年 4J  J  -1995{ 1'  9  Jl 

Jii 谷 駅 近 鉄 北 勢 線J反)1'崎駅

四日市市立塩浜小学校管理棟

設 計四日市市都市計画部営繕謀、東畑建築事務所

施 工石原・伊綴特定建設工事企業体

所 在 地 三車m四日市 dil 証浜田Ji 番地

敷地而柿 20，128. 00m'  

kJ ¥築而机 1，206.26m'  

延床I副総 3，109. 2Im'  

構造規悦 RC. 3F 

工 期 1994
i
J' 7月- 1996

i
l' 1  Jl 

最寄駅近鉄名古底本 ｾｬ Ｎ￭ｬ浜駅



東海の地方シリ ーズも、 「伊勢J r飛騨・美濃j に続き 3 回目 t なり

ます。今回は、産謝長興都市と してその名も高〈、 地方都市 とはい

え活発な都市づくり施設づくりが全国の注目の的となっています。

を取り上け、ました。

この 地 は、歴史のｾ台にもしば し ば登場するなど話題の豊富な所

でもあります。 そして、従来 “楽器、オ ー トパイ、自動車" といっ

た高度な産業技術の集積地としてのイメ ージが、全国的に知れ渡っ

それも情報 ・交流 ・芸術 ・研究開発といった新

たなテーマへの取り組みにより、大きく変わろうとしています。文

イじ志向の高まりを踏まえた、新しい時代の文化都市づくりへの意気

特

集 浜松を 中心 とした静岡県西部地域( 遠江)

しかし、ています。

込みも盛んです。 そこには、産業都市偏重からの脱皮し永〈培わ

れてきた産業技術と 地域文化との調和ある発展を目指しての、高次

てや多様な都市機能の更なる期貴 t 、文化の香り高い都市環境を倉IJ出

する、積極的な取り組みを目の当たりにする ことができます。

遠

江

ー

そ
またこの地樹立、多極型国土形成における 一つの1安都市として位

置づけられるだけのポテンシヤノレを有し、新首者附却、の有力候補地

の一つでもあります。

産業と文化両面での国際的な競争力を備えようとしている、 この

地の都市づくり施設づくりの現状と背景の一端を探ってみました。

( 東海支部特別編集委員会)

の

地

域

振

興

と

文

化



E 二遠江 地域振興の施設づくりと文化二 コ

遠州の風土・気風と文化

鈴 木

地 形

静岡県は、 i駿河を中心 iこ東に伊豆、西に述江の三国からなってい

る。遠江は、東は大井川から西は浜名泊iJl まで、ふつうは遠州、11:呼ば

れることが多い。

遠州は北に 2000m級の赤石山脈カ漣なり、それから統〈山地が半

分以上を占める 。

水 温IITは道山| の最北端、ここにある中ノ尾根山は 2296メート ル、

昭和41年 2 月、羽田を発った全日空貨物機が行方不明になり、 E こ

を捜索しても発見出来ず、 - J I寺は宇'Iti 人が連れ去ったなどの情報も

出て3問国となったが、 2年後に 中ノ尾根山て羽目白jli に発見された。大

型の飛行機が墜落 して 2年、誰も 気がつかずにいたのは 日本では前

代未| 制、シカやクマの世界で人跡未踏の地がここ述州北部にはある

のである 。

しかし、遠州は、伊豆や駿河に比べ平地が多いのが特色である 。

それはひとえに天間 11と大井川のおかげである 。 このうち、天竜川

は坊沼山脈成立以前から流れていた川、凹岡の吉野川と並んでわが

国の代表的な先行性河) 11である。F続 2 し始めた赤石山脈の岩石を浸

食し、太平i羊j辛に土佐積させつづけたので広大な平地が出来たのであ

る。天竜川の運んだ土砂は西は愛知県東部、京lま控り 11付近まで2えん

でL、るのていある 。

大井川も ーn郁朗、河口が遠州議!Eにあったようで、小笠山や牧之IJ 百

台地を生んで、いる 。遠州にはあと 二つ台地がある。 それは、天罰む iI

が住んだ三方) 点台地と磐田原台地である 。 これらは出ヨ| 時代までは

水に乏しかったため開発が遅れたが、明治以降、お茶の栽培で有名

になった。浜名湖jは日本第一門立の面積、手のひらのような形をして

天竜川は天竜市の南で広大な平野に出る

90 遇策と社会 ・1996 . 3

正 之

いるので、湖岸線は茸謹湖、霞ヶilnについて冶が圏第三位となって

いる。糊い、っても、約500年前の大地震とこれに伴う大津波によっ

て太平洋とつながってしまい、浜名湾といったほうがいいくらいで

あんなお、行政上での正式な名称、は者11田) 11である 。

太平洋岸には天竜川の運んだ大註の土砂によって、広大な砂丘が

出来ている 。近年、佐久間ダムをはじめとして数多くのダムが建設

されたため、土砂の流出が極端に減少し、浜松市の中田島砂丘はiドi

j威寸前となっている 。

気 候

浜松を中心とする遠州は太平洋岸式気候の代表的な所、中学ヰ交の

地理の教利 害には浜松の悶 ￬ ｊｾｕ Ｚｒ Ｑ がよく載せられてし、る 。 夏は ｾ Ｇ Ｚｪｩ 品多

雨、冬は低温少雨だが、平均気杭は 0' 立を下回ることはない。年川

降水量は 1800- 2000ミリ、これは生活や産業にとってちょうどよい

雨量である 。天竜川の中流音1Iや大井川の上流部は2500 ミリを超える

多岡地，帯、 これによ って多くの屯力カヨ三まれ、また、上水道や民業・

工業用水に利用されている 。

松山や高松 ・福岡などでよく起こる断水などは天間 11 と大井川の

おかげて、、ここ遠州、|では考えられない。

述州、|の気候を代表するものは、述列、|の空っ風である。歌て、は、 北

ｊＡｉｾレ ｪ 、僧のかんたろうとか、新 ｼ比 ｬ ・ テレヒずで Ｑ ま 北 西の季節風とよくい

われるが、ここ遠州、|では冬は西Jj I t ¥が多いのである 。人々 はよく、| 剥

ケ版から東海道本紙Uニを冷た L、風がやって来るという。 雪は|剥ケ j民、

l岐阜、 一宮、名古屋に積もらせ、浜松は思J ; {Eヵ切手う平割支である 。 こ

の空っ風はしばしば最大10メート ノレを超えるが、遠HI人はこれを巧

みに利用している 。遠州法i船 いの出村て‘ は芋切り干し、 三方原や磐

西浦田楽



川JJ ; t の内地ては大中H、浜松では出火のi; を燥にそれぞれ この}!F. lを川一カ B

しているのである 。科に}.if，¥の強L、iJ [I市)111奇付近のイi Pli. には三段石とし、

うj瓜食を受けた抗不iがあり、 llelのx然記念: 物にJ 行之された。 また、

i出丘、 }IEUJ 先屯の試験も行われるようになった。

気 風

Ｑ ＧｦＨ Ｇ ｬ ｩｬ￭ ｊ ｙ ， Ｚはお ｩ￭ｾ やみかんに代ぶされるように、 会 げｼメカ Ｈ￬Ｏ ，，Ｂ， ｉｉ Ｎ変だから、

人々はのんびりして il ，，' ，f ll なセUn - だとよくいわれる 。 それは当たって

いるようだが、やはり、江戸 ｉ ｉｾ ｩＧ 代まで ＩＩ ｉｊ 々の時以 Ｚ を築し、てきた 三 つ

の い ｩ ｬ ては、多少のｾいは兄られるのである 。

駿河は、 11族[ドj孟じ|守であった今) 11詩句{: !:. ｾ， Ｒ￞ｾ の身となった徳 川 Ｇｾｾ

ｕｬ の ｦｴ 郊 Ａ 町、 ｢ ￬￞Ｎみのよさがあり、保守 的 で、人に従う心が Ｇ［ｾｬ ，、い、

われている 。 これに反し、 ｪ Ａｬ ｾｽＱ 、 ｼ は 開 放 的 でＢ iil j.:: J';ーにお し、てもひるむ

こ となく、 二 ｵ 亡や先 ｬ リ ｬ に 長じているのである 。 こ れは、 ｩ ＧｔＮｩ Ｑ 現 ｬ のＧｾＢＺＺ

Ut が在城していたことやそれから後の様主が)J 吹掛け人『名て、、f . l'ilJ込の

ことを顧みなヵ、ったため、 l守分たちでやらなければと市に考えて行

動してきた1倍以: から ，'1同きたものといえる 。

文 化

天竜川

111燃の 1}  J  Ｑ Ｘ ＱＱ 、長野 Ｑ Ｑ ，品 Ｑ に近いノド佐 川内 ￬￯ｬｬ で ￯ ｊｬ Ｎｪ ￬￬ｬｩ 川 楽がｾ j われ

る 。 こ れは ｉ Ｎ ｲ ｬ 折 定のｾＡｉＮｲｊｬｾ民俗文化ｊＡ，ｪて二， Ｑ ， Ｇ，、技立が多くみられ、わ

が凶の芸能以Ｎ ｾ .. J l 'J' 1こ芯; 義i楽いものである 。

大: r[} ll
r
l'流域のいわゆる 三述i十j析の山岳地域は、 1

1
1代 ・l] 1  ｾ ｊｩｉＮ から

の芸能が数多く i示作 ・継Aえされていると ころで、相111111斗引をはじめ

多くの 民俗 学者が訪れ 、ＱＭＱ本 ＱＱ ， ｾ ［ＱＨ の文 化の ｗ＿ ｉ りＡに、レＡた っ てきた 。

遠江国分寺の案内板

.k1'2} ｉｬ ｬｪｩｊＦｾｊｪ 担 ｩＩ ｪＨこ ｩｊｊ［Ｈ を先し、 ｪ 土 さ約 ＲＵＰ キロ、 ￬ｊｾＧＱ 公 ｩ｝ ｪ の来て許 ￆＱ 十 ｼ 淡ｉｦ

に ￤Ｚ ，、て｜、る 。 こ の 川 は Ｑｉ ， Ｇ ［ＱＨ、火［イ ヒ の ＱＮｌｾ 怖に大きな Ｉｊ と なってきた 。

述州 の ｩｬｬｊｐｾ［ て Ｑ 卓会 ［ＱＫ Ｑ のよ Ｑ ， Ｇ ［ＱＱＱＱγｩ が充 凡 されるし、流域には諏再坊やｪｊｦ ｬ Ｚ が

多数分布している 。 また、 ￬ｭｾｲ ｲＺｻ， ｗ ｊｬ も平年地に比られ、 ｩｍｉｾ￯ ｬｩ の湖 ｬ や

ｩｊｾ 北 ｩ｝ ｪ の ｩ ｬｾ ｊＩ［ ｦＨｬｪ 諏訪湖に通じていると の抜け ン〈伝説が多し、 。

国分寺

，1，代 ・11
1
111:のA :J +l lj 今の桝川i ] J'がl] 1心て、あ った。I:lellf江やI:EI-5H f は

磐口lにあ った。Jhl江l:fi l分守は II( jカ、ら、 市大I"J ・l] Ij "J ・金堂 ・前立 ・

北I"J !:. ，if i . び、、' ) ' のシンボルともいうべき 七主のjF訂正 1"1さが約66. 5メ

ー トノレもあ った。 このI州立米大 Jl じ互の燃の総長 100メート ノレには

及ばないものの、当地ては1I !1..f 11の後J羽までこ の1ｾＺ＠ Ｉ さの記録 ｉｕｾ 主られ

なかった。iJ:I¥心: 小尾に i: i : み、瓦も知| らない地 ) j の111民に t って、 こ

の|ヨ|づド干の川引は本当に鰐〈べ d，1-; 1' 1て、あったろう 。古代の建築史

に伐る{ 栄作であった。

城と国学

li攻|玉|時代の述州は、それまで文配してきた今川氏と この領地を作

ｌ 、 ｩ 依ろうとＱＭ，，ｻ人してきたｻ出 ＱＱ ・ 武 川 の ｾ Ｑ ，、 の場となった。 Ｑ ，Ｇ ｢ ｽ 1  Ｑ 家 ｮｾ

が述州、|に似人したのは !k禄 11イ1'. (1568) のこと、 t) Jめ、今の斡IJI i] j

の凡イれこ城 をつくったが、武川:. .]( の侵入を |幼ぐことからか、大:1' 江川

内 ｪ 手の浜 十 ｩｾ に変 ｉ ど したのである 。 ここ から、述州の ｬ｝ Ｑ 心地 は浜松と

なってい っ た 。 江戸ｬｉ ｾｪ 代、 ｩｬｩＱＫＱＱ ＮＺｊＺ、浜中 ｩ 汗 ｩｦｩ ・ 掛ｽ ＱＱ 務 ・ 村 ｾｾｊｬｦ ｹ ｪ 綜 ・ Ｑ ＱＱ

良部などと多くの大傾があ った。 この天領を支配するために、今の

磐 ｉ ｬｉ ￯ ｢ に ＱＱＱ ｾ￭ ｈＭ ｜Ｚ ￎ Ｐ ￮ｊ￭が置かれたが、代 行 のなカョには 地方 の文 化 ｲ￭ｬ ｪ｟｝ 舎

のために jぷくした人もいた。

浜松 ￺ 作 ｉｪＧｾＢＺＺｌｋ 以 ＱＱ 守 、 ｲｪ げに大名カ ｦ 困じされたが、イモ ｾｾｪ は短か った 。 な

かに ｉｪＯ ｝Ｇ￧ｬｬｩ ｌ ＧιＩｾ ｉ のように、 ， Ｇｉ Ｇ ､ｬ ｬ したいために米るといった大名もい

浜松城
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た。 このため、 i U Ｇｉ ｉ ， Ｇ､｜Ｚ には浜松に独 Ｑ Ｇ Ｑ の ｊｾ ｩ Ｕ Ｚ 業や文化は ｦｩｬＮＺＺ ず、イ ｢

ｩＩ｜ や松 ￬ｘ Ｎ 熊本 ・ 仙台のような城 卜 ｉｉｉ ｊ のｊＮ｛ ｾ ｬ Ｇｬ￬Ｇ ｩ l; t 全〈感じられないの

て山ある 。

浜松山身の人物で ＧＱＢ 刊交の ｬｪｦｾ 救干ＧＱＭ［ ＱＺ に， ＧｉＢｌ いたのは ＱＱＱ 見 ｊＺ￺ｊＺＺ 附

七り Tごり、 その兵iJ: : J も今のあ〈平'1引からはii'j えてしま った。 しかし、

ｬ ｬ ｉｄ￪ て，［ｴ ｴ￺ 足以 ￬ｊＺＺ Ｑｉ［ｴ ＱＺＧ ， ｴ 人てＢあり、 ｲｊ ｪ て，［ｴ ｮ ，民共 ￬ｊＺＺＱ 記念ポ ￎｦ をｾてた 。

兵iJ: :Jは11f t の大家、 その ｪι Ｚｴｌｬｉ ｈｾＪ の［Ａ＿ユ［Ａ， ｬ よ ｬ、 ＱＱＱ に大きな［ｾＺ Ｎｾ ｾＮｾｾｾを ｬｪ ぇ

Ｎ￬ ｾｪＩ Ｑ 、 ｼ て Ｑ 針 Ｑ｝ ＱＧ Ｐ ，Ｇを Ｇ Ｑ Ｇ 心Ｈ こ ｩｬｩＱ 什 II} 1  ＿ｦ￬ｾＺｈｊｽｲ＠ 12支えたの

であった。

報徳の教 え

iTJ ｩ 木 ｊｾｉ の ｮｾｊ 民Ｇ本、 二 山， ＢＺｾＧＮｦＡ￡ｾ は半 ＱＱ 院の人であるが、 そのjι 訟を天:

践する宇 ｢ｈ 忠Ｍｴ ｊｉ ［ｴＮ￬ ｨｬ Ｍｊ・トｼて ＧＱ ･ｊ Ｑ 足した 。 これは ｩｬｬ 州か ら催 ＧｾＱＮ ｴＮＺＺ 人物カＧ， ＧＱＧ ， た

こ とにもよるが、 Ｎｦ ｬｾｾ 、から ｬ リ ｉ＿ｦ￬ にかけて大 Ｚ￯ ｬＱ川のｩｊ ｴ ノドによる ｦ ＱｬＨ， ｩ ［Ｚ が

ｩ 栄五 ｉｊ であったカ・らである 。 こ の 十 ｬ 々の似 ｾｩｾ に宇 ｉￆＱＺ 官の与えカ ｦ 導入され

たのである 。 ，r，llt't¥-t 1: の全1Elk:l l締kである大 11 -1正予IA他社の4斗 UJ :ノトも社|、

川市にある 。

平 Ｑｾ ＱＮ悦 ｼ は ｊｬｚ 刻、予 ￬￱ Ｎ ｊｬ ｩ ｾ 米先 ｪｦ の助成 ・ 料消火ノ Ｑ ，など、ノトの Ｑ 位協の

ような イｼ ソ｝ＧＮもするなどして ｫｾｾ［Ｇ ｊ の ｉ 也ｻ立 ｪ￭ ， Ｏ ｉ ＧＮ のために尽くした 。

パ屯川の ￬ｾｖ ｊ ＧＨ カ‘ らノトーまれた も ｾｴ 人が イ＿ｩＺ｝ｊ［ＨＱ リ ｬｩｱＺ で ある 。 ｬ リ ｬｩｴＺ は私ｊＡｾを

使って大?な川のも:1: 1坊を作る - }j 、大: ￬［ り Ｑ Ｑ ＱＱＧｩｊｔｾ の ＱＱＱ に大 Ｉ［ｊｕ 突な十 ｉ Ａｉ林を

行 L 、、 さらに令制! ・交J岳・JIrl 業 ・社会本イ|ーに多大の} { 湖、を伐した。

洋風の学校 と発明家たち

II}川リ引li治台 ＵＧ 年 ｉ ｾふ の .. 、判戸問H信巾Il初，IJ1

j財司政E矧知{f !: ｊ主知知、 ｊ川 Ｑ Ｑ 識イ小、 ｩ足 ｩ止Ｚてで 、ヲ首 Ｑ封士判 ｕ出 ｕ なも の力が ￬ｾ ｾ多乙カ、 つ た 。 そのなかにあって、 t公

本 ｔ ｬｪ の ＱＩ ト ｊｲ｛ ｉ ｉＮ ， ［ 左 中交 の校 Ｑ ｩＱ立高 ＦＨこ ｊｾｉｉ ｉ Ｇｩ らし ｌ 、も のであり、 引イ Ａ もそのま

まの姿てや保イf されている 。 この1)ト111J'、沖交の校合と l，iJt 去に k: II
I
'i らしい
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洋服の校合がill 州、|にL 、くつか，'1'，/1とた。 そのなかの l' Iil i が、比{ 、J'" 同交

てある 。|リJ?fi 8  ｻ ｉ 三 に竣 Ｑ Ｍ Ｎ したが、 ｎｾ ｬＲｬｊ ｬ ｬ えて Ｕ 附佳てとなり、 ｬ リ ｉ＿ｦ￬

初期Ａの Ｗ 中交として Ｑ ［ｴ， ｬＧｈ ｬｬｬ ｩ カ Ｇ， ＧＺＺｪ ， 、 。 ｉｬ ぷ丘、ｾｬＺＡＺＩじ ｼ ・ ｊ Ｇ， ＺカちヒＡ反し、供 ｉｬ ｬ ｲｊ ｪ

の名所のーっとなっている 。

浜松の近代的な l誌の誕ノ|工は山%t ir仙によるオノレガン製造に始ま

る 。 寅 ｦｬｾｉｈ ｾ Ｑ ＫＱ ｩ ｬｗ 1:の f 、| 火脱出械の11針

付っていたのは、操れたアメリカ製のオルガンて、あった。 このオノレ

カ、、ンを修JII! すると 1，帆' )'に、|ヌ11(l jをとって 11，1以化を百1'lI llt これを媛JJ ))

したのが浜松の資 ｊｾＨｾＺ ぶや ｾｩ Ａｘ人てあった 。 ｬ リｊ＿ ｦ￬ＲＰｻ Ｑ ーに初めてオルガン

が11'，米、以後inJ 介ノl、rJ jのうう} ) てピアノの1｛ ｉ ｽｩ ￭ ｾ 化 Ｈ Ｑ リｊ＿ ｦ￬ＳＳ イ ｼ ミＩにも 成

.1)人 iJH公は' 京協の行11 としてそ の名を I " J めていった。

発lリ11:といえばた、れもが佐川仏ゾiを，141、い ，'1'，す。今でこそ、 トヨタ

の本拠地は愛知1mであるが、 W. ，' ;I;t ili1' 卜|の|川端、今の払iJll! qrJ iの，'1' ，身

である 。/iJ 税の織る子耕民機に|見l心をもち、改良ぞ3 i ね、 lリJ?fi 33' 1'，つ

いにわがい1初j の小型 }J 給ほ症を発lリ! したのである 。以後、 1' 1iJ!)Jt:t財産は

もちろん、 1'1 iJ! )PI山111"1へのAUI'，により/ ト 11 のトヨタカ' ，'1' ，;1<:た ことは

だれもカ f長11る!'Ji である 。 この{4 11iの11.足以1)I  J: .i g1+1人に出IJi 放を Ij ぇ、鈴

木造維など多く の 人々が 給』機の 研ゴピ ｉ ＩｈＱｾ に、 ｉＡ ， たり、催れた織機が ｉｪｬ ｾ

に，'J '，1.:: 。 これによって ili 州特別勿が急速に発反していったのである 。

lリJ ? れから|昭和の!i 役! 日にかけて、 ill 州はどちらかといえば文化より

ｊ 主業にその ｩｬｩｾ ＮＧ ＮＧｘ が世カ・れた 。 述州 、 ｼて。 ｬ ［ｴイ ｪ ｲ，な小説 Ｇぶも ｉｉｬ ｩｬ 家もよ ｊ 能人

も11'，ていなし、。発注したのは民業て‘ は換令作物がせ場し、 人々 のノ1;

i市を支えてきたにれは変j星カ湘 |次し、1'::'') 0 Ｑ リ ｬ 治初 ｊｾｉ までは綿花、以

後、桑 ・ へちま Ｎ ｾたばこ ・ しょうが ・ 浜花ノ Ｑ ， と変わり、 ｊ 見イ Ｑ Ｚ てやは

IJqi " ( 野菜やイとがブームとなっている 。

Ｑ Ｎ 業では先に ｪ ￆＮべた、ＪｾＺｾや給腕島 ・ ｦｪＧｊ ぷ ＱＱＱ Ｉ のほか、 ＱＱ Ｑ ｜Ｑ Ｍ Ｈやフィルム

見付学校



• iJ'( (ij;札I! などカ' { ' I ドられるようにな った。 主;:J 't _じ業で1J. 小IJLj/， (メトの

コニカ) がわカ l EIて"はζ 一市I i て" あったカえ なゼゴかフィノレムの Ｑ Ｑ ・ 院 Ｇ￭ｾＺ イ ヒ Ｑ ｊＮ

イ-; ｮ ｲ￭￬ｾ てあ っ た 。 こ のようななか、浜松にあったＩｬＡＡ ＱＱ 写 ｊｾＭ 1: 業カ l' 11 

木初の|王|産フィルムの製造に成功したのであった。|尚r品荷桁'fj弘w? H旬川lhj川lJ山品l;l

/ ルレム、以後小問プィはさくら、以後発の;γよ1:"/央フィノレム IJ . ふじと、

いずれも 11本の象徴名を係J IJ したのであった。

述州の発 ｬ リ ｬ 家て｜去、れてならないのは鈴 木 Ａ泳 三 Ｑ ｾＱ Ｑ てある 。 Ｏ Ｑ ふれは

遠州森 ｉ ｬｉ ｪ 、 ￬ｊＧＨ ｻ 沙舶の研究を ｾｦ￬ め、その近代 的 な製法を先 ｬ リ ｬ 、 r場を

佳設して ｌ ｉ ｟Ｚｉ 並に来り ， ＧＱＧ ， した 。 また、 ＱＧ Ｍ Ｑ Ｑ 似ｊＡ ｦ のノ ｬ Ｚｩ ｾｩＧｾ も始め、 大 ＱＱ 木製

私itf へ t 発展してい った。かれの先lリJIJ. 150i'l"- RIーに及んだが、浜松は

戦前のー|刑制、 iJ'( 砂*!rt ll 本ーを誇って いたのである 。

メトはど この家にもテレビがあり、ノ|二まれた11キからテレビを凡て ff

つ ｉ ｉｉ ｾ の ＧＱ Ｇ にな っ たが、 こ のテレ ビ 先行の ｉ 也 も浜松であ っ た 。 浜松に

はi政ri ij、浜松刈等J : )陸、日交( 今のl作1，i¥1大:q: _L中古1;のlii j身) があった

が、 ここ の刈{y! 1健次郎が初めてテレビの送伝に成功 したのは人一 IU 5

"1三(II ({利 3
1
1三説も) であった。!被 lii l に計 1T: 1i 1された* ボオリンピック

ての '" 制定も引 lili lされたが、 li 投ノ戸の激化てテレビの '1
'
継はもちろん、

研 究も ＧＱ Ｇ 陸 ｾ し、アメリカに遅れをとる こ とになった 。

浜松ては 日本中'<) Jの旅手ギ機が完成しているが、遠1，卜|には このほかに

も、 ＱＱ 木で初めてというものが数多 し 、 。 こ れは狭くいえば凶業 Ｑｾ Ｑ ［ ＱＢ J  

てあるが、 jムオ主l こ解釈すれば、 "1地て。の教育や文イヒノド-wミカf J Jj カもったも

のといえよう 。 また、いったん作り始めたら、 11本ーを11桁すチャ

レンジ1' ，7千1] 1 (Bl:1+1ていは、やらまいカ咋lllネ111という) カfll 日慌てあ った。

戦後の浜松の人物として、 ｉｉｉ ｾ 界 的に手 ｾ ｾ Ｇ ｉ Ｇｪ＠ L、のが木川宗- I! IIである 。

浜松のIIIU=場でバイクをf'i' っていたが、 このときすてに、オー トパ

イ競γlで Iu.- Wーになる ことはもちろん 1'1 j到JIドレースでも |り作一ぞ11

静岡銀行浜松支庖

J 行していたのである 。II( 係1136" 1ーにはオ ー トノ f イレースてVじ全に |什持

をＱｉ￬ ｉｊ Ｚｙ［ｊ￭、 ｈ ｾｩＩｐ ｉ ｩＮても Ｑ ＱＱ 仰の ｊｴｩ ＮＧ ， Ｇ ＮＮＺ に立 っ た 。 イ 正 ＱＱＱ の ｬ 瓦ｊＩ ｊ Ｑ ｊＮ ｾＱ ＱＱＱｉ ，＠ i) _f工、

ｾ州人に大きな ［ｩｩｐ 見守 ｉｬ Ｍ え 、 ＳＰ 数 村 が こ の主総に参入、激烈な技術

ｉｊ 目 先競 ｾ｛ ｉ が繰り広げられてい っ た 。 こ のが［ Ｊ 、浜松の ホ ンダ ・ スズ

キ ・ヤマハの三社 とカワサキが成る fごけとな ってしま った。

中村輿資平

これまてで、 i瓜)只1

イ本3正よの姐控:築h史lヒtJリJ -_に伐る人物カがf このi述主剖針』州'1'刊卜川、'1 ( 訳松 di川川i川川i，'1日川|ド1l 身) カか苫ら /ハ|代いるの

て、以後にな ったが制介してみよう 。

その人物は '" 村興資、|久 lリJ?fi38-(F に京大 1-:-;:: 古1; 娃築不|を卒業し

て、 Ａ 民 ｾｦｈ ｉ ｊ ｌｪ佳築 Ｇ ｈ 務 所 に人 ｪ リ ｊ した 。 辰野は ＱＱ }l{本JI
I
'; • Ｊ ｊ ｾ Ｈ 駅な ｅ

の設計て Ｂ ， ｻＭｦ ｴ 、 ＧＱＧＱＧ ， Ｑ はこの ｊｎｾ ＢￍＧの折導てソ ｪ を つ け、 i--: に1m鮮 ・il:，:)1+1

て多く の! &物の設計一に、 "1たった。ノトも{ 皮の手がけた! &物が数多く大

開に伐 っ ている 。 Ｇｴ ｗ ｾＺ Ｇ ぶの家にノ Ｑ ［ まれた ＧＱ ＧＱＧＭ Ｑ は、大 ｉｕ ｏ イ ｼ 三 から 一年

余にわたって 17カ|吋、 90余の布Ildi を1111って娃築や行Ildi 吉|同などを悦

寂してきたo ')-，I:-I lil後、 '1
'
十l はi長災後の'γ オ交主主築に手腕を先ill( 、大JL

ＱＳ 年に孫 ｉｉｉｊ 小マオ交、イＧｾｾイト ー には ｼ 民 ｉｉｉ 台ノj，' 下校などを設計ーした。

この以Illi 今小，} : 校はr - ..p愉 F の大石11会にもあれほどの小三沖却まぎ

らになし、 0 ・・ ・j とうたわれたほどであ った。'1
'
十lがi:le'1公に主! ! てたも

ののうち、 引イ1:ていも 仙川 されているのが、 ＱＧ ［ＢＱ川的削 ｬＱｙｕ符別Ｇｲ ｬ舟削 ＧＱ予利 ｪ許川 Ｕ可ｼ川 ｻ前川 ､司 ｬ 虫剣匁銀 ｬ民 一ｾげ桁 ｲれ ｊ刀 ｬ

3  イ年|ドL にi述.J1i 1'剖;μけ釧洲チ州外州+刊ト川‘悩悩糊隠凶臥附i民断4折行l イ本利判村3正吋刈刈，J仏ωJ，川，Iりi !: して及 |仁川J とｪ訊只兵財Ｍ庁絞 Ｔ花 ｩ 沼湖溜湖 ｩ民♂ｾ杓 Ｔ訂 ｝ＧＱ 協仏会 (II (町f{仰平利利11日5 イ年 ｉ ｾ三 峻 |じυJコ)。

いずれも ￬ ｾ Ｈ ＩＡｦ ｴ｜ の ぷ ｉ ｬｪＧＩ らしい主 ＡＡ 物て二 月 ｾ ｉ ｪ￭ｪ の浜松に新風を入れた。 Ｑ Ｇ ＨＨ ＾

1，' (;1市には、 ドームの美し "I'fHYi l，li 役所' と 11木辿l川えをタHiJ，¥に取り入れ

た的Itii l! UJ iーがiill11てて‘ ある 。'1 '1'- 1が設計した，建物の設計 lヌ|の多くは浜

松市立"' ;Jと1)( 1ヤI::firi{こ}IJ I列車されている 。

( すずき まさゆき / 浜松 山、工小! 九州 川町f 1R' 1:t i:. 'jq  

¥ーに

民，

浜松銀行協会
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仁二遠j工一 地域振興の施設づくりと文化二 コ

浜松市の都市づくりの展望

一 産 業 と文化の調和一

金 子

産業都市浜松の発展

行 ｉｬ ｲｬ ｪ の応業と文 化 は、 地 域の ＱＧ Ｑ 然、 ｊｾｽＩＺＮ 、 ｊ Ａｉｾ｜ 1ーと街械な|見jj主をも

って発以 してきた。

浜松 rli の近{¥:/2(;: 来1j : 、天?ω11のilj 舶 、|λ野と 11; ・; ，; な伏流水のもと、

綿 イと のぷ ｬ 古から織布、染 色 、織機などの ､ 断。 ｉ ｕ Ｈｌｾ ｾを その起 ｩｊｓ［Ｈ とし、

天'1' 0 11のノド速を不Ij J IJ した製材業、 さらには恥 ｈ ｬｊｊｬ ｉ Ｚ 技術 ｾＯ ｉ Ｚ かした

楽総従来、ぷび こ れ ら から派生した必 ｪｩ ｊｬＡ 刈物、本 ｉ ｾ 機 械の製造 ＱｦＮ ｊＮ ｲｾ

へと進l起してきた。

近 年 にお い ては、 こ うした技 術 の誌が ｩｾＯ ｉ Ｚ かして令属 、 機械、オ

ー トパイ、 1"1到)J ji さらにはハイテク技術を駆使 した光技術出来へと

多様 な応業主J !'! を見るに弔ってし、る 。

こ れら地域に と ｩ 三 まれ育 っ た産業は、 ｾＱｴｦｩｬ ｬＨ ｬｾ ) な技術に兵打ちされ、

今 ＱＱ てはい ， Ｑ Ｑ 付 はもとより ｉｊｉ Ｚｗ に ｪ 出 ｉｊ する ｽ［ｩ ｩ 業 へと人Ｍきく ｊ ｉ ｾｊｍ ｲＱ ・ 先版

浜松市より遠州灘を望仁
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してきている 。

ＧＱ Ｇ でも楽誌、愉 ｪＱｩ 川 機協は ｉｉ ｊＺ ｗ 的 な・ Ｉｊ ｕ ｾ て山性起きれ、製 品 の海外

への従供等をj必じて!ぶ< ｉｊｉ Ｚ ｗ の ￬ｙＭｾ 文 化 や さ ｼ て 前文 化 の先以に寄 り し

てきたと ころで。ある 。

新たな都市の発展シーズ

11.' i'( ｜Ｚ の 人ー きな Ｇ ｨｾ 換 ｗｊ をｬＡＡえ、 ｰ 正来五千ｴｊ守の Ｑ｜ 比 ｾ Ｚｾ ｾｊｧ ｊ を ｪ ＡｬＡ えつつある今

11、本 rli においては、 これまて} 日われてきたれIj 造的な j従業行Ilrli とし

てのバワ Ｍ ｾＯ ｉ Ｚ かしながら、 Ｑ 注文ーと文 化 が融 イ 干し、 循 環しながら 相 ｼ

Ｑ ， Ｚ に先 ｉｬＨ する新たな行ｼ川 ｩ 発以への イｼ 主 ＱＱ みづくりカ ｬｾ ｬ［ｲｲＡ < 求められてい

る。

このためには、 地域に似ざした!出来文化、生活文化を新たな地域

文化として育成し、定ぷ化を|ヌ|るとともに、 I:EII 人l外に向け十J ) JJl fl ll ifJ! (

の，ｾ Ｇ Ｚ j  l 、情報発信を民1Jf.J していく ことが主要な枕点、となる 。

こうした1Ji.!;J };'.r: に立JU，! I し、本 rl jて、は 11桁すべき布Ilrl j f象として i} 添えー

と文 化 の調手 Ｑ Ｑ ある山カ ‘な 人 ｉ Ｚ ｜ｪ 行 ｉ ｬ￯ ｬｩ づくり ｪ を拍け｜ こ の Ｇｫｦｊｾ に向け、

栄出Ji (，: l:ーと汗栄文化のd州|を11折 した行楽文イヒ布Illn・柄氾!をはじめと

して、線々なプロシ‘ ェク卜をWU生していると ころである 。

以 卜に七なプロジ‘ ェク卜の概裂を.j 1J げる 。

本市主要プ口ジ、工クト

浜松地域テクノポリス構想

浜松 地 主主テクノポリス 村 ｊ 必は、 ｉ［￭ ｾ ・ 中 ・ Ｑ ｊ ・ 遊の制 ヰ ＱＱ のとれた行 Ｑ Ｑ

浜名湖国際頭脳センター



『打づくりを 1=1桁し、市度技術に立j依1I した工業基盤の形成をはじめ、

f 勾|可研究機|具仲良好な居住環境の整備を進める桁恕である。 qｉ ｾ 安と

なるテクノポリス都|主l地区は 243ha のがl棋を有し、高度な産業技術

の拠点形成が進展している 。

浜名湖頭脳公園矯想

ｒＦｒ をコンセプト ｴ する浜名抗日明 ｊ￬ｾ 公国構想、は、浜名湖の優れ

た l可然環境を背景とした研究 ・余11院空111 ] を創出する構想てあり、地

域産業の日度化 ・情報化の促進などテクノポリス構想、をソフト而か

ら支えるものである。 このrll 核となる浜名r Ml国際E民Ji 五センタ ーにお

いては、情幸Ik提供、人材育成、 |王|際研究交流、 研究開発等の祐司工業

を展11りし ている 。

国際コンベンションシティ構想

凶| 燦コンペンションシティ梢訟は、 l主1I人l外の様々な会議や展示会

・見本市等を誘致し、人、もの、情干Ixの交流を促す t ともに、様々

な情報の集.f!'i t 文化の創造、地域産業 ・経済の振興発展を図るもの

である 。

アク トシティを I:J- I心とし た多彩なイベン ト・コ ンペンションの開

催や地域の特色を生か したアフ ターコ ンベンションの充実など、浜

松らしい佃性あるコンベンション都市づくりを推進している 。

総合大学化構想、

幅広い芸術文化活動や産業の振興発展を図るためには、優れた人

材の育成が不可欠であり、地域における大学等高等教育機関の整備

充実が重要な諜1哩となっている 。

展示会風景( アクトシティ浜松展示イベントホール)

このため、浜松市総令大中イ出伴走! のもとに、的| 前! 大学' やif(f 岡県立

Ｇ判 ｚ 封切大学古 Ｑ Ｑ など既存大中の ｾ， ｛ｬｴｩｪｭ 充尖をはじめ、静岡県阿部地域

9大学と浜松、鰐IrJ 、袋)1' 1打との辿携による !lr!-i J開11地域1":) 等教育オ、

ヅ卜ワ ーク卒業を= t i凶主しているところである 。

このうち、平成 8年度にはマルチメテV ア社会を展望した学際的

な予告 ＱＱ として、 ｩ Ｇｲｦｴｩ， ｙ￮ ｝ 大学的幸 ＱＢ 学者 ＱＱ カ苛 ｾｲ 設されるとともに、的岡県立

大こはWVl 大学者11を基礎とした新たな 4年制大学の設置が平成12年

度に r定されているところである 。

13: 11深化、情報化など祈念経済' J)'f勢の急激な変化とあいま って、産

業所到 ｪ のボ ー ダレス 化が ＭＭ Ｉｾｉｬ 進展し、さらには経済 のソフト 化 、サ

ービス化など地域産業主? 取り巻〈部境は極めて厳しい状況にある 。

また、近年における海外との ｦｾＨ 易不均衡の是王と ｴ もに、生産機

ￍ￬ｾの海外移転に ｦｬｾ う地域産業の宅 ｉＱ 日ｼ化がＡ懸念される ＱＱＧ 、海外との相

依作を図りつつ、日正イ子政支ーの高度化 ・高付加価値化 t 次代を担う

新たな産業の育成が急務となって L、る 。

「産業と文化の制不IIある 41かな人川都市づくり」は、 これ ら地域

の産業、文 化、そし て人 材 の 行成が有機的に辿 Ｑｾｾ し、相来効果を発

11ft しつつ三位一体となってはじめて実現する 11-'長則的な都市づくり

の日棋である 。

21世紀へのさらなる 11制t をJVl し、新たな産業 ・文化のかl造と情報

発イ鰍l点の形成を 11桁した施策71械を阿ってまいりたい。

( かね二 はるお/ 浜中止 di 企阿部{ E 同泌長)

大学キャンパス風景
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仁 二遠江一地域振興の施設づくりと文化二 コ

浜松らしい都市文化の創造

金 子

人々の価値観の変化やライフスタイノレの多緑化を背景 t して、都

市に求められる機能や果たす役割l も変化してきており、地域同布の

向然、歴火、文化、産業が都市の魅力を時し 11'1 し、また、それが人、

もの、情十1*の交流と蓄積を促し、新しい都市文化と産業をお|日ょする

など、地域の活力を生み11' 1すものである 。

J R浜松駅を降りると、 新しい浜松市のランドマーク「ア クトタ

ワーJ ( 市さ 212m、!ill._上45階建て) が悠々と鈴え、音楽の街を象徴

するかのようにカリヨンの背がl鳴り黙とき IYfpカ' に| 砕を告げている 。

浜松市にf d丘訪れた皆さん方は、まず駅周辺の変似くりに驚かれ

ることであろう 。

駅前の16パースのパスターミナノレを核として、日用ヒツレと緑が

f本イヒしたアクトシティをはじめ、者11心I也区のオアシス空I:IJ となるフ

ォルテ( 第三セクターによる都市施設にさらには、都市型ホテノレや

商業』包設州、日拠、て整備され、これらの施設がアクアモーノレ、ギャ

ラリ ーモーノレ、サンクンプラザ ・サンクンカ。ーテ、、ンなどの快適な歩

行者割 ｪ 線で結ばれており、文化の掠り ｉＢｊ い者 ｼ 川 ｪｾｾＮ 境カ ｴ ｐ， ｉ ｝ｬ ｉＧＱ されてい

る。

土|曜日、 FII曜n ともなると、思い思いのファッションを楽 しむ粁

者達や家族主gれで賑わい、 qiiJ( jではフ。ロムナードコンサートや街角

コンサー卜が開催され、クラシック、ポピュラ一、ジ‘ ャズなどの様々

なジ、ヤンノレの音楽カ守荒れ、者11心ならて。はのJI辰わし、の空1: 日が演出され

ている 。

浜松市中心市街地
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浜松市てやは、市民の活動11棋となり、また行財政運常の桁事|ーとな

る総令計illil において、「産業 t 文化の調和ある盟かな人川者IliJiJ を者11

7打づくりの理念として掲げるとともに、「高度な産業技術が釘fi する

告11市J i人、物、情報が交流する都市J i世界の音楽文化が燕る者wmJ

を211止紀に向けての都市づくりの11攻略として明確に位置付けてい

った。

もとより、まちづくりの原動力は「プライド ・オブ・プ レ イ ス ( 地

域の誇り )J を持つことにあり、それはまた、地域間有の資源を見つ

め直し、それに文イヒfl{J 付加古川立を与えることにはかならない。

「世界の音楽文化が燕る者11市」は、こうした視点に4必Eイ小、

布仰仰11阿i伺司市巾7引l戦i依戊仰同略各てでや冶あり札、 2次産業を 11ド1心とする生産者都11阿1灯叶干可市|打H してのイメ一ジ

が強い浜才松公市を、 これまで附われてきた生産力に加え、様々な文化

交流から新たなビジえ、スチャンスや者 Ｑ Ｑ 市文 化 をｾＺＨ￮ ｉｊ 造し、 ｪｬＧ￭ 首都 ￯ ｬ￯ ・

文化都市への展開を図ろうとする 73図をも有している 。

音楽文化都市構想の推進

11本で初めてピアノが造られた街、浜松。

{ f 楽文化都市t 1
y
f . 泡! は、ヤマハ、カワイに代表される本i li の弘・統あ

る楽時産一業の土; 撲と前ブJ ;を生かしつつ、 市民レベノレから世界レベノレ

に王る多様な背楽文化交流やイベントを展開し、背? t ¥i を通じた市民

の盟かな駿性やおIJ 造性を用い、者11市型のライフスタイ ノレを提供する

とともに、個性ある者Ili ! i 文化のおIJ 造を |二|指すものである。

街角演奏風景



その推進拠点となるのがアクトシティと制高l県音楽公悶( 計阿段

附) であり、施設而ではし、ずれも |玉11人jてやはトップクラスの機能を耐

えており、ハイグレードのオペラ、ミュージ》ノレなどの公演や背楽

おIWFii雪崩jが地方都市で可能とな った。

また、アク 卜シティのキH釆去のよぷーを目玉め、「音楽と楽器のまち浜松」

を内外に広〈紹介するため、我が国て弓< ) ) めての公立の楽総11F物館を

建設した。

楽器博物館 1;1:.、 一世界の様々な地械の楽器を歴史的 ・体系的に展示

するとともに: 古楽器のレクチャーコンサー 卜などとの紺み令わせ

により、従来型の「兄る 14物fi 't'o: J のみならず、体験型の「聴く I呼物

釘fJ としての機能も有しており、当初の予想を盗かにJ -.l nl る米航者

を数えている 。

ｦ よ ｦｲｦｩｾ に様々なジ、ヤンノレの音楽が ｪ 五れ、 す ｶｬ 珪に音楽が楽しめる街 。

世界から音楽が集まり、新しい音楽文化や音楽産業が生まれ育つ街。

それが、本ili の目桁す背楽文化者1I市村f想のイメージであり、者Ili li

のアイデンティティの確立や魅力ある都市環境の創出に大きく寄与

するものと考えている 。

lL体的には、市民レベ、ノレの音楽凶体の育成や地域音楽教室、プロ

ムナードコンサー卜の|羽俄、さらには国内外の様々な音楽との ，'1げト

L  、の創出や音楽を通じた交流を市民と→木となって進めている 。

また、浜松国際ピアノコンクーノレやブザ、ンソン国際青£同日軍者コ

ンクーノレの開催をはじめ、ポーランドのワルシャワ市、イタリアの

楽器博物館

サンレモ市と背ｾ文化友好交流者 ｉ ｬｲｨ 協定を締結し、ショパンフェス

ティパノレやミュージ‘ ツクシティフェステイノカレの|州躍など、匡11際的

な音楽イベントや文化交流卒業の展開を図っている 。

平成 6年 11日20n、アクトシティで開催された「第 21111浜松|主|際

ピアノコンクーノレJ は成功名目こ静カヨにエピロ ーグを迎えた。

出場申し込み者数は49か岡 2地域の 340人、延ぺ入場者数も 17J

人にのぼり、コンクールのレベルの日さはもとより、運常而、待: i 1 : ! i

而でも高い罰イilfi を符 t:. 。

ことに、楽総生産者| 川i としてのパックボーンをいかんなく発揮し、

練習会場には日級ピアノがセットされるとともに、市民の |弘j J を待

ながらホームステイも行訓われるなど、 iJ '，: 場者には満足のいくf J ; i J :Ji:が

雌保され、大変な好評を紺ることが出来た。

平成 7年 4 月に開催されたブザ、ンソン国際青年指揮者コンクーノレ、

7 月の第 7 1ii 1世界l吹奏楽大会においても、浜松|王|際ピアノコンク ー

ノレで培われたノウハウを生かし、i ' li民 ・企 業 ・行政がーイ本.となって

事業展開を図り、成功を収めた。

浜松市の都市づくりの歴史は浅く、世界の音楽文化カr-mる者1I市づ

くりも未だ' *，ri についたばかりである 。

そして、いつの nかアク卜シティから身u r . った若き音楽家が世界

の楠舞台に立った ｈ 寺、背ｾ文化都市浜松カ子世界に情報発信されるで

あろう 。

(か ね こ はるお/ 浜松山企 j
iJi

l1f t ，企同課長)

浜松国際ピアノコンクール

97 



仁 二遠江一地域の作品紹介二 コ

アクトシティ浜松の施設概要

山 下

浜松市lはま束京と大目阪l反zのiはt釘lぼ.f lリ|ド央にあり札、人口約5日6万人、静岡県内

で最大の都市である 。21世紀に向けて到組長を 目指す浜松市は 「高度

なj遥業技術が集結する街J i人・ 物 ・情報が交流する者Ilil iJ i世界の音

楽文化が京る者li il i J を |二|棋に仰げ、様々な胞策を杭極的に進めてき

た。「アクトシティ j はこれらの 1-1椋を共羽化する都心部での有印封処

点として、浜松1 ' 11カ涼一生命グノレーフ。をパートナー に官民ーイ本とな

り開発し運営する 羽ゴ三なプロジ、エク トであり、発展する iJf f . 去のシン

ボノレとなるものである 。

アク卜 ( ACT) とは、 A はア ー ト ( 芸術文化) 、アコ ー ド (制

和) 、C はコミュニケーション ・コ ミュニティ( 交流) 、コンベンショ

ン、 T はテクノロジ一倍業技術) 、 トータノレマオ、ジメン卜( →本的

管理) などの旦欣浮からなる名称。文字通り音楽文化、産業技術、

情報通信など日次な者 ｉ ｬｲ ｬｩ 機能が綾子干した都市空 ｉ Ｚｾｉ であり、自然に優

しく、周辺地域と制手11 した経r :J くりをコンセプトに設計された。

アク トシティはA 、 B 、C 、D の 4 ゾーンで将j成され、A ソぞーン

( 市施設) は大 ・' 1-
1
二つのホーノレと コングレス センタ ーがある 。 B

ソ

ε

ーンは民11¥1胞設アク トタワ ーで、オフィス、 ホテノレ、商業ソぞーン

を移住する ltl!.__1:.: 451i倍、日さ 212 .17m の;也市用ヒツレ。C ソ手ーン( 1' 11施設)

は展示イベントホーノレ。Dソマーン( 1' 11"施設) は研修交流センタ - i:

楽器昨物館い、う施設桃成である 。 また、屋上を襲う緑の庭園と各

所に配置されたアートワークが街全体に il到し、を与え、歩行者デッキ

てい各ソεーンを機能的に結びつけている。

世界の文化が薫るまち- Aソーン

A ゾーンには、防音|坊J反対策や音相対|可など樹好の制Ui ieii ，耐えた

大 ・1:1-1ホーノレ、 コングレスセンタ ーが機能的に配置されているほか

全景
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J  R  ￬ｾｾｦｬｾ ｬＦｊ｜やパスタ ー ミナノレと 地 下道でつながるサンクンプラザ、

繰と光にあふれた屋t 公固などがある 。あらゆる舞台芸術を堪能で

きるだけでなく、大 ・' 1-
1
ホーノレ、コ ングレス センターがーィ本の施設

となって、| 玉|際会議や各種コンベンションに対応て3 るのも大きな

常総買となっている 。

大ホール

円本初のIZ!- I而舞台やコンピュータ- t I l IHJi Jの五説Jr設備を完備し、本

格的なオペラや歌舛伎、バレエなど多様な舞台芸術に対応する 。 ま

た、多機能ホーノレとして 500インチの大型H州象、 一階席の会i義刑メ モ

台、 6 か|王|対応の同|叶通訳設備、 rll ホーノレや コングレス センターの

会議室 と結ぶ同時放送設備を備え、国|湾与会議や各種コンベンション

に最高の環境を提供する 。存府は 31r1 4 1情て. . 2，336席。

中ホール

t剖! 万のテクノロジーを駆使して、 クラシック音楽にとって最適な

伐斡時1:: 12.1秒を'尖引した背楽桁向のホーノレ。フランス ・コワラン社

製のパイプオルガンは、古典から引代まで幅広い楽d11のij:ri 奏に応え

る64ス トップ、 4，478本のパイプ。を備えている 。客席は 1，030)市4 か

国語の同|寺jill 訳、 370インチの大型映像を村っとともに、 l吸音カ ーテ

ンによって伐特H寺II ¥J をtfl Jえるなどコンペンションにも対応する 。

コングレスセンタ一

大小仰せて 13の会議等ーがあり、それぞれの会訂遥の収容人数は 18

人から 560人まで。立賓室、r : 11刷宅、主催者事務室なども併設され、

充実 した会議の運常と進行カfできる 。 また、大ホーノレ t は各階のホ

ワイ エでつながるとともに、 31併ではオ ークラアク トシティホテル

浜松の宴会場とも断行しており、ケ ー タリング機能 ｩＺＱ ｾｴＭせ寸木 的 な

利月1ぞ可能にして いる。

大ホール



産業と文化が交流するまち- 8ゾーン

B 〆ーンの中心は、アク卜シティを象徴する地上 45階、市さ

Ｒ Ｑ Ｒ ＮＷＷｭ の超高ｽｾヒツレ、アク ト タワ ー 。 低層部にはガレリアモーノレ

とショッピンク守街、レストランt I 干て澗成される商業ソJ ーン「アク ト

プラザ、」、中層部はオフィス、高層部は「オ ークラアクトシティホテ

ノレi浜松Jo 45階には 「展望回廊J が設けられている 。

アクトプラザ

ヨー ロッパのtli並みを感じさせる雰岡気で、花や緑をテーマにし

た全体のデザ、インは、 19-1:11 : 紀にロンドンで流行したア ート 運動 「ア

ー ツ& クラフッ」を取り入れている 。カーブを描〈カヲス屋恨のつ

いた 「ガレリアモーノレJ は、高さ 21 m、長さ 137m のおしゃれなプロ

ムナード。妖梢たちが11寺を告け、る時計j容や上品なタペストリ ーが魅

力を添えている 。

オークラアクトシティホテル浜松

アク トタワ ーの l 階から 5階と、 29階から 44階に位置するオ ーク

ラアクトシティホテノレ浜松は、客室324室、大小 16の宴会場を備え、

おもてなしの技術 を世界に誇る国1¥繍gxホテノレ。キャッチフレーズは

音楽都市浜松にちなんだ「おもてなしの匠( マエストロ ) J。 ソフ ト

技術だけでなく、施設や内装にも音楽へのこだわりを打ち 11' 1 してい

る。楽器や楽諮をモチー フにした館内デザ、イン、 音楽家にまつわる

え、ー ミングな E 、見所は多い。44階のスイートルーム「シンフォニ

ー ・スイ ー卜 J は、有名ホーノレと同じ音響効果が得られる設備カヲ2

っており、演奏家がくつろぎながら次のコンサー 卜の準備ができる

世界初の施設となっている 。

展望回廊

t也上45階に設けられた浜松の新しい展望名所。高さは 185mて京

j旬ー を誇る 。611皆から分速150 mの高速エレベーターに乗り、約 l 分

てや到着。南側には広大な遠州、|謀! Eの水平線、 二|凶!!I Iにはま危たな湖西連11峰、

南アルプスの山々、富士山 も見渡す こと ができる 。

人、物、情報が交流するまち- c ゾーン

C ゾーンには、広さ 3，500m
2

の展示イベントホーノレがある 。J R浜

松駅に隣接するい、う優れた立地条件を生かして見本市、展示会、

オークラアク卜シティホテル浜松「シンフォニー・スイ ート J

各種イベン卜など人、物、情報の交流ステージを提供する 。

展示イベントホール

最大5，300) 市制iM呆て守きる 3，500m
2

の施設。開催矧実に応じて 3分

割して利mすることも可自色。床には組検にピッ トが走り、電気、給

排水、屯話などを自 1:1=1(二号|きU:' Iす ことができる 。 6室の控室は各種

商談に好適で、主催者事務室 も用立してし、る 。

高度産業技術と音楽文化が集積するまち- 0ゾーン

D ゾーンは、地下 H皆、土也上 61惜の建物。楽器博物館は公立では

全国でも初めての楽総専門の問物館であり、世界中の楽器に、そし

て楽器の歴史に間近にふれることができる 。研修交流センタ ーは産

業情報室、音楽セミナ一室、会議室、研修交流室を備え、2 1 - 1日己に

向けた産業と文化の支援引i5極的に進めている 。

楽器博物館

2，190m
2

の展示室を持ち、 18-1:!t-t，cから 20世紀にかけてのチェンパ

ロ、ピアノ、ホルンなど 世界各国の音楽の歴史を彩った楽器を1肋及、

展示する計l直|で、オ ープン当初は米国のロ ーゼンパウム家コレクシ

ョンや、オ ーストリアを代表するピアニス卜、イエノレク ・デムス氏

の コレクションなど ヨーロ ツノ f の鍵盤 ・管楽器や 日本の楽器など

600点余を展示する 。今後も、楽器収集計画に基づき、シルクロ ード

ゆかりの楽器や世界の民族楽器など西暦2000年までに 2，000点の収

集を予定している 。

研修交流センター

パソ コン研修に対応した研修交流室や釣隆に利用できる会議室が

10室あり、遮音設備を備えた 15の音楽セミナ一室は、音楽の発表や

練習にも利用て冶る 。産業情報室は特需午資料を 中心とし、テ、、ータベ

ース、 C D- R O M、産業専門図書等により情報を提供する 。また講演

会、講習会等による人材育成、交流サ ロンにおける情報交流等浜松

市の産業振興の拠点となる 。

( やました けんじ / 例 アクトシティ浜松運営財団総務部主任)

ガレリアモール
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仁 二遠江一地域の作品紹介二 コ

アクトシティ浜松の運営と今後の展開

山 下

アクトシティの管理運営組織

di ・民川施 設 が一体となった複令胞設であるアクトシティは、

様々な行111tJ 機能力湖精しており、その機能を十分に生かした運'戸14・

J. l J ! . が求められていた。浜正公rli と( 掬アク トシテイコ ーポレー ション (第

一生命グノレーフ。の|泊予断¥l l i 耐では、効率(I {Jカ・つ機能的なアク トシテ

ィの運弘常JI]l { f 行うため、第三セクタ一方式を合め、 J様隊々 な連;符渚

刊3形M閉1態虫をを? 担恕; 〕! 定して検討を進めた。検討品対結f古;果、 TI i 施設、 民 Ｑｾ ｜ｊ ｽｪ 包設は、

事幻也| 付でその所有区分が明確に分かれているため、基本としては、

それぞ、れの胞設 をそれぞれの所有者の点任において連常管理するこ

ととした。 その運営管理j止l織として、 r! i 施設は浜松市の !-I "1付金と第

一生命グループ、 地元企業、市民の背中本カ= らの:郁 H令により ?起 E し

た例アクトシティ浜松連常財団が行い、 t( ll¥J 施設はすでに |別手制民放

として機能をよｾたしてきた Ｈ 掬アク卜シテイコーポレーションが当た

ることとなった。 しかし、駐車場をはじめユーティリティセンタ一、

防災センタ 一、' 情報設備など両者が共mする設備については、 一つ

の ＱｾＺ 型車 ｬ 防止カ ｌ ｴ 青管理する必要があるため、第 三 セクタ一方式によ

り幸Vrたに( 側アク トシティマオ、ジメントを設11ーした。 また、 NMili j! IFI'

て、初めて導入した地域冷暖房システムの経常縦断kとして、 j財公rl. f供

出f百仰を第三セクタ 一方式て下次立した。

これにより 、 アクトシティの作剛体制はすべて縫い、 ｬ ｾ ｲ 民の ｊ ｩ｛ Ｎ棋

を? 越え、効率的管理運営に努めている 。

中ホール
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アクトシティの運営状況

アクトシティ l.t. 平成 6 午10) J ロリン ・マゼーノレ十日"1f ノf イエノレン1iX

i孟交年! ? 楽同によるオーフ。ン記念コンサー卜によりオープンの幕引jトl

けたわけであるが、 こ れ以降大ホ ー ノレが 市 に ＹＰＥ 五 μ ての倒効率を ｾＺ ｈ ｾ

持しており、楽部It
l

[ 物宮内もオープン 8 か月* にして人断指が10])" 人

を突破、また、民望川廊についてもオ ープン 14かnで入場者が90万

人を突破するなど、 L、ずれの1M設も順調な推移をたど っている 。

アクトシティ計jilil の 3つの大きな中主である、アート、コンベンシ

ヨ ン 、テ クノ ロ ジ ー の 振興にｼ刻しても才ｾ Ｚￆ な成果を上げ つつ ある 。

アートでは、ロリン ・マゼーノレ氏やダニエノレ ・パレンボ、イム氏など

111界のマエストロをアクトシティに迎えるこ t ができ、また、浜松

同| 祭ピアノコンクーノレ、ブザンソン|王|際背3同行都新コンクーノレ、浜

松 |玉| 際符楽器アカデミ一、 111 : 界吹奏楽大会等を通して |止!l f ll 'の杵手

古楽家 ・汗楽愛好家が浜松に集い、浜松からはばたいてい った。 さ

らに、海外の音楽先進地の低- れたノウハウを吸収するために、すで

に背楽文化友好-交流協定を締結しているポー ランド ・ワルシャワ市

(、1'<: 成 2年 10n - ) 、イタリア ・サンレモTli ( 平成 3年 7 )J - ) に加

え、チェコ ・プラハ|王|立劇場と提携することとなり、プラハオペラ

公社ii など定期的な友好 ・交流事業が|州在されることとな った。 コン

ベ ンシ ョンについては、アク 卜シティが持つ コンペ ンシ ョンの三大

要素い、われる、会議 . 1(1l(1 ・展示機能剖扶| 浪に活)IJ した大脳共

オークラアクトシテ ィホテル浜松「ロビー ・フロント」



コンペンションがオ ープン以来50件開催され、特に学会に|剥しては

医学を It l心に19件を数えるなど 、当初予想、をはるカ、に超える誘致に

成功している 。なお、 トレードショワへの出展や、新たなジ‘ ャンノレ

としてインセンティブコンベンションなどを対象にし、 引 き続き誘

致活動に努めて いる。また、テクノ ロジーの面においては産業情報

室が' 1i J f 究開発型企業を 1:1' 心とする 地元企業への産業情報の提供やデ

ータベース講習会等の人材育成事業を展開している 。一方、民間施

設であるアクトタワ ーは東海道の中間点の現代における道牒として、

発展する浜松の象徴としてのラン ドマークと いうイメ ージが定着し

つつある 。ホテノレ、商業Jjjg設部分につし、ては、市施設 t の相釆効果

により 、特にイベント ・コ ンベンション開催時の集客力を生かした

営業展開をし、 相当の成果を上げて し、る。

アクトシティの今後の展開について

アク トシティ計画は施設の完成によって終了するものではなし、。

もともとアク トシティ計画に求められて いるものは、浜松地域の経

済活性化てあり、楽器の街から音楽の街への)j 則倒iであり、さらには

情報の発信である。つまり、 これらが実現化 した t きこそが其のア

クトシティの完成である 。 したがって、品断完的な事業展開が必要で

あり 、アク 卜効果を周辺地域に広〈浸透させて いかなくてはならな

い。 このためには、 二つのf. *題が考えられる。一点目としては、周

辺地区の開発事業 t の整合性てあり、 ーイ本化 にある。現在、施設北

ワルシャワ市との友好のシンボル「ショバン像」

。!IJ の地区にお し、ては区画整理事業による新たな1frづくりを進めてお

り、この区域内には地域情報センタ ー・ 文科系IJ . Y 年制大学の設置や

|王|・ 県等行政機|民!の他地区からの移転が計画されて L、る 。 この地区

を合む J R浜松駅東地区は情報 ・行政 ・文化の一大発信エ リアとな

りうる可能性を秘めているわけである 。 この可能性の鍵はアクトシ

ティカf聞かれた拠点として、支援機能を発揮する こt がて3 るのか

にある 。 二点目としては、関係機関との提携による事業の推進であ

る。幸いにして、浜手去I也区にはアク卜シティ計1百|と目的を同じくす

る|剥係機関が多数活動をしている 。先端技術産業の集結を図るテク

ノポリス計画の推進機関である 「附浜松地域テクノポリス推進機

構」、第三セクタ ーにより研究開発と人材育成を進める 「附浜名湖国

際頭脳セ ンタ ー」、世界的な音楽拠点の形成を図る iMf 岡県音楽公|柔u

コンペンション誘致を図る 「附浜松 コンペンション ビューロー」 な

どがある 。 これら |刻係機聞い、かに述係を図り、効率の良い実効性

の高い事業展開を図るかが重要である 。アクトシティ計画の原点は、

速く H召和37" 1 三の東海道本線高架化促進期成同盟会の設置までさか

のぼる 。 今 日 まで実に ＳＴ 年の年 月 ｾＧｉＡＱ やし、幾多の努力をされた諸

先達の意志を、現在アクトシティの管理運営に携わっている我々が

受け継ぎ211ft紀初頭までにアク卜シティ計画の完了を目指 したい。

( やました りんじ / 例アクトシティ浜必迎悦 IIオ|守|総務部主任)

y.， ;総務l専物館 ・研修交流センタ 一部分のみ平成 7年 H J オープン

プラハオペラ「ドン ・ジョパンニJ
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仁 二遠江一地域の作品紹介二 コ

アクトシティ浜松の設計にあたって

米 川

都市空間の中のアクトシティ

「アク卜シティ浜松」は、芸術文化、交流、先端技術の三つを複

令しながら、浜松から世界に向かつておIJ 造的な情報を発信するとい

う理念のもとに、「産業と文化の調手nする豊かな人間者11市J を日析す

浜松市の新しし、従Tづくりの都心部における |井l発拠点として住世づけ

られた、官民→本の複合開発てある 。

計画地は浜松駅前に生み出されたi 't重な土地であり、市民に開放

された魅力的な公共スペ ー スによる都市型交流空 ｉＺＺｊ ｾ 目指すととも

に、浜松の顔として、それにふさわしいシンボノレ的な空間の倉 ｉｗ ｾ ｉ を

意図した。駅前開発てやは一般的に難しし、とされる緑あふれる環境を

創出するため、街区全体を「立体公闘J と位置づけている 。

駅前広場からテ ｖ キ ・ 地下道で有効に述 ｾＺ各された人々の ｦＢ ｩｦｴ うサ ン

クン広場、民II¥J施設の導入部をになうガレリアモーノレ、ホーノレや商

業ｾ ｍＺ 設 Ｈア ク ト プラザ ＩなどＮ仰門苦 Ｑ Ｑ の屋上を有効利月 二ｬ し、緑と変化

のある空ll ¥J uii/J '1がなされた屋上庭様|などが歩草分離され、各所に到j

〈歩道が設けられた| 旦|遊性のある快，述iな歩行者え、ッ卜ワ ークて1加工

れており、施設全体が広〈市民に開放された公共スペースとして計

|百lされている 。

新しい超高層ビルの実現にむけて

浜松のランドマークとなる 一棟の超市府タワー( アクトタワー)

は、}_i ftl カ可郎、といわれる地以性を考慮し、主ブil 有lを束西に向け、玉IZ

而形状を流線型にすることによ って、その周辺地域に及ぼすii13年半の

軽減をはヵ、っている 。 また、タワー上告rl をセットパックさせた形態

は、北側IJ 周辺地以への日影の草剤i石油白& し、さらにホテノレ客室と事

務室空川を縦に重ねる必要から生じた、超高層ビノレとして初めて採

附した「スーパートラスJ の開発によって失・現した。

一方[[l J而の外壁は、テレビ屯i皮を古LJ 文身、卜させることにより、電波

l吸収材( フェライト) 装析と併せて、' ; G : ij J 0刻、j障害の; ; 湖範囲の縮

小をはかった結果生み出された。 このように、それぞれの設計意図

を兵事1化し、課題営技術的に解決してゆくなかで、超高層ビノレとし

ては! f. l J字放のある独特のフオノレムが生み出されたといえる。
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複合施設の個別化と一体化

ーより大きな機能の実現にむけてー

官民共同の開発事業と、多FH途多租類の複合建築い、う側面から、

街区( ソ。ーン) ごとの所有区分、用途( 機能) 区分、管理運; 堂区分

に対応した明快なプランニングと同時に、アクトシティ全体のーイ本

的な効果( 魅力の;噌| 師、機能の相互ネl I i 完、相乗効果、運営の一元イり

を? 発揮するい、う、相対する与制牛の統ー を目指し施7婦 li市|を行つ

ている 。

それぞれの街区( ゾーン) に設けられた施設は、オペラ上j寅を視

野にいれた我国初の 4 面舞台をもっ大ホーノレ、音斡条件ぞ重倒した

コンサー卜指向の巾ホーノレ、設備対応やフレキシビリティを重税し

た平土間の展示イベントホーノレ、時礼披露宴や事|飲サービスに重点

をおいたホテノレの宴会場など、集会施設として類似のもので、わって

も、匁u共・装備などで差別化をはかり、それぞ、れの目的に応じて住

みわけられるよう計画した。

一方、これらの施設は、大ガil 梨な大会などでは、全体会f品 分 科

会、パーティーや宿泊など、それぞれの分野をにない つつ、アク ト

シティ全体としてひとつひとつの大きな機能力 f発揮で3 ることを目

十日している。

また、地域冷暖房プラン卜やユーティリティ ーセンターを設け、

設備 システムや防災システム の一元化 をはかるとともに、全施設に

共通の L AN を構築し、ひとつの'IW平|材、ットワークに組み込むなど

多機能の諸施設の有機的な統令をはかっている。

音楽の、、街M のデザイン

アクトタワ ーをはじめ、立体公園や方、レリアモーノレなど、 この胞

設を貫〈デザインイメ ージは「音楽の街浜松J にふさわしい、音楽

や楽株主? 連想させるエレガン卜な山線や IJ I: I商の構成であり、指-一庁 、

12図した空I:' :'J演出やデザ、インは、 ともすると権威 的 て Ｂｾ ｉ 三 人間的に ＱＱ 火

える超高府ヒツレや大悲訪英開発を、親しみやすく、やさしく、安心感

のある都市空間の一部とすることて‘ あった。

( よねかわ たつお/ 附 11 本設計第一処築設; i J " lttl
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仁 二遠江一地域の作品紹介二 コ

浜松市楽器博物館

佐 藤

はじめに

浜松市は徳川家康築城の浜松城主? 中心に発展してきた城下町であ

る。東海道の WJ " II :I央に位置し、古くから東西交流の主要な宿場IIIT

t しでも栄えてきた。現在は前，jlii J!l，l - 最大の人 1- 156万人余を擁し、東

海地方の中核をなす都市である。

浜松といってまず連想されるものはホンダ、スズキ、ヤマハなど

の世界的な企業であろう。 これらがこの地 に生まれた背景には様々

な要閃が考えられるが、そのーっとして「やられ、かJ ( 悲川方言で

「やってみようではないかJ のな) という約千11
1がある。 これが この

地の発展の原動力になっている t いえよう 。

そんなやらまいか杭ネ111にあふれる浜松が、また一つ全国に先駆け

て達成した ことがある。それが楽器tW物館の建設である。

施設構成

浜松市の主要産業の一つに楽器がある 。これは約100年前、 111葉寅

布有氏によってリ ー ド・オルガンが{ 乍られた ことがきっかけて、ある。

浜松市は今庇、 ヤマノ¥カワイのような世界に名だたる楽器メ ーカ

ーを持ち、管楽器卸% 、ピアノ鈎% の全問シェアを誇るまでになっ

た。

このような楽器産業を基盤とし、浜必市では21世紀を展望する新

い 惟Fづくりの基本目標に、「骨楽の谷千づくり J というものを掲げて

いる。 その拠点のーっとなっているのが、 J R 浜松駅東側に 1994年

10) J に建設されたアクトシティ浜松である。 アクトシティ浜松は旧

同欽の貨物ヤー ド跡地 に、官民→4まとなって建設された音楽文化を

ベース t した大r，>IA英複合施設である 。 この最東部、 D ソεーン( 第 14

街区) に 1995王H 月 9 FI にオ ープンしたのが、斉楽の往Tづくり桝氾!

の'I li肢をなす楽器博物館である。

楽器博物館はアク トシティ浜松の一帯11をなしており、 Dソε ーンと

呼ばれる同じ建物内には、特許公判知の地 ) J 閲覧所である産業情報

室、防音設備を施した各種音楽レッスンのための音楽セ ミナ一室14

室、大小の会議室10室がある。全体ではl t i 6 階 ・地下 1階、 J腕也

而政5，203m'、建築面積3，317m'、エントランスは総ガラス張りで、

外観はグランドピアノの山線を模した形となっている。

楽総博物館は この 1 階、 地下 l 階部分をイ却 FI し、展示室は 1階第

l 展示室872州、地下 l 階第 2展示室738m2、第 3展示室550m2ていあ

る。展示室以外では収蔵庫221m'、工作室27m
2
、学芸員室132m'など

があり、楽器博物館占有部分は4，110m' て、ある。各展示室、収蔵庫は

アクトシティ浜松C ソーーン地域冷暖房プラン卜より冷水、温* " 蒸
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起の似合を受け、ダブル コイノレ空訳機による単一ダクト方式で241時

間空間をし ており、展示室内は 仰 認 直22度、温度50- 55%に保た

れている。

資料収集と展示方法

浜松市は囲内洋楽総産業発祥の地て、あるため、かねてから楽器防

物館の計画はあったものの、楽器の収集が困難であったためなかな

か実現されなカ・った。そんな折、 ニューヨークの楽器収集家故ロパ

ー ト・ローゼ、ンパウム氏の家族からコレクションを一般市民に公開

するのであれば、、一折して譲ってもよいという申し 出があり、 1991

年浜松市がローゼンパウム家から 459点の楽器を購入した。 これを

きっかけに楽器博物館の建設計l而|は一気に加速し、様々な楽器が世

界各国から集められ、 1995年 4 月オープンとなった。

これまで国内に楽器を収集した 11F物館はあったが、それは音楽大

品の付属施設や個人の コレクションの公開であったり、ある特定の

楽器のみを集めたものであり、あらゆる 地域 ・時代を範昨に入れた

ものとしては、当館は公立て初j の111物館である。

現泊二は第 1展示室、第 2展示室主r: Ｇｾ ｩ ｦ［ 設展示、第 Ｓ 展示室を特 別 展

示等に使用して いる。 これらのスペースに、 世界中の様々な地域 -

H寺代の楽器営効率よく展示し、 比学しやすくするには、楽器の分類

が 必 要となる。そのための分類法はいくつかあるが、当 ￢ Ｇ￮ｾてＢはホノレ

ンボ、ステノレニザ、ツクス分類法を採用してし、る 。 この方法は楽器を発

音原理に基づいて分類するもので、次のように 5種に大別する 。

①知1鳥楽器( 空気柱の振動によって音を発生させるもので、主に

管楽器十。例 : 尺八、 トランペット、クラリオ、ッ卜)

②体I( 鳥楽器( それ自体がl鳴る素材で作られたもの : 例 シンパノレ、

トライアングノレ、拍子木)

⑨ !莫11，日楽器 (張られた!I 英や皮の振動によって音を 出すもの。例 :

鼓、鼓、タンノ f リン)

任河玄I( 鳥楽器( 弦を弾いたり、擦ったり、打ったりして音を 出すも

の。( YIJ : ギタ ー、ヴァイオリン、ピアノ)

⑤電l鳴楽器( 屯気を使って音を出すもの。仔IJ : シンセサイザ、一、

エ レク トリック ・ギタ ー)

これらの分類を基に、ピアノ産業が雌んであるという浜松市の地

域性を考雄、し、弦11，鳥楽総の内、ピアノなどの鍵税楽器を月IJ 分類と し、

第 l 展示室に弦11，鳥楽器 ( ピアノ 以外) 、第 2展示室に気11，鳥楽総、体11，白

楽器、 !I 英11，鳥楽器および弦11，鳥楽総 ( ピアノ ) を展示 している。宅脱: の

ところ電l鳴楽器は扱っておらず、展示品は全体で600余点、収蔵品は

950点余である 。



館|ノサに入ると楽器独特の芥凶気につつまれ、 RF物館にはめずらし

い華やかさを感じることができる 。 その一つの要l丞|として、当館の

特色であるオープン展示が挙け.られる。楽器は Jゲラスのケースに陳

列されているのではなく、すべて政出展示されている 。手を触れる

ことはで3 なし、が、これにより展示品と米自s者との感党的距離をな

くし、普段見ることのて3 ない珍しし、楽器を、より身近に感じるこ

とカfできる 。 さらに展示l?Iの前にヘッドフォンが 2 台ずつ設置され、

11の前の楽総の背を聴くことがで3 る。楽器は音を奏でる道具なの

で、その姿を見ればどうしてもその音を聴いてみたくなるであろう 。

ヘッドフォンが設置されていることで、そのような欲求も十分満た

されるはずである 。砂防ニ、展示ブースごとに設置されたヘッドフォ

ンは 71筒所あり、それぞれ代表的な楽器の音を聴くことができる。

また事制主楽絡は、カッ トモデルい、う楽器内部の構造を割安誌できる

模型により、鋭嚇をが1
1
してから発音するまでのしくみの違いを理解

できるようになっている 。

展示晶紹介

次に展示品の一斉Il を紹介すると、代表的なものにイタリアのノカレ

卜ロメオ ・クリストフォリのピアノの復元品がある 。彼はピアノの

先|リ1者として知 l られ、そのオリジナノレはメ トロポリタン陣物館、ラ

イプツィヒ大学楽器博物館、ローマ楽器博物館に現存する 。展示品

はこの 3台を詳しく調査し、それをまきにクリストフォリの作ったピ

アノ第一号機を復元したものである 。呪存する 3台は 1720年代のも

のなので、笑際の演奏には耐えられないが、この復元品により当時

の音( 本当の音がどんなもので、あったか誰も確かめられないのだが

... . - ) を再毛見する ことがで、きる 。H乍年11月にはこのピアノを使った

コンサー卜も行い、聴衆も肯のピアノの響きに聴きはれていた。

ピアノの発明者クリストフォリ( 伊) のピアノ第 l 号機の復元品

- * 館者が非常に興味を示すものの一つに自動ピアノ: がある 。現在、

自動ピアノといえば、コンピューターを使ったものが一般的であるが、

展示JJ 1は機械式で、その発明はなんと 19世紀に遡る 。展示品は 1926

年製( ロンドン) 、 1927年製( ニューヨーク) で、 コンピューターは

もちろん、 1926年製の方L: J : 屯気すら必要ないのである 。 しかも出奏

は現在のコンピュ ー ター 制 御のものと比ｾ淡しでも遜色ないのである 。

この仕組みは大変複雑だが、日fjlll ( こし、え L:f 、穴をあけた紙製の ロー

ノレによって出奏されるのである 。つまりオルゴーノレの応月1と考えれ

ば分かり易〈、オルゴールのドラムをロ ーノレにし、 ドラム上のピン

をロ ーノレの穴にしたものである 。 これをコンプレツサー またはリ ー

ド・オノレカ「ンのような足踏み式のふ し、ごをlaって l吸気する 。すると

穴のあいた部分だけカ司l及われ、その部分の鋭議室が下がり、音が発す

るといったしくみて、ある。

この自重)Jピアノは、ピア ニス 卜の人件P_()' il Ji，成のために発明 された

と考えられている 。 また、蓄音機の発lリj以後、衰退したことを考え

ると、出奏を残すために考え山された鉢背 ・再生装置ともし、えるで

あろう。つまりロ ーノレはレコ ー ドや C Dのようなものであり、録背

技術がなヵ、った頃にどのような演奏をしていたかを知る唯一 の例代。

ある 。 なかにはドビュッシーやノ f デレアスキーが実演したものもあ

り、当時の名作出l家の演奏を楽しむこともできる。現在 1 R  41旦J ｾ来

演しているので、当時のピアノ j寅奏を j甚能されてみてはいかがであ

ろうか。

むすび

楽総はその素材や形、音の出 しプj や百-色、そ こから生み出される

音楽を通して、それぞれの地域と時代に生きた人々の知恵や時l生色

鮮明に11央しげl してくれる。そこには先人達のおIJ 意工夫や地域による

考え ) j の追いなど、今まで気付カ・なかった新たな発見があるだろう。

我々が楽総というものを考えるとき、斉楽との関わりはもちろん

だ. が、それ以外にも様々な角度からの凡方や考察ができる。例えば、

楽部に十l初、れた絵を通しての美術学的な見)J 、楽器の存在意義、使

われ} j などを考える文化人類学的なJ，G方、楽絡にまつわる神話など

を考える宗教学的な見方、数百年前にどのような素材を使っていた

かという材料学的な見方、現代のような工作機器がなかった頃、ど

のように製作していたかい、う技何百全的な見方など 、来館者がそれ

ぞれのテーマで見ていけば、その楽しみ方は無限である 。

楽器の展示以外にも、展示品がf史われていた頃の音楽を、実|僚に

聴くことがで3 るレクチャ ー コンサー卜 、工作気分で楽t te作る体

験学習、楽総の背景にある文化を考察する セ ミナ一等様々な催しが

あり、楽総 ・音楽を 中心 とした生漉学習の絶好の場であろう。す崎コー

はヨー ロッバと 円本の楽器が小心だが、今後はアジア ・アフリカ ・

南北アメリカ ・オセア ニア等の楽器を 中心に、西暦2000年に収j議品

2000点を 目標に、 収集活動を展開して い く計画である。そうなれ

ば、楽しみ方もさらに倍増するはずである。このように浜松市楽器全

陣物館は、機々なH寺代や地域で作られた楽器を眺めながら、 「人間J

と 「文イl斗 を考えて い くことを目 的 としている。

( さとう たげし/ 浜絵 di楽総 I¥' J. 物館)
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ブォYレテビアレ

浜 松 都 市 開 発(槻

事業の目的

本地区は、 J R浜松駅北 口パスターミナノレに商し、また、 r! -I心商

業ゾーンである西街区への導入部に位置している 。

駅周辺は、東海道本紙地統立体交差化， ｾ ｊ ｔ 業、遠州、 ｼ 鉄道述統立体交

差化事業並びに浜松駅周辺土地区間雄理事業の各事業の施行により

大きく変貌し、 56万都市浜松の玄関 1-1として、さらには、浜松地域

テクノポリスの回都 市とし て、 Ｒ Ｑ 一 世紀に ｼ 有 ｬ け ｾＧ Ｚ ｪ 次な都市機能の集 ｻｪ Ｇ Ｈ

UPi I性あふれるまちづくりが進められている。

フォノレテの建設された 11街区は、 一部旧同鉄月 J1也を含むものであ

っ たが、市民共有の立重な財 産 としての書札ｾから、浜松市がこれを

l収得することとな った。

浜松市てやは、「浜松の顔づくり J として多くの市民が注視し、多く

の ｊｕ ｊ 待が込められ、 ｲ ｬ ￯ 民各界各府からの様々な要望が ｉ ｾ Ａ ｾ ｉ され、この

ｉｊ ト Ｑ Ｙ 位計 ｾ［ｈ こついて、駅前としてふさわしい整備の検討を重ねた 。

この結果、隣接土地所有者である述州総立桝司会社との共同によ

り→本開発を凶るものとなり、交通紡接点機能を活か し、 問辺の商

業集積 t の有機的な連携やーイ本性、魅力ある都i I i 景観の形成、さら

には、市民の憩L 、の場の倉IHl' l 1: いう書札t互にたち、人々の者11市活動に

おける賑わ L 、針策 ｉ ｾＡｾ ｉ する ｬｩ ｬ 核施設として位置づけたものである 。

この事業主体として、浜松市、 n木|井|発銀行及び民間企業の出資

を受け、 11百平1163年 (1988
i
ド) 2月、第三セクターとして「浜松者11m

浜松駅前パスターミナルに対峠するフォルテビル
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日f. 1発株式会社J を設立した。

フォルテビルの特徴

当ヒツレは浜松布1I市開発株式会批と述州、|鉄道材司会社のEli- 同ピノレてや

あり、それぞれが床面積の 2/3"&び 1/3を区分所有している 。遠州、1

ｪ Ｙ￧ｪ宜株式会社は本社機能及びテナン 卜への賃貸、 ｪ 兵［ｦＱ ｾＱＱ 市ｼ日ｼ発 ｊ 除虫、

会社はテナントへの賃貸とホーノレ ・ガーデン及び会議室の1' 1断とを

L な業務としている 。

しかし、 フォルテピノレは単なる経済効率一辺倒の孝行ピノレとして意

図されたピノレではないことは、そのタは見からもわかると忠われる。

構造的には建物の ｉｾｬ 央通路によ っ てｽＡｊＺｻＡｬ ｬ ｬ のアトリウム棟 ＨＸＱ 府まで

の吹き抜け = 市さ 36m) と同{JlIIのオフィス棟のふたつに区分される。

ア トリウム棟には吹き抜け脅11分をコの字型に囲むように ν ス トラ

ン、国| 境改流テラス、カノレチヤ 一教室、パソ コンショップ、年金相

談センタ 一、l鰐長倍、 A T Mコーナ一等のテナン卜が入肘し、各フ

ロアーごとに多彩な展開を兄せている 。「ビノレ内を自 Ij:1に人々が[ I !遊

する」ことを想定したテナン卜村L成を目指している 。

一方、オフィス棟は市民サービスセンタ ー ( 浜松i li) 、地元テレビ

局、信販会社、コンピューターソフ トハウス等のテナン卜が入居し

ている 。

由社の管理rrする部分のうちても主も特徴のある施設はア トリワム棟

1 階のガーデンと 地下 21暗にあるホーノレて、ある 。

正面外観



カ。ーデンは 81f皆までの炊き抜け柿造となっている。而有iはおよそ

ＵＸＰｭＧ 、気浮 ｩｾＳＳ ， ＸＰＰｭＳ 。ここは前述したように「市民の ｪｅＡ し、の場の倉 ＱＱ

ｉｪｾｊ＠ r人々の都市前動における賑わいを演出する l 川刻J包設J 守コンセ

プ卜に設けられた。中空には「芸システムJ 一一アリーナ型スピー

カーを内蔵した音斡 ・!日11
1 f トイ木型システム一一刻it え、定期コンサ

ー卜、展示会、各種フェスティパノレ、農産物の展示即売会等広〈 市

民の利川に供されている。平成 7年度の週末の干刻効率は80%台とな

った。三々五々休息に立ち寄る人たち、ノートを拡げる 学生も多〈

見られ、またタ家11ともなれば待ち令わせの;場としても手11Jl J され、「屋

根のある公園J としてガーデンは市民の生活に定者した観がある。

また、 21皆ガーデン( 而もロ50m' ) は、 11府ガーデンのイベン卜と

A脱した利nJ のほか、イベン卜のない時は浜松市の市政・サービス

の紹介をする広報展を実胞し、年IMJ を通じて利川されている。

一方、 ホーノレはffnfM97m' 、故大家; 席数810席、その他に楽屋 5

室、シャワ 一室、搬入川 リフト ( 2. 1mX4. 8m) がある 。音響、 !!(i

ｉ ｾｊ 、舞台 等には最新のシステムを備え、さらに可到 ｊ 応機構ＨＱ Ｗ のブ

ロックに分割された床が上下 2mの範囲て引く) と椅子を床下に収

納する機伊Jを採用することで峨々なステージ、レイアウトを組むこと

ができ一各在晴演会、| 映| 司会、記念式典、ファッションショー、コ

ンサー卜、 j即刻、展示会等一多 1-1的ホーノレの機能を有している。利

則状況は、オ ープン初年度( 玉1:<成 2年 11月オーフ。ン) の 40%台から

平成 7年度は 70%台 UG込み) へと着実なや11ぴを凡せている。

ガ ー デ ン

フォルテビル建築概要

事 業 主 浜 松 都 市 開 発 側 ・遠 州 鉄 道 側

主 要 用 途 ホー J レ等文化施設及びオフィス、底舗

工 期 平 成 元 年 l 月 ~ 平 成 2 年 11 月

竣 工 平 成 2 年 11 月 14日

敷 地 面 積 3，253 . 2  m'  建 築 面 積 2，851. 98m'  

延 床 面 積 21 ，494. 85m'  建 ぺ い 率 87. 28% 容 積 率 599. 96% 

構 造 鉄 骨 鉄 筋 コ ン 7 リ ー ト 造 地 下 3 階 地 上 12階 塔 屋 1 階

高 さ 50 . 995m 軒 高 45. 00m

5年聞を振り返って… 雑感

行Ili 打景観としてのフォノレテビノレを考えてみれば、おおいに健闘し

ているのではないだろうか。ここ浜松も地方都市の例にもれず、駅

前には銀行、証券、生保会社のピノレがあり、それらはタ五11にはシャ

ッタ ーを下ろし、通りは街路灯だけとなる 。当社がゴ1 ' .111者1M木 午 前

711寺閉館、午後1011寺院j館と L、う方針をとるのは、こうした駅前の無

機質さに少して、もも14もりを感じさせることができればという思いも

ある。

オープン当初J rそこ( フォルテ) は糾料で入れるんですか」とい

う ｬｩｮｾ 、合わせが多〈寄せられた。コンサー卜があれば「入場料は

一 ?J と考えるが、カ、、ーデンでの催し物については料金を徴収した

ことはない。ガーデンがl吹き抜け構造のため、上| 惜のテラスから見

ることカfできるので、布料にする意味がないのである。多くの人々

が気i珪に来館し、楽しんでいただければ良いのて、あって、それこそ

建設の権幹精神に他ならなし、。

オフィスビノレが大半を l与める浜松市。その"1てやフォノレテはオフィ

スでありながら、イベントスペースや休息のスペースもあるという

いささか毛色の変わった異端的な性絡を持ち令わせた多機能ヒツレてれ

ある。浜松市におけるこの極の前術的な克晩ビノレの先駆けとしての

Ｑ ｾ ｉ ｪ， ￮ をも って、 これか らも管理運営に帆此一 同 全 力を投入していき

たい。 ( 文京小JIII!I j: ー)

ホール( ドの' 与以は尚子を jぷドに収納した状態)
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仁 二遠江一地域の作品紹介二 コ

ブォYレテの設計にあたって

原 因

音楽都市・浜松の顔

われわれがフォノレテの設計に着手する以前に、浜松市に対して こ

の駅前の一等地 をいかに活用すべきかぃ、う意見が| 幅広く 一般市民

から寄せられた。その中てや駅前にこそ広大な都市公園をつくるべき

であると いう意見も数多くみられた。 それは単にフォノレテの如也に

とどまらず、東街区とよばれる現在のアクトシティ全体の! 加也まで

を含めての指摘であった。それらの指摘はいくつかのねらいがあっ

たように思える 。一つは、 人々が集積する者11心部 こ は|市公園の有

効性が高いとする考え方であり、また、今後の浜松市の長期的な発

展のためのリザーブドスペースとして余白の都市公園を残しておく

ぺきとする考えもあった。 これらの主張は、この地域に配置すべき

盛りだくさんの機能力湾1実的になるにつれて現実性を失っていった

けれども、公園の持つだれもが、いっていも自由にアク セスでき、そ

こでーリフレッシュて、きるという コンセプ卜は、たとえ建物をつくる

にしても、号 |き継がれるべき基本的な考え方て。あると思えた。 そし

て現実的には公国のような空聞をつくるにしても、冬期の北からの

季節風を考えると、屋外の吹きさらしの公園よりも、屋内化された

公園のような空間の方がより有効性カ清いと考えるに至った。仔IJ え

ばニューヨークの IB Mの竹の植えられたアトリウムやワ ーノレドフ

アイナンシヤノレセンタ ーのワインタ - )ゲーデンのような空|聞である。

屋内型都市公圏在核に

そこでフォノレテの設計にあたっては、求められた個々の機能封筒

たすだけでなく、それらを結びつける ロビー空聞を十分にかつ魅力

的にっくりあげることが重要であると認識するに至った。求められ

た個々の機能は 700人規棋の多目的ホーノレ、これは、音楽会、住職IJ展

示、パーティなどの各種イベン 卜に対応ていきるように、可変型の床

と梢子の機構を組みこんだ。 そして遠州鉄道の本社ピノレとしてのオ

フィス機能、そして大小 いくつかの会議室、飲食、物販などのテナ

ント機能、それに市役所のサービス窓口機能などであった。幸いに

して空間ボ、リュームとしてはそれらの個々の機能を含んでも余裕の

ある容積を引制呆することが可能であった。そ こで求められた個々の

機能を立体的に配置し、それらの機能の聞を自由に動きまわれる屋

内型の新い、タイプの駅前公園をつくりだし、それを浜松の顔とす

ることに した。遠鉄の本社ビノレ t してのオフィス機能を背面にして、
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主真良区

前面の駅前広場に面して屋内型都市公園をつくり、地下に多目的ホ

ーノレを置くい、う基本的な空間杭成は、設計の早い段階てや決められ

た。 |問題は、その屋内型者11市公閣の具体的なデザインてあった。 こ

こで。われわれが最初に提案したタイプは、この公園都市を完全な屋

内空間とはせずに、半屋外的な空間 t して冬の北風や、雨は防ぎな

がらも、 中IM'J期の自然通風が1 i 制呆できるようなものてやあった。屋根

はカ。ラスにノレーノ f 一等を組みこんで日射をコントローノレし、雨を防

くやシステム t した。壁にあたる垂直部分は、原fll J として共用部分は

開放し、強風雨時に横風をコントロ ーノレするスクリ ーンを設けて、

特に機械的な空調は行わないことを提案した。結果的にはこの提案

は猛暑や寒さの厳い、期間には、ここを訪れる人々の空調への期待

感が大きいこ L 技術的に完全空調エリアと半屋外公園を空間的に

区分する必要があることなどから、かえって空間杭成が+ 鯨佐になる

ことなどのいくつかの理由から実現には至らなかった。 しかし大き

な空間ボリュームを持つアトリウムを単語i1 ! . に樹成力て寄席j してし、〈

発想、ではなく、特に中間期から初夏にかけての換気に十分留意し空

調負荷の軽減につとめた。

その後、われわれの事務所においては、先 1:1ｾ ｬ ｬｬ ｬ こ が決定された東

京都のフロンティア博覧会における屋タト環境のエコロジ‘ カノレな空調

システムを共同開発した。 これは* の蒸発滑熱を利用した空調シス

テムてや屋外出境でも涼 Ｉￆｾ が得られるものである 。 このようなスポッ

トクーリングやヒーテイングのようなシステムを持ったベンチや広

場、シェノレタ ーを組みこんで半屋外型の公園をつくりだせればと思

っている 。

透明感の確保

アトリワムの形態については、 i直線的なノコギリ屋恨のようなも

のから、 J義弟然案となった曲面を持ったタイプのものまで、いくつも

の案が上回1対食討された。

フォノレテはそのデザインにおいて浜松の顔となるべきアイデンテ

ィティと、周辺環境、ランドスケープと ーイ本となるハーモニー とい

うこ面性を求められていた。 当時、浜松駅のユニークなパスターミ

ナノレ広場と名鉄ホテルが完成し、駅ヒツレのメイワンおよびフォノレテ

に隣接する遠鉄百貨庄が建設中であった。 それぞれの建物は地下てや

パスターミナノレに連結されては L、たが、ランドスケープ的にパスタ

ーミナノレは周辺建物をひきつける求心力を持つてはいなヵ、った。 フ



オノレテはその配置において、完全に ｪｾＱＱ Ｑ 線をパスタ ー ミナノレの中心に

合致させる ことはしなかったが、はほ正面を向 L、て相対し、パスタ

ー ミナノレの中心部に建てられているモニュメン卜と呼応するライテ

イングやレーザーのイベン 卜なども村i怨した。

やや余談になるが、フォノレテには、アメリカの環境彫刻家ロブ ・

フィッシャーの作品が、アトリワムとオフィスロビーの聞に吊り下

け、られて いる。

フォノレテとパスターミ ナノレ中央のモニュメン 卜との聞のさまざま

な光のイベン卜の企画についてもロブ ・フイツシヤ 一カか、らアイテ、ア

をを?提{信供3共hしてもらつたカがf 笑実，現には至つていな Lい、、。なお ロフブ守 . フイヅシ

ヤ一は、今夏ア 卜ランタで

ランタてでで、や、最高のオ、一シヨンズ、ノ f ンクヒノルレをイ使史つて、光のページ、エン

トをくりひろげる イベン 卜のデザ、イナーに選ばれている。

ガヲスの外装は、半屋外公園をつくり Ｑ ＮＺｬ ｾ Ｑ すためには透明感の『倒呆

が不可欠で、ある ことから 、ガラス以外の材料は考えられなかった。

結果的には、王見足E、パスタ ー ミナノレを囲んでいる主要な建物のフア

サー ドには万ラスのカ ーテンワオ ーノレが使われていて、ある干到支イ

メー ジ、の共有化が行われている 。

この透明感のある者11市公園の内部空間化のコンセプ トは、実はフ

ォノレテにとどまってはいない。フォルテに号 |き続いて計画が具体化

され、事業コンペとなった東街区の計画においても、われわれは同

様の コンセプ 卜を持つ超高層 ビノレ コンプレックスをデザインし、提

ガーデン

案した。西臥型の、外音 ＱＱ 空 ｉｉｾｊ と内部空 ｉｉ ｜ｊ を厳密に区分するシステム

ではなく、超山用ピノレの周辺にわが国の伝統的建築の持つ内部空11日

と外部空間のI I ¥Jの I ｉ ｾ ｉ 間 ＨＺｉ ｻ ｊ な領域を持 つ超 高層ヒツレの提案て、、あった 。

超高府ヒツレの外被によってつくられる半屋外空間は下層部から上層

部に至るまで自然とのインタ ーフェースを持ったユニー クなもので

あった。私は A B C ( アドノ f ンスド ・ヒツレディング・コンプレックス)

と名付けたこの超高層ビノレがフォノレテと対峠する こt を夢みたのだ

が、残念ながらわれわれの案は実現に至らなかった。

身近な市民広場

フォノレテが完成した後、ガーテ、、ンとよばれるアトリワムの ｉ Ｚ ｉ ｾ ｉ 央て、

行われるイベン卜の際に空中をはしる 2本のブリッジに鈴なりの客足

客が並んだり、カ、、ーデンに置かれた椅子とテ ーブルを予想以ょ に 高

校生カ寺島極的に利用して勉強していたり、早朝から散歩やジョギン

グの人々が立ち寄って休んだり、はじめの設計段階では予想しなか

ったようなイ史われ方がされているのはうれし い限りである 。アク ト

シティが完成し、その圧倒的なボリュームの前にフォノレテの存在感

が羽ごれたかのように見えるかもしれないが、最初の コンセプ ト通り

に、 いってもだれでも自由に気楽に立ち寄れる都市公庫l、または都

市のお茶の間のような空間として、アクトシティとは違う市民の身

近な存在として生き続けてはい、と願っている 。

( はらだ しずお/ 深境システム研究所所長)

ガーデン におけるイベン卜風景
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仁 二遠江一地域の作品紹介二 コ

施設利用体験記

ー フォルテホールー

上 保

劇場と劇団

外国では、劇場のあるところには小屋付きの劇団があるという話

をよく 聞 きます。劇場と広IJ I]: Iと地域が街般に結びついた文イ出器境が、

劇団を育て、結果的には良質な副長IJ を鑑賞できるい、う| 共j係を構築

できる 。也想的な娯境だなと羨ましく思います。

そこまで行かないが、私たち劇|立| たんぽぽとフォノレテホーノレは特

別の|長1係を築いて来ました。築いたといってもフォルテ{J1IJ の迎併に

寄ると ころが大なのですが。

地域にある劇団と劇場は共に地域住民に何を主制共て3 るかて'ihI 力

し令う関係が犬切なのだと思います、ハード( 劇場) とソフト( 演

劇) は一組と考え共に力を出し令うことでいろいろなことが可能に

なると思うのて。す。

そういう意味でもフォノレテは地域にある威i回 を犬切にしてくれま

す。利用回数を問わずf島町内に考えてくれるし、 また干和利利lリ山J)川n外!ト一州 金 に つ

いても f便E宜ををナ凶つて〈れます。

地域で活動しているとその地域てゆ社会的責任というか、社会的

存在理由を jiiJ われるわけです。劇 |宣|だから素晴らしし、感IJ をつくる こ

とがもちろん第一の社会的責任なわけですが、 その{他也にも 地J域或のI1澗問司

i十i↑骨i「目a1抑i

カf一万人 lはま心しい、るといわれています。 その子ｲＨｾを対象にしたクリスマ

スチャリティ ー公 iJii : f f 毎年やるわけですが、その11寺会場を提供して

くれるのがフォルテホーノレなんて、すよ 。

K  ' チャペック原作「長い長い郵便屋さん」より
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節 子

利用者として

私たちが、不i問者として気持ちよく使えるかどうかは犬切な こと

です。柄造的に使いやすいかどうかがjiiJ われること はもちろんです

が、利用者としては、管理商から委託のスタッフの対応をふくめて、

気持ちよく利用て3 るかどうかが問題です。

ホーノレのスタッフも地元のステージループo 1:. ｾ、う委託会社が入っ

ていますが、まるで自分の劇団のように対応してくれるわけです。

こういう小屋付きのスタッフに恵まれていることも有難いことです。

私たちの劇団は、年間多くて百箇月「くやらいの貸しホーノレを利用し

ますが、 H寺にはとても不愉 快な気分にさせられるスタッフに会う こ

ともあります。 その者11度フォノレテホーノレと よljl t交してしまいます。 j実

践1陸聞を提供するい、うことは、 it切測の成立に力をかしているとい

う11; 識をなくしてほしくないと思うのは手前勝手なのでしょうか。

演技スペースの自白さ

児童刻に| 浪らないと思いますが、作品によってはどうしてもプロ

セニアムを山て、客席の中で) 寅じたい芝居が多々あります。従来の

ホーノレはどうしても固定席が常識にな って いるので、なかなかこち

らの意図したり切支空I[¥J を倉IJ り出すことカ喫(fr しいのです。

観客 t しての子イ共たちを、ただの観客とせずに、 ともに空聞を共

有しあい、見る人と 演ずる人が一緒になって劇を成立させたいと思

うと、プロセニアムを出て若手j市の l一1-
1
で演じる空間がほしくなるので

す。 しかも、客席の中にあてる照明設備もほしいのでやすから、そん

な要求に答えてくれるのも、フォルテなんです。客席の床面が自 由

に上け下げ出来るので客席内の E こにでも演技空間 を倉IJ ることがで

きるわけです。 おかげてー観客に固まれるような; 場所てーの公演も可能

となるわけです。

反商、スタッフの方は床面を自 |主|に上げ下げする H寺、床面をそろ

える技術、街&i ' . mJ整が大変なようです。 また、わずかな隙II1J に物カi 1%

ちることがあるようで、 その辺も 心配の種だそうです。

これからも自由に演技空聞を広げ¥色々な可能性に挑ljl_ x して行き

たいと思っています。 そして、いつの 円か社団法人教育演劇l研究協

会の回高劇団として、児童i J 背泳IJ専n- Jの劇場を持てる円をめざして頑

張りたいと思います。

( かみ li せっ こ/ 削教fi 演劇研究協会届Il fll たんぽぽ事務局長)



仁 二遠江一 地域の作品紹介二 コ

旬の昧・採れたてバザーyレ

ー フォルテ にて-

黒 柳

「おはよう 。この1mの旦芋すごくおいしヵ、ったよ 。H 今 日は、卯尾

さんはまだこないの ? J  r次:1111のノ f ンフレア 卜をください。J

賑やかな戸が飛び交う 。 新 ｦｾｬ てやおい しい ものを納得して日いたい

というお客さんの真剣山目。あち こちで安議Rの輸が広がる 。 ここは、

怖岡県浜松駅前 にあるフォノレテ l 階のガーデン。出産物の泥臭いイ

メージとは似つかわしくないおし ゃれな吹き抜け空間で、快い

B G Mも流れる 。 ここ で毎日 1 IiI I  r旬のl床・採れたてバザーノレj がIJf.I

かれ、毎回大勢のお客さんで] 仮わい、親しまれている 。

始まりは女性たちの手から

jj !(>Ii Yi j県西部地域は、 以内でも有数の品業地，市て、ある 。畑 |去な気候

変化 に;富んだ土地粂件、東西大消費地への交通の利便性を背景に、

野菜や花や巣格博の悶芸作物、 25産等、日品質て、多品目の良市宝物

が生み11' ，されてきた。 しかし、そのほとんどは| 刻束 ・|剥西方面に 11' ，

荷されている 。

地元生まれの農産物を浜松市の街'1
1
の人たちに届けたい、農業 ・

ＱＲ 村のｉｦＺ ｈ 介 や生産者と ￬ｍ ｾ 者とのふれあいをし各 地 の農 業 火性た

ちが地域てや行っていたjiiJJ 市を集めてスター 卜して 3年が経った。主

催は「地域122オ*7I<i宝物を P Rする女性の会J Ｈ ｩｱ Ｇｩ ｉｬ ｾ Ｑ 子会長Ｉ 。 こ の 会

li 西部地区生活改善グノレーフ。が中心 となり、 rl1述 ・北遠地区の114林

水産 業に携わる者が参画した広域オ、 ッ トワ ークである 。女性の会 と

いっても女性ばかりでなく、現庄は多数の男性も加入している 。

バザール会場風景

康 江

開催日の 山府数は平均 3DJ 苫。 朝採りの新鮮な野菜ゃくだも の、

花、漬物やみそ、コンニャク、 li l産小交を使ったパ ンやク ッキ一、

ハムやウインナーなど の123畜産力11工品、浜名湖産の級やのりなどの

海産物 - 、自慢の品同がii J i 狭しと並ぶ。

売ることに慣れていない農業者

フォノレテの l 階ガーデンは市民に 1m放されているオ ープンスペー

スで、立ち苓る人々は様々だ。待ち令わせをするカップノレ、 談笑す

るお年寄り、 J':( い物帰りにアイス ク リーム片手にち ょっ と休恕する

家族連れ、純白mの'1 1てや宿題やテスト勉強をする 学生 一。新幹線の符

削l寺聞にブラリ訪れる述方の人。

背思い思いにH寺を過ごしている 。

通常、農 産 物は ｊｾｬｨｬ｝ に ｉｊＧ ， 荷すればそれでおしま い 。 後の版売は ｪ 品

1お頼みである 。 向分の出産物に内分てやf直を付け、自らカrJ 仮52する主主

験は無い。いままでの地元の朝市 ・青空市 li 、11討すという 7Hif 下 で

の12産物販売である 。 ちょっ と辺りを兄阿せば、畑やビニーノレハウ

スがある 。農産物に対する充分な説明がなくても到 っても らえる 。

しかしフォルテではそうはし、かなし、。特に最初の頃は日う ことが口

f内の人ばかりではないので、 声を掛けて説明するのになかなか勇気

がてなか っ た 。 立外に葉付きや ￬ｊｾ 付きのものカ芳子まれ、 上 ｩ ょが付いて

いても嫌われない 。 お存さんは自然 の 形 の も の を求め、偏ｾｊ，ｪ ｴ に気を

配っていた。農村1こ対しでも関心 を持っている。Iftl らかに問辺部の

「市J とは客! 日ヵヲ2なっていた。

消費者との新たなお付き合い

回を重ねるごとに市辿のお容さんも増え、 主催者側 にもゆとりが

でてきた。消費者との新たなおやl き令いも 生 まれてきた。漬物がお

いしかったからと直披出家までp . いにくるお客さん。隣近所に戸を

掛けお茶を注文してきた北海道のお客さん。田舎の親戚がほしいと

出家に遊び‘ にくる人もいる 。「地元産の野菜には香りがある 。11-'床が

ある 。H 生産者にと っては 当たり前過ぎて気付かないことを教えて

くれる方もいる 。 フォノレテは生産者が消費者の求める こと、考えて

いる ことを肌て] 惑じ、生産者の考えを伝える絶好の場とな っている 。

双方のふれあいのrll てVt;ー業の ヒン トを探り、農業経営に市かしてい

けたらと思ってし、る 。

( くろゃなぎ やす λ Ｏ 協 同 ｬｮ 阿 部Ｉｊ Ｚ ｾＺｴＱ改 良汗及セ ンタ ーＩ
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NT Sシステム総合研究所の設計について

水 谷

この総合研究所は、コンピューターソフトウエアの研究 ・開発を

行う施設である 。 その知的作業に対し、 21世紀に向けて思想の環境

倉IJ出をめざし、計画し建設した郊外型オフィスである。

計画地の条件として、広々とした事文地てい盟かな緑と水辺に恵まれ

たl当然環境が必要とされ、用地が選定された。浜名湖岸地帯は、い

まだ良好な自然が伐っており、近年、情報産業の砂防U包設の立地と

して脚光を浴びている。罪文地は、奥浜名湖に而し、緑豊かて7国伏の

ある 25ha の丘陵地であった。 もとよりこの地域は市街化調整区域

であり、さらに自然公閣の指定を受けていた。

この建設の基本テーマは 「人聞と自然と科学の調和]J である。 こ

れを受け、計企画に当たっては、臥: : ; j Cの司王{ダリのf英{ 放にならないことに

留意し、1 : 1本における郊外型オフィスを目標とした。 それは円本的

な伝統と日本人の自然に対する腔性に基づく空間構成であり、自然

と建物との|潟わり方にあると考えた。

まず、 この25ha に及ぶ大よ則禁な開発行為に対しては、自然と人間

との共生する環境をめざし、地形の原型を極力生かした造成とし、

緑を特に犬切に扱い、周|副の景観との調和をはカヨった。配置する各

建物は、自然に対立するような高〈、大きく、マツシブなものでは

なく、日本の集落や桂間i直にみられるように自然と建物とが、緊密

管理研究練中庭
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でやわらかい|剥係をもつように配置した。

建物は研ヲサ束をメインに管理棟 ・食堂棟を合u ' 研究所、社員研修

を主とする 初ｼイ ｉ ｾ センタ 一 、男女の単身者用社員寮からなっている。

更に将来予定として砂防叶束増設、体育館講がある 。 これらの用途別

の空聞を相互にボ、リュームの調和をはかり、低層で分散配置し、経

路でつなくや構成とした。 日本建築の "J@行グ配手IJ 、廊下 ・縁側など

の、ずれか . 、、透かしかの扱いを取り入れた。 この配置によって、建物

聞に自然を組み入れ、カ、、ラス面を透かして内部、外部の→判ヒをは

かった。 また、用途機能の異なった各建物の空間構成については、

いくつかの共通する構成子法を考え 、こ れらを組み合わせ適用する

ことによって、形態 ・外観において、 それそやれの個性 を表現 しなが

らも、群としての統一感が形成されるよう留意した。

研究 ・|初発胞設のメインである1 i J 砂町I) rは、オフィス環J : l zとしての

効率性 ・快適性 ・対応性 ・安全性を確保し、特に f! 脅|企の刺激J、「人

間性の回復」 と 「創造力の発品」をキーワード とし、設計 した。

t りわけ、研究オフィスは中央にトップライトをもっ l次抜部を設

け、最適な広さに計画された 2 フロアー 4 ブロックのオフィス構成

て¥それぞれの空間の独立性と立体的連続感を創り 出 した。外部に

面する窓も床而より天井までの大型ガラス面とし、中央の トップラ

撮 影 村 井 修 P. 11 2，113， 114 



イ卜と合わせ豊かな自然光を採り入れると共に、外の緑カ斗ー分限に

入るよう考慮した。 また、高い天井高、変化をつけたその形状、工

夫された照明方式、加えて独自開発のワークステーションによ って、

画一的になりがちなオフィス空聞を快適にし、 差別化をはカ3 った。

一方、各建物をがiぶ品; H各空間は、 この研:9' Vi J i ' の特徴的空間である 。

単なる封勝泉としてではなく 、回廊 ・道空間の役割lをもっ、人と人と

のふれ合いの場、リフレッシュコ ーナ一、更にひらめきの空間と考

え、その広さ ・長さ ・天井高 ・ずれ ・半外部的開放感 ・ガラス張り

の透明感等 を組み合わせ、視界を変化させ、心理的な効果をねら っ

ている 。 またこの先到協は施設聞のエオ、ノレギー ・情報の中枢機能ノレー

トてあり、特に情報系に|刻しては、人体のキ11峰の如く、有機的オ、ッ

トワ ークを形成し、信頼性と対応性の高いシステムとなっている 。

更に増築 ・変更 ・更新の作喋 にも対応しやすくな っている 。

このようにこの初陪切れこおいては、広々とした自然そのものに桜

することに加え、建築の空間構成による四季の移り変わり、光 u診

の変化、遠い緑と近い緑、風音と静けさ、そしてハイタッチ感のあ

るインテリア ・アートワーク制栴惑することにより、勝|企が刺激さ

れ、人間性が回復し、創造力が発揮されることを期待している 。

( みずや ひろゆ き/ ア ーキ プレーンill 築研究所代表)

イベントホール

篤3研究捕( : ヨ糊It圃)

第3 研究様( 3湖針画)

研究オフィス

- - 且o : . _ !  ｾ＠

苫 - OeSl  a l :  - τ ー=

研究オフィス

l 階平面図

⑧ 

管理・研究・食堂練
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エントランスからスカイブリッジを見る

管理 ・研究 ・食堂棟全景

114 



撮 影 青 山 賢 三 上 、 下 システム総合研究所全景

奥浜名湖と管理 ・研 究 ・食 堂 棟

-V

 

A 管理棟

日食堂棟

C 第 l 研究棟

D 第 2 研究棟

E 研修センタ

F 社員寮管理棟

G 守衛所

a 第 3 研究棟

b 食堂棟

C 体 育 館

d エグゼ? ティブハウス

e レストラン

( a ｾ･ は将来計画Ｉ

配置図
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ひとと自然が調和する・静岡ファクトリー

ネ黄山

健康をテーマとする企画開発集団

速く純文 ・弥生時代、古代 ・中世のl時代、そして近世を経て私達

日本人が築きあけ、てまいりました食文化、それは円本人が人として

盟かでIIJ' J るい生活を送るために、自然脚克とともに育てあげてきた

ものです。

私達 ロック ・フィ ーノレドがその食の分野に新しく神戸の テイス卜

としてデリカテ ッセンメニューを紹介したのが昭和47年のことでし

た。以来24年間にわたり村l戸発食の情報発信企業制l戸 コロッケ、

カリ一元年など) として、生産から l仮売までを手掛けてまいりまし

た。 その11印刷't の変遷とともに円本人の食に対する考え方も、量か

ら質へ、さらに個々の価値観にもとづく食シーンの演出に t 大きく

変換してまいりました。

そして現在、人々が食生活に対して最も大きな| 剥心を示すことに

「健康j があります。 そこで不必童ロック ・フィーノレド 1J . 健康を第一

テーマとして捉え企業の価値観( 企業理念に相当 します) を「私達

は剣U哀をテー? とする企画開発集団てやす。J と定めました。

私達はすべ、ての業務をこのfiHi 値観に沿って展開しています。

静岡ファクトリーの建設

平成元年になり「新しいそうざし、J ( 私達が展開してまいりました

商品をそのように称しています) の需要増に伴い、新工場建設の必

要性が生じました。

川 l寺、商品はネ111戸ファクトリー( 一昔flJ 11111奇のキ ッチン) で、生産さ

料理教室
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れ京阪干 ＧＱＱＱｾ 中心とした問 ｮ 木 、 名古屋 ｲｬ Ｍ ｉ 京 地区、 首都圏へと配送し

ていましたが、首都圏の需要のや1
1
びが大きく、配送を考えると名古

屋以来、千11
1
森川までのII¥'Jに工場を建設することがベス トと決定し、

計画を進める こととなりました。

工場に対する基本的な考え方

1 . 新工場はサラダを rll 心につくる 、そ のための政明として自然が

多く残っている民業地併が望ましい。

ＲＮ 新工場はヰｾ Ｚ員 カも快適なＺ￟［ｾ岐て Ｑ 動けること、機自民ｩｽ位先の考え方

Tごけではレイアワトしなし、。

3. 新工場は地域と調和し、聞かれたオープンな工場とする。

4. 新工場はサラダ守 rll 心とした「新しいそうざし、 j をつくるにふ

さわしいモタe ンなデザ、インとする 。

5. 新工場は変化に対応し、ライン変更が容易な工場とする。

以上を基本コンセプ卜に工場PJ をスタートいたしました。

用地の取得と設計の依頼

基本コンセプ卜に相応しい工場用地それは静岡県磐田郡盟問中、lに

ある造成中の新平山工業団地でした。

天竜川が山聞か ら平野部分に流れると ころ、 ヲミ竜市の南に盟岡村

があります。

磐田原の北端の高台部分を整地した工業団地からは、天竜川の流

れに沿った緑豊かな回国風景が展開され環境 t しては申し分ありま

せん。 また、盟岡村句村長さんをはじめとした人々の温かい対応と

生産ライン



熱721は、私達が考えていた環境にピヅタリの用地てやした。

つぎに、工場の設計ですが、今回は計画当初からこれらのコンセ

プトを盛り込んだ設計を、建築家の安藤忠雄さんにお願いしようと

考えていました。

幸 い安藤さんとは私どもの社長と懇意であり、お受けいただける

こととなりました。

設計から建設に

静岡ファクトリ ーまでの当社の工場建設では、建築規j莫に対して

とと産機能をどのように配置し全体としてのレイアウトをまとめるか、

とい った進め方で設計してまいりました。

しかし iH?岡ファクトリ ーについては、当初からサラダをつくりた

い、 それについての総統成はこのようなものです、全体のスペースは

これくやらいほしい、ユーティリティ t しては、これこれしかじかの

設備、施設が必要です。といった情報をお出しして、まず安藤さん

に工場全体のデザ、インを決定していただきました。

そのデザ、インの中に生産ラインをレイアウトし、はめこんで行く

方式を今回は取りました。

安藤さんのデザ、インによる工場は、外観としては、美利潤官か屋内

スポーツ会館のようなイメージであり、およそ工場らしくないファ

クトリ ーで、まさに、私達ロック ・フィ ーノレドが望んでいた工場そ

のものになりました。

建築規模と生産能力

建築矧莫としては、 it止L ヒ3階建てててで、子、

床面積lはま 1階 5，0ω91. 7η2m凶
2  

2 階 1，959. 86m'

3 階 1，098. 62m'  合計 8，150 .20m'てやす。

l 階は、生産ラインと各種ユーティ リティカ酒E置され、 2 階は事

務所、ロッカ ールーム、それとコンセプトを実現する、聞かれたオ

ープンな工場としての見学者通路があります。

3階には研究開発室、その対面に従業員カフェテリアとラワンジ

があり、社員の快適なスペースとなって います。

また、 一部分工場の天井が高くなっているスペースの屋上には芝

生が植えられ、カフェテリアから芝のグリ ーンが社員の目に安らぎ

を与えてくれています。

生産能力は、竣工時( 平成 3年 5月) にサラダが15万食/ 目、コ

ロッケが10万食/ 目、社員は120人でスタ ー 卜しました。

静岡ファクトリー( 愛称. 神戸ポテト工場) の竣工

待ちに待った工場が竣工しましたのは、平成 3年 5月27EIのこと

で. した。

社員の90 %J..:J J ニは地元での採用であり、また、食品の生産は未経

験の人が多〈少々心配の船出でしたが、新工場の環境はそんな心配

を吹き飛ばして余りあるものであり、全員の盛り上げて、順調なスタ

ート をきることができました。

社員が働きやすい環境には色々な要素がありますが、 とりわけユ

ニフオ ームは大きなウエイ卜を占めています。 この点においても新

工場では考えました。男女を問わず、黄色のセー ラ一服を採用した

のです。それまで男子はコック服、女子は白の作調1院を用いていま

したので、決定当初社員にかなりの抵抗感( 本来セーラ一服とは船

釆り、男子のユニ フォ ームて。すが、男子社員に特に大きな違和感が

あったようです) を持った人が多くいましたが、実際に着用して作

業しますと、 コンクリ ー トの柱、床との配色も鮮やかで、動きやすく、

ピッタリ新工場にマッチしました。

5年闘を経緯して

工場を建設し運営することの目的には、企業であるかまり芭坪IJ を

伴う ことは否めません。 しかし、私達 ロック ・フィ ーノレドの社員も

工場の外に出れば、地域住民の一人です。

そこで稼働以来初、達は、月に一度の料理教室を地元の主婦を対象

に実施じてまいりました。食品工場の特色を生かして、フランス料

理、イタリア料理をはじめとする洋食、家庭のそうさ「いメ ニューを

中心とする和食など毎回大変好評です。

このように地元に聞かれた工場の コンセプ 卜を実現て3 たのも、

建物のデザインの持つ魅力と考えています。 また、工場が建物とし

てあるかぎり地元の風景にとって特異な違和感を醸し出してはいけ

ません。静岡ファク トリーは、その点ても 5年を車五邑してしっかり

と豊岡村の景観としてなじんでま い りました。

私達はこの静岡ファクトリ ーをさらに磨き上げ、 地元のみなさん

とともに育てて行きたいと考えています。

( よこやま りんすり/ 鮒ロック ・フィーノレド経営企画室室長)
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仁 二遠江一 地域の作品紹介二 コ

ロック・フィールド静岡ファクトリー

安 藤 忠 雄 建 築 研 究 所

見知血は! 弥岡県の、酉に天竜川 を望むIJ J台に位置する、工場団地と

して整備されたエリアのーl而|にある。立! ! 物は惣菜ぞ '1' 1心とした食品

加工販売会社のサラダ工場である 。

食品工場は 一 散に温 ｩｾ 彼 等の 条件が生産ラインの各工程ごとに設

定されるため、しばしばそれは労働者にとって過酷なものとなる 。

このような労働泌すｾｾを少しでも良くするために、随所に屋上テラス

や庭|亙|を配し、建杉J 内にふんだんに自然を取り入れる ことに よって、

11ft くなりがちだ‘ った工場のイメ ージを払拭し、内外共に明るい印象

の工場に しようとした。

全体は84mX 42m の長方形平田をもち、その短辺に沿うように 2
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全景、手前はアプローチ回廊

つのヴォ ーノレトをのせたま日|苅 11分と、半径36mの円弧に沿ったコロ

オ、ード、その内側の段状になった庭闘が組み合わされた杭成にな っ

ている。

対 ｝ｲｾ 部分の ｬ 階では、 Ｍ ｽｪ の短辺から材料を搬入し、他方から製

JJ1を配送するようにな っており、その川の生産ラインが各工程にそ

っ て置かれている 。 Ｒ Ｑ 暗には ｉ ｬ 功労 ｲ ｾ￭ Ｇ が配され、 31!皆にはヴオーノレ卜

の下に食堂 ・ホワイエとロビーが昆 ヒ庭闘を挟んで対峠する 。

コロオ、ードは内部に、工場へ人を導〈スロープをも っ。その|付側

の段状の庭閏の下昔11には機械室等カf配される。

現itE泊 ;比されているのは第 1 ｾｕ Ｚ ｉ の部分である 。



妻側より見る( ブリッジは上段の敷地と 3 階を直接結ぶ)

3 階ルーフテラスを見る

立面図 模型写真
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東海 4 県 建 築 MA P作品リスト ( 1986- 1995)

主要なｬｬｊＡ築ｼ則辿雑誌に掲載された作品より独 ￎ ｉ に選出した 。 ［ＱＨ ＧＱＧ の ｎ ｯＮ ｬ 立地官 ＧＱＧＱ Ｇ ，昨守、ぬｾ誕雑誌 ＱＱ 、発行年を示す商 ｪ 符の下 Ｒ ｈ Ｇｩと月の Ｔ 桁 Ｈｦ［ 盟 ｪ は年りのみの ＲＱ 行Ｉの数 ｦ￭ ｬｩ＼闘がｾでぶ示した 。

略サ印刷は新生l ! 築、 fuJ は日経7 ーキテタチュア、「文J 1主主l ! 築文化、日I:J Ｑ 主主ｬＡ築 ｴ 社会、「巡 ｪ は ｩｬｬｾ 草雑誌噌刊作品 ｩ 並ｷ，、印刷は建築例報をぷす 。

但し n経アーキテクチュアは発行川の或示までにとどめた。また、 f94-95巡J は、 ill 築維誌I l ' I刊作11Js集1994- 1995を示す。

愛 知 県

No 建物名 設 計 者 用 途 竣 工 所 在 地 掲載雑誌

l  生長の家愛知県教化昔11会 館 小場瀬令ー 宗教組i築 1987/6  名古屋市 8709来Ir 8708 EI 

2  名古屋市美術館 名古屋市建築局 美 術 館 1987/7 名古屋市 8801新 8801日 8801文 8903岡

黒川紀主主建築者11市設百「事務所

3  名古屋東急、ホテノレ 名古屋東急、ホテノレ設計盟主理 ｬｾ ホテル 1987/7  名古屋市 8711新 9111j!IIl

4  アムナット ・スクエア 竹 中工務底 ホテノレ ・事 務 所 1989/2  名T片屋市 8906新 8907社 9102f曹l

名古屋ヒノレトン・インターナショナノレ J古布Ii

5  愛知芸術文化センター 愛知県建築部営繕諜 図 書 館 1991/4 名 f片屋市 9203ヰi

愛知県図書館 日建設計 ・名古屋

6  十六銀行名古屋ピノレ 日建設計 ・名 古 屋 事 務 所 1994/2 名古屋市 9503社

7  徳川 美術館 日建 設 計 美術館 1987/3 名古屋市 8709日

8  名古屋市市政資料館 文化財建造物保存技術協会 記念館 ・資 料 館 1989/6  名古屋市 8908 日

9  モーニングパーク主税IIIT 鹿 島 建 設 K M D 特 殊 集 合 住 宅 1991/3 名古屋市 9106新 9203 日 9203社 92選

10 NHK 名古屋放送センターピノレ 日建設計 ・名古屋 放送局 ・事 務 所 1991/8 名古屋市 9203社 9212日

11 愛知芸術文化センター A & T建 築 研 究 所 劇場・コンサートホール 1992/6  名古届市 9212新 9211 日 9203社 93選

美術館 9212文 9405画

12 J  R 東 海 大|井l ピル 安井建築設計事務所 事 務 所 1992/6  名古届rli 9303社

13 ホテノレセンチュリ - HY A T T名古屋 小田急、ホテノレ設計三E ホテル 1992/8 名古屋市 9305函|

14 産業技術記念館 竹 中工 務 庖 展示施設 ・記 念 館 1994/ 1  名古 ｊｾ 昼市 9503ヰi 9410 日

15 宅il キ目のいろ E NE R GY E A RTI-I  T A K A S AKI 物 人 研 究F斤 住宅 1989/8 8909 日 8910文

16 :Jn:ll lスカイタワー 名古屋市建 築 問 ・日本総令! & 築 展三立t桧 1989/6  名古屋市 8909新

17 名古屋大学シンポジオン 竹 "1' 工 務 庖 大学・ホーノレ 1992/2 名古屋市 9303社 93選

18 中山正11 吉柳欄アトリエ 住宅 1988/6  名古屋市 9001日 9002文

19 '1-'爪テレビ放送センター 伊藤建築設計事務所 放 送 胞 設 ・事 務 所 1990/10 名古屋市 9103社

20 名古屋市緑スポーツセンター 名古屋市建築局営繕昔11 体 育 館 ・プーノレ 1992/3 名古屋市 9303ネi 9312f曹|

汁 羽1ft: 二建 築 事 務 所

21 BAS E 長l I I 'i:;; 機工業名古屋 アーキテク トファイブ JII やかh- 工 場 ・研 究 所 1992/5  名i!i 届 市 9305新 9305 日 93選

工 場 ・'1' 央研究所 羽 越 英 嗣 松 岡 拓

22 名古屋市総合体育館 梓設計 スポ ー ツホール 1987/3 名717屋 市 8710幸庁

23 名古屋港水族館 名古屋港管理組合計画部 水 族 館 1992/3 名古屋市 9302 日 9303社

大建設計

24 ライフポ ー トとよはし 大建設計名古屋事務所 コンサート ホール 1994/3  11統r! i 9503ヰi

25 足J l ) J III ] 営桑田平11住 宅 現 代 計 画 研 究 所 住 宅 1986/3 東加茂郡 8605 EI  

26 愛知県旭高原少年向然の家 伊藤建築設計事務所 宿泊施設 1989/3 東加茂郡 8903社 90選

27 セントクリ ークゴノレフクラ 7' クラフツ、ウス 閏辺 ｴｾ ｪＺ司レーモンド設計事務所 スポー ツクフプハウス 1989/8 東加茂郡 9004 EI  

28 足 助III T術祉センタ - i':I 年1;i. j甫辺設計 宿泊 ・老人福祉施設 1992/ 10  東加茂郡 9305幸庁

29 盟国市鞍ヶ i也植物除l T! よね設計 植物園 . i1ut 室 1991/2  盟 II: I市 9107新

30 
カノずノ、ワス

八木幸一 会 館・ホーノレ ・体 育 館 1992/7 笠田市 9210新 9210文

31 フォレスタヒノレズ 日建設計 ・名古屋 ホテル ・スポーツ施設 1993/5 12田市 9403社

32 南山国際高等学校 ・'l '学 校 i ' t 品設言十 学校 1993/10 笠 岡 市 9503社

33 12田r I i 美術館 谷口建築設計事務所 美 術 館 1995/6  盟 l王l市 9601幸庁 9601 101 

34 紀 重 宝 を 把 む 骨1!手 笠 ｉｾＨｾ 建築工房 ゲストハウス 1992/3 西加茂郡 9209 EI 93返主

35 文化センタ ーサンアート ニ 好 ｉｉｉ ｔ 都市建設部建築営繕 ｾ ｾ ホーノレ 1993/6  西加茂郡 9403社

京1:111建 築 事 務 所 コミュニティ ーセンター

36 トヨタ博物館 日建設計 トヨタ自到'JIII tw. 物館 1989/3 愛知郡 8905 日 90選

37 法隆寺金堂壁画模写展示館 竹 'I ' 工 務j吉 展 示 館 ・資 料 館 1989/4  愛知郡 9003社

38 名古屋商科大学コミュニティ ーセンター 竹 中 工務 ｉｾ 大 学 1990/3 愛知郡 9103 1: 1  9012ヰ土

39 愛知lたいようの杜 NOV 建 築 工 房 特別養殻老人ホ ー ム 1991/3 愛知郡 94- 95選

40 22問中研福不'I 厚生センター 竹 ，t，工 務 庖 スポーツ施設 1992/ 12 愛知 ｾｴ ｬ ｬ 9403社 94- 95選

41  愛知青少年公園センターゾーン施設 愛知県建築昔11営 繕 諜 スポ ー ツ施設 1994/ 10  愛知 ｾｴ ｬ ｬ 9503社

東刈l建 築 事 務 所

42 12明rli 文化 会 館 やl瀬舛市計画 事務所 文化会 館 1993/10 盟 l明市 9405社

43 大 府rli 勤労文化会館 安 井 ・力n藤設計共同企業体 文化 会 館 1991/2 大 j府市 9203社

44 空を Z戸む1皮 笠的建築工房 コミュニティーセンター 1992/3 大) f . f市 9209新 9212文 9207社 93選

大府市いきいきプラザ、 市 iili 都市開発控築コンサルタンツ

45 碧南市民病院 久米建築事務所 ・*，大相11沢 研 病 院 1988/3 碧 南 市 89選

46 新美南古記念館 新家良造建築工肪 記念館 1994/3 半 岡市 9407新 9407 日 9407文

47 ｾＺ ［ ［汁 ｩ トイレットノ ｦ ーク 象設員 |ー集団 公 l週 1988/9  ｾ｜ ［ ｦ［ｈｩｬＧ 司 Ｗ 8911文

48 IN A X 本社ピノレ 竹 "1' 工 務 底 事 務 所 1991/4  ｾｾ［ｦ ［ 符 ｬＧ ｲ ｬ ￭ 9203社 92選

49 ｾｾｩｦ［＠ i廿市f本育館 住 宅 ・者11市整偽公団 体 育 館 1993/3 ｾ［［ｈｩ ｬ Ｇｲ ｬ ￯＠ 9410幸:rr 9410 日

イIII田 満 環 境 デ ザ イ ン 研 究 所 コミュニティ ーセンター

50 竹 中土木瀬戸竹車問で 竹 中工 務j古 研修所・宿舎 1994/ 10 i母国J5r! i 9503干上 9602新

51 "1' 制lfii 力旭名束営業所 伊藤建築設計事務所 事務所 1992/6  尾張! l!!. rl1  9303社 9212iill l

52 東海記念病院 III 中綜合設計 f丙院 1989/6  手平日井市 9003社

53 メナ ー ド美術館 東急、建設建築設計総括部 美 術 館 1986/ 10 小 牧rli 8804新

54 小牧ロイヤノレホテル 消水建設名古屋支底 ホテノレ 1991/9  小ヰ文市 9303ヰi

55 一 宮市| 専物館 内井H召J歳建築設計事務所 ｴｾ ｪＺ物館 1987/10  一 富市 8803新 88021こ1 89 03 iill l  

56 扶桑文化 会館 山崎泰孝 十 ａｚｾｩ 境計画研究所 文化会 館 ・劇 場 1995/3  ｙ ｊ Ｎｾｾｴｭ＠ 9512新 9509日
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静岡県

No. ムl ! 物名 設 ｾ ｬ 者 m 途 竣工 所在地 ＮｊｬＮ ｜ ｬ ｬ 決金 ｦｦ ｾｬｴ ｴＮ

57 i訣之下宮御社殿 竹 '1' _仁務J; 百 やl'i J: 1989/11 見直京 ｾｴｬｬ 9104新 9003社

58 ローソン来日土ゲストハウス |霊|・1T島建築設計事務所 研修所・ホーノレ 1994/6  馬主京 ｾ ｴｬ ｬ 940911 

ｩｬｊｾ 木 ＱＳＱ 建築設計事務所

59 カトリック御殿場教会 金t率良イ下 アーク ・クノレ ー 教会 1993/3 御殿場 d1 9312幸)r 9311文

60 オムロン御殿場リ〆ートセンター す?林Jよさ; ; ; 建築研究所 保護所 1993/3 笹|殿場 d1 9307幸rr 9306 11 

61  熱 il i j ' リフレッシュセンタ ー J償I}、l敏人 前川| 建築設立j-: l: Jq育所 f栄養所・プー ノレ 1989/12 熱 il 手市 9003新 9002 n  9003文

62 水/ 方、ラス 限初f子干ムl ! 築者Ilrli 設計事務所
ゲ、ストハウス 1995/3  非/fi lij'市 9507t)r 9507 11 

63 エースプラザ( 脊行飴) 事)rJ 古千秋者11市建築設青| 研修所 1990/3  伊東市 9009;r)r 9008 Jl 9009文

64 伊豆高原泉郷コンドミニアムホテノレ 小向 ＱＱＱ ｊＱ ｾ Ｑ ユーテ 設計 . ;，1111i 1  ホテノレ 1992/ 12 伊東 di 9302新 8902 11 8909文

65 郷土民芸fif: カサエストレリータ 不 111修 武 ダ ム ダ ン 空1m_[ 作所 レストハウス 1986/ 11 1J1I i)t lt11 8707新 8707文

66 布井正11 ::: ifli 問治アトリエ 住宅 1988/9 [E! }J i tll 8810 11 8811文

67 天城 ドーム 総本文|監設計室 体育館 1991/6  IH7J1t11  9109新 910911 9109文 9312画

(天城湯ヶ ωIIJ 立体育館)

68 i炎Ibホテノレ ｴｦＨ ［ 名政夫 ｾ築 設 計事務所 ホテノレ・コンサートホーノレ 1991/9  ii' l i:lt rli 9205新 93051i1i 1

69 沼津市立病院 イ ケ泌総令［， ｬ ｾｴ￭Ｑ 病院 1988/3 mWiIi 88101W1  

70 jη 津市立凶千 ::fi 官 n処設計 ｼ 文 Ｑ ｾＱＺＺ ｦｴｐ［ 1993/3 iml ti li  9403主1: ＹＴＰＵｾｬｩＱ＠ 9212近

71 東京j込業大学 大野秀敏アプノレ総千予言 ｼ 仰 ｼ目 ｊ ｾ 務所 研修セ ンタ ー 1990/5 ｄｾｉ 士湾市 90081 1  92選

ｉｾ￙ 士者産 ｋｾ Ａｾｪ 研修セ ンタ ー 宿泊施設

72 ｨｾＷ ｊ￧ ｲｬ￮ 立 ＧＱＧ 央区 ＱＺ［ ＧＺ Ｚ 館 h' i7]c di 教育委f 1会社会教育者11 |耳目': :fl1' i 1993/3 清水 di 9303ヰ1:

安 jド姥築 設計事務所

73 的岡県立大学 ｮ 本総令ｾ築事務所アトリエ ｋ 大手: 1989/3  ;¥'('l luJiI1 8911新 90選

74 側 面H県立美術館 ￯ｦＺｪｴｬｾｊｾ 弥山木 ｩ 長生 ｉ ｅｬ Ｇ ｉＧ 忠雄 美術館 1986/3  静|品]i打 8606事庁 8606 11 89031
，
1' 1  

75 的岡県立美術館ロダンf i ' l ' i 11 総! & 美術館 1993/ 11 i¥' 1>I高]i li 9407 n  9303キi

76 的岡赤十字病院 |λl総建築事務所 病院 1987/1  静Ilu]i打 87071i町

77 菊川文化会館* アエノレ。 |吊J ｾ設計 文化会館 1992/2 小笠 郡 9207 n  93選

78 掛川械天苛ー|非l 竹林合娃築研究所 l民不施設 1993/8 娃ト)11，11 9405 11 

79 浜松科学館 イ111flli ，:IJ 環境テ、ザイン研究所ー 手'1学館 1986/4  浜松f ] i 8608新 8607 11 ＸＹＰＳ ｾｬ￯Ｑ＠

80  ク リエー卜浜松 久米建築事務所 コミュニティーセンター 1988/7 浜必 di 8811新 90選

81  フォノレテ 51境システム研究j好 事務所・ j占舗 ・ホーノレ 1990/11 浜松，Ii 9102;iiJf 91011 1  

82 アクトシティ浜必 日本設日| ニ菱地所 'I Q先月トホテノレ ・J，l' f布Ii 1994/8 浜松市 9412新 9411 11 94 - 95選

者11d1 ・建築総令研究所 ホーノレ ・劇場 ・J必示場

83 NT S システム総介研究所 アーキブ レーン建築研究所 研究 ji Jf . 研修J祈 1991/3 浜松 di 910nJf 9106 n  .  9107文

竹 '1'-仁務) ，1; 1詰令 92選

岐 阜 県

No ムI!:物:r. 設計 者 月li金 竣 ｊｾ 所在地 ｊ 副長料 ｦｾ Ｑｴ ｾＺ

84 飛車11古川まつり会館 デザ、インシステム 資料展示fi'f i 1992/3  古城1tl l 9208 11 

85 11.Jj 山屋台会館 大江差: 主I ! : 築事務所 資料展示館 1988/8 ，:' :j i.l l  di 8810青)r 88101 1  

86 ウッドフォーラム司 ｉｾｗｩｩ jlljill 築設計事務所 集会施設 1988/3 大野1111 8807 11 

87 フンズピーひるがの イ ｊｴｩｪ 事建 築設 ｾ ｉ Ｍｾ ｊｾ 務所 ホテノレ 1994/10 1t11上ltrl 9503社

88 i'i 今伝授の旦フィ ーノレドミュージアム 瀧光犬 )必if' 街[i . 研修b1!i設 1993/5 ltl U: J tf l  9401新 94- 95選

89 ゃな か水のこみち ア トリエ{I多野[ 環境デザ‘ イン( 道路) 1988/5 ltll 上1tll 9209 11 

90 NBKI 刻工|記事務所似 ・ホーノレ棟 大野秀敏アプノレ総令計 r1i 1'IQ)5i好 '1' ;務所・ホーノレ 1992/5 |長lili 9210新 9209 11 9210文 93選

91 花の地球針1 ・イどのタワ ー 大型f秀敏+ アプノレ ・"i1fl!&築 i: ut 室・展望レストラン 1995/3 iiT)';; di 9508新 9507 11

92 ｉｾｊ 石館 小 架成正 ｈ ＡＡ 築 ｾｬｲ ｬ ｩｌ｛ iV1A-T悶CKS 博物館 1986/4 !，I.OJI IltI I  8610新

93 ゆりかご幼稚怯| ｬ ｪ Ｎ品木ド［Ｑｦｩ ｾ ｊ 建 築 研究所 幼稚園 1994/3 l岐!'jl di 9406事)r 9406文

94 J)[1藤栄一 ・来一記念館 1刊、l J l回一設;?I- 事務所 美術館 1990/11 岐阜市 9110新

95 岐阜県県民ふれあい会館 ｈ 辿 ｦＦｾｉＧ ・ ＪＢ，片犀刷 Ｑ Ｑ 建築 ホール・コミュニティーセンター 1993/ 10 岐阜 市 9503主l

96 岐阜県未来会館 11 往設計 ・名古屋 i.l l清設計 記念館 ・ホーノレ 1994/10 l岐1，lT 950311 

97 アピタ岐阜 ロァシ・アジミ ・J}.i¥ll +エス・ディー ・エー ｊｉｊＺ［ｾｉ 日 1993/5  岐阜市 9308 11 

98 村 のテラス ・ 板 Ｑ Ｉ 汁ー ｊＮｾ 集呼 ｬ 吸 波辺誠/ ア ーキテクツオフィス カ7エ・案内所・コミュニティ 1995/10 崎重I!At II 9601来rr 951011 

99 J A大厄グリーンパーク 永 IFJ ・北野建築研究所 M Mリr' ホーノレ ・公|主| 1994/3  大垣TI i 9408予;Jf 9407 11  

100 後老天命反転地 荒川修作+ マドリン ・ギンズ 公|主l施設 1995/10 証書老1trl 9511予!Jf 951111 

県重

一
一
一

No. ｾ物Ｑ， 設す|者 川途 竣仁 所在地 .f1J，1世刻H志

101 Ilq日市大学 ｪｪｪ 長 川原 百貨ｾ ｦＡ Ｍ 大学 1992 四J l Tlirli 90選

102 小LLIEFI記念I } JI't jI-!.病院 機川仮設計 ・JU:I:I II ! i I ! : 築中務所 病院 1986/10 pq Jl dTi li  8701社 89選

103 間際環境技術移転研究セ ンタ ー ａＦｔｾ 築 研究所名前 出 ・ ｊｾ 務所 研究Ji .庁 1992/10 flq 11  iliil -i  9403ヰ|

104 鈴鹿市文化会館 京拘 ＱＱ 建築、 ｊｾ 務所 文化会館・科学館 1988/3 鈴鹿市 8810キ'.1: 8906r同

105 ニ ｩｬｴ ｾ 県 総合文 化セ ンタ ー ニi 1i J l ，! 七木部者11市住宅防止巨築 コミュニティーセンター・ホール 1994/6 津市 9412事!Jf 941111 

常絡; 弘常総室 A &T主I!:築研究所 関.lfc館・全館

106 ー 重県議会十点 ・ ｊ ｾｴ Ｇｬｾｾ 東対|ト建築J Jq:若所 県議会場 ・ホーノレ 1990/11 i;j nli 9103主l

107 R.  F ヤマカワ ・アオ、ックス 設計品IHf&A .  D  .  1-1  ｣ｬｾ 務所・服飾 1992/12  久! 丙 d'i 9304新 9304文

108 ｴＺＺｦ Ｗ 有歴史 ｷ 物自 ￎｾ ニ屯県仁木書11 . 特設日| |刷物ti ' 1・( 1989/3 多気 ｾｴｬ ｬ 9003来}r 9109r1i1  

109 おは らい111J おかげ品目丁 di 7Jc!il!: ?& 竹'1"工務}g }，l市1i . IW物館 1993/7  伊勢 di 94- 95選

ｾ Ｂｊ 橋微者 ＱＱ ｲ｝， ＮムｬＡ築設計 」 二 ｭ

110 式"1三避を; 記念キIJ ! ' l : : ;美術館 大j工宏建築事務所 美術館 1993/3 伊勢市 9309新 9309文

111 13羽水族館新t i ' i'; 大成建設名古屋支庖 ノド族自' tf 1990/7  ｲｾｪｪｾ＠ di  9103社

112  タフサ志摩 清水建設 ホテル・'1' 問医彼胞設 1992/ 6  ， Ａｾｾｪｪｪｪ＠ di  9209新 9208 11 93選

113 il ii'のWJ 物E官 内藤氏建築設計事務所 I，lf.物j 官官 1992/ 6  ｊ ［，ｾ羽司 Ｗ 9211新 9006 11 930311:  9007文

114  志摩 mus eu m 内藤Jtl( 生l l : 築設計事務所 美術館 1993/8 μj j j j Tl1 9311新 9311文

115  4・7トワークリソ ートなんせいセンターハウス 菊竹消却l肱l!: 築設計事務所 ヨットクラブハウス・レストラン 1994/10 度会:ltI l 9508新 9508 11
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コンクリー卜椛造物の形状の多織化や大規脱化、

配 筋 の I. . J 管; ) 度化な E に よ り 、 コ ン ク リ ー ト の 十 分

な 打 ち 込 み ・締め固め作業が閃日ff となる場令があ

る。 このような状汎の '1' て二 両流動コ ンクリ ート

は締め問めそ必要とせずに型枠の ｾ ｉｊ｜ 々まで荒波さ

れ、豆半反やジヤンカなどの発生がなく耐久性に優

れた鼎 ｾｦ 本を柿築することが可能なことから、主 ｦ ，｜ＱＺ ｅ 、

'r¥民 を 川 わ ず 締 ん に 研 究 開 発 がh われている 。

毛I臼生、作方iIii で IJ 日発i斉みまたはIJf J発 '1' のit市L重J)

コ ン ク リ ー 卜 は 、 そ の 仰n材 料 に よ り 、 ① 回 投 粉

末 ｩ 良 平ｼ刷 を Ｑ ＡＰ ｔｊ するタイプ、 ② 分 ｉｾ ｊ ｬ［ｦ ｦｵ ，成斉 ｉｊ を イ史 ｊｔ ｊ

するタイプ、 ｀ 也微粉末 ［ｧ 平 ＱＱｾ ，ｪ と分由 ｉｈ 瓜成剤を Ｑｪｦ

川 するタイプ、 @ 持株セメン卜引火J l Jす る タ イ プ

の Ｔ 極 ｾ ｮ に 大 別 する ことヵ ｦ て Ｓ る 。 こ れらの似 ｾ ｉｊ

材 料 の一 例 を表 1 に示す。

表 1 使 用 材 料 の 一 例

タイプ セ メ ン ト 混 ｾｉ 材 分経低減剤・増粘剤

① 

ポJレトランドセメント 高炉スラグ微粉末

高炉セメ ント 石灰石微粉末

ト一一

77イ7ツゾユセメント
7ライ7ッシュ 砕石紛

セルロース系

② シリカセメント
シリカフューム

アクリル系

など

膨張材 など
バイオポj マー系

ト一一
など

③ 

ー・・ー・ 4・.._- --- _..

"f.*' - ライト系セメント 上記を使用する場合

④ . &度調整セメント あり

球状化セメントなど

ここ で は 、 こ れ ら の 'l' から鴻池車Il が姥築工事を

小 心に 迎川 し て い る 超 微 粉 末i財 H材 をmt 、た2.5流

通)J コンクリ ー卜 について、実施( 9IJを中心に述べる 。

R C壁式情造物への適用

ロ

ロ

守

的

適用した主主物は、集令住宅に付属した図 1 に 示

す 集 会 所 胞 設 の 壁 ・染 部 材 で あ る。 配 筋 は 、 特 に

ＲＷＱ 密度て‘はなく通常配筋のもので、設言惜明白ｾｾ，皮

は210kgf/cmてある。 コン ク リ ー トは、ポンフ" I I l ' e

使 用 し 、 ま ず 図 '1' の A から日トl始し、 j五回蹴況をみ

ながら B に移動させ、込説，'e( 1勺に打設した。打 設 速

可-， 投入口 B

一一 「ー- - ， I 一γ 1 ___，. . 、』

I  ;  ｉ ｉｾ 円 Ｑ Ｚ 日 日下

土圧計 1  -1 11l; 1il 1  1 11 ，11 11 1  

取り付け位置引 」二 」 - l Hγ 1

1  1;::: 1300 1400 2700 

ーー ー』ーー- 1- -- c: コアクリル仮

000 土圧計取り付け位

平面図 図 1 実構 造 物の 形 状 断面図

表 2 調合( 石灰石微粉末を使用)

超微粉末混和材を用いた高流動コンクリート

梶山 毅 かじゃまつよし 平 弘 毅 ひら ひろを

鮒鴻池組妓術研究所主任研究員 研究員

j交 は20m'/ h で 、 締 め 固 め は一 切行 っ ていない。

日流動コンクリ ート のスランプフロ ー お よ び 空

気 立 は 、 そ れ ぞ れ65土 5 cm、 4.5土 l . 5 %で あ る 。

石灰- 1 1 1 . 放粉末制点n- J した問介を表 2 に示す。

ｉＢＧｾ ｩ ｪ｝凶 ｊ コ ンクリ ー卜 は、 写真 Ｑ のようにほぼ水

平に流動しながら、 Hfl 口苦11の II ij後で. も同時に上41-

し、流動勾岡山立図 2 のようにヰ必Jで 約1/ 14で あ っ

た。 また、 ｴ ｊ ｾｩ￬ 可に笑 ｊ￬ 包した ｴ 刻ｊＱ Ｍ ｾｬｬ 材災停介どは、 写

真 2 に示すような凹凸のあるイlゴil :型枠へのすU女性

も 良 好 で 、 コ ア 強 度 も 流 動 距 離 に か か わ ら ず図 3

の よ う に ほ ぼ 等 い 、 結 果 と な っ た。

型 枠 の側 ! 日正、打設迦支や打; 没j n去などにより

輿 な る が 、 今阿の 計illi Jて、は液庄の約7 0 %で あ っ た。

3  4  5  6  7  8  

図 2 流 動 勾 配 流動E巨魁 ( m)

ι よ 材 齢9 日|

;jli己

図 3 流 動距離とコア強度の関係

C F T 構造柱の充填コンクリートへの適用

適川したｾ物は、柱部材を設ＺＱ Ｑ 基準強度 ＴＲＰｫｧｦ

Ｏ ｣ｭ Ｇ の ｃｆｔ ｗ ｾｩｬｬ Ｚｬ ミ とした、 Ｘｾ 凶 ｩ てのホテノレ ｦＮＪ て‘

ある 。伎 は、0 - 508 .8 - 558 .8  x  15- 22mm、l; .5さ

28 .8m の 内ダ イ ア フ ラ ム 形 式 の も の で 、 ダ イ

アフラム '1' * には φ- 280

mmの fJf.J I- ' がある 。中主木数

は9: l- 1s : である 。打 設 に

は、ポンフ竺11をf如 nし、

鋼 作 l勺'f llか ら 圧 入 す る ポ

ンフ。アッフ"1i j!止をJ采JTJ し

た。 ，' ，百炉スラグ微粉. ，. j C' e

仰 TJ した; J .I司令を表 3 ( こ示

す。

主0.61 . - " ，一一十 一一一 一 一一一 一一一一一一一ーす一一

き0.51 一一.. ........ . . . . .一一 一一一 '-_::..oィ三つ

至。4! 一一 「一一一 一Ｂ ［Ｂ ｾ 手 一 一Ｎ ＮＮ ＮＮ，
甘く n ， l  一一---' -一一一 ，.-C:仁一一一ー一一一一一一 :

!ll v . v  I  :  __...---

-R 0. 2 f " ーーて;--<すこa 一一一，-- 一一 一一一 J 一一一 _.. .

1  ポン i 施工指針スランプ'21cm

時 O. q一一一一べ一一一一' " 一一一一一、一一

長 内I

10 20 30 岨 50

理鎗吐出量( m' /h)

図 4 理 論 吐 出量 と水平圧力損失の関係

: 医司 ;討 つ|困 ;- l - f

j 41一一一: 一一:"--7"' :一一 'W--' --i-- '-- 説 ア?

き Ｓ ｦ 一 一 一Ｚ一一予 〆 ｯ Ｎ ｾ 一一一… Ｇ ＱＱ 一一 Ａ … Ｂ Ｇ ｖＧ 一一一一

) 備
' 一 一

出午 … " ' j " : "- - ' C""O' ;" … il 一一 :ッ戸;.. oo : . . . . . ー… ー

軍 Ｑ Ｑ ＭＭ ，ァイ て一見 ＮＮ ＮＮＮＮＮト ー ＭＭ ， Ｇ ＢＢＢ ｉｉ ＢＮ ＭｘＢＢ ， ｲ ，，ｾ … ｦＭ［［ＮＮＮＮ ，ＮＮＮ
.1 イ。: 11κ 6 jρ 由形 0: - :  
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o  5  !o 15  20 250 5  10 15 20  25 

コンクリート高さ ( m)

図 5 仮IJ 圧 計 測 結 果

印

圧入 ｉｉ ， ｾ Ｇの理論 ｬ 上 ｌｾ ， 盆と水平圧力損失との 関係 を

図 Ｔ に示す 。 ノド平圧力損失は、理論リ Ｚ ｉ ＧＺＺｾ Ｎｩ立の ｭ 力 ＱＱ

に宇 ｉ Ｇ ｌ 、 唱力日し、 ポンフワ 泡工 ｴ 旨針 のｾ ＧＡｦ通コ ンク リー

ト( スラン7

0

21cm) の{ 直に比べ、約 2 - 41t寺であ

り、また、銅作の仰l圧は、 図 5 に示すように1守11

て1ま制王にほぼ等しし、結果となった。

鋼管・天端でJ采1叙したポ ンプアッフマ: & の コンク リ

ート のスランプフ ローは、根! 託I bJ t J i ではJ王 入1m始 11寺

にほぼ等し L 、が、友J早lで は 鋼 包 咳rUJIJ¥¥'J .支 の 上 昇 な

どにより低下する傾向にあった。鋼管・天端のiえー下

註 は 約0. 6mmて、 n; 討' & 6 時間て終了した。

また、 >; 'J )傘、鋼管ー内 で の コ ン ク リ ー ト の7m羽生

お よ び 強J立を(i '(ri;]!.Z.、する ために、 9 1府主I ! て事務所ビ

ノレを対象として、本7品主( 口 一 500x 500x  19- 22  

mm、正:j さ33. 2m) の上部に、 図 E に 示 す よ う な ダ

イアフラムのコンクリ ート 打 設JFl I井! 口千歪を変イヒさ

せた1l i ¥，! l ; 矧司代; を1[)"( り付け、圧入を行っ た。

その結栄、 写 真 3 に 示 す よ う に 、 ダ イ ア フ ラ ム

ー聞 に は 未 - A h  

一一ー

税 制 は ｉ ｾｉ￀＠ I・・

なく、コア

強度 も 設 計

基 準 強 度 を

卜分 にi的土I!.

す る こ と が

U館忍されて

し、る 。
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香り

子干りは、われわれの生活に重要なf却! I 陀はたし

て ｌ 、る。食べ物、衣ｊｬｉｾ、住まし、や交辿手段勺あら

ゆるところで、われわれは脊りの情報から多くの

判| 析を行っている 。 この干寄りをかぎわける f j UJ に

|刻しては、法号ti 主には、千ι U二の芥りを分別する

ことも修行によ って nJf iltであると紹介されている。

平m，lli 的に脊りを利用するプ刀法としては宗 教儀式、

F凶本の保持( ミイラ) があり、仏教が政米したばl

に、わが国に沈脊が伝わったと言われる 。以後、

将りの積極的な利j有力瀧き、現代においては、芥

りの有必'11全はノ、イテクピノレにも応用され、医学、

イヒ'f-: 、 決""f-: 、ノミ‘ イオテクノロジーや心羽! 学、 ファ

ヅションや ｪ 仮 ｾ Ｇ ｣ｬ ｬ 成田谷 まで、幅広 ｴ 、 ｄ ｦＮ ｪ ヲ ｅ がなされて

t 、る 。

芥りによる治療はアロマテラピーとして1J[代て

は同知lされているが、これは干17代 エ ジプ卜て' ! t . i め

られたものである。

夜 ＧＱ Ｇ の ＳＱＱ 占 ｴｲｵ 研究 室 ｼ 人 ｬ て‘レモンの皮の芥りを ｾｉ Ｇ ｬＧｴ

叙すると、陸l従に襲われていた私は日IJI 服に涜j ' j J il レ

ベノレカZ上がり、頭がすっきりし、また作業を続け

ることが出来た。 fも照らの院fif r - - 性陰性変動という

ｊＱ ｩ る ｩ 皮の変動を分析した結果でも、心邸内な ＩｪｾＯＮ｜ｴｾ が

大きく示されてｾ， Ｐ 。また、ジャスミンには ＱＱ 酒 ｉｾ

刻' ) ; j 占、ラベンダーには鋭的改1) 採が認められ、{ 別収

後にコーヒ - : a- 飲んt.::11キと同様な似I)Mミがジャスミ

ンに凡 られたとするデータも ll' ，ている。これらを

イ ｔ 究 Ｑ Ｉ Ｈ 二平 Ｇｊ ｭ した司 ｱ Ｚｬｗ ｾｲ 主主 Ｑｭ カ ξ あることは、マスコ

ミでも報道されている。

長いにおいの総称を待りと呼」ごと、においの川

姐は空気のpt の一部と考えられる。においの種空Ji

は，ｊ ｉ 二 Ｇ ， ｾ ［ Ｚ［に多〈、主ｦＮｾと感じる、 ものが胤ったにお

いとしては二 酸化メチル、アセトアノν デヒドなど

の刺激性のにおいが顕者t なものであり、そのJ込気

濃度は、イ ｔ 失空気ＧￍＧＢｾｾ，話占空気て部釈し、人がｾ気

をJ必じなくなるまでに何倍の4!1，!ω4空気を裂したか

で示す。

においをそれιλ l二の加央斉IJ て、マスキングする ) j

i法では、それらの物質がさらに付析するなどのI i l J

Ｑ 凶がヲＧ￪ Ｇｉ ｾ している。 一 方、 ＱＱ 見失の研究も峨んに行

われており、紫外線を受けて) 民共する光反応型の

材料( タケダ、クラレ) がDf. J1' e されている。 こ れ

は、繊維の外周| 町商に機能を負.(;:j した樹脂を取り

ｦ ・ ｪ け ｉ ｾｬ 然光や蛍光士 ｉ ヰ却 支ても脱尖するので、む共

やそのイ ωｬ 見 尖する繊維として イ ｊＺｊ ニ げられ、 ｾｈｻＭｪ ，泊の

繊維とｼ口 ｬ 織の風令いを有している 。今後その ＧｾｲＮ ｩ ｾ

は1"すまるものと芯われる 。締め切 った工11の '1' での

タバコなどのにおいはかなり気になるが、 111宅内

のシート地や内装にH必臭繊維を利用すると車屯や

書 ｉｾ 品点 数を ｗ ｉ カ｛Ｉ きせず、快適な環境を ￮ｩｬｊ 治するこ
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香りと空気質

梶 井 宏 修 かじいひろのぷ

近畿大学理工学部講師

とが可能であろう。! i l l : 秒J 内膏11にも 同様のことが言

λ る。主l ! 物|勾昔11には化学物質が多〈平IJJIJ されてい

る。各種ワックス、カーペット洗剤、天;1' 材や按

Ze剤な E 多岐にわたり、生体への彩特に| 刻する研

究が進められている。

空気の質

一存を迎える頃l立、花粉症に愉む人にとって厳し

い季節となる。セ知 l' には多くの物質が合まれて

おり、これらを排除するために多くの技術を馬区イ史

する必要がある。

室内の空気汚染の発'tiJ J; lを表 1 に示す。近年の

干＿エオ、ノレギーイヒにかかるお気密，Ｚ百断全 ｾｶｦ ヒが空気汚

染を助長しているようである。また、ヒツレ設備の

而からもダクトや加iM終にかかわる川越が台頭し

ている。水分があり、適当な首liU支粂1'1下では制的

や彼性物の昨肌! となることが'c.r氾! される 。 これ

らが原因て多くの人が感染した汐IJ もある。冷却I茶

の水分飛沫が外$ < ¥J . 収り人れ II (二人らないように設

計段附で十分配41すべ、きであ り、l J i に設Wi のお度

化に頼るべきではないと 」替えられる。

表 1 室内空気の汚染発生源の代表例

発 生 源 | 汚 染 源

建築設備関係

冷却第

ガス ・石油式開放型燃焼I l l l 具

石炭式開放型燃ｾｾ｜ＡＺｻ以

薪だき式閲紋型燃 ｾｾ｜ＡＺｭ

静電式空気消i!f'嚇 ・コピー俄

加 湿 器

内装仕上げ材関係

ノ守ーティクノレポード

天井タイノレ

塗料

カーペット ・カーテン

コンクリー卜、おこうボード

居住者の活動関係

ヒト ・動物の代謝

清掃( 掃除俊使用)

清掃( 洗剤使用)

殺虫剤使用

喫 煙

趣味 ・工作

真菌 ・細菌

一酸化炭索 ・二酸化炭素

袋素酸化物

二酸化硫' vi .

アノレデヒド類

向上+ t5}じん

向上+ 有機化合物

オゾン

真菌 ・細菌

ホノレムア J レデヒド

ホノレムアノレデヒド

非メタン系炭化水紫

気化水銀

ホノレムア Jレデヒド

其菌 ・細菌

かび ・ダニ

粉じん

ラドン

感染源

アレ J レグン

アンモニア

有機ガス

粉じん

: u菌 ・細菌

有機化合物

有機化合物

粉じん

一酸化炭紫

塗紫酸化物

ホルムア J レデヒド

シアン化水紫

放射性元紫

有機化合物ほか

有機化合物

粉じん

アスベスト

土! I ラドン ・レジオネラ細菌

池田耕一 . 室内空気汚染のメカニズム、

空気調和衛生工学 便覧 I ，1995. p382 

われわれは、大阪駅前地下街が改組される以前

の1I?{利58年に、空気付『の落下細菌、其I I i の訊:J :tt

と、粉路、 l尖般カ、、スおよび一酸化j尖紫波j支等のJ 司

査を行った。浮遊粉塵が多かった人の J並行が激し

い地域で‘ は細Iii や其閣の数が多〈示さオ1、外気の

ｲｲ ｬ＼り入れ ｬ ｬＮ ｴＺＯＩ Ａｾ ｾＧｲｾ ｪＭどは非常に少なかった 。 臼 ｉ ｕｕ 支

や泊IJ s ' . の条件がJ込いH寺に兵iii はI1包子をl具 体にWOi lI

するので、 その繁抗鴎主件を欠予容させるのも汚染防

止に私t i L : つ。 しかし、人の快適な粂件と ー帝11一致

する季節は注訟をケ要する。

平ｹ［Ｍ ｉ 下方 、スを ｾｩ ｬｬｩｊ 定するお性 ｦｪ 跡、、ス分析機船主 ｾＧＺｪｦｩ ｉｬ ￎ

であるが、人の日民党ほど多くの極類を叩座に分析

できるには至っていな t 、。 しかし、; ; 足首長方、ス、 一

般イりえよ、抑予を性yゲス分析機52などは手1，;: ; : ; (こ向性

能である 。 最近、 ＱＱＱＱ 車内の ＱＱＱ の ｴｾｬＧ 気ガ‘スによって

ＺｴｾＺｾ 、命守務とした一酸イｲｊｩￆ紫 ＧＱＧ Ｇ｛事例牛があったが、

これは、。II )!j ) " の、配百宣言h百! と，11'，入 1Iの| 刻係を設計

段| 併で卜分円以E していなかったために起きた人災

と芯われる 。1a;f IJ なように設けた11tHにj迫じる，11' ，

人 11やi谷主のI J f JI -I 昔11から Jゲスカマ位入したものと与ー

えられる 。 それらの環境の恕イヒをいち♀什鮎nす

るには、三回官、l. t Q の監視装澄を滋入する必要があ

ると忠われる 。

bjt 椴コゲスに|刻する基準は、生l ! 努辺副局去やヒツレマT

m法では 1000ppm、学校環境衛l t 基 準 て1ま1500

ppm( こ定められている 。世l YJ毛な人でも 0 .1 %のl災

被コゲス ilぷ} 支の環境下では軽い11乎lIb' dH; ' i ' ，' ; ・が起こり、

8  - 1 0 %になるとけ L 、れんカ可包こり，Iu，! . 吉弘がもうろ

うとする 。イ不、完全燃

てで、は、 I(Ilaやl' のへモク、ロビンと紡びっく官IJ 令は般

ぷの数 tiil ' i あり、人体への1;t期 1は大きく、 5ppm

の濃度に 20分間さらされると反身沖| 嵯が変化、 30

p p mてヰl J I: j ; 討中経JI 宿舎、 1000ppmでは 2- 311与IIIJ で

けいれんを伴う失利! などカ茂旦こる 。 したがって一

般イｲｊｾほおま、建築基込民去やピノレＱＧ［Ｇｊｬｊｬ法て‘は ＱＰｰｰｭ

以下、乍校ffi : t: ! "H: ' f.子生基準で1ま20ppm以下に 主主め

られて いる 。

近年、屋外と隔離し街ｼ射した Ｉｕ 二 ｾｾＮｬｽ，をつくり、

，'::iJ 交な広: 臨調整を行ーい、快適E品加をえ" 持する) ) 1 旬

にあるが、 Ｍ ＩＧｪ 、住毛ゃある平ｾＭｕｾの規棋の胞設で

は1' 1然と N 七する主l ! 物も建設されている 。神 戸 di

のi炎i"JJ 也城も，'MIJ: センターでは、 li 然エオ、ノレギーを

ｮｊｾ、た システムを採 ｭ し、連 川している 。 これは、

法ノド Ｈｬｾｊ に外気を有効利 ｊｔｊ するか法であり、排気ガ

スや Ｈｉｪｾｾ 勿 Ｑｴ［ｻｾＩ Ｎ支の ｉｾＺＺｪ L 、地h賜 践 で は な L 、ので行

えるものであるが、個々の粂1'1二に該当したエオ、ノレ

ギーのイ ｉ 似 Ｑ Ｉ Ｎｦ ｉ ｊ ｊｬ ｉ と空 気質の ｲ ｦＱｌｬ 二 がｾＪｩ ｩｬｬ であると認

識してし、る 。

引用文献

1)  ｓＮ ヴアントラ一、 ｇＮｉ Ｍ ｛ ド ット、印雌 Ｉ￫ ｾ ［ｗＺ 丹り の感性

心問、' f.: 、フν グランスジャーナル社、 114- 117、1994、2  



[ お知らせ] nl or mat I on 

『ル・コルピ、ユジ、工- 水の記憶- J展

タシオン、リエージュ「水の季節」ノ f ビリオン計画、 その他ル ・コルヒ.ユジエによる直筆スケッチなど。

口ンシャンの礼拝堂、東京国立西洋美術進官初期プラン、 会 場 キ' ャルリー・タイセイ( 新宿センターピル)

力プ・マルタンの小屋と基アーレンパーク'氏の美術 東京都新宿区西新宿 1-25-1

館計画、ル ・コルピュジエ ・センターなど。 TEL03-5381 - 5510 

- 絵画・油彩 「女性と平底潮対、詩画集 「直角の詩」 会 期 ＱＹＹＶ 年 Ｓ 月 ＱＸ 日開ト Ｕ 月 ＳＱ 目 白 封 ｼ日時 ｾＱＷ 時

『二つの聞にJ、スケッチブック 「東方旅行j ( 復刻) 、 土日祝日、 Ｔ 月 ＲＷ 日 ｾＵ 月 Ｖ 日は休廊

『自然の素材を生かす生活のかたち J - H円フォーラム" WAZ A( 和座) "

機 l

例京都伝来般義幸技術汁! J ，会と側ヒューマンルネッサンス . 講寅「木の文イL 石の文化」梅原猛氏( 哲学者)

米2

研究所は共催で、自然との共生を楽しむ住まい方、そ . 討論「自然の素材を生かした生活のかたちJ

れを実現するために求められるものについて、建築、 一一中村昌生氏( 諮問就建築技制湯釘里事長)

哲学、生活文化、人間工学の介野てづ舌躍する講師を招 エルマー・ゥ・アインマイヤ一氏( 哲学者)

き、事寅とデイスカッションの場をもっ。 加藤カ氏( 京都工芸繊維大学E湾局受)

ル・コルピユジエ r2人の浴女、漁船と木J (1937) 名 称 H R フォーラム、WAZA ( 手口座) 。
佐藤友美子氏( サントリー不易流行研究所)

三津康彦氏 ( Ms 建築設計事務所)生まれ故郷のアルプスの雪に始まり、レマン湖、エー 「自然の素材を生かす生活のかたち」

ゲゑセーヌ川、そして地中海・、その生涯において 日 時 1996年 5 月18日仕) 13: ＳＰｾＱＷ ・ ＰＰ

絶えず水とかかわり続けたル ・コルヒ・ユジエは、水へ 会 場 京 都 私 学 会 館 075-344-6201

の想いを様々な形に変えて作品の中で表している。 京都市下京区室町通高辻上ル

彼の建築を中心に、絵画、著作の中に表れた欝見を検 入 場 無 料

討することで、ル ・コルヒ'ユジヱにおける水の存在を 定 員 300名( 定員に達し次第締め切り)

嬬売する展覧会がギャ J レリー・タイセイて始ま ってい 申 込 先 側)諸問云統建築出相説会 TEL075刊 | ー3245

る。入場無礼 側ヒューマンルネッサンス研究所

. 取り上げる建築… レマン湖の母の家、ユニテ・ダピ TEL03- 3438-0931  

平成 7年度「ひろしま街づくりデザイン賞J 表彰作昂・活動

広島市の都市景観表彰制度

「ひろしま街づくりデザイ

ン賞j は 2 回目を迎え、応

募数 109通の中から 8作品

| 活動を選考した。

* 1  側京都儲沼務院主体計説会

1975年設立。大工技術を母体とした伝統建築技術の

啓蒙、調習膏死後進の養成などを推進し、文化財

の保全、建築文化の発展に貢献することを目的とし

た活動を行う 。

*  2  側ヒューマンルネッサンス研究所

1990年、オムロン闘によって設立さ久人間を尊重

した 21世紀のも動盛化社gr の実現に向け、「人間・

生活・社会」を視野に入れた研究提言、推進など

の，舌動を行う。

大賞は、様々な工夫を試み

た「重の建築を中心に、サ

イン・アート、植栽などで

雄大なスケールの街区を形

広島修道大学，、ーモニーロード( 広島市安佐南区)

〈緑化准進部門〉

ヱビデンピルギャラリー( 広島市中区)

〈サイン ・アート部門〉

CE C domi t ory (広島市南区) NT T  DoCoMo 中国ピル( 広島市西区) カ- .1'¥ーク八丁堀 ( 広島市中区)

〈街並み部門〉

アートの描かれた仮固い( 広島市中区)

〈サイン アート部門〉

市街地再開発組合の施行した五日市駅北

口地区 ( 広島市佐伯区) くまちづくり活動部門〉
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一一一一- i nf ormat i on

旧朝鮮総督府庁舎保存・再生を

韓国のソウル特別市世宗路に建つ国立中央博物館( 旧

草月鮮総督府庁舎) の一部取り壊し工事が始まったのは、

昨年の 8 月 15目。

この旧朝意書総督府庁舎の保存 ・再生を求めて韓国大統

領に要望害を提出してきた明治建築研究会( 代表 ・柴

田正己氏) は、全面撤去から一部を残す方向に動いて

いる韓国の最近の状況をとらえ、 2 月に再ひ' 金泳三大

京綿貫に要望書を出した。

96' 建築専門学校卒業設計作品展示会

大阪工業技術専門学校、修成建設専門学校、中央実務

専門学校の合同企画で、 3 校の建築系学科学生の卒業

設計作品が展示される。入場無車ヰ。

この展示会は、建築系の専門学校 ・学生の実情を卒業

制作作品を通じて知らせるとともに、 工業系専門学校

中之島の中央公会堂保存・再生、設計者が決まる

北区中之島に建つ中央公会堂( 設計・辰野片岡建築事

務所、竣工 : 大正 7年 10月31 日) の保存 ・再生計画に

ついて、大阪市は昨年 11 月30日から公募型プロポーザ

ル方式て官宣言十王者の選定を進めていたが、 2 月29日にそ

の審査結果を発表した。

i毎外を含め参加した 15企業の中から選ばれた諒博は、

脚反倉建築研究所、側平田建築概宣研究所、側青山建

築積算事務所、糊庁日括責備計画の諒十共同企業体。

選定理由は、以下の通り 。

・建物南側に市民に関かれたサンクンガーデンを設け、

カフェテラスとしての利用も可能なようにし、これに

面してレストランを地下| 階に配置するなど、巧みな

平面計画 ・外構計画を提案している。

・免震構去を導入するための構造計画、施工計画も確

実性、安全性を考慮した妥当なもので、さらに全般的

に建物の保存 ・再生に配慮した器十姿勢がうかがえる。

・類似業務の実績や持品量力についても評価でき、総合

的に最もふさわしい優れた提案て・あった。

審査委員は金多潔京都大学名誉教授一委員長一、大阪

市の森田号佐美教育長、岡本宏行都市劉結局長、奥野晴

夫教官委員会副理事、 )1側←都市整備局営繕部長。

今後は平成 8 年度に基括主計を終え、 9 年度には実施

設言十、工事着工し、平成は年度完成予定で、中央公会

堂の保存 ・再生計画が進められる。

堺市、 5 月 1日に新用途地域を施行

大阪府堺市は、 5 月 |日の新用途地域施行に伴い、同 すること。 4 月30日までに着工できない場合は新用途

のあり方や社会の中での役割を思索する契機となるこ 日から新用途搬或による建築規制等を適用する。 出或による建築規制に適合するよう計画変更が必要。

とを願って企画されたもの。問い合わせは、大阪工業 ・現在確認申請中または橋恵予定の建築に必要な措置 ⑫見用途地或に基づく臨紳誇

技術専門学校内展示実行委員会 (TEL06-352-0091) へ。 ⑪ 鶴 申 請中 ( 確認後未着工のものを含む) の建築物 一一現用途地協の規制で建築確認を受ける場合は、 4

日時 1996年 4 月23即 ト28日(日) 1  0  :  ｏｏｾ＠ 18  :  00 - ー新用途地域の脳? により不適格となるものは、建 月30日までに確認を受け着工する必要があるので、期

会場大阪梅田東生涯学習ルーム( 阪急 ・梅田、ヤン 築確認後、新用途地或施行前日 ( 4 月30日) までに着 間的な余裕をもって申請すること。

マーヂーゼルピル北東隣) 工 ( 掘方や杭打などを開始し、継続的に工事を行う) 問い合わせは、堺市建築指導課 σEL0722- 33-1 101 )へ。

第27回中部建築賞入賞作昂 8点

一般部門 ・三重 県 総 合文 化 セ ン タ ー( 三蜜県津市)

政 計 /エイアン ドテイ建築研究所
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一般部門 ・MI C HE (厳阜市)

段計/ i BC 段肘室

一般部門 ・裾野クラブ( 静岡県裾野市) 般計/ 清水建股

住宅部門 ・ 2 つ の 空 ( 愛知県西加茂郡)

段計/ 笠触建築工房

住宅部門 ・於 奈 図 工房 ( 岐阜県多治見市)

段計/ 長田雅弘・環境計画+ 内川敏男



理 事 会

第 4 回常任理事会

Ｒ Ｔ 日・ Ｔ 時 ｾＴ 時 Ｕｇ 分・於本会会議室

出 席 者 市 川 会 長 ほ か 日 名

議 事 ( 1)名誉正 会 員 推 挙 の 件

(2)平 成 7 年 度 第 2 回通常総会開催の件

(3)80 . 周年記念事業開催について

(4)1，圭援 ・共催名義使用承認の件

(5)入退会者承認の件

(6湾 業 報 告

第 4 回 会勢主里事会

ＲＴ 日・ Ｓ 時 ｾＴ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 岡 本 銭 高 副 会 長 ほ か 6 名

オブザーノて一市川会長、三品副会長

議 事 会 員 増 強 の 進 め 方 に つ い て

編 集 委 員 会

第 10国会員企画小委員会

Ｙ 日・ Ｖ 時半 ｾＸ 時・於本会話話集室

出 席 者 稲 木 副 委 員 長 ほ か 4 名

議 事 ( I) f 建築と社会J ( シリーズもの) の報告と掲

載 予 定

(2涼庁しい企画案について

第 3 回計画系介科会

Ｑ Ｖ 日・ Ｖ 時半 ｾＸ 時半・於本会会議室

出 席 者 吉 村 幹 事 ほ か 3 名

議 事 8 月号計画系特集の企画

第 3 回計函系ーインテリア ・住 宅 一 分 科 会

ＱＶ 日 ・ Ｗ 時 Ｒｇ 崎分 ｾＸ 時 ＴωＰ 手介子 Ｎ 於本会会議室

出 席 者

5識鍍 事 平 成 8 年 7 月号予定本介併手ヰ暗会特集のテ一マ検

言寸

第 10回設備分科会

ＱＷ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 田 ノ 畑 幹 事 ほ か 7 名

議 事 ( 1) i設 備 の 頁J の 企 画

(2)  i.立体駐車号設備」特集の企画

(3漸年度の設備分末十会委員

第 2 団法令分科会

ＱＸ 日 ・ Ｒ 時 ｾＵ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 入 江 田 幹 事 ほ か 2 名

議 事 ( 1) 5 月号「災害と法J 特 集 の 企 画

(2)  i法令コーナー」の企画

第 6 回施工材料分科会

Ｑ Ｘ 日 ・ Ｔ 時 ｾＶ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 有 光 幹 事 ほ か 4 名

議 事 ( 1牌 集 企 画 ( 平 成 B 年 6 月号予定) の検討

(2}今後のスケジュール

第 10回作品作風小委員会

ＲＵ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時半・於本会会議室

出 席 者 富 田 副 委 員 長 ほ か 2 名

議 事 ( 1駒 田 編 集 委 員 会 の 報 告

(2} i ' 乍品の掲載状況並びに掲載予定の報告

(3} i ' 乍品の選定

(4)  i Gal l eryJ 掲 載 報 告 ・予 定

(5)  i S KE T CH B OOK欄J の掲載予定

月間の動き
【平成8年 1月分】

第 4 回 計 画 介 科 会 建 築 系 20日 ・ l 時 ｾＴ 時ゆ介 ・ 参加者 ＳＰ 名

ＳＰ 日 ・ Ｗ 時 ｾＸ 時・於本会会議室

出 席 者 山 本 幹 事 ほ か 7 名 |  話 題 建 築 を 聞 く

議 事 平 成 8 年 9 月号の本介科会担当特集のテーマ 大防存立看護大学

について 山 下 弘 氏 に 聞 く

事 業 委 員 会

第 9 回若い会員の集い小委員会

Ｘ 日 ・ Ｗ 時 ｾＸ 時 ＴＵ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 南 、 杉 本 副 委 員 長 ほ か 3 名

議 事 今 後 の 予 定 に つ い て

第 6 国広報小委員会

ＱＰ 日・ Ｖ 時 ｾＸ 時 Ｒｇ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 南 、 原 見 副 委 員 長 ほ か ほ 名

議 事 ( 1揃 回 事 業 委 員 会 の 報 告

(2)第| ィ分科会からの報告と検討

(3)第 2 分科会からの報告と検討

(4)その他のこれからの企画について

(5湾業委員総会について

第 6 回見学会小委員会

ＱＲ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時半・於本会会議室

出 席 者 商 、 福 島 副 委 員 長 ほ か 9 名

議 事 ( 1)前回事業委員会の報告

(2)実 施 報 告

(3}今後の予定について

(4}今後の候繍につ L 、て

第 6 団事業委員会

ＱＷ 日 ・ Ｔ 時 ｾＵ 時 ・ 於本会会議睦

出 席 者 多 井 委 員 長 ほ か 9 名

議 事 各 小 委 員 会 か ら の 報 告 と 検 討

第 2 回i B 代建築見学介科会

ＲＳ 日 ・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ＴＰ 介 ・ 於本会会議室

出 席 者 南 副 委 員 長 、 福 家 幹 事 ほ か 5 名

議 事 近 代 建 築 見 学 会 ( 第 5 回) 及ひ東京国際フォ

ーラム見学会の企画について

教 育 委 員 会

第 3 図工高生事筑豊f小 委 員 会

ＱＷ 日・ Ｖ 時 ｾＸ 時 ・ 於本会会議室

出 席 者 和 国 副 委 員 長 ほ か 川 名

議 事 ( 1)IjL成 8 年 度 ・第 42図 工高生デザインコンク

ー ル募 集 規 定 原 案 の 検 討

(2}今後の作業日程

出 版委 員 会

第 9 回出版委員会

Ｑ Ｘ 日 ・ Ｕ 時 ｾＶ 時半 ・ 於本会会議室

出 席 者 山 田 委 員 長 ほ か 5 名

議 事 ( 1) <プロのノウハウ〉と特装本の車五盈報告

(2}今後のテ マと執筆者選定

(3)  i プロのノウハウ」講座シリーズ

見 学 会

OAP見 学 会

Ｑ Ｑ 日・ ｬ 時 ｾＴ 時半 ・ 参加者 ＶＱ 名

近代建築見学会

諸戸糟文邸と六華苑を訪ねる

ＲＲ 日・ Ｖ 時半 ｾＸ 時半 ・ 参加者 ＲＹ 名

ス ラ イ ド ・ レ ク チ ャ ー

第 4 回西地中海の建築 モロッコ、スペインを訪ねて

ＲＳ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＸ 時半・参加者 ＳＴ 名

30' s  E Y E- 2 1世 紀 へ の エ ス キ ス

井野瀬久美葱

「田園都市神話一 「イギリス的なるもの」 の 担 造 と 都

市復権への這評到

ＲＶ 日 ・ Ｖ 時半 ｾＹ 時 ・ 参加者 ＳＶ 名

建 築 ク ラ ブ

新 年 宴 会 ・於大阪グランドホテル

Ｙ 日・ Ｖ 時 ｾＷ 時半 ・ 参加者 ＵＶ 名

入 会 者 ( 敬称 略)

〔団体会員 10キ封

アルフレッシュ側

浦安工業側名古屋支庖

鹿島建設側名古屋支底

三和シャッター工業側大阪支庖

昭和アルミテクノ附大阪支庖

昭平隠問機鮒 大 阪 支 広

日本書量備工業側名古屋支庖

福 田 鍋 機 側

松下精工エンジニアリング(槻

Y K K アーキテクチュラルプロダクツ側大阪支庖

〔個人会員 7 名〕

川 畑 元

( 朝日岨器}

久 保 政 未

( 大成瞳位}

佐渡来己芙

( 大且埋設)

驚 藤 利 昭 成 田 正 明 水 野 久

( @ぬた瞳軍政富十室) ( 青島世肘) ( 水野撞暗段計事輯所)

森 本 f言明

( 近畿大会学)

司会 員 の 計 報

名 誉 会 員 視 阿 武 夫 ( 8 年 l 月28日死去)

正 会 員 村 時 期 予 ( 8 年 l 月 13日死去)
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空 調 ・ 衛 生 ・ ク リ ー ン ル ー ム 設 備

( 設計 ・施工 )

組朝日工業社

本社 ・本 底 東京都港区浜松田T l - 25- 7 i t:話03 (3432)  5711 

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島 ト58- 59 電話 06 (302)  2270 

支 l苫 北海道/ 東北/ 北l拘束/ 機浜/ 名占屋/ ，ド悶/ 九州

電 気 ・ 空 調 ・衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

e D ヲイヲ: J 椋武会社

本庖大阻本祉 〒550 大阪市西区江戸堀 l 丁目 9 話25号 f世話 (06)441 8231 

東 京 本 社 〒 102 東京都千代田区富士見 2丁目 15ml 0号 電 路 (03) 3261 8231 

支 社 名古屋 ・福岡

支 底 札幌 ・仙台 ・新潟 ・大宮 ・千栄 ・横浜 ・金沢 ・京郎幹l' 戸 ・天型 ・岡山 ・

広島 ・高松 ・熊本

営 費 量 所 有f広 ・函 館 背 森 ・秋悶 ・繊同 ・市j儲 ・長野 ・併問 ・豊田 . fll ・1"1山 ・

桐井 ・徳山 松山 ・高知 ・北九州 ・鹿児砧 ・部副l

出 張 所 旭川 ・福島 ・川崎 ・総江 ・徳島 ・下l剣・長崎 ・大分 ・宮崎

海 外 支 庖 シンガポール ・ホンコン

技術研究所 干 ＳＵＴ 崎玉県入間郡 三 芳町大士会 ｾｴ 水 ｊ ｴＭ ＳＹＰ 荷地 l1H.!i (0492)58 1511 

ヲFf 主t 調布l. i¥i:fJ蹴 / " X' ¥ ｉｬ 巨ｾ 設 備

給 俳 /1< 設 備 ( J 冨¥1 ノ ＧＱ＼ 処 ｦ Ｇｾ 胞 ｊＲ

屯 主1 設 備 マーー圃ｾ 環境』匝" 生

三機工業株式会社

取 締 役 社 長 大 島 剛

取締役大阪支庖長 三 田 村 嘉也

大 阪 支 庖 大阪市中央区北浜2- 2- 21 ｾｉｬ諮 ＰＶＨＲＰＲＩＳＰＷ Ｑ ( 代表)

本社・東京本庖 東京都千代田区有楽町1-4-1 電話03( 3502) 6111 ( 大代)

支 唐 名古屋 ・九州 ・北海道 ・中国 ・東北・北陸 ・神戸 ・四国

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ 三建設備工業株主ミ曾社

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 Pl f 3 番 5 号' ; 1! : J，f; ( 352)  1  1  3  HI刊

本 社* ) ) ( 都中央区 日 本将常勝股If 2 - 2 2  lITJ ，f; ( 3667)  3431  ( 大ft)

支 社 名 山屋 . 1111台 ・札幌・ 広 角 ・祈|而j ・金 沢 ・ 新 潟 ・縦 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備 ・ 設 計 施 工

。 -
-
-

空晃 調i ' -式会社

本 H  k 阪市中央l耳繊見 2 J i d  1帯61 ｾ［ＭＮＧｬイノ ＲＱｾ Ｑ Ｑｄ Ｚ タワー ."Jl; 06-949ー1371

点以本1，1; Jl r  )j( r.l 1  $J i  '(1; r:><: j1q新 市 新 作; 0 ぷビノレ;'" J [;03-3344-7911 

大 阪 本 山 大 阪 市 北 区 内 天 満 3 r  [J 13 孫 20 ¥} '，"Jr; 06- 363- 1371 

x  /，'， flll 合 横 浜 ・名J刊誌 ・J;( 仰 や1' ，'・ 1よ向. h' ，iJ尚l

れ! i Z 1好 札帆 ・ ［ｊ，雄 ・ 大石 Ｑ ・千葉・ ｉｉｉ 梨Ｎ，｜Ｉ＾附Ｎｪ［，｜ｊ Ｑ ・滋賀利 ＺｊｾＱ Ｑｊ ・ ｴｾｦ｛ Ｎ ｮ 崎 ・ ｩＧｬＧ 制

ｈｾ＠ ｾ｡＠ 所 ｉＧ ￭Ｇｾ ・ 秋 ｉｉｉ ・ｹ， ｾｊ 泊 ｬ イｩｉ崎 ・ ｾ， ［ｊ［ ｉｊｉ ・ Ｎｦ， ｜ｊｊｾ .  J，1i JIII .  ，:':j 松・J - ' J均

熊本 ・; 六時 ・1A兇 ，f.!i

ｾ＠ 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

倒 的 よ き 麟 へ 繍 で 挑 む一 一 一

o  株 式 会 社 糧 研

128 

l . l  . ーー一

本 宇土 大阪市中央区瓦毘町 2丁目 II 番16号( オートセンターピ/ レ l ・2階)

郵 便 番 号542 電 話 大 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代 表

メンテナンス部電話 大 阪 ( 0 6 ) 7 6 8 - 1 6 5 1 代 表

点 京 支 l苫 東京都文京区小石川 l 丁目 12番14号( 日本生命小石川ピル 7階)

郵 便 番 号112 'iIJ:話 ω3) 5  6  8  9- 2  3  5  1 代 表

商昆は空気ですo V  ｾ＠
m・・・ 黙 と 空気 の エン ジ二 戸川ーーーー

〉ー〈ノ5f 思
・宮

ガス設備の設計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設機器特約庖

。大晃設備株式会社

本 社

大阪市此花区西九条2丁目 13番28号 'i lL 06- 466- 2268 

大阪営業所

枚方 営業所 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 - 3 屯0720- 49- 2128

給 ・ 排 水 ・ 衛生 ・消 火 ・空 調 設 備

35 22西原衛生工業所大阪庖

人:1坂市北区中i主6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪( 458) 3628番

一刻; 耳 ・営業自i ' fr 縞 |河. #:-1: 11・天 理 ・) 11酋 ・神 戸

O K U j U  
スヘースク" . ィ，一

包 箆rEf!Jl{jfjj.容もお島む妥三留舘拶窃§

「大規模天井無足場工法J

内外装制作パネル・ システム天井・ 間仕切

間金社オクジュー

本 社

大阪市北区西天，両5丁目 3番 7号 干530

T E L  (061312-4131 FAX (061312-7998 

東京九州備，呉名古屋仙古宮崎京都

⑧造業油画技式会租

代表取締役社長 依 藤 孝 行

〒534 大阪市都島区中野町2丁目 10番11号 T E L ( 06)351- 5428附

F A X( 06)351 - 5299 
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何時もあなたの街で

お会いしている

クリハラの技術i'x会長d。 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 ‘ F 可:1: .t U: .

司 F電_.......

⑪ 東洋: ; ; : : ; ; ; ; ?地 区ｻ江 ［ｊ 日 Ｊ￬ｾｾｉｾＪｾ いき社
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設計施工

| 朝 陽 電 気 株 式 会 社 E

⑤ 
電気設備
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工
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施
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一

一

一

井
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叉

・

・

事
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工

A
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桁

気
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線

化
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本 山

本 社 干530 大|以rI トItl l( 'l'之r. :i モ1"1 12  - 4  (削 日ビl レ) '，1!:"，f;06  (385) 1361((¥:1 

大阪営業所 干564 I次 川 rl i j下 水 IlI f 3  r  11 34 - 6  '，I!:，，，f;06 (385) 1361((¥:1 

京都営業所 干615 J;i 自1: rli イi ｊ［ ｉ ｾ＠ 1>( 州 J; く傾向' 1 " ｾｦ＠ 21 ;1!: "i;Oi5(31 1) 1185((¥:I 

神戸営業所 干650 ｾｉＧＯ［＠ rli 中央 1'( if! I伊 f59 ( ド"/ ; 側 11 ピJレ) '，I!: "i;Oi8 (333) 7i 56I{¥:J 

111 Ｈ｜ＺＺＮＡぇ ｊ｛ 正 ｾＪｦｾ

大阪市北区西天渦 2 丁目 6 - 8  Ｈ 盆 ビ ｊ レ Ｕｾ ｪＩ

I包 括 0 6 ( 3 6 1)  3 6 7  1 (代)

東京都中央区 日本橋茅場Pl f 2 T I=l 1  7 番 3 号

電 話 0 3 ( 3 6 6 6 ) 1 4 7 8 (代)

堺 ・ 泉 州 ・ 泉 南 ・ 滋 T  

キ土

底

本

支

営 業 所

社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

関 西 支 社

馬 田 栄

大阪市中央区高周縞 4 丁目3番7号 電話大阪 (202) 0325 - 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 北海道・東北・丸 ノ内・新宿・神奈 川・J I : ! 関東・中部・九州

ム一

A

常務取締役支社長

人と都市の快適な環境をつくります

- 空鯛・給排水・ 衛 生 設 備

空貴 闘和

工a・配菅

水盤彊

コーンエネレーション

クリーンルーム

・プラ ン ト

プラン ト肘畿

ンステムヱ ν ジニアリ ν グ

メ タ 凶 出 迎 、 主

φ 住 友 電 設 株 式 会 社 協 ZZ諮 問 詑 臨む;zmぷj ;! ?

- 情報通信段備

情・通情ネットワーク

情岨是理

温情システム

量進システム

. . カ泌 量段備

畳宜竃

聖空過配 電

地中道 配 電

世鎗祖目股肘・施工 ・監理

・電気1宣備

畳宜電 ・脚圃

勘カ・酬圃援置

電 話、組 送、 インタ 一本 μ

防 犯、防虫

中失監 視酬栂

y ステム肘轟

電気2宜備 ・骨十装 制御 放備・ 空調 役僧・ク リーン ルーム投 傭 ・プラン ト段備

鎗排水衛 生t宜備・エネルギー集中監視 システム 。段計施工

三宝電機徽式会社

F
，

-U

叩

司

明

白

、

u

d

F

'
a

制

事 在 干5却大飯市北E 西支J I 2- 6- 8狸ピJレ) TEl lli <l 臼)14l 1.FAX 国(3制)5533

E 京 豆 在 干1郎東京臨畢区踊112-16( ニュー新揖ビM TEL伺(35倒)0131・FAX 回目5似)0268

8i SUs 干4618百置市北旦宣銅ー11・14 TEL051(9剖)5131. F AX飽(914)7535

淘ｩＢｓｩｬＡｩ刊冒神戸市 量 区岩 趣 ヰ明 ＱＭＱｾＨ 工ピス ピルＩ TEL078(創 )591' F AX078( 871)6161 

m研究所有釦文原府堺市三宝旬七T3国 TELOn1<Vゆ制 FAXon1( 17)1創

大阪市西区西本町 l の13の33

TEL. 06- 532- 0 461 ( 代必)

FAX.06- 535- 5 181 

天 理 市 丹 波 市 街 開r 4  9  

4上本

⑪ 2SYl 蹴業通告

黒 板 ・ 掲 示 板 ・ 家 具

電動黒板装置・サイン・スクリーン

〒547 大阪市平野区加美北 3 - 4 - 5

T E L 06( 792)  5858 F A X 06( 792)  2810  

天理営業所

あ ア

勺 7 -

ゅ 二 大

る ι . 堕 Z

l五円 :Hn U

恨 4 4i量 ク

工 且 区 ス

X訴雪美去

十!J 式E 77

竹之〉 二七七

正 Z 三 番 四 四

社 三一五
百 号 六 回

情報処理/ 編集・企画/ 印刑・製本
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Const r uct i on c hemi s t r y  f or t he f ut ure.  特殊壁装材製造販売 和室に最適

回一fJ1:rif)練Ｉ副ｾＡｉＺｊＡｊ ｄ ＺＲ
株 式 会 教 工 ヌ 工 ム ピ 一

株 式 会 教 ポ リ " リ ス 物 産

本 社 東 京 郎 港 区 六 本 木 3 - 16 - 26 

大阪支底 大阪市中央区北浜3- 2- 23( 1; 1霊ピル}

T  E  L06- 202-3294 

1111圃
場

一

二

エ

第

第

。. > 7 _ ¥¥) * - 鴨代の断熱用シ~人

場予ー" - '''''..J-d(み

目宜バイナリーシート P

目豆電線株式曾批 判 ￟ ｉｬ刊 田 区制限 ｔ 目 ＧＮ Ｒ ｾ Ｈ 干 代 田ピ ルＩ

デンカC S Aファミリー製品

-子二J DCS A ( 膨張性混和材 ) コンクリートのひびわれ防止に

・子二 ｊｄＢｾ ，ヨニ ｊ Ｈ グラウ 卜用無収 縮 材 Ｉ 鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

Ｍｔ ニ ｊｄ 守 Ｓ ー子 Ｎｊ Ｇｊｾ Ｈ芸高 一＿＿＿ Ｉ コンクリート躯体の漏水補修に
.ョーニJ s E S(土質安定用急硬材) 地盤補強用薬注入

・安二J s r l ooo(製品用超高度 j昆和材 ) コンクリートパイルの早期出荷と

J 、イモメント製造用に

ネ土

T EL 本社 ・京 都 ・4同町" ( 0 7 7 2 7 ) 2 - 2 2 2 0  

舞鶴 ( 0 7 7 3 ) 7 6 - 0 1 3 3  

A

曾式株業産

目士n

フl '浜電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

株;甫金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 ネ土

TEL 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

A

Q

玄式業産

TEL 大阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

TEL 東京 ( 0 3 ) 3 2 7 2 - 8 5 0 1  

東 郷 化 成 株 式 会

TEL 滋賀 ・守 山 ( 0 7 7 5 ) 8 3 - 2 3 8 1  

大 阪 ( 0 6 ) 8 7 7 - 1 5 8 1  

ネ土
ふ

玄式株産物洋光 ネ土

2 5 2 - 6 0 0 0  ( 0 6)  T E L 大 |坂
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テトカッパー防水
奥山化工業械式さ社

資料をご. * 下さい。

本 社東京都中央区銀座8-4-9 奥山ビル TEL03(3571)2703iftl FAX03( 3571 )0264  

大飯事輯所 TEL06(3引) 1081- 2向 X 06(395)2109 名古屋出揮所 TEL052(811) 3曲目

横浜宮要所 TEL045(320)48l2 FA叩 45(320)4765 庫 本 出 張 所 TEL0462(11) 1761 FAX0462(13).1 341  

2奇王宮軍所 TELO叫 (774)2845 ま 岨 出 彊 所 TELOI91(18)0878同 X0292位8)1614

| カッパー防水帯 ーコJ ータイトオクロン防水都目

I  i  ｾｾ ｙ ｏ ｓｨｵｴｴ･ｲ＠

東洋シャッター株式会社

本 社 干5 4 0 大 阪 市 中 央 区 南 新 町 1 - 2 - 1 0 ( T SピJ レ)

T E L  ( 0 6 ) 9 4 3 - 6 5 7 1  ( イミ)

・東京/ 償浜/ 盛岡/ 仙台/水戸/綱 / 岡崎/ 名古屋ゾ富山/ 大津/ 京都/ 神戸/広島/高松/福岡/ 他全国主要事肺

建築技術選書く特装版〉

企画/ 日本建築協会

学芸出版社

干600京都 市 F京区木津屋総通商洞院東入

( T  el) 075- 343- 0811 ( Fax) 075- 343- 081 0  

る

レ

策

わ

リ

決

つ

一

コ

解

苦

フ

開

制

ト

備

建築編

「建築漏水」編集委員会編

8 5 判 / 208頁 / 2 色刷

定価 4 1 2 0円 (本体4000円)

設備編

「設備漏水J 編集委員会編

8 5 判 / 184頁 / 2 色刷

定価 4 1 2 0円 (本体4000円)

大林組，鹿島，清水建設，竹中工務底，大成建設，松村組の 6社争中心に，

実際に発生した事例るもとに 社内教育メンバ ーが整理 ・分析

( 7m m m 

* 解決のノウハウ集

一
審理 〈目次〉

陸屋根/ 勾配屋彼等/ パラベット

外壁/ サッシ・開口郁/ トップライト/ 出入口まわり/ バルコニー

樋/ 床・その他/ 地下/ 結露

用情解脱/ チェックリスト

浅沼組，朝日工業社，安藤建設，奥村組，鹿島，金山工務1苫，熊谷組，

鴻池組，五洋建設，佐藤工業，清水建設，新菱冷熱工業，須賀工業，

住友建設，西武建設，銭高k: I l . 大成建設，大和ハクス工業，竹中工務

応，鉄建建設， 戸田建設，東海興業，東急建設，東洋建設. ＱｉｾｾＢ｢建設，

南海建設，西原衛生工業所大阪応，西松建設， 日産建設， 日本国土|摘

発，ハザマ，長谷工 コーポ レーショ ン，フジ タ，不動建設，前回建設

工業，真柄建設，松村組， 三井建設の38社が情報提供

あり得ないと思っても，不具合とな っているのが現実

各社で実際に生じた事例 をもとに整理・分析

現状4 原因 4 処置時再発防止策までを図解で詳鋭

トラブル予防と対策にす ぐ役立つ 〈チェ ックリスト 〉掲載

デサ.イナーを自指す人，施工監理のオーソリティーを志す人へ

W 糊抑制叩山町一一出血判盛時…一叫抑岬糊蜘" " " " B I ! ! I I I _ _ < 目次)

給水/ 給湯/ 排水

器具まわり

娩気/ ' ! 2 . 鯛/ 電気/ その他/ 腐食

チェ ックリスト
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困圏

宣言イ: rt こ』

鮮 や れくっきり、

屋 根はいま、 新 しい表情をもった

根にも容易な施工 が可能です。

不燃性と ソフ トな化粧性を合せ持ち、 下

葺 防水材と の防水 システ ムの併用も相ま

って、 屋根仕上材の自 信作です。

現代感覚あ ふれる超モダンな屋根か ら純

和風屋根にいたるま であら ゆ る屋根にセ

ンス良 〈調和します。

三 星 フネ ン シングルは、ガラ スマ ッ ト

1 0 0 %の芯材と耐候性に きわめて優れ

た特殊合成樹脂混入無機物か らなる不燃

認定を受けた屋根仕上げ材です。

耐久性、柔軟性に優れ、表面は環境に調

和する彩色砂粒を圧着してあります。軽

量にもかかわらず風に対しても十分な安

全性を持っています。 どの様な形状の屋

T EL06 (443) 0431  

T E L078  (362)  6121  

T E L082 (246)  8625 

T E L 092( 724)811 1  

T E L 03( 5821) 7711 

雑誌 03379-3

干550 大 阪 市 西 区 京 町 線 1 - 10  - 5  

干650 神戸市中央区栄町通5- 1-22日宝栄町ピノレ

干 730 広島市中区西平原町8- 13 立駐広島ピノレ

〒810 福 岡 市 中 央 区 大 名 2 - 4  - 35  

干 101 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 11 - 13  

阪

戸

島

岡

京

大

神

広

福

東

西日本三星シングル工事協同組合

田島ルーフィング株式会柱v  


